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　プロローグ







　夜も明けようという時分でありながら、何一つ遮しや蔽へい物ぶつの無い広々とした高層ビルの屋上で、二人の吸きゆう血けつ鬼きは堂々とその姿すがたを外気に晒さらしていた。空には雲がうっすらと漂っているが日の光を遮さえぎるには足りない、清すが々すがしささえ覚える空そら模も様ようだ。間もなく東から強きよう烈れつな朝日が射さし込むであろう、しかし吸血鬼たちは気にかける素そ振ぶりも見せずに互いに近づいていく。太陽の光を克こく服ふくした現代の吸血鬼は、本ほん能のう的てきな苦にが手て意い識しきはあっても、太陽そのものを脅きよう威いに感じることはなかった。

　吸血鬼の純じゆん血けつ種しゆ──『真しん祖そ』と呼ばれる貴き族ぞくを目もく前ぜんにして、グリオ・ヘルツルは片かた膝ひざをついて頭こうべを垂れた。人間から吸血鬼となった『成り上がり』と呼ばれる種しゆ族ぞくは、発生したそのときから吸血鬼だった『真祖』よりも格かく段だんに位くらいが劣る。純じゆん粋すいな力りき量りよう差さもさることながら、品ひん位いにおいても真祖の方が上だった。グリオは面おもを伏ふせることで格かく上うえへの敬けい礼れいとした。

　ちっ、と小さく舌した打うちが鳴った。

「────実に、面白くないですねえ」

　しわがれた声。真しん祖そであるインゴルフ・フォン・ピケは、グリオを見下ろしながら苛いら立だたしげに顎あごに蓄たくわえた髭ひげをいじった。

「返す言葉もございません」

　タキシード姿すがたにステッキをついたいかにも紳士然としたインゴルフではあるが、ステッキを地面にかつかつと打ち鳴らし、片方のつま先を忙せわしなく上下させる様さまはまるで落ち着きがない。平へい静せいを装よそおうように抑えた声こわ音ねは興こう奮ふんのあまりか不ぶ気き味みに震えた。

「いーえいえ、最初から思っていたのですよ。始し祖その回かい収しゆうはアナタのような成り上がり風ふ情ぜいには荷が重ーいのではないかとね。初めからワタクシが出向いていればこのような失しつ態たいを犯おかすこともなかったのですが。実に実に嘆なげかわしいですねえ」

　始祖の回収。──それはつい数日前まえにグリオが任を受け、失敗した仕事だった。

　伯はく爵しやく位いを持つディンケルホーファー家が千年に亘わたり匿かくまってきた『始まりの真祖』の存在が、吸きゆう血けつ鬼きの世界で明るみになったのは一月ほど前のこと。

　欧おう州しゆうを統すべる真祖──〝公こう爵しやく〟と呼ばれる吸血鬼は、成り上がりが台たい頭とうしてきた昨さつ今こんの情じよう勢せいを憂うれえ、始祖の血に人間と交わったことで失われた『野や性せい』を取り戻す能があるとして、これの回収を命じた。インゴルフは当初、公爵に指名されたことを深く光こう栄えいに感じ入っていたのだが。

「まさかワタクシがアナタの後こう方ほう支し援えんに回されるとは。なんというジョークでしょうと笑いたくもなりましたよ」

　公爵より命じられた任にん務むならばそれだけで何よりも勝る名めい誉よであるが、極きよく東とうの島しま国ぐにへの渡と海かい、それも成り上がりの尻しり拭ぬぐいが目的とあっては名誉さえ霞かすむ屈くつ辱じよくであろう。思い返せば、始祖の全身には吸血鬼界かいでは不ふ吉きつとされる黒こつ血けつが流れているという。そんなものを回収せよとは潔けつ癖ぺき症しようのインゴルフにとって苦く痛つうでしかなく、任にん務むそれ自体に矜きよう持じは傷つけられていた。

　地面を見つめるグリオにはその心しん中ちゆうは推おし量ることさえ不ぶ調ちよう法ほう、名ばかりの爵しやく位いを与えられたところで真祖ノーブルスには遠く及ばず、ただひれ伏すしか畏い敬けいを示す手段はない。悪いことに、公爵より直じき々じきに男だん爵しやく位いを与えられたことが反はん感かんを買われる最大の種たねとなっており、恭うやうやしい態度もまたインゴルフには面白くないのだった。

　成り上がりはどこまでいっても成り上がりのまま。所しよ詮せんは元もと人間でしかない。

　会話の節ふし々ぶしに不満の色を含ませつつ、インゴルフは努めて穏おだやかな口く調ちようでグリオを諌いさめる。

「公こうへの忠ちゆう義ぎ、そして仰おおせつかった大たい任にんを果たさんとする心こころ意い気きは立りつ派ぱですけどねえ、それよりもアナタには身の程ほどを弁わきまえる謙けん虚きよさを持ち合わせてほしかった。一人で先さき走ばしるのではなくワタクシの到着を待ってから行動に臨のぞんでほしかった。ワタクシ、何か間違ったこと言っていますかねえ？」

「いえ、すべて私の浅せん慮りよの致いたすところ」

　暗い面おも持もちで自省するグリオであるが、しかし事実は違った。インゴルフは当とう初しよすべてをグリオに任せて、日本へはおろか領りよう地ちの外にも出て行かなかったのである。グリオが始祖回収に失敗し、その報を聞いて初めて重い腰を上げた──手て柄がらを独ひとり占めできる好こう機きであると踏んだのだった。グリオと二人して始し祖そを回かい収しゆうしたところで所しよ詮せんインゴルフの役割は裏うら方かただ、実際がどうであれ成功すれば否いや応おうなくグリオの評ひよう価かが上がる。それでは面白くない。グリオが一人で失敗し、インゴルフが颯さつ爽そうと手柄を横よこ取どりできればそれが理り想そうだった。公こう爵しやくはグリオにどこか一いち目もく置おいている節ふしがある、その目も醒さめるのではないかという期待も含んでいる。

　好機だ。しかし、やはりグリオを目の前にすると腹にある一いち物もつも忘れて苛いら立だってしまう。

　頭こうべを垂れるその姿すがたにすら怒りが湧わいた。

「成り上がりめがっ！」

　ステッキを振りかぶり、グリオの横よこ顔がおに打ち付ける。バシィ！という甲かん高だかい音が二度、三度と続き、最後につま先でグリオの鼻はな面づらを蹴けっ飛ばす。成り上がり風ふ情ぜいが同じ空気を吸っているだけでもおぞましい。インゴルフは真しん祖その中でも特に保ほ守しゆ的てきな感かん性せいを持っていた。

　吸きゆう血けつ鬼きであろうとも同じ吸血鬼に蹴られたのであれば痛みは相そう当とうなものだ。事実、グリオは最後の一いち撃げきで首の骨を折っている。不ふ老ろう不ふ死しの特とく性せいを持つ吸血鬼はこの程てい度どの致ち命めい傷しようで死ぬことはない。時間を掛ければ完かん治ちできる怪け我がだ。骨こつ折せつはゆっくりと再生していき、その間グリオは何事も無かったように姿し勢せいを崩くずさない。

　悲ひ鳴めいすら上げなかったグリオが殊こと更さら気にくわなかったが、インゴルフは一ひと息いき吐はくと寛かん大だいさを見せつけるように大おお仰ぎように両腕うでを広げた。

「よろしい。では、後のことはすべてワタクシに任せなさい。アナタは邪じや魔まにならない程てい度どに諜ちよう報ほう活動に勤いそしむがいいでしょう。──それで、始祖を匿かくまっているというのは本当に教会なのですね？」

　グリオは頭を上げて大きく頷うなずいた。

「はい。それも聖殲士ナーバを養成するための施し設せつのようでした。学校スクールの形けい態たいを取っており、教師や学生の一部は聖獣ヴイアツアをも従えています」

　聖殲士とは、吸血鬼を天てん敵てきとしている教会が生み出した対たい人じん外がい殲せん滅めつ兵へい士しのことだ。彼らは聖獣という生命力を具ぐ現げん化かさせた武ぶ力りよくを使って多くの吸血鬼を葬ほうむってきた。

　聖殲士と吸血鬼──そこには殺し合いの長い歴史があり、今もってその対立に決けつ着ちやくの兆きざしは見られない。

　いや、あるいは始祖の存在が大たい局きよくを動かす鍵かぎになるのかもしれなかった。それだけになんとしても始祖は手に入れなければならない。しかし、

「面めん倒どうですねえ。教会組そ織しきが始祖を匿うとは。それも聖殲士とは」

「いえ、積極的に匿っているわけではありません。始祖が教会を隠かくれ蓑みのにしているだけのようです」

　不幸中ちゆうの幸いというべきか、教会側はその事実に気づいていないようだった。──特とく定ていの人物を除いては。グリオはその元人間を思い浮かべていた。

　インゴルフは呆あきれたように溜ため息を吐く。

「アナタは事情も知らない聖殲士ナーバに返り討うちにあったのですか？　ふうん、情なさけない。アナタのことだから考えもなしに正面から特とつ攻こうを仕掛けたのでしょうねえ、えーえ、実に品ひんがありませんねえ。ワタクシはもっとエレガントに行きますよ。始し祖そくらいすぐに回かい収しゆうしてみせましょう。いいですか？　くれぐれも邪じや魔まだけはしないように」

「承しよう知ち致しております。私はインゴルフ伯はくの手て足あしとなりましょう」

　朝日が昇る。眩まばゆい光に照らされて、インゴルフは両目を細めた。

「……何か隠かくし事をしていませんか？」

　グリオは、一切動どう揺ようすることなく言ってのける。

「何も。私が知り得たことはすべてお話し致しました」

　よろしい、そう呟つぶやくとインゴルフは身体からだを無む数すうの蝙蝠こうもりに変えて朝あさ焼やけの空に飛び立っていく。取り残されたグリオはトレンチコートの襟えりを立てて、太陽の光から肌はだを守る。──克こく服ふくしたとはいえ、強い光は多少の刺し激げきとなった。一いつ旦たん滞たい在ざいしているホテルに戻り、命令があるまで待たい機きすることにした。

　高層ビルから望む景け色しきに、ふと、足を止めて見入った。斑まだら王おう路じ市し──この街で出会った幾いく人にんかの聖殲士候こう補ほ生せいの子どもたちを思った。グリオの目が冷れい徹てつに細まっていく。

　──伯はく爵しやくが相手だ。総そう力りよく戦せんとなるだろう。今度こそ、おまえたちはおしまいだ。

　不ふ意いに胸に湧わいた感情を断ち切るように、視線を外して力強く歩き始めた。

　吸きゆう血けつ鬼きは非常口ぐちのドアを開けてビルの中へと姿すがたを消した。




　　　　　　　　　†




　斑王路駅えきの南、小高い丘きゆう陵りようの天てつ辺ぺん、周囲を森で囲まれたそこに森しん星せい学園はあった。中ちゆう高こう一いつ貫かんのミッションスクールで、偏へん差さ値ちと格かく式しきの高さに定てい評ひようがある。中でも神しん学がく科かは、普通科に比べてさらに敷しき居いが高く、外部からの一いつ般ぱん受験者を実じつ質しつ受け入れていないほど閉へい鎖さ的てきだ。それもそのはず、神学科は聖殲士養よう成せい施し設せつという裏の顔を持つ教会組そ織しきの一部ぶ門もんなのだった。むしろ森星学園そのものが、神学科──養成施設の隠かくれ蓑みのとしてのみ存在していると言っていい。

　学園長室しつの窓まど辺べに立って外の景色を眺ながめていた青年は、執しつ務む机に着く白はく髪はつの老ろう婦ふ人じんを振り返る。老婦人は学園長ちようで、名前をローズ・ホルネイといった。

「とても素晴らしいです、シスター・ホルネイ。自然に囲まれていながら俗ぞく世せと遮しや断だんすることのない自由な校こう風ふう。生徒たちも実に伸び伸びとしていますね。普通科に一般人じんを受け入れたのが大きいのでしょう。聖殲士を志こころざす神学科の生徒たちは、他のどの施設の子供たちよりも生せい気きが感じられます。一部の者たちが聖殲士の志し気きを落とすと言ってこの学園を批ひ判はんしていますが、僕は貴女あなたのやり方には賛成です」

　教会の信しん者じやは「罪」を払って神の子となり永遠になることを望んだ。──つまり、教えに従うことで死後の世界の救きゆう済さいを求めているわけだが、信しん仰こうを阻そ害がいしようとする「悪」がこの世には存在する。布ふ教きようを第だい一いち義ぎとしている教会がそのような「悪」を野の放ばなしにできるはずもなく、その最たる者として、死後の世界を否定する「不ふ死し」や「再さい生せい」の力を持つ吸きゆう血けつ鬼きを殲せん滅めつすべき敵と見なした。

　いくつもの宗しゆう派はに分かれた教会だが吸血鬼への敵てき愾がい心は一いつ致ちしており、宗派を超えた殲滅機き関かんを独立して作り上げることに成功する。それが『筺きよう界かい』と呼ばれる組織であった。

　筺界は吸血鬼殲滅のための戦せん士し──聖殲士ナーバを育てるために世界各かく地ちに養よう成せい施設を造った。学園の形けい態たいを取ったのは森しん星せい学園だけであり、その革かく新しん的てきな試みが原因で学園長ちようであるホルネイは教きよう会かい内部でよく槍やり玉だまに挙げられていた。

「ありがとう。まさかローマからの使し者しやがこの学園を褒ほめてくれるだなんてね。いつもやって来ていた方は貶けなすばかりで話にもならないのに。教会は、今度は何を企たくらんでいるのかしら」

　ホルネイの切り返しに、青年は苦く笑しようを浮かべて両手を胸の前で軽く振った。

「企むだなんてとんでもない。強く気け高だかい聖殲士が一人でも多く誕生することを教会は強く望んでいます。手段や方法を問うている場合じゃないでしょう」

「司し教きようたちも貴方あなたのような考え方をしてくれていたらいろいろと楽だったのだけれど」

　遠えん慮りよのない物もの言いいは青年に対してわずかにも心を許している証しよう拠こである。

　筺界の意志決定は教会の意志に沿うものでなければならないが、しかし特とく定ていの宗派が独どく占せんする恐れもあるため、これを監かん視しする必要があった。具体的には、各かく宗派から使者を派は遣けんし、施設ごとに視し察さつ、必要があれば干かん渉しようし合って意志の均きん衡こうを図るものである。その際、施設の責任者はどの宗派にも属さない人間が好ましいのだが、部ぶ外がい者に任せるわけにもいかず、一期毎ごとに選せん任にん者と候こう補ほ者を各宗派から選出して委員会を作り、そこから任にん命めいする仕組みを取っている。甚はなはだ面めん倒どうではあるが、内うち輪わ揉もめを回かい避ひするためには仕方がない。すべては吸血鬼殲滅のためである。

　ホルネイは、教会ではなく、特例として『筺界』の側から推すい挙きよされた人間だった。そのせいか教会からは冷ややかな目で見られている。彼らからすれば、筺界は戦せん士しの製せい造ぞうにのみ従じゅう事じしておけばよく運営や管理は我々に任せよ、と言いたいようだ。

　そもそも筺界の定てい義ぎを都つ合ごう良よく曲きよつ解かいさせて政せい争そうの具ぐに仕立てようとしたのは教会なのだ、その防止策さくのために『筺界』がホルネイを送り込んだことを彼らは理解しようとしない。

「せめて吸血鬼のことに関しては一いち枚まい岩いわになってほしいものだわ。筺界を作ったのも、あわよくば力を独どく占せんせんがため、とか考えていそうね。嫌いやだわ、まったく」

「ご苦労お掛けします」

　この程てい度どの不ふ平へい不満でも別の使者であれば鬼おにの首を取ったように教会上じよう層そう部ぶに報告することだろう。ホルネイを政せい略りやく的に貶おとしめるためだ。些さ細さいな言げん動どうで揚あげ足あしを取る司教たちに辟へき易えきしてきた身としては青年のような良い意味で明け透すけな人間の方が接しやすい。何より疲れない。

　しかし、ホルネイは目を細める、それ以上に警けい戒かいする必要もあった。この手の優やさ男おとこは慇いん懃ぎんな台詞せりふの裏にまっ黒な思おも惑わくを秘めているものだから。

　青年の名はピエルマルコ・ソルディーニ。長身でありながら周囲を威い圧あつしない柔らかな雰ふん囲い気きを纏まとっている。物もの腰ごしも優ゆう雅がで、しゃれっ気もあった。生きつ粋すいのイタリア人らしい性格をしているが、本ほん職しよくは教会の司し祭さいである。

「では、改めてお尋たずねしますが、この視し察さつでの目的は何？」

　彼にとって今回が初めての視察である。普ふ段だんはバチカン市国の教きよう区く内ないで司し牧ぼく活動に従じゆう事じしており、しかし何を思ったか学園への視察を自ら志し願がんしたのだという。本来それは任にん命めいされるものであり、大たい抵ていの聖せい職しよく者しやは吸きゆう血けつ鬼きに関する事こと柄がらを蔑べつ視ししていて、嫌いやがられるものだ。経けい歴れきに傷が付くとも聞く。好きこのんで使いに出てくるならそれなりの理由がなければおかしい。

　ピエルマルコは穏おだやかな笑えみを浮かべるだけでそこにあるはずの思おも惑わくを一いつ向こうに匂におわせない。

「買いかぶり過ぎですよ。日本の斑まだら王おう路じ市しにわざわざ造られた施し設せつがいかようなものか見てみたくなっただけです。まあ、野や次じ馬うま的な興きよう味みですけれど。聖女と聖遺物が一カ所に揃そろっているのですから、教会の人間として、気になるでしょう」

　すでに滞たい在ざい日数も一週間が過ぎていたが、ピエルマルコに不ふ審しんな動きは見られなかった。

　単純な興味──。確かに彼が羅ら列れつしたモノは教会にとっては無む視しできないものばかりだ。聖せつ遺い物ぶつに至っては裁さい判ばん沙ざ汰たにもなりかねない大事である。

「『大たい派は会かい』の老ろう人じんたちが目くじら立てているのも面白い。これはぜひ現地に視察に行きたいと思った次し第だいです」

「……趣しゆ味みが悪いのね。訂てい正せいするわ。貴方あなたみたいな人は貴方だけで十分よ。神しん経けい使いすぎて倒れちゃいそう」

　ピエルマルコはおどけるように肩を竦すくめて見せた。

「『星せい学がく祭さい』が終わるまでの辛しん抱ぼうです。僕の興味の半分は日本の学園祭さい見たさなんですから」

　ピエルマルコの滞在期間は再さ来らい週しゆう末、六月の第三土曜日、森しん星せい学園文化祭『星学祭』最終日までである。

　ホルネイはピエルマルコから視線を外して虚こ空くうを睨にらみ付ける。ピエルマルコに対して不審を抱く。決して警けい戒かいを怠おこたらない、そう気を引き締めた。

　せめて、この青年がいる間だけは何なに事ごとも起こらないでほしい。




　　　　　　　　　†




　森星学園の校舎内ないには吸血鬼専用の隠かくし部屋が存在した。校舎の外がい壁へき（四階相そう当とうの高さ）にある隠し扉とびらから入り、幻げん術じゆつによって築かれた果てしなく長い回かい廊ろうをひたすら歩く。薄うす暗ぐらい回廊の只ただ中なかで、まるで代わり映えしない木もく目め調の壁にひっそりと埋め込まれている扉とびらを見つけられたのなら、そこだ。

　扉を強く押すと音もなく内部へ開いていく。内側には、取とっ手てはあるが鍵かぎは付いていない。自然と閉まる扉を背に廊下を進み、すぐに現れる鋼こう鉄てつの扉を開けばリビングへと繫つながった。三十畳じよう以上もの広さを誇る洋よう室しつ、その上システムキッチンが完かん備びされ、奥には無む駄だに豪ごう華かなトイレとバスルームがあった。壁かべ一いち面めんは天てん井じようまでが本ほん棚だなだ。絨じゆう毯たんの上に配置されたソファとテーブルと液えき晶しようテレビ、それに種しゆ々じゆのソフトケースが散さん乱らんしている様さまはこの部屋に生活感かんと温ぬくもりを与えている。だが、四よ隅すみにあるオレンジ色の電球の明かりがこの部屋の光こう量りようのすべてであり、窓が一つもないので相そう当とう薄暗い。時計の類たぐいが一切ないために昼夜の判はん別べつが付き難にくく、一日もいれば時間感かん覚かくは確実に麻ま痺ひすることだろう。

　暗い中でもなお目を惹ひくのが特とく注ちゆうサイズの巨きよ大だいベッドの存在である。四し肢しを投げ出しても三人くらいならば余よ裕ゆうで寝られるほどの広さだ。天てん蓋がいが覆おおい被かぶさるその真ま下したでは真まっ白しろなシーツが小さく波を打っている。──部屋の主ぬしが抱だき枕まくらに手て足あしを絡めるようにして、小さな寝ね息いきを立てていた。

　幸せそうな寝ね顔がおは年とし端はもいかぬ少女のものだった。流れて広がる銀ぎん髪ぱつと鼻はな筋すじの通った整った小こ顔がお、それに華きや奢しやな体たい軀くには西せい洋よう人形のような可か憐れんさがあり、気き品ひんすら感じられた。乱れたネグリジェから覗のぞく素す肌はだも新しん雪せつと見み紛まごうほどに透すき通っていて細こまやかだ。汚けがれを知らぬ一いち輪りんの花は涎よだれを垂らし「ぐへへへへ」とだらしない笑えみを浮かべて幸福な夢を見る。

　侵しん入にゆう者しやの存在についに気づかない。

「………………っ！」

　侵入者はベッドに上がると無ぶ遠えん慮りよにマットレスを弾はずませて歩き、枕まくら元もとに立って少女と抱き枕を見下ろした。冷たい眼がん光こうが暗くら闇やみに浮かび上がる。幽ゆう鬼きのように感情はなく、しかし吐く息はかすかに震えた。そっと腰から細身剣レイピアを抜く。試し振りをするように中ちゆう空くうを一いつ閃せんし、眼がん前ぜんに刀とう身しんを立たせて目を瞑つむる。呟つぶやく。「──主しゆよ。堕だ落らくするこの者たちを許し給たまえ。なれど、」

　細身剣の切きっ先さきを抱き枕に突きつける。吸きゆう血けつ鬼き化したことで筋きん肉にく質しつに変わった上じよう半はん身しんを少女の顔に押しつけている変へん態たいの喉のど元もとに、切っ先が触れる。

「私は許さん」

　ぶすり、と。

　割と本ほん気きで刺した。




　あんぎゃ───────────────────ッッッ。




　自らの悲鳴に飛び起きる抱き枕、もとい、大おお道みち晴はる夜やは、何事かと左右に首を振り、枕まくら元もとに立つ人ひと影かげを見上げて完全に目を覚ます。

　身に纏まとうは森しん星せい学園指定の制服ではなく聖殲士ナーバ用の騎き士し装しよう束ぞく、編み込んだ長い黒くろ髪かみを頭の後ろでまとめたヘアスタイル、服の上からでもわかるしなやかな筋きん肉にく、何より、凜り々りしくも美しいそのお顔は誰だれあろう、リライラ・ボーグその人であった。

「せ、せせせ、先せん輩ぱい!?」

「おはよう、晴はる夜や君」

　リライラ先輩は額ひたいに青あお筋すじを浮かべて晴夜に微ほほ笑えみかける。──うわ、普ふ段だん温おん厚こうな先輩がなぜこのように怒っていらっしゃるのか。まるで理解できない晴夜だったが、乱れに乱れきって下した着ぎすら丸まる見みえの少女が、半はん裸らの自分に抱きついている格かつ好こうを見つけて（あろうことか晴夜の腕も少女の腰を抱き返している）、サーッと顔を青くした。

「ううん、はるやぁ」

「テ、テア、起きろよ、おい。そんな悩ましげな声で俺おれの名前を呼ぶんじゃない！」

「……」

　リライラ先輩の目に蔑さげすみの色が広がっていく。晴夜は愛あい想そ笑いを向けて対たい抗こうする。

　ぐっすりと眠っている少女はアルカテア・ディンケルホーファーという名の、吸きゆう血けつ鬼き、である。それも『始し祖そ』と呼ばれる絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆで、『真しん祖そ』の吸血鬼からその血を狙ねらわれている、自じ称しようお姫ひめ様さまだ。

　一月ほど前、晴夜はグリオに殺されかけていたところを、テアに血を吸われ吸血鬼として蘇よみがえり、それ以来眷けん属ぞくとして主人たるテアに仕えているのだった。現在は、聖殲士の巣そう窟くつである森星学園のこの隠かくし部屋で一いつ緒しよに生活を送っている。太陽を克こく服ふくしていない前ぜん時代の化か石せきである始祖と、その眷属にとって、この隠し部屋は唯ゆい一いつ安心して生存できる癒いやし空間なのであった。

　リライラはそんな晴夜たちの良き理解者で、二日に一度はこうして様よう子すを窺うかがいにやって来た。吸血鬼化して心こころ細ぼそそうにしている元もと学園の後こう輩はいを励はげます意味もあったのだろうが、それ以上にリライラは風ふう紀きの人であり、若い男女が同どう棲せいすることを快く思っていないのだった。

　すげえやべえ状況を見られて晴夜は慌あわてて弁べん解かいする。

「先輩、違うんだ、これは誤ご解かい！　別にナニもいかがわしいことは、ほんと、ナニも──」

　──しかし、どうしてこんな時間に!?

　晴夜は頭の片かた隅すみで強く疑問に思う。夜や行こう性せいの吸血鬼と人間では活かつ動どう時間が異なる。晴夜たちの就しゆう寝しん時じは、つまり今の時間帯は、学園では授業が行われているはずだった。生徒であるリライラ先輩も、当とう然ぜん、出席していなければならない。

　リライラは、はぁ、と呆あきれ果てたという溜ため息を吐いた。

「よもや同どう衾きんしていたとはな。見み損そこなったぞ、晴夜君。いくら長命の吸血鬼とはいえ見た目は幼い女の子だ、それを、君は、────手を出すなんて」

「出してない！　出してないっすよ先輩っ、信じてください！　これはその、ほら！　ベッドがこんなに広いのに俺おれだけ床で寝るのは嫌いやだからってんで、テアに言って半はん分ぶん使わせてもらってたんですよ！　ほんとそれだけっす！」

「その割には随ずい分ぶんと密みつ着ちやくしているようだが？」

「えっといやこいつ寒がりで、引き離してもすーぐくっついてくるんですよ！　寝ね相ぞうも悪いから睡すい眠みんは邪じや魔まされるしで、ほとほと参まいってるんすよ！　ええ！」

「……本当に？」

「ほんとっす！　神に誓ちかってもいいっす！　俺、テアみたいなぺったんこなガキンチョにはまったく全然これっぽっちも興きよう味みないっすから！」

　力りき説せつした。抱く腕に力が入りすぎてテアとますます密着し、図ったようにテアから甘えた声が出る。

「あはん、はるにゃん♡」

「テメエ、今までそんな呼び方したことねえだろうが！　わざとやってんのか!?」

　つか、絶対起おきてるだろ！　こんだけ大声出してんだから起きろよ、こら！

「ああん、もっと♡」

　何をだ!?

「よおくわかった。晴はる夜や君、君には制せい裁さいが必要みたいだな」

「へえ!?」

　リライラは晴夜から距離を取り、細身剣レイピアを水平に構えた。高速で打ち出される刺し突とつはきっと晴夜の身体からだ中に無む数すうの穴を開けることだろう。冗じよう談だんでもなんでもなく、晴夜が不死身であることを計算に入れた上での制裁なのだ、それくらいはしてきそうだ。

「ちょちょちょ！　先せん輩ぱい待まって話し合おう!?　俺はいつだって先輩一ひと筋すじなのに！」

「そういう軟なん派ぱなところも気に喰わん。テア君のためにもその性しよう根ね、教育してやる」

　達たつ人じんのリライラが放つ剣けん気きに全ぜん細さい胞ぼうが震え上がる。

　──や、無む理り、まずい。あんなの受けたら死んじゃうから！

　起きがけ直後に死ぬか生きるかの瀬せ戸と際ぎわに立たされた晴夜の脇わきで、テアが涎よだれをじゅるるると吸い上げて半はん目めを開く。寝ぼけ眼まなこは抱だき枕まくらの腹ふつ筋きんに夢の続きを見つける、──あらこんなところに牛肉が♪　「もっともっと」とおねだりしていたからきっと晴夜が用意してくれたのでしょう、ふふんまったく可か愛わいい眷けん属ぞくです、ご褒ほう美びに後でご奉ほう仕しさせてやるとして今はともかく、

　いただきます。

「がぶり」




　ふんぎゃ───────────────────ッッッ。




　二度目の悲鳴は一度目よりも大きく響ひびいた。

　テアの尖とがった歯が晴はる夜やの腹肉にぞぶりと食い込んでおり、嚙かみ切れないのが不ふ服ふくらしく磨すり潰つぶすようにあごをぐいぐいぐいぐいぐいぐいぐいぐい動かした。

「イィ痛たたたたたッッッ!?　喰うな起きろ俺おれはおまえの飯めしじゃねええええええ！」

「……次は……タン……塩…………よろ」

「寝ね言ごとが恐こえぇ!?」

　一いつ向こうに起きないテアと格かく闘とうする晴夜。

　リライラは毒どつ気けを抜かれた。──まあ、この二人に限って色いろ気けのある事じ態たいに発展することはないな、と改めて確かく信しんするのだった。

「いや、うん。私はもちろん信じていたぞ、晴夜君」

「目を見て言って！」

　そんな。

　賑にぎやかで可お笑かしな出来事がだんだんと日常化かしつつあった。

　忘れそうになる、この平へい穏おんが一いち時じしのぎの合間にもたらされたものであるということを。始し祖そであるテアが真しん祖そに狙ねらわれ続ける限り、眷けん属ぞくである晴夜が人間に戻る術すべを手に入れない限り、本当の平穏はやって来ないということを。

　忘れそうになる。

　吸血鬼はるやを滅ぼす者が森星学園すぐそばにいることを。













　一章『Vampire With The Crusaders』







　時刻は午後を迎えたばかりで、吸きゆう血けつ鬼きにとってはとってもおねむな時間帯である。

　晴夜はあくびを嚙かみ殺しながら、眼がん前ぜんにそびえるリライラ先せん輩ぱいのご尊そん顔がんを見上げた。夜の街よりなお暗いテアの隠かくし部屋の中であっても、晴夜の視し覚かくに掛かれば、額ひたいに浮き出る血けつ管かんの線すらはっきりと見えた。さっきよりもかなり怒っていらっしゃる。

「少しでも君を信用した私が馬ば鹿かだったようだ」

　そうして細身剣レイピアをかざし、晴夜の眉み間けんにその切きっ先さきを突きつけた。

　──ほんの五分前。テアと一いつ緒しよに寝ているところを目もく撃げきされてお叱しかりを受けた直後のこと、寝ね惚ぼけたテアはリライラの存在に一いつ切さい気づかずに起き出して、

　瞼まぶたをぐしぐし、

「はるやぁ、おふろぉ」

　よろよろと浴よく室しつに向かっていった。

　眠気覚ましにシャワーでも浴びようという魂こん胆たんらしく、テアにとっても起きるにはまだ早い時間だったが、仕方がない、「待ってろ、すぐ行く」晴はる夜やもついでに起きようとパンツを脱ぎかけた。

　はた、と気づく。傍かたわらで訝いぶかしげに首を傾かしげているリライラと目が合った。

「晴夜君、今のやり取りは一いつ体たい何だ？　どうして君まで服を脱ぐ？」

　やべ。無む意い識しきに、ここ最近日につ課かとなった動どう作さを行っていた。

「いやッ！　これはなんというか条件反はん射しやッ、じゃなくて、勘かん違ちがいでした！　ほら、俺おれってトイレは全ぜん裸らにならないとできないタイプじゃないですか!?」

「知るかそんなもん！」

　若じやつ干かん顔を赤らめるリライラ先せん輩ぱい。ひょっとして想そう像ぞうしたのかしら。

「汚きたないものを見せるな！」

「勝かつ手てに想像しといてひどい！」

　などと話を逸そらそうと頑がん張ばってみたが無む理りでした。リライラに新たな疑ぎ惑わくを向けられた晴夜は、弁べん解かいするためにとりあえず正せい座ざしてみるのだった。

　で、剣を突きつけられているのだった。

「まさかと思うが、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入っているわけじゃあるまいな？」

「そんなー。まさかー」

　眷けん属ぞくが主人の身体からだを洗って差し上げるのは当然のことじゃないですかー、なんて正直に話したらどうなるのだろう。

　殺されるよね、やっぱ。

　くっ、油ゆ断だんした。まさか寝ね込こみを襲しゆう撃げきされるとは思わなかったのだ。リライラ先輩たち生徒会クルセイダーズのメンバーがやって来るのは早くても十六時くらいなのに。三時間は早い。

「あの先輩、一ついいですか？」

「なんだ？」

「どうして今日きようはこんなに早い時間においでなのでしょうか？　つか、学校は？」

　怒り顔をわずかにも緩ませることなくリライラは言う。

「今日は午後の授業は取り止めだ。再さ来らい週しゆうには『星せい学がく祭さい』があるからな、その決けつ起き大会がクラス毎ごと、委員会毎に行われている。これから『星学祭』までの期間は変へん則そく時間割わりとなる」

　星学祭、その単たん語ごを頭に思い浮かべて納なつ得とくする。もうそんな時期か。

　本来なら森しん星せい学園は、神しん学がく科かの性格上じよう、外部とは極きよく力りよく接触を避けてしかるべきなのだが、あまりにも閉へい鎖さ的てきだとかえって世せ間けんの関心を集めることとなり、逆ぎやく効果となり得た。普通の教育機き関かんを装よそおうためにも学校行事は一般客きやくを呼び込むものにしている。教会の教えを緩めて自由な校こう風ふうを目め指ざしたホルネイ学園長ちようの意い向こうでもあった。

　その甲か斐いあって『星学祭』は斑まだら王おう路じ市しの観光の一つに数えられるほどの名めい物ぶつとなった。近きん隣りん他校とは規き模ぼも質も掛けるお金も違っているらしく、毎年多おおくの観光客きやくが来らい場じようするという。

　晴はる夜やは去年まで中ちゆう等とう部ぶに在ざい籍せきしていたので、高こう等とう部ぶで行われる『星せい学がく祭さい』の実じつ態たいを実はほとんど知らない。学がく園えん全ぜん体たいで盛り上がる学園祭さいではあるが、校舎が違えばやはりそこは別世界だ。お遊ゆう戯ぎ会のような中等部とは比べものにならないと聞くし、決けつ起き大会なるものが存在していること自じ体たい学園祭に懸かける情熱には開きがあった。

　楽しそうだなあ、と思った。

　参加したかったなあ。

　できねえけど。

「じゃあ先せん輩ぱいたちもお忙いそがしいのでは？」

「生せい徒と会かいはいつだって多た忙ぼうを極めるよ。『星せい学がく祭さい』の準じゆん備び期間は特にね。だが、そんなことは前まえ々まえからわかっていたことだ。準備期間に対する準備をこれまでやってきたからな、調ちよう整せいはすでに取れている」

　少しだけ勝ち誇った顔をして、

「他の業ぎよう務むは後で片かた付づけるさ、晴夜君たちの観察を前まえ倒だおしにしてね」

　さほどありがたくない言葉を口にした。いやあ、モルモットの気分。

「ご苦労さまっす。俺おれたちのことはいいんで、学園生活を堪たん能のうしてきてください」

　気を遣つかったつもりだったが、リライラには通じなかった。

「忘れるな。我々が第だい一いち義ぎとしているものは吸きゆう血けつ鬼きとの闘たたかいだ。学園生活は二にの次つぎ、この場に始し祖そとその眷けん属ぞくがいるのにどうして蔑ないがしろにできるか」

　その凜り々りしさ、揺らぎのなさに惚ほれ惚ぼれする。

　さすがは聖殲士ナーバ候こう補ほ生せいの代表、生徒会長さまである。

　森しん星せい学園生徒会──通つう称しよう・クルセイダーズは現在四人で構こう成せいされている。

　メンバーには、神しん学がく科かに所しよ属ぞくする生徒の中から成績優ゆう秀しゆう者が選ばれる。成績優秀とは、もちろん学がく業ぎようもそうだが、特に聖殲士としての資し質しつを評ひよう価かしてのものだ。現げん時じ点てんで吸血鬼と渡り合えるほどの実力を備えた者が生徒会入りし、卒業後は聖殲士になることを約束される。リライラは伊だ達てや酔すい狂きようで細身剣レイピアを振り回しているわけではなく、帯たい剣けんを許されるほどの実力があり、そんなリライラを頭に据すえる生徒会はまさしく戦せん闘とう集団なのである。

　吸血鬼や聖殲士のことなど一切知らない普通科の生徒にとっての代表でもあったが、生徒会は学園生活に比ひ重じゆうを置くわけにいかず、いつだって頭の中は吸血鬼のことでいっぱいなのである、優ゆう先せんすべきは聖殲士としての使し命めいだ。

　つまり、学園行ぎよう事じと晴夜を秤はかりに掛けて、晴夜を選んだのである。

「先輩、もしかして一日中俺のこと考えてくれていたんですか？」

　期待を込めて尋たずねると額ひたいに細身剣の切きっ先さきが、ぶすり、と刺さる。

「つあぃ!?」

「ああ言えばこう言う。晴夜君はあれか？　私を馬ば鹿かにしているのか？」

「んんんなわけないでしょう！　俺おれが尊そん敬けいする人間はリライラ先せん輩ぱいだけっすから！」

「また調子の良いことを……」

　怒り顔が呆あきれ顔にシフトされる。でもどこか嬉うれしそうな気け配はいも滲にじんでいた。リライラ先輩の目め尻じりがちょっとだけ下がった気がした。

　吸きゆう血けつ鬼きになって早一ヶ月。世せ間けん的には死亡扱あつかいで、学園の仲間には内ない緒しよでひっそり暮らしている身の上と、太陽の下を歩けない貧ひん弱じやくな体たい質しつは、とてつもなく不幸だけれども、そう悪いばかりじゃなかった。

　ずっと憧あこがれていたリライラ先輩とこうして普通に会話ができるようになったのだ。

　神しん学がく科かで唯ゆい一いつ聖獣ヴイアツアを宿すことができない落ちこぼれ生徒だった晴はる夜やと、全ぜん校こう生徒の頂ちよう点てんにいるリライラ先輩。いわゆる高たか嶺ねの花だった。お近づきになるのも畏おそれ多かったというのに、まさかこうして剣を突きつけられる仲になるなんて！（この上なく特別な間あいだ柄がらじゃね？）

　先輩にとってみれば観察対たい象しようとのコミュニケーションくらいにしか思っていないのかもしれないけれど、晴夜には至し福ふくの時である。

　成り行きとはいえ、生徒会クルセイダーズの裏メンバーに迎えられてちょっとだけ鼻が高いし。

　リライラや他のメンバーとも徐じよ々じよにだけれども打ち解けている気もするし。

　何よりも、人間扱あつかいされていることが一番嬉しかった。

「俺としてはいつ来てくれたって嬉しいっすよ。先輩たちが訪ねて来てくれるうちはまだ人間なんだって自信持もてるから」

「……そうか。まあ、寝込みを襲おそうのは趣しゆ味みじゃない。明日あした以降は予あらかじめ時間を言っておこう」

　テア君にも謝っておいてくれ──、そう言って細身剣レイピアを鞘さやに戻してくれた。

　なんだかんだと優しい先輩なのだった。

　テアは今お風ふ呂ろに入っているし、これで他に誰だれもいなければ先輩と二人きりで良い雰ふん囲い気きなのだけれども、

　無ぶ粋すいな声が割り込んできた。

「僕は反対だね。そいつに人間並なみの配はい慮りよなんて必要かい？　会長は本当に甘いな。ま、それでこそリライラ・ボーグとも言えるか。複雑だね」

　それまでソファでくつろいでいた金きん髪ぱつ巻まき毛の男が、背もたれ越しに振り返ってこちらを見つめる。穏おだやかな表情を浮かべているが、その目は敵てき意いを宿していた。

「……居たんすか、ジョイ先輩」

　知っていたくせに、あえて無む視ししていた晴夜であった。リライラに起こされたときすでに気け配はいは感じ取れていた。おそらくリライラと一いつ緒しよにやって来たのだろう。

　ジョイ・アイスマン、三年生──リライラと同学年で、生徒会副ふく会長を務めている。聖殲士ナーバ候こう補ほ生せいナンバー２の実力を持つ、生徒会メンバー唯ゆい一いつの男だん子し生徒である。

　女の子に優しくて男には冷たい典てん型けい的な嫌いやなやつ。

　人間の頃ころからいけ好かない先せん輩ぱいだった。

　吸きゆう血けつ鬼きになってからは毎日のように嫌いや味みを言われている。今の発言にしてもそうだ。晴はる夜やはそろそろ殴なぐってもいい頃ではないかと思っている。

「文もん句くがありそうだね、後こう輩はい。勘かん違ちがいするなよ、僕だってこんなトコ本当は来たくないんだ。テア君だけならまだしも、君のようながさつな男は視し界かいに入るだけでも気が滅め入いる。我が慢まんしてやっている僕に感謝することだ」

　聖殲士ナーバが吸血鬼を憎ぞう悪おするのは理解できる。

　吸血鬼に家族を殺されて天てん涯がい孤こ独どくの身となった子供が聖殲士になることが多いからだ。彼らはその生しよう涯がいを吸血鬼への復ふく讐しゆうに捧ささげる。神しん学がく科かの生徒の大たい半はんがそうだった。

　だからジョイが吸血鬼になった晴夜を嫌けん悪おしたとて何ら不ふ自然はない。──ないが、

「僕以い外がいの男はみんな死ねばいいのに」

　ジョイは人間も吸血鬼も関係なく晴夜を、というか男を毛け嫌ぎらいしているのだった。

　ジョイの態度にリライラも嘆たん息そくする。

「言葉が過ぎるぞ、ジョイ。晴夜君は『始し祖そ』という希き少しよう種しゆの眷けん属ぞくで、我々にとっては興きよう味み深ぶかい観察対たい象しようだ。それだけじゃなく、学園の可か愛わいい後輩でもある。我慢などと言わず、もう少し心を開いてあげたらどうだ？」

　仲良くしろ、と忠ちゆう告こくしていた。それには晴夜も、えー？　と不満顔がお。

　ちなみに、生徒会クルセイダーズメンバーの残り二人はクラスのＨＲが長引いて遅れている。エスメラルダ・オルギン先輩と龍ロン飛蕾フエイレイ先輩が居てくれたらここまで気まずい空気にはなっていなかっただろう。

　女子が少ないと調子が出ないのだとジョイは言う。

　呆あきれた野や郎ろうだ。

　と、ジョイが何やら思し案あんするように「ふむ」顎あごに手を添えてリライラ先輩を、そして晴夜を交こう互ごに見る。「？」不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげて目を瞬またたくリライラ先輩、──素すの反応が普通に可愛い。じゃなくて、晴夜はジョイの視線に嫌いやな予よ感かんを覚えた。

　ジョイはおもむろに立ち上がり、ベッドの縁ふちにまで近づいた。

「……上がるなよ」

「上がらないよ。吸血鬼の寝ね床どこになんざ」

　くっ。予想どおり嫌いや味みで返されて、その隙すきを作った自分に舌した打うちする。

「まったく。君たちは普通に会話もできないのか？」

「安心しなよ。会長の言うように少しだけ心を開いてみようと思ったんだから。僕からの挨あい拶さつだ、受け取ってくれよ、後輩」

　ふふん、と意い地じ悪わるそうな笑えみを浮かべて、掌てのひらを上にする。

「出でよveni、《寄生する樹々の口づけミステイルテイン》」

　掌てのひらに水色の光点コアが灯ともり、囲むようにして蒼そう炎えんが噴ふき上がる。繁はん殖しよくしていく枝えだ木ぎを象かたどった蒼炎は、ジョイの能力──『宿やどり木ぎ』の聖獣ヴイアツアである。

　晴はる夜やもリライラも不ふ審しんそうにジョイを眺ながめた。

「ジョイ、何をするつもりだ？」

「……言っておくけど、俺おれに聖獣は効かねえぞ」

　吸きゆう血けつ鬼きに対して絶ぜつ大だいな威い力りよくを誇る聖獣は、どういうわけか晴夜には通じなかった。それは人間であった頃ころからの体たい質しつで、実じつ体たいを持つはずの聖獣には触れることさえできなかった。それ故ゆえか聖獣が宿らなかった晴夜には、聖獣は脅きよう威いになり得ないのだ。

「知っているよ。けれど、それは君に傷をつけられないという意味でだ。別に危き害がいを加えたいわけじゃない。聖獣にはそれぞれ特とく有ゆうのスキルがあることを忘れていないかい？」

　──特とく殊しゆスキル。忘れちゃいないが、なぜか聖獣を宿すことができなかった晴夜には少々ピンとこない。

　聖獣とは、『筺きよう界かい』の神しん秘ぴ『祝福』を受けた者には必ず宿るはずの己おのれの分ぶん身しんである。その形けい態たいは宿やど主ぬしのイメージによって象られ、大たい抵ていは動物の姿すがたをしている。ジョイのように植物の形をした聖獣は珍めずらしい部ぶ類るいだ。ちなみにリライラの聖獣は『翼よく虎こ』である。

　形態が決まっていれば動き方も外がい観かんに引っ張られる。虎とらなら四よつん這ばいで歩くし、鳥ならば翼つばさをはためかせて空を飛ぶ。特殊スキルと呼ばれるものもその延長で、言うなれば聖獣の特とく質しつを活いかした『必ひつ殺さつ技わざ』のことであった。

「待て。ジョイ。それは駄だ目めだ！　晴夜君のプライバシーに関わる！」

　リライラが叫ぶ。──え、何それ？　発言が不ふ吉きつすぎる。

「もう遅いよ。すでに発はつ動どうしている」

　リライラが手を伸ばしたのと同時に、ジョイの掌に繁しげっていた宿り木が晴夜目め掛がけて枝を伸ばした。枝の先せん端たんが胸むな元もとに到達すると、ジョイの掌から千ち切ぎれて、晴夜の体に取り憑ついた。

「うおおお!?　なんだこれ、なんだこれ、なんだこれ!?」

　植物が自分の体から生はえ出ているみたいで視し覚かく的てきにグロテスクだ。宿り木がまるで生きているかのようにうねうねと揺れ動いている。うっわ気持ちわりぃ！

「取って、取って、取って────っ！　見た目生せい理り的にキツイってこれ！」

「失礼なことを言うやつだね。僕の聖獣はこんなにも愛らしいというのに」

「ジョイ、まだ間に合う！　急いで解かい除じよしなさい！」

　あのリライラ先輩が慌あわてふためいている。

　ジョイはそんな先輩の反応を楽しむかのように片かた目めを瞑つむり、

「会長にもお楽しみ頂いただけると思うよ。後こう輩はいの本ほん心しんを暴あばき出してあげよう」

　厳おごそかに、よく通る声を響ひびかせて、

　命じた。




『繁しげり。増やせ。其その《想おもい人》へと枝を伸ばせ。絡め。宿やどれ』




「お、想い人だとお!?」

　絶ぜつ叫きようしたのはリライラだ。

　瞬しゆん間かん、晴はる夜やの胸の宿やどり木ぎがざわざわと激しく蠢うごめいて、

　リライラに向かって急速に触しよく手しゆを伸ばした。

「────っ!?」

　瞬またたく間にリライラの胸に寄き生せいする聖獣ヴイアツア。晴夜と同じく宿り木に絡みつかれたリライラは、呆ぼう然ぜんと晴夜を見つめて、表情をぴたりと固めた。枝えだ木ぎだけがうねうねと、さわさわと、揺れ動いている。──ええっと。

「どういうこと？」

　晴夜に取り憑ついた《寄生する樹々の口づけミステイルテイン》が、ジョイの号ごう令れいと共にリライラにも寄生した。いや、拡かく散さんした。分ぶん裂れつした。晴夜を中心に。

　まるで晴夜の意い志しに従ったかのように。

「これが《寄生する樹々の口づけミステイルテイン》の能力さ。僕がある条件を唱となえれば、宿やど主ぬしにとってそれに該がい当とうする者へと宿り木は拡散していく。今唱えた条件は《想い人》──つまり、後こう輩はいが懸け想そうしている者に枝木は絡みついたのさ」

「え、ちょ、それって……!?」

　遠隔感応テレパスの類たぐいの能力か。限げん定てい的ではあるが、使いようによっては武ぶ器きになる、反則級きゆうの『必ひつ殺さつ技わざ』だった。聖獣は攻こう撃げきにのみ特とつ化かしているものと思っていたが、そういえば友達のチーコの聖獣なんかは煙えん幕まく張はったり無限増ぞう殖しよくみたいなことができたりするんだったっけ。と、感かん心しんしている場合じゃなく今の状況って、──え？

　俺おれが先輩に告こくったってことになるんじゃないの？

　慌あわててリライラを振り返る。リライラは堅く目を瞑つむり、石せき像ぞうにでもなったかのように身動きを止めた。どんな道の達たつ人じんも極めれば己おのれの意志で無む我がの境きよう地ちに到とう達たつできるとか、そんな感じ。まったく気け配はいを感じさせやしない。ちょーすげえ。

「会長、我われ関かんせずはこの場合残ざん酷こくな所しよ業ぎようだよ。勇気を振ふり絞しぼって本ほん心しんを伝えた後輩を放っておくものじゃない」

「っ!?」

　動どう揺ようして目を開く。なんだかリライラの方が困っているみたいだ。

　なんという嫌いやらしい能力だろう。こんなの条件次し第だいで宿主を破は滅めつに追い込めるじゃねえか。

「もっとも、条件を細かく限定的にしすぎると能力の精せい度どは落ちてしまう。聖獣としての威い力りよくも下がってしまうのは玉たまに瑕きずだね」

「んなこたあどうでもいい！　さっさと解かい除じよしろ！　嫌いやがらせにも程ほどがあるわ！　俺おれは別にそのあの！　っ、せ、先せん輩ぱいのこと嫌きらいじゃねえし、むしろ尊そん敬けいっつーか好きっつーかなんつーかちゅーかほれあれだよ、……アレなんだよ！　ほらあ、先輩も困ってるじゃんか！」

　──つか、俺が一番ドキドキしてるんだからね！

　本ほん心しんを言えばリライラ先輩には憧あこがれているし、冗じよう談だんめかして本ほん人にんに伝えたこともあったが、第三者に暴ばく露ろされるのは嫌いやすぎる。本ほん気きで受け取られると今後どんな顔して向き合えばいいかわからなくなる。

　今でさえまともに顔が見られないというのに。

「……。晴はる夜や君」

「はいぃ!?」

　静かな声こわ音ねは感情を押し殺していた。晴夜の想おもいは好こう意い的に受け取られたのか、はたまた嫌けん悪おで拒きよ絶ぜつされたのか、いまいちわからない。いや、きっと、リライラは己おのれの感情を悟さとらせまいと努めて冷静に振ふる舞まっている。

「わかっている。これはジョイがしでかした悪戯いたずらだ。ああは言っているが、この能力に信しん憑ぴよう性があるかは疑問なんだ。気にする必要はない」

「そ、そうなんすか」

「見くびってもらっては困るね。《寄生する樹々の口づけミステイルテイン》が検けん索さくし対たい象しようを捕ほ捉そくしたんだ、間違いは起こらない。後こう輩はいの好きな人は会長で決まりだ」

　ジョイがにやにやと解説する。リライラ先輩は表情を読まれたくないのか顔を片手で覆おおった。

　晴夜よりリライラ先輩を追い込んでいるように見えるのは気のせいだろうか。

　そして、顔を見られたくないってことは、晴夜を気き遣づかってのことだろうか。それとも顔すら見たくない、見せたくないとか……。うわあ、それはさすがに凹へこむわー。

　ふとリライラと視線が絡まる。

　どきんと鼓こ動どうが跳ねた。気き恥はずかしくなってお互いに視線を逸そらした。お互いに？　先輩もこちらを意い識しきしてくれているのか。勘かん違ちがいでもそう考えると耳まで赤くなる。

「その、……なんだ。晴夜君の気持ちは素直に嬉うれしく思うよ」

　胸むな元もとで拳こぶしをギュッと握りしめちゃうその態度が健けな気げすぎて、女の子していてやばい。

「こんなときどう言ったものか、気が利かない自分を情なさけなくも思う。す、すまない」

　そして、窺うかがうような上うわ目め遣づかいで晴夜を見つめる。

　しおらしいリライラ先輩がそこにいた。

　普ふ段だんとのギャップがありすぎる！

「なんだ、会長も満まん更ざらでもないんじゃないか。良かった良かった、《寄生する樹々の口づけミステイルテイン》が二人の想いを結ばせたのなら、僕も能力を発はつ動どうさせた甲か斐いがあったよ。感謝しろよ。後輩とはこれからは仲良くしてやってもいいと言っているんだ」

　あくまでも上からなジョイを無む視しして、晴はる夜やとリライラはもじもじと指ゆび先さきを遊ばせた。

「は、晴夜君、あのな。わ、私は君のことは、その……」

「せ、先せん輩ぱい……」

　まさかこんな展開になるなんて。あのリライラ先輩が頰ほおをほのかに赤く染そめて、今、晴夜の告こく白はくに対して回かい答とうを出そうとしていた。

　聞きたい。いや、聞きたくない。もしも振られたりでもしたらダメージでかいし、ジョイの前だとさらにクリティカルで痛い。しかしこの勢いは止められそうになかった。

　ごくりと喉のどが鳴った。リライラ先輩が顔を上げる。口を開きかけた、

　そのとき、

「晴夜、晴夜、晴夜ぁあああああああああああああああああ────ッッッ!?」

　晴夜も、リライラも、咄とつ嗟さに背せ筋すじが伸びていた。

　浴よく室しつの扉とびらが勢いよく開き、全ぜん裸らの少女が飛び出してきたのだ。

「テ、テア!?」

　シャワーを浴びていたテアがバスタオルも巻かず、濡ぬれたまま晴夜に向かって突とつ進しんし、あろうことか抱きついてきた。抱きついてきたっていうか、タックルをかましてきた。どげし、と腹ふく部ぶに衝しよう撃げきが来る。「ごふっ!?」

　そのとき、機き転てんを利かしたリライラの一ひと突つきが真ま横よこを薙ないでいた。テアの裸ら体たいを目もく撃げきする前に、ジョイは殺人的な二本指ゆびによって視し力りよくを失った。「ぐあっ!?」

「晴夜ァ、ここを見てください！　ここ、ここ、ここぉ────っ！」

　ここ、と言って華きや奢しやな裸体をさらけ出す。指ゆび差さす先は真まっ白しろな肌はだに上じよう気きしてうっすらと赤みが差した胸むな元もと。咄嗟に掌てのひらで顔を覆おおった晴夜だったが、そおっと指と指の間からテアのおっぱいを盗ぬすみ見た。テアがここまで取り乱すなんて──、とわずかな心配があったからで下した心ごころは一切ないのだと心の中で言い訳わけしながら、──って。

　気づいたとき、今度は間ま近ぢかでそれをガン見していた。

「なんなんですか、これはぁ────っ!?」

　うねうねと、さわさわと。

　ついさっきから見み慣なれたモノがテアの胸に繁しげっていたのだ。

　つか、どう見てもジョイの聖獣ヴイアツアである。

「取ってください！　このままでは、わたしはこの植物の慰なぐさみ者になってしまいます！」

「どんな危き機き感かんだよそれ!?」

「慰み者になってしまいます！」

「連れん呼こすんなや！　そういう風ふうに見えちゃうだろ！」

　涙なみだ目めで嫌いや々いやと首を振るテア。幼い体を一いつ糸し纏まとわずさらけ出し、そこに絡からみつく宿やどり木ぎはどこか官かん能のう的であり、扇せん情じよう的であり、要するにエロかった。
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　いかんいかん、見み惚とれている場合じゃない。

「ジョイ先せん輩ぱい！　どういうことっすか!?」

　ジョイは「目が、目がぁ!?」と苦く悶もんに喘あえぎながら、見けん当とう違ちがいの方ほう角こうに向き直る。

「その様よう子すだとテア君の胸にも宿やどり木ぎが絡みついたらしいね！　なかなか気の多い男だね、後こう輩はい！　会長だけでは飽あきたらず、別の娘こにも色いろ目めを使うだなんてね！」

　なぜか楽しげに声を弾はずませるジョイ。その台詞せりふで悟さとってしまった。晴はる夜やは顔面を青くする。

　恐おそる恐る振り返ると、リライラ先輩は初めて晴夜に気づいたというような顔をして、

「……（ニコッ）」

　ほおら、めちゃくちゃ怒っていらっしゃるぞ。

「ハッハッハッ！　二ふた股またとは感心しないね、後輩！」

「ごごごご誤ご解かいっすりょ！」

　嚙かんじゃった。でもその慌あわてっぷりがますます信しん憑ぴよう性を高めてしまう。

《想おもい人》に拡かく散さんして寄き生せいする聖獣ヴイアツアが、リライラだけでなくテアにも取り憑ついたということは、つまりはそういうことらしい。そんな馬ば鹿かな、という思いと同時に、それもそうか、という気もしている。リライラには憧あこがれを抱いていたけれど、同じくらいテアには忠ちゆう誠せい心しんがあった。《想い人》は何も恋愛のカテゴリにだけ収まるものではない、と思いたい。今だけは！

　しかし、事情と本ほん心しんがどうであれ、現状は非常にまずい空気。起き抜け一発「先輩一ひと筋すじっす」とか言っていた十分ほど前の自分を殴なぐりたい。リライラはとっても硬こう派はで、いい加か減げんな男が大だい嫌きらいなはずだから。

　ジト目が肌はだに突き刺さる。

「ちなみに、スキルのみ発はつ動どうさせただけで聖獣ヴイアツア本ほん来らいの力は抑えてある！　テア君の体が傷つくことはない！　安心したまえ！」

「確かく信しん犯じゃねえか!?　これが狙ねらいだったんだろう!?」

　リライラを煽あおっていたのはこの為ための伏ふく線せんだったのだ。晴はる夜やだけでなくリライラも嵌はめられた形であるが、そんなもの晴夜のだらしのない性しよう根ねの前では些さ末まつ事でしかない。

「くしっ……」

　テアのくしゃみ。シャワーをざっと浴びた程てい度どの体はすっかり冷え切っている。抱きつくテアをそのまま抱え上げ、シーツに落として簀す巻まきにした。少女の全ぜん裸らは目にも毒どくだし、何よりジョイの前でこれ以上肌はだを晒さらしてほしくない。そう思っていると、間かん一いつ髪ぱつ、ジョイの視し力りよくが回復したようだ。

　テアが慈いつくしむような目で晴夜を見つめた。

「晴夜、わたしはもうじき死ぬのでしょうね。覚かく悟ごを決めました。わたしのこと、忘れないでくださいね。約束ですよ」

「何を悟さとったか知らねえけど勘かん違ちがいだから気にすんな」

　勝かつ手てにテンションをクライマックスに持って行くんじゃない。

「最後に最高級きゆうの黒くろ毛げ和わ牛ぎゆうが食べたかったです。先ほど夢に出てきたのです。晴夜のお腹なかから和牛が出てきてモーモーと」

「……悪あく夢むだな」

「さあ、食事の準備を。いつまでだって待ちますから」

「テメエ死ぬ気ねえだろ」

　胸の宿やどり木ぎよりも空くう腹ふくが気になるってどんだけ食しよく欲よく旺おう盛せいなんだ。こいつに惚ほれているとかやっぱりあり得ない。リライラもそんな晴夜の心情を察してくれたのか、先ほどまでの壮そう絶ぜつな笑えみを（この迫はく力りよく伝わるかしら）引っ込めてくれた。冷静に考えてもらえたらわかるのだ、リライラのそれとテアのこれとは別べつ問題だということが。

「ところで、こいつらはどうしてここにいやがるのですか？」

　シーツにくるまったテアが先せん輩ぱいたちを不満げに眺ながめる。側そく臥が位いで、肘ひじを立て、頭を支える姿し勢せいが大たい層そう偉えらそうだった。

「あーはいはい。いつもの『観察』ですか。そりゃご苦労なこってすね」

　どこまでも偉そうだった。

　何はともあれ、ジョイの嫌いやがらせも一いち段だん落らく着いてホッと一ひと息いき。

　が、一いち難なん去ってまた一難、──でもなく、ジョイの奸かん計けいはこのときこそがクライマックス。

　重じゆう厚こうな出入り口の扉とびらがガッコンと音を立て、二人の少女が入ってきた。

　一人はお色気ムンムン褐かつ色しよく肌はだのナイスバディ、僕らのお姉ねえさん・エスメラルダ先せん輩ぱい。

　もう一人は小学生並なみのちっさな矮わい軀くでおっきな態度、みんなの妹・龍ロン飛蕾フエイレイ先輩。

　二人は仲良く仏ぶつ頂ちよう面づらで、壊こわしかねん勢いで扉を蹴けり開けた。ずかずか入ってくるや否いなや、ジョイを見つけて口くち火びを切った。

「ちょっとなんてことしてくれんのよ!?　制服に穴が開いちゃうじゃない！」

「そうじゃ一いつ張ちよう羅らなのじゃぞ！　朕ちんらに聖獣ヴイアツアを嚙かませるとは何事ぞ！　何事ぞおおお！」

　二人の制服はそれぞれ趣しゆ味みに合わせて改かい造ぞうされている。それを聖獣の火で炙あぶられてしまったものだから二人は怒りに燃えていた。つまりだ、どちらの胸にも《寄生する樹々の口づけミステイルテイン》がうねうねと蠢うごめいていて、リライラの額ひたいに血管の筋すじが復ふつ活かつしたというわけだ。

「フフン、節せつ操そうがないなぁ、後こう輩はい」

「これが狙ねらいかあああああああ!?」

　四人の少女に懸け想そうを抱く、節操無なしの吸きゆう血けつ鬼きがここに一匹ぴき。ジョイがきちんと説明することで、蔑さげすむ視線が×かける４にまで増えていた。

「──私に惚ほれるのは構わないけれど、あっちこっちで他の女の子に手を出すジョイみたいな人はお断りよ」

「──論ろん外がいじゃな。朕はまだ子供ゆえ色いろ恋こいには疎うといのじゃが、ジョイのような性せい癖へきを持つ最低男おとこは大だい嫌きらいじゃ」

「──晴はる夜や、このうねうねしたモノが何なのかおおむね理解しましたが、そもそもそのジョイとか言う男は誰だれなのですか？　どこにいるのです？　わたしにはちんぷんかんぷんです」

「……おかしいな。後輩を貶おとしめたつもりがついでに僕にも跳ね返ってきている」

　風ふう紀きのお人、リライラが最低男を退たい治じせんと細身剣レイピアを抜き放つ。

「滅めつせよ、女の敵」

　こうして晴夜には、『元もと人間』『始し祖その眷けん属ぞく』『生徒会クルセイダーズの裏メン』に加えて、新たな称しよう号ごう『女の敵』が付ふ与よされた。




　ひんぎゃ───────────────────ッッッ。




　　　　　　　　　†




　事の発ほつ端たんは一ヶ月ほど前に起きた死し傷しよう事件に遡さかのぼる。

　斑まだら王おう路じ市しに二に体たいの吸きゆう血けつ鬼きがやって来た。一人目は始し祖そアルカテア・ディンケルホーファー。そして二人目は、彼女を追ってきたグリオ・ヘルツルという真しん祖そである。グリオは始祖を誘おびき出すために、あるいは何なに某がしかの反応を見るために、無む差さ別べつに人間を襲おそった。夕暮れの明めい暗あんに紛まぎれて老ろう若にやく男なん女によ問わず吸きゆう血けつし、目もく撃げきした人々は吸血鬼きの仕し業わざではないかと噂うわさした。そのため、発生した都市伝でん説せつは『夕ゆう闇やみの吸血鬼』と称され、そのことで『始し祖そ』ではなく森しん星せい学園の聖殲士ナーバ候こう補ほ生せいの子供たち五人を誘おびき出してしまったのはグリオにとっても誤ご算さんであった。まさか極きよく東とうに位置するこの日本に聖殲士がいるだなんて夢む想そうだにしていなかったのだ。

　グリオと戦った五人の子供たちのうち、無ぶ事じ生せい還かんできたのは二人の少女だけ。

　三人の若者が死し傷しようした。

　大おお道みち晴はる夜やは首を嚙かまれ、血を吸われ、傷きず口ぐちから大量の血液を流してなだらかに死んだ。直後に現れた始祖により吸血鬼として復ふつ活かつするが、人間としての生はそこで途と切ぎれた。

　中ちゆう等とう部ぶ一年に所しよ属ぞくするエンマ・アズナブルは、学園最さい強きようの聖獣ヴイアツア《大海より来りし戦象アイラーヴアタ》の光点コアを潰つぶされて絶ぜつ命めいした。

　二人の墓ぼ標ひようは学園のバラ庭園に建こん立りゆうされている。

　また、天あま草くさレオは右腕うでと両脚あしを切せつ断だんされ、再さい起き不ふ能のうの状態になった。

　将来有ゆう望ぼうな若者を三人も失ったことを受け、学園理り事じ会は急きゆう遽きよ臨りん時じの討とう伐ばつ部ぶ隊たいを編へん成せいした。学園の教師を務める聖せい道どう士しを始め、実じつ戦せん経験のある生徒会クルセイダーズも部隊に参加している。討伐部隊は夜よ毎ごと当番制せいで街を警けい邏らし、仇かたきである『夕闇の吸血鬼』を打だ倒とうすべく団だん結けつするのだった。

「もっとも、『夕闇の吸血鬼』はすでに晴夜君に打倒されてしまったがな。学園はそのことに気づいていないが、しかし、始祖がこの町にいる限り新たな吸血鬼の襲しゆう来らいが予測される。討伐部隊にはしばらくこの辺りを警邏させた方がいい」

　言いつつ、リライラ・ボーグは嘆たん息そくするように肩を竦すくめた。

「とはいえ、所しよ詮せん我々は素人しろうとの集まりに過ぎないんだ。これまで吸血鬼が現れなかったために、この国には聖殲士がいない。一いつ線せんから外はずされた聖道士と候こう補ほ生せいが編成の部隊だ、いくら聖獣を扱えると言っても本ほん物ものの吸血鬼が相手では若じやつ干かん心こころ許もとない。一番、二番の『雛鳥の巣ホリイハウス』から本ほん職しよくの応援を要よう請せいしているようだが、相手方かたが渋しぶっていて思うようにいかないらしい」

『雛鳥の巣』とは、吸血鬼に家族を殺され天てん涯がい孤こ独どくの身となった子供を引き取る施し設せつである。孤こ児じは吸血鬼専せん門もんの狩人かりうど・聖殲士になるための英えい才さい教育を施ほどこされ、教会の教えに染そめられていく。番号は施設の設せつ立りつ順を表し、拠きよ点てんとされた国を示す記号としても用いられている。

　リライラが言うには、一番イタリアと二番ブラジルから輩はい出しゆつされた聖殲士がここ日本へやって来るのを拒こばんでいるという。

「なんすか、それ？」

　晴はる夜やは首を傾かしげた。同どう志しの危き機きに何を渋ることがあるというのか。

　晴夜は今、リライラ、エスメラルダの二人に学園から連れ出されて深夜の街にいた。道みち端ばたの自じ動どう販売機で購こう入にゆうした缶かんジュースを飲みながら立ち話をしている。制服では警けい官かんに補ほ導どうされかねないので、全員私し服ふく姿すがたである。ちなみに──、

　リライラはデニムのスリムパンツにショートブーツを履はき、上は『爽そう』の一字がプリントされたＴシャツを着ている（漢かん字じのチョイスに微び妙みようなセンスを感じる）。肩には野球のバットケースのような物を掛けていた。いつも腰こし元もとに携けい帯たいしていた細身剣レイピアはさすがに人ひと目めに触れさせられないのでそちらに収しゆう納のうしている。全体的にスポーティな雰ふん囲い気きで、是ぜ非ひとも一いつ緒しよに汗あせを流してみたい。

　エスメラルダは対たい照しよう的に派は手で目めなコーディネイトだった。胸むな元もとを強きよう調ちようするかのように緩やかに開かれたサマーニットと、見せブラなのか鎖さ骨こつの上を走る肩かた紐ひもにどきりとさせられる。花はな柄がらのミニスカートから伸びた脚あしは踵かかとの高いハイヒールによりさらに艶なまめかしい。遊び慣なれた女じよ子し大生と言った趣おもむきで、一度でいいから遊ばれてみたい。

　晴はる夜やは、──割かつ愛あいさせていただきます。特とく筆ひつするもんでもない。

　歩道に設せつ置ちされたステンレスの車止くるまどめに腰こし掛かけたエスメラルダが口を開いた。

「世界に『雛鳥の巣ホリイハウス』は四カ所存そん在ざいするでしょ。あたしたち生徒会クルセイダーズの面めん々めんは一番から四番までそれぞれの施設から学園に寄よ越こされたのよ。──って、まあ全部、学園長ちようローズ・ホルネイの強ごう引いんな手て引びきによって叶かなったものなんだけれどね。だから、あたしたちもそれなりに事情は知ってるんだけど」

　再びリライラが話を引き継いだ。

「森しん星せい学園は教会の反対を押し切って開校した経けい緯いがある。『雛鳥の巣』が創そう設せつされて数すう世紀が経たち、徐じよ々じよに四つの施し設せつは交流を持たず独どく自じのやり方で聖殲士ナーバを養よう成せいしてきた。するとどうだ、意い思し統一が難しくなってしまったではないか。次し第だいに派は閥ばつと利り権けんの奪うばい合いをするようになった。敵は吸きゆう血けつ鬼きであるはずなのに、教会はいつしか内部に敵を生み出していたわけだ。まったく馬ば鹿かげた内ない政せい争いだよ。特に教会は、宗しゆう教きようというものは、自己顕けん示じ欲よくが布ふ教きようの動どう機きにあるからな、この結果は無む理りからぬことだったわけだ」

　憤ふん然ぜんとした口く調ちようを、一いつ旦たん、落ち着かせ、

「でだ、この状況を打だ開かいしようとしたのが学園長なのだそうだ。四つの施設から年とし頃ごろの子供を学園に編へん入にゆうさせて思し想そうを統とう一いつするというな。延ひいては吸血鬼退たい治じに向けて教会と『筺きよう界かい』を一いち枚まい岩いわに戻そうという計画でもあるらしい」

　どこまで本当か疑わしいという口ぶりである。実際には吸血鬼を匿かくまう隠かくし部屋を用意していたのだから吸血鬼殲せん滅めつを悲ひ願がんにしているとは言い難がたい。

　ちなみに学園に来た子供の割合は四番イギリスからの編入生が多かった。学園長が以前四番の施設長ちようを務めていたことが大きい。落ちこぼれの晴夜が学園に来られたのもそれが理由である。

「学園長の真の目的って何なんすかねえ？」

「それを探ってんのよ、あたしたちは。学園長って教会じゃなくて、『筺界』の人間だって噂うわさだし。あの辺って仲悪いのかしら。ま、そんなわけで、いろいろときな臭くさい学校ってことなの」

　エスメラルダが見せつけるように長い足を組み替えた。横よこ目めからでもスカートの中なか身みが丸まる見みえだった。さすがはお色いろ気け担当。いちいちあざといぜ。

　今日きようは黒か。

「そこでだ、晴はる夜や君」

「わひっ!?」

「っ!?　ど、どうしたんだ？　おかしな声を上げて」

「え、いいえぇ、何でもないっすよ？」目をキョドらせながら、「時々変へんな声を上げたくなるんですよ、わひわひあーおーいぇー、これって吸きゆう血けつ鬼きになった副ふく作用っすかねえ」言い訳わけひでえ。

「そ、そうか。それは難なん儀ぎだな」

　割と心配そうな顔をする。──あ、信じてくれた。エスメラルダ先せん輩ぱいはそんな真ま面じ目めで純じゆん粋すいなリライラ先輩をにやにやと眺ながめている。

「で、何ですって？」

「応援が来られないという話だよ。一月待まったがこれ以上は待つだけ無む駄だだろう。学園長ちようは教きよう会かい内部ではいわゆるはみ出し者で、森しん星せい学園は腫はれ物もの扱あつかいだ。『雛鳥の巣ホリイハウス』は『筺きよう界かい』の管かん轄かつだが、実際幅はばを利かせているのは大おお本もとの教会だ。吸血鬼が出しゆつ没ぼつしたからと言って政せい敵てきに塩を送る真ま似ねなどすまい。──というわけで、討とう伐ばつ部ぶ隊たいは戦せん力りよくが圧あつ倒とう的に不足しているんだ」

　吸血鬼に対たい抗こうできるのは聖殲士ナーバだけだ。晴夜もそれは殺されたあの夜に十分理り解かいした。聖せい道どう士しや候こう補ほ生せいだけでは吸血鬼を打だ倒とうするには難しい。

　晴夜が一人でグリオを撃げき退たいできたのは、吸血鬼の力を駆く使ししたことと、グリオ自身が手て加か減げんしてくれたからに他ならない。グリオ以外の吸血鬼が相手だったならきっとテアは奪うばわれていただろうし、晴夜も生きていなかった。

「グリオと名乗った吸血鬼は去った。晴夜君の話ではその吸血鬼はしばらく手を出して来ないだろうという見けん解かいだが？」

　ちらりと視線を向けられて、晴夜は頷うなずいた。

「あいつならたぶん当とう分ぶんは大人おとなしくしていると思います。なんか律儀りちぎだったし」

「ふむ。しかし、始し祖そがこの町にいる限り、グリオでないにしても、別の吸血鬼が彼女を狙ねらって続ぞく々ぞくとやって来る可能性がある。我々にいま求められているのは、戦せん力りよくだ。晴夜君を討伐部隊に紛まぎれさせたのもそういう経けい緯いからだよ」

　こうして、今の状況の説明が果たされたのだった。

「……」

「？　どうした晴夜君、がっかりしたような顔をして？」

　どうして夜の街を美び女じよ二人に挟まれて闊かつ歩ぽできているのか、晴夜はようやく合が点てんがいった。説明もなく無む理りやり連れ出されたときは何事かとドキドキしたものだけれど、そうかそうか、今は警けい邏らの途と中ちゆうだったのか。へっ、どうせそんなこったろうと思ったよ。

「そりゃあがっかりもするわよねえ。年とし上うえの美女から二人がかりで夜のデートに誘われたんだもの。期待もするわよねえ」

　こくり、素直に頷うなずく。リライラの言いつけどおり帽ぼう子しの上からフードを目ま深ぶかに被かぶる服装の徹てつ底ていぶりは、意い気き込ごみの裏うら返がえしであり、晴はる夜やの素す顔がおを完全に隠かくして浮かぶ涙さえも影に潜ひそめた。

　静かに詠うたう。




「──『水すい底ていに澱よどむ無む音おんの叫び　支配者は言葉を嚙かみ千ち切ぎり　少年は呼吸さえままならない』」




「ちょっと、何か語り始めたけど!?」

　晴夜の趣しゆ味みがポエムであることを知らないエスメラルダは面めんを喰らい、リライラはすかさず人ひと差さし指ゆびを口くち元もとに立てた。

「しっ！　静かに！　晴夜君の心の声だ！」




「──『光こう明みようが差した　あれなるは祝福と美び貌ぼうの女め神がみたち　甘く囁ささやく歓かん喜きの調べ』」




「……うわあ完全に自分の世界に入っちゃってるじゃない。どうすんのよこれ？」

　引き気ぎ味みにリライラを窺うかがうと、

「………………（超ちよう真剣）」

「なんで聞き入ってんの!?」




「──『形を現す言葉たち　吸い込んだ空気は毒どくに侵おかされていた　ああなんということだ　支配者の名は移りゆくものであるようだ　逃のがれられぬ運命デイステイニー　願わくば甘かん美びな罠わなへと堕おちていけ』」




　朗ろう詠えいし終えた晴夜は声にならない息を吐き出した。残ざん心しんが場を凜りんと引き締め、応こたえるようにリライラもまた胸に手を当てて感じ入る。

「君の詩は相変わらず素晴らしい」

「うそお!?　リラ、あなた本ほん気き!?　本気で言ってる!?　あんなわけわかんないもんで、」

「しかし、テア君との会話が嚙かみ合わないとした表現はいささか大おお袈げ裟さじゃあないか？　それに私たちのことも少し誤ご解かいしているようだ」

「通じてるし!?」

　エスメラルダは親友の感かん性せいに恐れおののく。その顔には今後も友達としてやっていけるかどうかという不安がありありと浮かんでいた。

「残念だが、我々に遊んでいる暇ひまはないんだ。学園長ちようの動どう向こうも気になる。彼女は、もしかしたら君の存在にも気づいているかもしれん」

「……ん」

　思い当たる節ふしがある。隠かくし部屋にいつの間にか増えている書物や補ほ充じゆうされている食料のことだ。「世の中には三田玄有珠サンタクロウスという稀け有うな人じん種しゆがおりまして」と語るテアは論ろん外がいとして、学園内ない部ぶに晴はる夜やたちの生活をサポートする何者かは確かに存在していた。

　創そう設せつ者であるホルネイ学園長ちようが隠かくし部屋の存在を知っていても不ふ思し議ぎじゃない。

「悪いが、君を囮おとりに使わせてもらうよ。私たちと行動を共にしていれば彼女から何らかの反応が窺うかがえるかと思ってね」

「それに、討とう伐ばつ部ぶ隊たいは吸きゆう血けつ鬼きだけじゃなくて、眷けん属ぞくになった晴夜君も討伐の対たい象しようにしているんだから。あたしたちと一いつ緒しよにいた方がたぶん安全よ」

　疑われずに済むわ、と気を取り直したエスメラルダ先せん輩ぱいに補ほ足そくされる。

　急きゆう激げきに冷めた心が再さい認にん識しきした。──晴夜は所しよ詮せん狩かられる対象で、リライラたちがそれでも人間扱あつかいしてくれるのは、殺さつ意いよりも『利用価か値ち』が勝っただけのこと。自分を狩る部隊に参加することで身の安全が保たれるなんて、笑い話にもならない。

「あっはっはっはっは」

　でも、いいや。笑っておけ──。晴夜が開き直って笑顔を見せると、二人は怪け訝げんな表情を浮かべた。あれこれ考えても仕方がない。理由なんてこの際どうでもよかった。

　だって、デートには違いないんだもの♡

「お二人と一いつ緒しよにいられるんなら文もん句くはないです！　で、これからどこ行きます？」

　尻尾しつぽを振る雄おす犬いぬよろしく鼻はな息いき荒あらげて揉もみ手を繰り出す。

　エスメラルダは呆あきれた様よう子すで、

「どこ行くって、今いま何時だと思ってんのよ。徘はい徊かいする以外やることないのに無む駄だに元気ね」

「そりゃナイトウォーカーって言われるくらいっすからね！」

「巧うまくないから！　その得とく意い顔がおやめて！」

　ツボに入ったのかエスメラルダは笑い声を上げた。深しん刻こくな話で重くなるよりも雰ふん囲い気きが明るい方が今の晴夜には心地ここちよい。リライラは神しん妙みような顔を崩くずそうともしなかったが。

「これから数日間かん──『聖せい学がく祭さい』が終わるまでは毎晩警けい邏らに出ることになる。メンバーは輪りん番ばんで替えていくが、君はずっと出で突づっ張ぱりだ。日中引ひき籠こもっているのだから少しくらいは外に出ていた方がいい」

　そう言って、ぐいと飲み干ほしたオレンジジュースの缶かんをゴミ箱に放る。生徒会クルセイダーズの監かん視し下かに置かれた晴夜に拒きよ否ひ権などあろうはずもない、同どう意いを込めて缶コーヒーを飲み干し、強がりとわかる笑えみを浮かべて、リライラの後についていく。

　肩を竦すくめて、エスメラルダも立ち上がる。

「無む理りしてるわねえ、晴夜君」

　吸血鬼の耳はその呟つぶやきに聞こえないふりをした。




　警邏開かい始しから二時間後ご、日を跨またいだ頃ころ合あいに晴夜たちは学園へと戻ってきた。

『聖せい学がく祭さい』準じゆん備び期間に入った森しん星せい学園の敷しき地ち内はあちこちに使し途と不ふ明めいなはりぼてが点てん在ざいし、散らかっていて、それらを覆おおう雨あめ避よけのブルーシートがさながら工こう事じ現場の様よう相そうを呈ていしている。広大な敷しき地ちをふんだんに使った大おお掛がかりな仕掛けを作るのが習わし、各種業ぎよう者しやがひっきりなしに出入りした形けい跡せきがそこここに見受けられ、高こう等とう学校が持つ雰ふん囲い気きは一いつ掃そうされていた。遊ゆう園えん地ちにでも作り変えるつもりだろうかと勘かん繰ぐってしまいそうだ。静せい寂じやくに包まれた未み明めいの只ただ中なかにおいては、一時の夢に全力を注そそぐその熱ねつ量りようが行き場を無くして漂ただよっているように感じられた。

　バラ庭園は、華か麗れいな外がい観かんはそのままに、来らい場じよう客きやく用の憩いこい広場に充あてられる予定だ。

　晴はる夜やとエンマのために建こん立りゆうされた墓ぼ標ひようは一時的に移動された。景けい観かんを損そこねるとまで言わずとも、やはりお祭りには相応ふさわしくないからだ。学園側は鎮ちん魂こんを名めい目もくにできるが、事情を知らない来場客にその感かん傷しようを押しつけるのは上う手まくない。このような繊せん細さいな問題は『聖学祭』の評ひよう価かを左右しかねず、ならば人ひと目めに付かない場所に移動させてやり過ごすことこそ正しい対たい処しよであろう。

　晴夜は自身の墓標が目に付かなくなっても、大して気にならなかった。

　ただ、エンマの墓標に関しては思うところがある。こうしてのうのうと（吸きゆう血けつ鬼きの眷けん属ぞくとして）生きている晴夜にとってエンマの死を認めることは、未み熟じゆくであった自分を省かえりみる烙らく印いんになった。同時に、並んだ墓標に虚むなしくもエンマとの絆きずなのようなものさえ感じていたのだ。

　墓標が無いだけで居い場所を追われた気がした。

　華はなやぐだけのバラ庭園は死人の侵しん入にゆうを拒こばんでいるかのようだ。

　立ち止まって庭園を見み入いる晴夜に、リライラは真しん摯しな声こわ音ねで言う。

「君はまだ死んでいない。そうだろう？　吸血鬼として生き返ったが、人間に戻れないと決まったわけじゃないんだ。諦あきらめない限り、望みはある」

「諦めてないっすよ。そう望めるだけでも奇き跡せきなんだ。俺おれは、必ず人間に戻ります」

　うむ、とリライラは満足げに頷うなずくのだった。

　──そうだ、俺は恵まれてる。

　人間に戻る術すべは今のところ不ふ明めいなままだ。しかし、先せん輩ぱいたちや吸血鬼のテアでさえ晴夜に協力してくれる。太陽に嫌きらわれていても、人間らしい生活が送れている。

　あらゆる物もの事ごとが、生きていてもいい、と許してくれていた。

　嘆なげいたら罰ばちが当たる。

「俺よりもレオの方が気になります。結局、あいつどうなったんですか？　命に別べつ状じようはないってのは聞いたんですけれど」

「天あま草くさレオ君か。彼なら聖せい人じんの手て足あしを与えられて、息そく災さいだよ。日々、訓くん練れんに励はげんでいる」

「リラ」

　エスメラルダ先輩が遮さえぎった。その唐とう突とつな呼び掛けにリライラ先輩は口を閉ざし、二人は真ま顔がおを見合わせた。──よくはわからないが、レオは元気でいるらしい。

　良かったと、心しん底そこホッとする。

「犠ぎ牲せい者しやが俺おれとエンマだけってのは不幸中ちゆうの幸いだったんだ。いや、俺はこうして生きているからエンマだけか。……できれば代わってやりたかったな。エンマが死んで、レオのやつ、すげえ参まいってるだろうし」

「君がいなくて悲しんでいる人もいるんだ。悲しみの度ど合あいを比べても仕方あるまい。君だってレオ君にとってはかけがえのない存在だったはずだ」

　四番イギリスで出会ったときからずっと一いつ緒しよだった。

　親友。

　かけがえのない友達。

　そう考えれば、あいつは大切な女の子と親友を同時に失ったことになる。

「…………会いてえなあ」

　レオだけじゃなく、チーコやユウリにも。…………ユウリ。

　昔、ともに戦せん場じようから救い出されて以来、ずっと傍そばに寄り添ってくれていた少女。抜ぬけ殻がらだった晴はる夜やに生きる力を与えてくれて、互いのために死のうと誓ちかい合った大切な女の子だ。

　森しん星せい学園の高こう等とう部ぶに進学してから一段と美しく成長した彼女の顔、声、仕し草ぐさが唐とう突とつに思い出された。

「ユウリ……」

　ユウリなら、きっと、晴夜がいなくなって悲しんでいるに違いない。

　会いたいと、想おもいを乗せた呟つぶやきは誰だれの耳に届くことなく夜よ風かぜの音に搔かき消えた。

　望みを叶かなえたければ人間に戻るしかない。

　吸きゆう血けつ鬼きから元に戻った人間に居い場所があるとは思えない。教会からはずっと敵てき認にん定ていされ続け、おそらく死ぬまでモルモット扱いを受けることになるだろう。それでも仲間が抱く悲しみを取り除くことはできるはず。

　自分のためだけじゃなく、仲間のためにも。

　ユウリのためにも。

　なんとしても人間に戻らないと。

「今夜の警けい邏らはこれで終わりだ。ゆっくり休んでくれ。私たちは部ぶ隊たい長に報告したらそのまま寮りように戻る。ジョイと飛蕾フエイレイにもそう伝えておいてくれないか」

　隠かくし部屋では二人がテアを見み張はっている。それは学園の者からテアを匿かくまう意味も含んでおり、生徒会クルセイダーズがローテーションを組んで行っていた。すべてリライラの采さい配はいだ。

　二人と別れて隠し部屋に向かう。慣れたもので校舎の壁の隠し扉とびらや、幻げん術じゆつで広がった無限回かい廊ろうをあっさり通過し、テアのいる隠し部屋に到着する。リビングに入り、食しよく卓たくを通つう過かする際さいテーブルに荷物を置いて、そのままベッドの方へと近づいていく。ベッドの上で何かがもぞもぞ動いているのが見えたのだ。

　横よこ目めにソファを窺うかがってみたが、ジョイの姿すがたは無い。いれば帰ってきた晴はる夜やに皮ひ肉にくや嫌いや味みの一つや二つや三つ四つ言いそうなのに、それが無いということは、リライラたちの警けい邏ら時間が終わるやすぐに帰ってしまったのかもしれない。となると、飛蕾フエイレイもここに留とどまっているはずがなく、であれば視し界かいに映った影は間違いなくテアのものだろう。

　吸きゆう血けつ鬼きにとって真ま夜よ中なかは絶ぜつ賛さん活動時間である。

　代わりに昼間寝ねているのだが、テアのやつ、晴夜が先せん輩ぱいたちに連れられて町まち中なかを練り歩いている間ずっと惰だ眠みんを貪むさぼっていたようだ。真しん祖そに追われているにしてはちょいと怠なまけすぎじゃねえか、おい？

　ということで、警邏に疲れていたこともあり、若じやつ干かん機き嫌げんのよろしくない晴夜は怠たい惰だなご主人を叩たたき起こすべくベッドの上に軽やかにダイブした。丸まったシーツの真ま横よこに落ちて、スプリングがばふんと跳ねる。直ちよく撃げきこそ避けたがマットが大きく弾はずんだので、さすがに起き出すかと思ったがシーツはウンともスンとも言わない。昼間先輩たちに無む理りやり起こされたから眠りが深いのだろうか、それとも単純に拗すねているか。どちらもありえそうだ。

「オラ起きろっ！　普ふ段だん運動しねえんだから、せめて起き上がって脂し肪ぼう燃ねん焼しようしやがれ！」

　食っちゃ寝ばかりしやがって。太っても知らねえぞ。

　少量の親切心しんも込めてシーツをひっぺがす。ごろんと転がり出てきた少女はいつものネグリジェを着ていなかった。ていうか、何も着ていなかった。

　全ぜん裸らだった。

　それも仰あお向むけの状態。あれやこれやが丸まる見みえで、晴夜は石せき化かする。テアと暮らし始めて不ふ可か抗こう力りよく的てきに拝おがんできたテアの裸ら体たいは、言わせてもらえば貧ひん相そうで、上から下まで勾こう配ばいの乏とぼしい平へい野や部ぶが続いている。真まっ白しろな肌はだ。見るからにスベスベで、まるで良くできた彫ちよう像ぞうのようだ。見み慣なれていたつもりでいたが、いざこうして目まの当たりにすると呼吸も思し考こうも停止して軽く目め眩まいを起こしてしまい、だからそれがテアの貧相な裸体だと誤認してしまってもおかしくないわけで。

　──あれ？　どことなく平野の面積がちっさいような。

　テアの体が一回り小さくなったような気がした。いやいやそもそもシーツの上に流れる髪かみが銀ぎん髪ぱつでなく黒くろ髪かみなのは一いつ体たい全ぜん体たいどういうこと、

「んふー、んにゃー、ふひゅー、ふひゃー」

「……………………………………………………」

　テアじゃないじゃん。

　変な寝ね息いきを立てているのは生徒会クルセイダーズメンバーの一人、弱じやつ冠かん十じつ歳さいにして三年生に飛び級した天才少女──龍ロン飛蕾フエイレイ先輩であった。

　全裸だった。

　仰向けだった。

　あれやこれやで大変だ。

「ちょわあっ!?」
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　理解したと同時にシーツを被かぶせて簀す巻まきにしていた。ベッドの上をごろごろと転がしながら平へい静せいを取り戻そうと必死になる。「羊ひつじが一匹ぴき、羊が二匹、……あれ？」混乱は続く。

　ベッドの縁ふちからジト目で覗のぞき込むテアと目が合った。本ほん日じつ何度目めかになる奇き声せいを上げる「うひょい!?」

「……ずいぶん楽しげですね。わたし、晴はる夜やのこと見み損そこないました」

「て、ててててて、テアっ！　いや、違っ、これは違う！　てっきりテアが寝てるのかと思ってそれで！」

「──それで、無む防ぼう備びな少女を裸はだかにひん剝むいてぐへぐへ涎よだれを垂らしながら上から下まで舐なめ回すように視し姦かんしていたわけですかーそうですかー。晴夜ってばケダモノだったのですねー。わたしはとんでもないモノを眷けん属ぞくにしてしまいましたー」

「し、シカンってどこで覚えたンな単たん語ご!?」

「官かん能のう小説には割と出てくるのですが、それが何か？」

「平然と答えた!?」

　官能小説って!?　しかも割とって!?　そんなに読んでんのかよ!?　なんかもうそっちの方がびっくりだよ！　愛あい読どく書しよか!?　愛読書なのか!?　俺おれはとんでもないモノをご主人にしちまったようだ！

「やたらと多い重じゆう厚こうな書物はもしやそのためのダミーだったのか!?」

「……何わけのわかんないことを叫んでいるのですか。下げ品ひんな表現はやめてください」

「掌てのひら返しの上う手まいこと!?」

　会話にならない！

「どのように釈しやく明めいしたって無む駄だですよ。一部始し終じゆう見ていたわたしの目は誤ご魔ま化かせません！」

「もはや説明する必要無ないよな、それ！」

　一部始終見てたんなら俺おれが無む実じつだってわかるよなあ!?

　つか、わかれよなあ！

「そもそもどうしてここに飛蕾フエイレイ先せん輩ぱいが寝てんだよ!?　ジョイ先輩と一いつ緒しよに帰らなかったのか!?」

　すると、テアはぶすーっと膨ふくれっ面つらを横に向けて、

「あの男は何も言わずさっさと帰って行きました。そこのちんちくりんはわたしに断りもせずに勝かつ手てにベッドに上がりやがったのです！　脱いだ服をその辺にぽんぽん投げ捨てて！　ここの主あるじはわたしだというのにぃ、ンもう、もう、もう────！」

　癇かん癪しやくを起こして両腕うでをぶんぶん振った。

　目に見えるようだ、──ソファでふん反ぞり返るジョイ先輩とベッドを我が物もの顔がおで占せん拠きよする飛蕾先輩、そしてその中間に立たされてどうにも動けない哀あわれな部屋主ぬし。無む言ごんの中なぜか一番緊きん張ちようしていたテアは、心を安定させるために緊張をわかりやすい感情へと変へん換かんさせる。怒りだ。ジョイではなく飛蕾を目の敵かたきに据すえたあたり意い気く地じのなさが窺うかがえる。自分よりも小さい人間にだけ強気に出られる始し祖そ様さまなのだった。

　自室にいるかの如ごとく振ふる舞い散らかす飛蕾先輩へはどんな当てつけをしたことだろう。ふと、脱ぎ捨てられたはずの制服が綺き麗れいに畳たたんで置かれてあるのを発見した。テアが施ほどこしたものならばこれ以上涙を誘うものはない。いじらしくて、泣ける。

「ふやー、こふー、ふひゃー、きゃふぃー」

　シーツが奇き妙みような呼吸を続けている。

　ひとまず溜ため息。状況は飲み込めた。お子様の飛蕾先輩が眠ねむ気けに勝てずに熟じゆく睡すいし、ジョイ先輩は起こすのを憚はばかられてここに残していったというわけだ。幸い、晴夜たち吸きゆう血けつ鬼きは夜や行こう性せいで、夜は全ぜん然ぜん眠くならない。ベッドを占拠されたところで邪じや魔まとも迷めい惑わくとも思わないが。

　テアはやっぱりお気に召めさないようだった。

「もう我が慢まんの限界です！　わたしと晴はる夜やの愛の巣をこれ以上穢けがされるわけにはいきません！」

「誤ご解かいを招くような言い方は本っ当にやめてくれ！」

　特にリライラ先輩の前では！

「叩たたき起こします！　晴夜、洗せん濯たくばさみと待まち針ばりを持ってきてください！　早くッ！」

「……そんなもん何に使う気だ？」

「そりゃあもちろん！　──……まあ、……その」

「言い渋しぶるほどのこと!?」

　想そう像ぞうつかないからなお恐こわい！

「ああもう！　晴はる夜やはわたしの言うとおりにしていればいいんです！　いちいち反はん抗こうしないでください！」

　むきーっと癇かん癪しやくも絶ぜつ頂ちように達し、テアは床に寝そべってゴロゴロと転がり始める。いつもの癖くせだ。こうなったら止まるまで待つか、踏んで止めるしかないのだが。──えい。「ぐえ」

「いいじゃねえか。寝かしてやれば。飛蕾フエイレイ先せん輩ぱいはジョイみたいに意い地じ悪わるしたりしねえだろうし、悪い人じゃないはずだから」

　と、言い切れるほど飛蕾のことを知っているわけではないが、今日きようまで特に嫌いやな思いをさせられたということもなかった。言葉遣づかいは古こ風ふうで態度も尊そん大だいだけれども、性格や感かん性せいは年とし相そう応おうで親しみやすい。何より可か愛わいい（これ重要）。

「飛蕾先輩だったらおまえと友達になれるんじゃないか？　ちっこい者同どう士しでさ。ちょっとくらい仲良くしてみてもいいんじゃねえの？　そうだよ、こっち来ておまえずっと寂しそうにしてたじゃないか」

　我ながらナイスアイディアかと思ったが、テアは盛せい大だいに鼻であしらった。

「はん！　晴夜は甘あま々あまの甘ちゃん野や郎ろうです！　騙だまされているのですよ！　この女はドス黒い本性を隠かくしているってのに、どうしてそのことに気がつかないのですか!?」

　シーツをちょっとだけ捲まくってみる。

　無む邪じや気きでだらしない寝ね顔がおが可愛らしい寝ね息いきを立てていた。

「ドス黒い本性ぉ？　飛蕾先輩にぃ？　……おまえ、自分のこと棚たなに上げてだな」

　呆あきれた口く調ちようで窘たしなめてみると、テアはますます憤いきどおった。

「もう、もう、もう────！　だっから晴夜は騙されていると言っているのです！　外がい見けんに騙されてはいけません！　ロリっ娘こという属ぞく性せいは小こ悪あく魔ま的性しよう悪わるであると相そう場ばが決まっているのです！　天てん真しん爛らん漫まんな無邪気さを装よそおって媚こびを売り、食べ物を貢みつがせるとんでもないガキなのです！　目を覚ましてください！　晴夜！」

「えっと、鏡かがみ、鏡……、──あ、吸きゆう血けつ鬼きって鏡に映らないんだっけ？」

「どういう意味ですか!?　わたしはこのちんちくりんとは違います！」

「なんでそんなに敵てき視ししてんだよ？　なんか意地悪されたんか？」

　晴夜の見ていない隙すきに。──って、飛蕾先輩に限ってそんなことするとは思えないけれど。

　すると、テアは待ってましたと言わんばかりにシーツを指ゆび差さし、よく聞けと言わんばかりに晴夜の耳みみ元もとで叫んだ。「わたしは許せませんッッッ！」うるさいよ。

「何がよ？」

「キャラが被かぶります！」

　……………………はん？

「何だと？」

「ですから、このちんちくりんとわたしではキャラが被ると言っているのです！　幼よう女じよ、妹いもうと属ぞく性せい、見た目と性格とのギャップ！」

　ギャップに関してはベクトルが違っている。飛蕾フエイレイ先せん輩ぱいは外がい見けんに反して年とし寄より臭くさく、対してテアは外見以上に幼くて幼よう稚ちで頭が悪い。……あれ？　マイナス要素ばかりじゃね？

「そして他ひ人との迷めい惑わく顧かえりみず縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ回る無む軌き道どうっぷり！」

「自覚あったのか……」

「ロリっ娘こはわたし一人で十分なのです！　同じ空間に二人も要いりません！」

　甘やかされるのはわたし一人で十分、と言いたいらしい。アホか。

　それって小こ悪あく魔ま的性しよう悪わるだと自分で認めていることになるんだけどな。

　そこまで考えが回らないようだ。

「それに、ちんちくりんは教会の人間です。同じロリっ娘でも種しゆ族ぞくが違います」

「おい、千歳」

「ちとせ？」

「器き用ように字じ面づらに反応するな。違う。年ねん齢れい。一〇〇〇歳さいオーバーの始し祖そのくせに何がロリだ。テアはむしろ年相そう応おうの落ち着きと理性を身につけろ。先輩はこのまま寝かしておくぞ」

　話は打ち切ってベッドから降りる。こいつに付き合っていたら余よ計けいに疲れる。晴はる夜やは水を飲もうとキッチンに移動し、腹の虫が治まらないテアは晴夜の背中に飛び乗って八つ当たり。

「がぶ」

「耳みみ嚙かむなよ、痛ぇだろが」

「ぺろ」

「うひゃあ舐なめんなよ!?」

　そういう方面の攻こう撃げきはマジでやめてほしい。心しん臓ぞうに悪いから！

　なおもぎゃあぎゃあと背中で暴あばれるテアが煩わずらわしかったので、負ぶったまま食しよく卓たくへと移動し、置いておいた紙かみ袋ぶくろを掲かかげて見せた。警けい邏らからの帰り道に立ち寄ったファストフード店でテイクアウトした物だ。途と端たんに耳みみ元もとでじゅるりという水音がした。

「は、晴夜っ、こ、これは……っ!?」

「……お土産みやげ。しゃーねーから、これでも食って機き嫌げん直せ」

　警邏に連れて行かされたのや、そもそもこの部屋に生徒会クルセイダーズが入り浸びたっているのはすべて晴夜の責任である。晴夜がリライラに正体を知られてしまったことが元もと々もとの原因で、ずっと後ろめたく思っていたのだ。今の晴夜には好こう物ぶつのハンバーガーを買ってきてやるくらいしか誠せい意いを見せられない。

　こんなことで誤ご魔ま化かせるとも思えないけれど。

「わあい！　気が利くじゃないですか我が愛いとしの眷けん属ぞくよー！」

　誤魔化せた。

「やはり晴はる夜やは世界の救きゆう世せい主しゆです！　ハンバーガーをお土産みやげにしてくれる御お方かたはそうはいません！　さすがは未来に選ばれし英えい雄ゆうです！」

「テメエ、嫌いや味みにしか聞こえねえぞ！　嬉うれしいなら素直にそう言ってくれ！　でないと普通にへこむから！」

「照れなさんな救世主！　ええ、わたしにはわかるのです。未来が晴夜を待っています！」

「なんか宗しゆう教きようじみてきたな……」

　テアは、尻尾しつぽがあればぱったぱったと振り回しているであろうくらいに、大喜びだ。紙かみ袋ぶくろを摑つかむやそそくさと距離を取り、背中を向けたままがつがつと中なか身みに食らいつく。まんま犬みたいだった。その間に晴夜は水道水すいをコップに注ついで喉のどを潤うるおし、二杯目め、三杯目とおかわりをする。街まち中なかを歩いただけなのにずいぶんと喉が渇かわいた。最近、怠なまけすぎたかな。

「あ！　こんなことでは誤魔化されません！　見くびるなってんですよ！」

　あっという間に完食したテアが、気がついたように振り向きざま叫ぶ。口の周りにケチャップが盛せい大だいに付着している。丸めた包み紙を晴夜に向かって投げつける。「おかわりはありませんか？」とその目が訴うつたえている。誠せい意いも誤魔化しも何もかも伝わってねえなーと晴夜は悟さとって諦あきらめる。

「いいですか、晴夜。あのちんちくりんもそうですが、他の人間たちにも心を許してはいけません。忘れるなってんです、わたしたちは吸きゆう血けつ鬼きで彼らは教か、わぷ、むぷぷ」

　とりあえずお口の周りをふきふきしてやる。真ま面じ目めモードに入ったものの顔が面白すぎて直ちよく視しできないのだ。よし、綺き麗れいになった。

「で？　何だって？」

　テアは口をへの字に曲げて晴夜を見上げ、何事か言いたげに唇くちびるを尖とがらせたが、やがて大おお仰ぎように肩を竦すくめた。

「…………もういいです。気づいているくせに聞く気がない晴夜は一人で悶もん々もんとしているがいいんです。ふんだ」

　わかりやすく拗すねて液えき晶しようテレビの前に腰を下ろし、無む言ごんでＢＤプレイヤーを再生する。流れ出したアニメを虚うつろな目付きで視し聴ちようし始めた。喋しやべりかけるなオーラが漂っている。こうなったら長いんだ、構うとつけ上がるので放っておくことにする。

　仮か眠みんを取ろうとベッドに上がり、いまだ眠り続ける飛蕾フエイレイ先せん輩ぱいにシーツをかけ直した。

『気づいているくせに聞く気がない』

　もちろんどういう意味かはわかっている。テアの忠ちゆう告こくを遮さえぎってまで晴夜は頑かたくなに自分の意い志しを押し通そうとしていた。自覚はしているのだ、──この上なくかっこわりぃ。

　飛蕾フエイレイから距離を取って横になる。

　その腑ふ抜ぬけっぷりが我ながら情なさけなかった。







　二日目はジョイ・飛蕾ペアの警けい邏らに同どう行こうすることになった。隠かくし部屋にはリライラとエスメラルダが待たい機きしている。

　昨日きのうとは別の範はん囲いを巡じゆん回かいし、吸きゆう血けつ鬼きの気け配はいを探っていく。ジョイは吸血鬼を索さく敵てきする聖せい火かを掌てのひらに点ともして辺りを窺うかがい、晴夜の背中では飛蕾がすやすやと可か愛わいらしい寝ね息いきを立てていた。時とき折おり、軽い体が傾かしいで落ちそうになるが一いつ向こうに目覚める気配がない。

　このお子様は一体何なにしに来たのだろうか。

「生徒会クルセイダーズと言えども十歳さいの子供だからね。眠ねむ気けには勝てないさ」

　ジョイが他ひ人と事ごとのように言う。それでいいのか、生徒会。

　というか、飛蕾先輩が生徒会として働いているところなんて見たことねえぞ。

「これ、いざってときに危険なんじゃねえの？」

「心配は要いらないよ。戦いが始まれば嫌いやでも目を覚ます。というか、飛蕾は人じん外がいの気配には敏びん感かんなんだ。寝ている限り敵は現れない、と思ってくれていい」

　飛蕾の第だい六ろつ感かんがそのまま聖火と同どう等とうの働きをするようだ。大人おとなしく寝ているうちは安全、というわけか。

　グリオを撃げき退たいした今、この斑まだら王おう路じ市しに吸血鬼はいないはずだが、いつ新たな敵がやって来るかもわからない。飛蕾の感覚を信用しないわけではないが、晴夜は気を引き締めた。

　住宅街がいは完全に眠りについていた。明かりが灯ともった民みん家かは目に見える範囲には一つもなく、路ろ地じを曲がるたびに暗がりと静せい寂じやくが道の果てまで延びていた。外がい灯とうの横をすり抜けるたびに影が地面を滑すべって追い抜いていく。変化があるとすればそれだけ。動いているものは晴夜とジョイの二人だけ。

　飛蕾の寝息が振しん動どうと共に伝わってきて、二人の間にはその呼吸音おんだけが響ひびいている。

「……」

「……」

　気まずい沈ちん黙もくが流れる。

　ジョイと二人きりの状況で何を話題にすりゃいいのか。男嫌ぎらいを公こう言げんしているジョイが（潔けつ癖ぺき症しようの女みたいなやつだな）気を遣つかってくれるとは思えない。今だって、不ふ機き嫌げんそうな顔つきで時とき折おり晴夜を見ては舌した打うちを鳴らす。同じ空気を吸うのも苦く痛つうだと言わんばかりだ。

　喧けん嘩かを売っているなら買うのもやぶさかじゃない。これだけ邪じや険けんにされればきっかけとしても申もうし分ぶんなかろう。しかし、リライラ先輩からは仲良くしろとのお達たつしだ、ジョイから受けた数々の嫌いや味みや嫌がらせは一いつ旦たん忘れようと思い直す。リライラのことだ、この警邏に晴夜を同行させるのは、晴はる夜やを生徒会クルセイダーズに馴な染じませて仲間意い識しきを持たせることを目的にしているはず。

　晴夜は大らかな気持ちでコミュニケーションを図った。

「せんぱいせんぱーい、俺おれ、喉のどが渇かわいたんすけど、ジュース奢おごってくださいよー」

「お断りだね。どうして僕が吸きゆう血けつ鬼きもどきの喉を潤うるおすためだけに金きん銭せんをドブに捨てなくちゃいけないんだ？　気持ち悪い声を出すなよ、耳が腐くさりそうだ」

　甘えてみたが、失敗。つか、そこまで言わなくてもよくない!?

　晴夜は口くち元もとをひくつかせながらもなんとか笑えみを作り、話題を作る。

「せんぱいせんぱーい、ジョイ先せん輩ぱいってどこの施し設せつの出身なんすか？　あ、わかった、一番イタリアでしょ!?　一番施設って四つの中で最もレベルが高いって噂うわさだし、その中から選せん抜ばつされて聖殲士ナーバになるなんてやっぱりすごいな先輩わ！」

「黙だまれよ、後こう輩はい。そんなこと吸血鬼に教えるわけないだろう」

　むべも無くあしらわれる。

　この野や郎ろうっ、持ち上げてやっている学園の後輩をもうちょい労いたわれよ！

「さっきから何のつもりだ？　馴なれ馴れしく話しかけてこないでくれ」

　ジョイはこちらを見ようともせずに吐き捨てる。その態度に、気持ちが一いつ気きに萎なえた。

「……ちっ、もういい。アンタと仲良くしようだなんて考えた俺が馬ば鹿かだった」

「仲良くだって？　ありえないね。僕は人間で、後輩は吸血鬼だ。言葉を交わすだけでも罰ばち当あたりだ。僕の中の神は今いま頃ごろ僕を憐あわれんでいるだろうね」

　敬けい虔けんな信しん者じやほど穢けがれに対して病的なくらい神しん経けい質しつになるという。生おい立ちや出身施設の環かん境きようによって信しん仰こう心しんの度ど合あいは違ってくるが、ジョイは熱心な教会信者であるようだ。

　吸血鬼を異常なまでに敵てき視ししている。

　いや、それこそここでは正常なのだ。

　違っているのは、──異常なのは晴夜で、そしてジョイと仲良くさせようとしているリライラの方なのかもしれない。

「吸血鬼は吸血鬼らしく闇やみに生きればいい。なぜ人間に戻ろうとする。なぜ人間のように振る舞う。見ていて吐き気がするよ。会長の言いつけさえなければ僕はこの瞬しゆん間かんにも後輩を滅ほろぼしてやりたいくらいだ」

　嫌いや味みや皮ひ肉にくでは足りない、傷つけようとする意い志しを含んだ暴ぼう言げんをぶつけられる。それはジョイによる攻こう撃げきであり、明確な拒きよ絶ぜつだった。

　晴夜を絶対に人間と認めない確かつ固こたる意志だ。

「悪に身を堕おとした人間に慈じ悲ひはかけられないね。無む慈悲はね、無関心と同どう義ぎなんだよ。僕は吸血鬼が死ぬほど嫌きらいだが、後輩という個人はどうでもいいと思っている。君の心しん情じようなど知りたくないし理解したくもない。そのもの目め障ざわりなんだ。好き嫌いじゃなく、邪じや魔まなんだ。一秒でも早く視し界かいから消えてほしいくらいにね」

「そこまで言うことねえだろ……っ」

　先行していたジョイは肩かた越ごしに振り返る。奥おく歯ばを嚙かむ晴はる夜やを、冷めた表情で見つめた。

「会長の気が知れない。あの人こそ残ざん虐ぎやく非ひ道どうだ。──後こう輩はい、一いつ刻こくも早く人間を辞やめることをオススメするよ。その際には僕が手に掛けてやろう。会長に取り入ったところで待っているのは生き地じ獄ごくだけだと知るがいい」

　道みち端ばたに生はえる雑ざつ草そうを見るような目付きだ。

　吸きゆう血けつ鬼きに対する敵てき意いは本ほん物ものだが、晴夜に向けるそれは無む関心。

　晴夜をいまだ人間と認めてくれるリライラを残虐非道と罵ののしるそこにどのような真しん意いが込められているのか定かでない。しかし、リライラの言葉に救われている晴夜は反発せずにはいられなかった。

「……先せん輩ぱいはよ、これまで何体もの吸血鬼と戦ってきたんだろ？」

「まあね。どいつもこいつも糞くそだったよ。常に血の臭においを撒まき散らす、害がい虫ちゆう以下だ」

「言葉は発しなかったのか？　意い思し疎そ通つうくらいできたはずだ」

　ジョイが完全に立ち止まり、振り返る。何が言いたい、とその目を怒らせて。

「俺おれはグリオっていう吸血鬼を知っている。あいつは人間をむやみに殺したりしないって言った。そういう吸血鬼もいたんだ」

「……いろいろ言い返したいが、まず聞いておいてやるよ。それで？」

「リライラ先輩は受け入れた。俺という存在を認めて、グリオのような『成り上がり』の吸血鬼がいるんだってことも知って、その上で俺を生かし活いかそうと決意した。本当は何考えてんのか俺だってわかんねえ、けどさ、それでも生きていていいと言ってくれて俺は嬉うれしかった。もしもグリオもリライラ先輩みたいな人と出会っていたら敵てき対たいしていなかったと思う。アンタだってテアを見ただろう。あいつは吸血鬼の、それも始し祖そっていう規き格かく外がいなのに、全ぜん然ぜん普通の女の子じゃねえか。本当はわかってんだろ？　吸血鬼と一ひと括くくりにしているだけで、すべてのやつらを憎ぞう悪おしていることのおかしさに。争わなくてもいい道があるかもしれないってことも。──もっとも、こんなのは俺の甘えた考えに過ぎねえけどさ」

「……………………、それで？」

「だけど、──だから、俺だけでも信用してくれないか。俺は人間に戻りたいし、人間の敵になるつもりもない。俺が信用できないってんなら俺を信用してくれるリライラ先輩を信じてくれ。俺なんかよりもよっぽど近くでリライラ先輩を見てきたんだろ？　副ふく会長のアンタなら先輩のこと理解できるはずだ」

　自分を貶けなされるのは構わない。実際に吸血鬼になってしまったのだから、憎悪されても仕方がない。けれど、リライラの意い志しと決意だけは踏みにじられたくなかった。晴夜を救おうとしてくれているだけなのだ、その優しさを否定されるのだけは我が慢まんならない。

「──リライラ先輩のためにも俺は人間に戻る。協力してくれなくたっていい、でもせめてリライラ先せん輩ぱいだけは信じてやってくれよ。俺おれのせいで不ふ信しん感かん持たれちゃ堪たまんねえんだよ」

　晴はる夜やがいることで生徒会クルセイダーズが内部分ぶん裂れつを起こしたら晴夜を保ほ護ごしたリライラが窮きゆう地ちに立たされてしまう。恩おんを仇あだで返すような真ま似ねだけはしたくないのだ。

　しかし、ジョイは鼻で笑う。

「わかっているじゃないか。そう、後こう輩はいのせいだ。君が大人おとなしく吸きゆう血けつ鬼きの仲間になっていれば煩わずらうこともなかったんだ。それにどうやら誤ご解かいしているようだが、会長は後輩が思っているような出来た人間じゃないよ。後輩が会長について行くことこそ最大の不幸の始まりだとさえ思う。──無む関心でいられるうちに狩かられた方が幸せなんだよ。お互いにね」

　ジョイはそれだけ言うと正面を向いて再び歩き出した。それ以降会かい話わはない。ジョイは晴夜に興きよう味みを示さないし、晴夜もこれ以上ジョイと打ち解けられないと観かん念ねんする。結局、すれ違ったまま、距離を縮める努力すら虚むなしいことを再さい確かく認にんしただけだ。

　晴夜は眉まゆを顰ひそめていた。最後の台詞せりふを口にしたときだけ、ジョイの顔つきが変わった気がしたからだ。

　晴夜を、ではなく、自身を諭さとしているかのような一ひと言ことだった。

『無関心でいられるうちに──』

　そうありたいという願がん望ぼうに満ちた呟つぶやきだった。

　ジョイの本ほん心しんが垣かい間ま見えた気がした。

　学園に戻ってきた。時計を見れば間もなく交こう代たいの時間である。ジョイと飛蕾フエイレイとは寮りようの前で別れて、晴夜は隠かくし部屋にいるリライラに引き継ぎの申もうし送りをする予定だ。これにて本日の警けい邏らは終了となる。

　警邏中ちゆうはずっと眠り続けていた飛蕾だが、バラ庭園を過ぎて学生寮りようの傍そばまで来た頃ころにようやく目を覚ました。無む意い識しきに終わりを悟さとったのだろう、このタイミングで起き出すところも子供じみている。屈かがんでそっと地面に下ろした。

「先輩、歩けるか？　俺たちが女子寮に入るわけにいかないし、先輩には自分の足で立って歩いてもらわないと困るんだけど」

「……」

　飛蕾はじっと空を仰あおぎ見ている。寝ね惚ぼけているのかとその顔を覗のぞき込んだ晴夜は、途と端たんに戦せん慄りつして固まった。

　飛蕾の顔つきが聖殲士ナーバのそれに変わっていたのだ。

「ど、どうしたんすか？」

　怖こわ々ごわと尋たずねてみる。すると、飛蕾の表情がコロッと元に戻った。

　飛蕾は何事もなかったかのように、首を回して関かん節せつをほぐす。

「少々眠ねむり過ぎてしまったようじゃの。体があちこち痛むぞ」

「ずっと同じ姿し勢せいだったからね。疲れもするだろうさ。さ、もう寮にお入りよ」

　ジョイがエスコートするように手を差し出した。それを無む視しして飛蕾フエイレイは歩き出し、寮りようの入り口の手前でふと立ち止まる。周囲を見渡して、地面を見下ろす。

「……ま、よいかの。朕ちんが出ることでもなかろう」

　盛大に欠伸あくびをしながら寮の中に入っていく飛蕾。晴はる夜やとジョイは黙だまって見送り、思い出したようにお互い逆ぎやく方向へと足を踏み出す。別れの挨あい拶さつも労ねぎらいの言葉もなかった。

　吸きゆう血けつ鬼きと聖殲士ナーバに交わす言葉は皆かい無むだ。

　そのとき、地面をわずかに揺らす衝しよう撃げきが走った。

「────地じ震しんか……？」

　大した揺れではない。震しん度どで言えば一か二程てい度どのものだろう。足を止めた晴夜はなんとなく背後を振り返ると、同じくこちらを向くジョイと目が合った。不ふ思し議ぎな連れん帯たい感かんに得えも言われぬ予よ感かんが足あし下もとから這はい上がってくる。言葉の代わりに交わされた視線が二人の意識を絡める。

「……」

「……」

　同時に。二人は示し合わせたように視線を切って踵きびすを返す。

　地震は偶ぐう然ぜんで、予感は気のせいだ。

　胸に懐いだいた不安を吹き消すように、二人はそれぞれの場所へと還かえっていく。













　二章『総そう力りよく戦せん』







　斑まだら王おう路じ市しの北部郊こう外がいには未み開かいの森がある。ひとたび足を踏み入れれば二度と帰って来られないという怪かい談だんが発生するほどに、磁じ場ばは乱れ、人も寄りつかず、自殺志し願がん者しやが後を絶たない魔ま樹じゆ海かいだ。最さい奥おう部ぶは一年中霧きりが立ち込めており、木々の隙すき間まから降り注そそぐ太陽光こうさえも弾はじいて曇らせる。じめじめとした湿しつ気けが地面をぬかるませ、そこに生きる野や生せいの動物が不ぶ気き味みな奇き声せいを発して蠢うごめいた。木々は生き物のようにうねうねと。小川のせせらぎは呪のろい歌のようなせせら笑い。常じよう識しきある者ならばこの異い空間に囚とらわれた時点で死し人びとの気き分ぶん。もう元の場所には帰れない。招かれたならば足取りはさらなる森の奥へ奥へ──。

　一つの影が彷徨さまよい歩く。彼の目め指ざす先にはこの国には場ば違ちがいな西洋式しきのお城が建っていた。

　城じよう主しゆの名はインゴルフ・フォン・ピケ。短期の遠えん征せいにも関わらず城の一部をそっくりそのまま運び込んだ。城主は口くち癖ぐせのように優ゆう雅がを説く。余よ所その国にあっても貴き族ぞくとしての誇りと信しん念ねんを失わぬようにと、拠きよ点てんには慣れ親しんだ己おのが住居を選んだのだ。

　幸いここは未開の森。訪れる現地人は皆かい無むで、城の存在に気づいた者は今のところいない。もしも目もく撃げき者しやが現れたならば速すみやかに処しよ分ぶんしなければならず、その労ろうは彼──グリオ・ヘルツルにすべて押しつけられることになる。

　インゴルフの故こ郷きよう、ドイツ南部の山さん岳がく部ぶにある森においても条件は同じだが、そちらは人ひと払ばらいの魔ま術じゆつが施ほどこされているため同どう胞ほう以外の者が近づくことはない。できればここでも同じ魔術を行こう使ししてもらいたいグリオだったが、城じよう主しゆ曰いわく、

「黄き色いろい猿さるどもはむしろどんどん殺しなさい。お城ごと街まち中なかに運んでも良いのですよ？　いずれにせよ、この街は数日のうちに廃はい墟きよと化すのですからねえ。気にせずともよろしい」

　と、取り合ってもらえない。

　吸きゆう血けつ鬼きには人間をむやみに殺してはならないという決め事がある。

　獲え物ものである人間の乱らん獲かくを防ぐための協きよう定ていであり、間違っても人間への慈じ悲ひではない。吸血鬼にも国があり、勢せい力りよくがあり、権けん力りよくがある。伯はく爵しやく位いを持つインゴルフには貴き族ぞく階かい級きゆうにまつわるしきたりを守る義ぎ務むがあった。吸血以い外がいでの人間への殺せつ生しようは禁じられているのだ。

　しかし、それはあくまでも礼儀マナーであって規則ルールではない。禁きんを破ったからといって罰ばつせられることはなく、ただ貴族らしからぬ所しよ業ぎようであると呆あきれられるだけだった。スポーツと同じだ、ルールを守らない者は白い目で見られるだけ。興きようが醒さめる行いは社しや交こう界かいでの地位を貶おとしめ、そのため貴族を自じ称しようする真しん祖その吸血鬼は他ひ人との目を気にして迂う闊かつな真ま似ねをしでかすことはない。歴史ある価か値ち観である、現代の真祖たちは骨ほねの髄ずいまで貴族であり、優ゆう雅がさを語る者ほどマナーへの拘こだわりが強かった。

　インゴルフは人間に対してだけマナーを平へい気きで破る。それ故ゆえに社交界からははみ出し者扱あつかいされているのだが、当の本ほん人にんは気づいていない。

「インゴルフ伯も貴族を語るならそこまで徹てつ底ていしてもらいたいものだが」

　得意とする幻げん惑わくの魔術を周囲に施すだけで、手て足あしとして働くグリオの心しん労ろうも軽けい減げんするというのに。始し祖そ奪だつ還かんという目的よりも趣しゆ味みの悪い悦えつ楽らくと矜きよう持じに拘るインゴルフは手に負えない。

　深い霧きりの中に不ふ意いに立ち現れた城じよう壁へき。グリオは蝙蝠こうもりの翼つばさを広げて二階部ぶ分ぶんから城の中へ侵しん入にゆうする。馬ば鹿か程ほどに広大な城内でインゴルフが特に気に入り入り浸びたっているのがサロンである。賓ひん客きやくをもてなす広間サロンはインゴルフの趣味で塗り固められているので、居い心ごこ地ちが良いのだろう。

　グリオは表情を変えることなく最さい低てい最悪の広間へと足を踏み入れた。

「インゴルフ伯、只ただ今いま戻りました」

「ン～、ンンン～～～、ン～♪」

　インゴルフは上じよう機き嫌げんに鼻はな歌うたを歌いながら百年前から生かされ続けている少年の内臓を切り開いていた。少年は十にも満たない子供だったが、紫むらさき色いろに変へん色しよくした肌はだと乾かん燥そうしきって骨を表面に浮かせた皮ひ膚ふに瑞みず々みずしさは皆かい無む、腐くさりきっていて異臭いしゆうすら漂ただよわせていた。目は虚うつろ、しかし閉ざされた口元からは時とき折おり苦く悶もんめいた呻うめき声が上がった。意識があるかのようだ。が、少年が自由になることはない。

　生きる自由も、死ぬ自由もすでに剝はく奪だつされている。

　少年のような元人間は壁かべ際ぎわに何十と陳ちん列れつされてあった。老ろう若にやく男なん女によ問わず、様さま々ざまな異い形ぎようの人間たちが、床から突き出た杭くいで股こ間かんから頭とう部ぶにかけて串くし刺ざしにされ、固定されていた。制作年ねんや詳しよう細さいが書かれたタグが一いつ体たい一体の足の甲こうに縫ぬい付けてあるところからして、博はく物ぶつ館かんを模もしていることがわかる。

　それらは屍鬼グールと呼ばれている吸きゆう血けつ鬼きの粗そ悪あく品ひん。人間から吸血鬼になれた者を『成り上がり』と言うのなら、屍鬼は死し人びととして何者にもなれなかった『成り損ない』と言えよう。

　意い志しがなく、意い思しもない。

　痛みがなく、快かい楽らくもない。

　永遠に死に続けるだけの人形だった。たとえどれほど腐ふ食しよくが進しん行こうし、体のパーツが損そこなわれたとしても、縛しばり付けられた魂たましいがその場所から動くことはない。形ではなく、有あり様ようそのものが呪のろいであった。

　生み出したのはもちろんインゴルフである。

　下しも部べはすべて屍鬼でまかなっている。『成り上がり』の眷けん属ぞくは意い地じでも作らない腹だ。

「ン～～♪　ふっふっ、メンテナンスはこれくらいにしておきますかねえ」

　愉ゆ悦えつに浸ひたりきった顔が満足げな笑えみを浮かべた。少年の体が与えられた力を持て余してガクガクと小こ刻きざみに震えている。通常の屍鬼なら一体で人間の成せい人じん男性三人分ぶんの力に相当する。だが、この少年には吸血鬼に匹ひつ敵てきするほどの力が与えられていた。メスで切り刻み縫ほう合ごうし直した内ない臓ぞうが少年の性能を底上げしているのだ、──来るべき戦いへの備えであった。

「醜みにくくも可か愛わいい人形よ、ワタクシのために存ぞん分ぶんに働きなさい」

　狂きよう操そうのインゴルフ──他の吸血鬼は侮ぶ蔑べつを込めて彼をそう呼ぶのだった。

「──で、街の様よう子すはどうでしたか？　敵の勢力は？」

　施せ術じゆつ道具を片付けながらインゴルフが問う。学園内ないにまで侵しん入にゆうしてきたグリオは、胸に懐いだいた不快感かんをおくびにも出さずに言った。

「学園に務めている聖せい道どう士しが夜間に街まち中じゆうを巡じゆん回かいしています。おそらく我々を警けい戒かいしてのものでしょう、その数は延べ五十ほど。総そう戦せん力りよくもその数字に等しいかと。実じつ戦せんを知らぬ聖道士、それに学園に通う聖殲士ナーバ候こう補ほ生せいが大たい半はん、聖殲士の姿すがたは今のところ確かく認にんできておりません」

「ほほう。では、アナタを返り討うちにした聖殲士はどこへ？」

「確認できませんでした。おそらく私を追って海を渡ったのではないかと」

　インゴルフの手が止まる。訝いぶかしむように目を細めて、グリオを見た。

「……どうにも釈しやく然ぜんとしませんねえ。本当に相手をしたのが聖殲士なら、ワタクシたちを警けい戒かいしてこの地から離れるとは思えないのですがねえ。それどころか増ぞう援えんして守りを固めると思うのですが、ねえ？」

「人間どもの考えることはわかりません」

　あくまでも白しらを切り通す。戦いになれば大おお道みち晴はる夜やの存在も明るみになるだろうが、ぎりぎりまで隠かくし通すつもりでいた。

　かつての自分を見るようだった、──眷属はるやをこの狂きよう人じんと出会わせたくはない。

「まあ、よいでしょう。相手が何であれ、やることは変わりませんし」

「本当に街を廃はい墟きよになさるおつもりですか？　やり過ぎれば公こうから譴けん責せきを受けることも、」

　言い終わる前にグリオの首が切せつ断だんされた。投げつけたメスは大だい理り石せきの壁に中なか程ほどまで貫つらぬき埋まり、直線上じように居た屍鬼グールの頭とう部ぶすらも弾はじいていた。投とう擲てきしたことさえ気づかせぬ神しん速そく。インゴルフは道具箱ばこからメスが一本失われたことに今さらのように気づいて嘆たん息そくした。

「いけませんねえ。実に実に不ふ快かいですよ。『公』という言葉を口こう上じように乗せただけでも、ゆ、許せま、せ、ん、んん、ンンンァアアアアアアッ！　つけ上がるなよ成り上がりィイイ！」

　裏うら拳けんがグリオの顔面を捉とらえ、再さい生せい接せつ着ちやくする直前の首はサロンの床を転がり滑すべる。憤ふん怒ぬを発はつ散さんしながら近づき、グリオの頭を踏み潰つぶした。何度も何度も踏み、躙にじり、蹴けり払う。呪じゆ詛そを絶ぜつ叫きようするインゴルフは涎よだれを撒まき散らして狂い泣く。

「成り上がりは皆みな殺ごろしにしてやる！　穢けがらわしい穢らわしい穢らわしい────！」

　潰れずに残った眼がん球きゆうの一つが城じよう主しゆの狂きよう気きをじっと眺ながめていた。

　この程てい度どで吸きゆう血けつ鬼きは死なない。

　だが、苦く痛つうはあった。

　グリオは改めて思う。──『成り上がり』にとってこの男は脅きよう威いであり、何よりも、

　直ちよく視ししがたいほどに醜しゆう悪あくだ。




　　　　　　　　　†




　警けい邏ら開始から三日目。

　事態は唐とう突とつに、多た角かく的に、劇げき的てきに動き出す。

　住宅街がいを抜けた先、小高い丘を登る途と中ちゆうで、リライラが背後を振り返った。

「？　晴夜君？」

「────────────はっ」

　霧きり雨さめが降り雨う滴てきのベールでしっとりと覆おおい尽くされた夜の街は、昨夜よりも一いつ層そう濃い闇やみを抱え、一段と静けさを増していた。人ひと気けが無いのは当然としても、虫の鳴き声さえ聞こえてこないのは不ぶ気き味みである。まるで時を止めてしまったかのような荒こう廃はいした空気が漂っていた。街そのものが重しとなって地中へと深く沈んでいっているよう。

　まとわりつく雨滴が服に染しみ込んで重い。立ち止まったのは体が抱えた熱ねつ量りように不快感かんを覚えたからだ。首くび筋すじに流れる水すい滴てきは雨の滴しずくか、冷ひや汗あせか。寒くて熱い、そんな熱に浮かされたような状態で一時間ほど歩き続けてきたが、もう限界だ。

　先行していたリライラは少し離れた位置から晴はる夜やをじっと眺ながめている。後ろをついて来ていたジョイも立ち止まり、リライラと同じくらいの距離を保って晴夜の背中を見み据すえる。

「────────────はあ」

　晴夜は自分の首くび筋すじに両手を当てた。ぐっと力を込めて呼吸を押さえる。そうでもしないと早はや鐘がねを打つ心しん臓ぞうを止めることができないからだ。本当は首筋を搔かき毟むしって血ち反へ吐どを吐き出したいところだが、先せん輩ぱいたちの手て前まえである、粗そ相そうはできない。指ゆび先さきが痺しびれてきた。目め頭がしらが熱く、不ふ意いに込み上げてきた涙と唾だ液えきを地面へと落とした。意い識しきが遠とお退のくにつれて不快感かんも消えていき、咄とつ嗟さに頸けい動どう脈みやくを押さえていた両手を離して呼吸を乱す。次し第だいに息いき継つぎは安あん堵どの溜ため息へと変わる。治まった。

　しかし、これは一時的な誤ご魔ま化かしでしかなく、数分のうちにまた不快感は戻ってくる。何度目めだろう。そろそろ凌しのげない。首でも切り落とさない限りこの痒かゆみは無くならないはずだ。




　喉のどが、渇かわくのだ。




「──気分が悪いのなら君だけでも学園に戻れ。無む理りはしなくてもいいんだぞ？」

　本来リライラとジョイの二人一組ツーマンセルでの警けい邏らであるため晴夜が欠けたところで支し障しようはない。むしろ足あし手でまといに無理を通される方が迷めい惑わくだった。リライラが「帰れ」と言うのも非情ではなく賢けん明めいな処置なのである。

　晴夜は気き丈じように振る舞った。

「なんともないっす大だい丈じよう夫ぶっす！　ちょっと寝ね不足気ぎ味みでふらついただけですから！　あ！　眠気覚ざましに缶かんコーヒー買って来ていいですか？　ここに来る途と中ちゆうで自じ販はん機き見つけたんですよ、急いで行ってきますね！」

　許きよ可かを得る前に駆かけ出していた。無む意識のうちに吸きゆう血けつ鬼きの力を解放しており、数十メートルの距離を一いつ瞬しゆんで駆け抜けていた。

　リライラたちの気け配はいが遠ざかり、姿すがたが見えなくなったところで足を止める。丘の麓ふもとは畑と雑ぞう木き林ばやしが広がるだけの寂さびしい場所だった。夜間に人の通行があろうはずもなく、晴夜は今さらながら夜や気きに落ち着きを見出す。

「どうなってんだ、これ？」

　最初に違い和わ感を覚えたのは警邏初日、どれだけ水を飲んでも一いつ向こうに喉が潤うるおわなかった。ますます喉は渇き、しかし解かい消しようする術すべは見つからず、時間の経過とともに苛いら立だちだけが蓄ちく積せきされた。体の芯しんに得え体たいの知れない毒どく素そが紛まぎれ込んでいるような錯さつ覚かく。摘てき出しゆつしようにも毒素は体中あちこちに転てん移いして定まらない。痒みを訴えるのにその場所が特定できないようなもどかしさがあった。

『気づいているくせに聞く気がない晴夜は一人で悶々としているがいいんです』

　悪戯いたずらを咎とがめられて、なおも自らの非ひを認めない子供に言い聞かせるような台詞せりふ。

　中途ちゆうと半はん端ぱで、甘えきった晴はる夜やを責めている。

　今ほど胸を衝つくことはない。

　もはや目を逸そらすのも難しい。

　認めるしかないようだ──この渇きはきっとそういうことなのだ。

「へ、へへへ、冗じよう談だんだろ。そんなこと、俺おれは思っちゃいない」

　血が飲みたいだなんて。──想そう像ぞうして、ぐびりと喉のどが鳴る。心しん臓ぞうが跳ね、昂こう揚よう感かんに身が震える。

　顔面を殴なぐりつけた。鼻の奥からどろりとした粘ねん着ちやく性せいのある液えき体たいが溢あふれ落ちる。錆さびた鉄の臭においに禁きん断だん症しよう状じようが和やわらいだ。もう少しだけこの方法で誤ご魔ま化かせるはず。

　完全な吸きゆう血けつ鬼きになってしまう前に人間に戻らないと──。決意を再さい確かく認にんする晴夜だった。

「……っと、そろそろ戻らないと」

　徒と歩ほでその辺をぐるっと回る。抜け出す口こう実じつだったとはいえ、缶かんジュースをお土産みやげに持って帰らなければ格かつ好こうがつかない。が、こういうときに限って自じ販はん機きが見つからないのだ。来る途と中ちゆうに見み掛かけたというのは噓うそだけど、自販機くらいすぐに見つけられると楽らつ観かん視ししていた。

　街がい灯とうの明かりが霧きり雨さめの幕まくを闇やみ夜よに浮かび上がらせる。人じん工こう的てきな明かりは遠とお目めにも眩まぶしく、雨の姿すがたを映し出すのでいい目印めじるしになる。吸血鬼の視し力りよくは遥か一キロ先の明かりまで判はん別べつしていた。地面から低い位置と高い位置にそれぞれ光の基もとがあり、低い方が自販機の明かりで、街灯の真ま下したに設置されているのだとわかる。見下ろす街灯は点てん滅めつを繰り返して今にもその生しよう涯がいを終えようとしている。頼りない明かりが自販機の周囲にストロボ効果を発はつ揮きした。

　小こ銭ぜにを取り出しながら自販機に近づくと、吸血鬼はその明めい暗あんの境さかいに何か物体があることに初めて気づいた。視力が良すぎるが故ゆえに手前にあった物に注意が向かなかったようだ。街灯の点滅に合わせるようにしてかすかに動いている。明かりの輪の中につま先が見え、次の瞬しゆん間かんには体からだ半はん分ぶんが光に映し出されていた。

　華きや奢しやな矮わい軀くをしていた。一見して子供だとわかるものの、首から下を全身包ほう帯たいでくるまれたそれが生きた人間であると思えなかった。まるでミイラだ。衣服の類たぐいは一切身につけておらず、ところどころ包帯の隙すき間まから白い肌はだが露ろ出しゆつしていた。赤あか毛げを頭の両側に結わえた髪かみ型がたにどういうわけか呼吸が止まる。

「────…………マ、……セ、……マ、……セ、…………セ、……パ」

　ぶつぶつと意味不ふ明めいな言葉を呟つぶやく。虚うつろな瞳ひとみが正面にいる吸血鬼を捉とらえ、全身を小こ刻きざみに震わせる。髪が不ふ自然に逆さか立だった。無む表情の中に怒りの色を顕けん現げんさせる。

「マ……っ、セ……っ」

　吸血鬼は呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。今目の前にあるソレの意味がまったく理解できなかった。

　見み覚おぼえのある誰かしようじよは、弾はじかれたように飛び出し、吸血鬼はるやに襲おそいかかる────。










　【Intermission】────




　晴はる夜やの姿すがたが見えなくなった直後、ジョイ・アイスマンは掌てのひらの上に《寄生する樹々の口づけミステイルテイン》を召しよう喚かんしていた。

「気づいたかい？　後こう輩はい、会長の首くび筋すじをたまに目で追っていた。自覚はないようだけど」

「……渇かわくのだろう。なんせもう一月だ」

　吸きゆう血けつ衝しよう動どうの周しゆう期きなど知らないリライラだが、長く見ても二ヶ月以い内ないには発はつ症しようするだろうと予よ測そくしていた。これまで吸血鬼が人を襲おそってきた頻ひん度どを鑑かんがみれば欲よつ求きゆうを抑える期間もそれが限度と考えたのだ。人間から吸血鬼になった『成り上がり』の、本ほん能のうの開かい花かがいつ起こるかまでは予測が立てられなかったので、より強く警けい戒かいする必要があった。昼夜問とわず彼の傍そばに張り付いていたのもそれが理由だ。理性を持つ吸血鬼の眷けん属ぞくはどこまで人間らしくあるのか。

　なるほど。ここらが限界か。

　大おお道みち晴夜の観察からは得る物が多い。




　まだ殺さずにおいてよかった。




「さて。こうなった以上時間の問題だよ。早そう急きゆうに後輩を処しよ分ぶんすべきじゃないかい？」

「……」

　リライラは堅く目を瞑つむり、一ひと呼吸のうちにあっさり結けつ論ろんづける。

「まだだ。彼への対たい処しよは変わらないが、その前に、炙あぶり出さなければならない者がいる」

「ホルネイ学園長ちようの協力者しや。つまり、始し祖その存在を知っていて隠かくしていた教師だか生徒だかのことだね。特とく定ていできるのかい？」

「難しいだろうな。向こうは当とう然ぜん生徒会クルセイダーズの動どう向こうに気づいているし、わかった上で我々を泳がしている。始祖と晴夜君くんがこちらの手しゆ中ちゆうにあるとはいえ、引っくるめて学園長の掌の上で転がされているような錯さつ覚かくを覚えるよ。曝あばくには秘ひ密みつが多すぎる」

「そして僕たちは人ひと手でが足りない、か」

「一番と二番から聖殲士ナーバが来てくれればどこかで必ず隙すきが生じる、腹の内を探れたかもしれない。だが、彼らが来ることはない。おそらく初めから要よう請せいなんて出していなかった。ホルネイ学園長が裏で工こう作さくしているんだ、森しん星せい学園が窮きゆう地ちにあるかのように演じているに過ぎん」

　ホルネイは晴夜がグリオ・ヘルツルを撃げき退たいしたことを知っており、討とう伐ばつ部ぶ隊たいにはそのことを告げずに警けい戒かい心しんだけを煽あおった。極きよく度どの緊きん張ちよう状態はやがて変化しない現状への不満を喚かん起きさせ、そこへ応援がないことを公表すれば──。

「なるほどね。教きよう会かい本部は聖殲士を養よう成せいしている学校を見み殺ごろしにしたとして、討伐部隊にも、世界中の聖殲士ナーバにも不信感を与える絶ぜつ好こうのチャンス、というわけだね。現在の利り己こ的な教会の横よこっ面つらを叩たたく腹はら積づもりかな」

　リライラは大きく頷うなずいた。

　教会と『筺きよう界かい』の内ない政せい争あらそいは複ふく雑ざつな構こう図ずで展開されている。聖殲士候こう補ほ生せいの末まつ端たんに過ぎないリライラには雲の上での出で来き事ごとだが、稀まれに噂うわさ話ばなしくらいなら耳にするし、簡単ではあるが大まかな相そう互ご関係は把は握あくしていた。

　教会上じよう層そう部ぶを牛ぎゆう耳じっている組織──枢すう機き卿きよう団だんの中からさらに思し想そうを同じくする老ろう人じんたちで構成された大だい派は閥ばつ『大たい派は会かい』が、吸きゆう血けつ鬼き殲せん滅めつの指し揮きを執とっており、事実上じよういまだ外部組そ織しきである『筺界』を取り込まんと画かく策さくしていた。

　教会と『筺界』の関係は、企業の親おや事じ業ぎよう者しやと下した請うけ事業者に似ている。『筺界』は教会の要望に沿った商品ナーバを生産し、改良し、送り出す。教会が商品を買い取り、価値しそうを植え付けて、戦せん場じように投とう入にゆうする。どちらも吸血鬼退たい治じを理り念ねんとしているはずが、実際には温度差さがあり、『筺界』はややもすれば教会に対して非ひ協力的てきな行動に出る。教会が『筺界』の秘ひ術じゆつを曝あばいて独どく占せんせんとしているために生まれた確かく執しつだった。

　対たい等とうな協力関係だったものを、教会側が高こう圧あつ的に迫って崩くずした。──リライラはそのように穿うがって見ている。

『筺界』が学園にホルネイのような『やり手』を送り込んできたのにはこのような背景があり、今回の件はパワーゲームの一いつ端たんなのだろう。

「くだらないとも思うが、始し祖そを匿かくまう『筺界』の狙ねらいがわからないうちは雲うん上じよう人びとたちに何を言うつもりもない。我々がすべきことは始祖と晴はる夜や君の観察、そして必要とあらば──」

　バットケースから細身剣レイピアを抜き放つ。ジョイに、──いや、ジョイの背後に切きっ先さきを向けて睨にらみ付ける。

「吸血鬼を葬ほうむるよ」

　リライラとジョイはすれ違いざま、互いの背中を守るようにして立ち位置をずらす。いつの間にか二人の周りを何者かが取り囲んでいた。腐ふ乱らんした肌はだを晒さらし、背せ格かつ好こうの違いしかなく個こ体たいとして識しき別べつするのは難しい、もはや人間の姿すがたを模もしただけの異い形ぎようへと成り下がった『成り損そこない』ども。

　数にして、十。

「屍鬼グールかい？」

「だろうな。どうやら新あら手ての吸血鬼がこの町にやって来たらしい。──ああ、安心したよ。晴夜君のような例外がいたものだから、この手の人じん外がいを懐なつかしく感じる」

　不ふ敵てきに笑って剣を振る。呻うめき声を上げながらじりじりとにじり寄ってくる屍鬼たちは、見えていないのか、剣けん気きにおののくことはない。──それでいい。逃げてくれるな。久しく遠ざかっていた戦いの気け配はいに気が昂たかぶる。リライラは聖獣ヴイアツアを出すことなく奮ふん然ぜんと一歩前まえに出る。

「会長、ここは僕に任せてくれないか？」

　それを、ジョイが止めた。

「何？」訝いぶかるリライラに、キザっぽく片かた目めを閉じた。

「こいつらがまさか僕たちだけを狙ねらったとは思えない。狙いは始し祖そだ」

　意い思しを持たぬ屍鬼グールが無む差さ別べつではなくリライラたちとわかって襲おそってきたとすれば、他の警けい邏ら班はんも同どう数すうの屍鬼に襲われているはずだ。それはつまり、親おや玉だまである吸きゆう血けつ鬼きが采さい配はいを振るったことを示す。

　狙いは考えるまでもなく始祖に違いない。

　屍鬼に注意を払いつつ、学園から支し給きゆうされた携けい帯たい電話を開く。隊たい長ちように連れん絡らくを入れるが繫つながらない。あちらも騒さわぎに遭あっているのかもしれず、諦あきらめて通つう話わを切り、別の番号にかけ直す。ワンコールしないうちに繫がった相手は、神しん学がく科か専せん属ぞく教きよう諭ゆにして討とう伐ばつ部ぶ隊たいの参さん謀ぼう係がかりを務めている加か護ご歩祝ほうりだった。

『も、もひもひ!?』

「こちら生せい徒と会長リライラ・ボーグ、屍鬼十じつ体たいと会かい敵てき、これより交こう戦せんに移るが、学園そちらの状況を教えてほしい」

　リライラの声が悠ゆう然ぜんとしていたせいで緊きん迫ぱくした状況にあることが伝わらなかったようだ。むしろ加護先生の方が慌あわてふためいた。

『ボ、ボーグさん!?　ごめんなさい！　屍鬼はそっちでなんとかして！　こっちはそれどころじゃなくて！　あ！　無む理りはしないで戦おうとしちゃ駄だ目めだからね、敵てき勢せい力りよくを見み極きわめたら直ちに本ほん隊たいに合ごう流りゆうしてください！　が、頑がん張ばってえ！』

　通話が切られる。やはり誤ご解かいされた。この状況で戦うなというのは厳きびしい注文である。

　それよりも気になることは、

「学園では屍鬼どころの騒ぎじゃないらしいぞ？　それとも加護教諭にとってだろうか。ともかく学園に戻った方が良さそうだ」

　細身剣レイピアを下ろし、代わりに空あいた左手を虚こ空くうに伸ばして銀ぎん色いろの光点コアを解き放つ。「おいでveni。《戦女神の従者ドウン》」蒼そう炎えんで象かたどられた翼よく虎こが顕けん現げんした。リライラは颯さつ爽そうと翼虎に跨またがり、ジョイを見下ろす。二人一組ツーマンセルは互いの長ちよう所しよを増ぞう強きようさせ、補い合い、役割を分けることが基本だ。一人でできないことができる、それが最大の強みである。この場にジョイ一人を残すことは許されない。

　わざとお尻しりをずらして翼虎の背中にスペースを作る。しかし、ジョイは首を横に振る。

「──任せても？」

「構わないさ」

　決断は早く、ジョイが言い切る前に翼虎は夜空目め掛がけて突き飛んでいた。翼つばさの一ひと振ふりで加か速そくし、あっという間にジョイや屍鬼の姿すがたが点になる。──が、リライラの視線はすでに前方を見み据すえていて振り返ることはない。仲間を信頼し、信頼されたこの絆きずなが武ぶ器きになる。リライラが己おのれの内に掲かかげた信しん念ねんを折らず曲げず貫つらぬく力に変えてくれる。

　──ジョイは見み栄えっ張ぱりだが、無む理りとわかれば潔いさぎよく退ひく人間だ。

　中ちゆう等とう部ぶから数えれば五ご年ねん以上の付き合いだ、彼のことでは間違わない。

　やつは死なん。だから、自分がやるべきことは心配やお祈りではない。

　上空から学園を見下ろす。旋せん回かいしつつ周辺を見回ると、山から下る公こう道どうの真まん中なかで屍鬼グールと交こう戦せんしている聖せい道どう士したちを確かく認にんした。

　エスメラルダと飛蕾フエイレイの姿すがたもあった。

「ウフフフフ、やっぱり戦いはこうでなくっちゃ！」

「朕ちんらに姫ひめのお守もりは性しように合わん。一つ手合わせ願おうか！」

　エスメラルダがパチンと鳴らした指ゆび先さきを屍鬼に向ける。姿すがた形かたちを顕あらわさない聖獣ヴイアツアによる超ちよう高速突とつ貫かん攻こう撃げきが胸きよう部ぶに大おお穴あなを開け、次の瞬しゆん間かん蒼あおい炎ほのおを上げて屍鬼を燃やし尽くす。踊るようにくるくる回り、群がる屍鬼を寄せ付けない。極きよく端たんに短いスカートがはしたなく翻ひるがえる。妖よう艶えんな微ほほ笑えみで場ば違ちがいな色いろ気けを醸かもし出し、一いつ体たい一体を確実に滅ほろぼしていく。

　飛蕾は対たい照しよう的てきに自らを弾だん丸がんに変えて屍鬼の集団に飛び込む。聖せい火かを纏まとった掌しよう底ていを屍鬼たちの体に軽く打ち込み、「────破ッ！」気き合あい一いつ擲てきすべての屍鬼を、同時に、粉こな々ごなに、吹き飛ばした。心しん意い六ろく合ごう拳けんの虎こ形けいを体たい系けいとした散さん打だ。少女にとって生きるか死ぬかの戦せん場じようも擂台レイタイに上がるに等しいようで、楽しくて仕方がないとばかりに獰どう猛もうな笑えみを湛たたえていた。

「あの二人に心配は要いらないな。それにしても、どうにもぬるい。陽よう動どうだと言わんばかりだ」

　本ほん命めいはやはり始し祖そ。

　引き返す。森しん星せい学園の隠かくし部屋を目め指ざして翼よく虎こが空を駆かける。

　これはすなわち総そう力りよく戦せん。敵も本格的に始祖奪だつ還かんに乗り出したというわけだ。

「──面白い。始祖が欲しくば本ほん気きで挑いどんでくるがいい、吸きゆう血けつ鬼き！」

　リライラの猛たけりに呼こ応おうして、翼虎の咆ほう吼こうが大たい気きを震わせた。




　　　　　　　　　†




　霧きり雨さめはいつしか土砂どしや降ぶりの雨に変わっていた。

　バシィイッッッ────！

　岩ほどの重みがある小さな拳こぶしが顔面を捉とらえ、晴はる夜やの体が捻ひねりを加えて空を滑すべる。地面に叩たたき付けられ天てん地ち不ふ覚かくに陥おちいるも、遥か上空から落ちてきた追つい撃げきに脳のう天てんを潰つぶされる。

　──速い。とてつもなく。矮わい軀くに似つかわしい敏びん捷しよう性せいと跳ちよう躍やく力りよく、加えて反はん則そく級きゆうの怪かい力りきをぶつけられて瀕ひん死しを味わう──、それでも晴夜は夢ゆめ心ごこ地ちにあった。

「…………パッ、…………カッ、…………パッ、…………セッ！」

　一方的に虐ぎやく殺さつされている晴夜よりもなお苦く悶もんの声を上げる少女。結び目が緩かったのか包ほう帯たいがほどけ裸ら体たいが雨あめ風かぜに晒さらされる。少女の未み成せい熟じゆくな体だ、しかし目を覆おおいたくなったのは以前は無かった無む数すうの縫ほう合ごう痕こんが生なま々なましく縦じゆう横おうに走っていて痛いた々いたしかったからだ。

　まるで伝でん説せつに聞く人造人間フランケンシユタインみたいじゃないか。

　──誰だれがこんなことしやがった。この子は、こいつは、女の子なんだぞ……っ。

　苦しみ喘あえぐ声は「殺してくれ」と訴えているようにも聞こえるが、晴はる夜やにはわからない。生きているかも定かでないのに、動いていること自じ体たいにどうしようもなく喜びを感じている自分がいた。

「……エンマ」

　その名を。

　もう一度呼よび掛けることができるだなんて。

「……マ、……セ、……マ、……セ、……パ、……セ、」

　幽ゆう鬼きの如ごとく揺らめいて立つ少女は間違いなく『雛鳥の巣ホリイハウス』でともに暮らしてきた妹いもうと分ぶんだった。

　エンマ・アズナブル。

　声も、姿すがた形かたちも変わらない、あの頃ころのまま可か愛わいい妹分だ。ただ一つ、少女の双そう眸ぼうは真まっ赤かに染そまっていて見るからに狂きよう気きを纏まとっている。あまりの異い様ようさに、一ヶ月前、吸きゆう血けつ鬼きグリオ・ヘルツルに聖獣ヴイアツアを潰つぶされて絶ぜつ命めいしたあの光こう景けいを思い出す。

[image: ]

「……そうだ、死んだはずなのに、おまえ、生きてたのか？」

　そんなこと誰だれも言っていなかった。バラ庭園の墓ぼ標ひようがダミーだったとは思えないし、そうする意い図ともわからない。学園内ないに漂っていた悲ひ壮そう感かんは紛まぎれもなく本ほん物もので、エンマの死は疑いようもない事実だ。晴はる夜やもエンマの亡なき骸がらを実際に見ている。晴夜のように吸きゆう血けつ鬼きの眷けん属ぞくとして蘇よみがえったのならともかく、通つう常じよう人間は一いち度ど失った命を取り戻すことはない。

　ということは、まさか────。

「おまえも吸血鬼に？」

「ア、ア、…………パ、…………セ」

「なあ、エンマなんだろ!?　俺おれだよ、晴夜だ！　エンマ！　聞こえないのか!?」

「マ……、マ……、ウシャアアアアアアアアアアアアアッ[image: びっくりよん]」

　吠ほえる。理り性せいを失ったかのように。裸ら体たいに素す足あしのまま前ぜん傾けい姿し勢せいで飛びかかってくる様さまはいかにも獣けものじみていた。吸血鬼の動どう体たい視し力りよくだからこそ捉とらえられたが、実際にエンマは四よつん這ばいになって地面を四よつ足あしで駆かけている。全身からほのかに蒼あおく白い光の膜まくが浮かび上がって見えた。それは晴夜もよく知っている見み慣なれた光──聖獣の蒼そう炎えんに酷こく似じしており、人間離ばなれした速度と相あい俟まってエンマの聖獣ヴイアツア《大海より来りし戦象アイラーヴアタ》を彷ほう彿ふつとさせた。

　学園最さい強きようにして最さい凶きようにして最さい狂きようの巨きよ神しんが、小さな少女に乗り移る。

　殺さつ意いを漲みなぎらせて、

　エンマが襲おそい来る。

「お、おい!?　待てよエンマ！　待てって!?」

　慌あわてて立ち上がり、放たれた右の拳けん打だを正面から受け止める。が、受け止めた両腕うでがその衝しよう撃げきにあっけなく折れた。驚く間も与えられずに、今度は蹴けり上がった爪つま先さきが顎あごを掠かすめ、頭とう部ぶが半分吹ふき飛んだ。──強ぇえ!?

　後こう退たいしつつ再生に努め、なおも迫り来るエンマを仕方なく迎げい撃げきする。エンマの動きを封じるために骨こつ折せつから回復した両手でエンマの腕を摑つかむ。

「ぅオラァ────ッ！」

　足を刈かってそのまま押し倒そうとした。しかし、エンマの足は地に根を張ったかのようにびくともせず、乗りかかっただけで逆に身み動うごきを封じられた。

「パ…………ッ！　…………セッ！」

　突き飛ばされて距離が空く。直後、肩から入った体当たりに反応が遅れた。足の踏ん張りも利かずに宙に突き上げられた体はそのままズタボロに捻ねじれ曲がる。轢れき殺さつされた晴夜は六秒後ごに意い識しきを取り戻し、全身が再さい生せいしていく感覚に吐き気を覚え、同時にさらなる危険を感じ取って寝ね転ころんだ姿し勢せいのまま空に大ジャンプ。全身がギシギシと軋きしみを上げる。粉ふん砕さい骨折した肋あばらと潰つぶされた肺が灼しやく熱ねつのような痛みを訴えた。まずい、思し考こうよりも体が追いついていない。喉のどの渇かわきと関係しているのか、吸血鬼の力が五割も発はつ揮きされていなかった。

「くそ……っ、エンマぁ」

　どうやら意い思しの疎そ通つうは難しいようだ。なんとかしてエンマを正気に戻してやりたいが、どうすれば……。

　エンマから目を離さずにいると、エンマもこちらを見上げた。視線は焦しよう点てんがあっておらず、しかし晴はる夜やの背後の空間を凝ぎよう視ししていることに気づく。瞬しゆん間かん、ぞくりと背せ筋すじが凍こおる。エンマが膝ひざを落としありったけの溜めの後あと垂直に跳んだ。晴夜よりも高く跳んだエンマは晴夜の背中に乗りかかり、ともに落らつ下かしながら小さな拳こぶしを雨のように降らせた。

「────ぎゃふぃ!?」

　背せ骨ぼねが砕くだかれ首の骨が折れ内ない臓ぞうは潰つぶされ胴どう体たいは千ち切ぎれ、あまりの激げき痛つうに三度死んで、地面に激げき突とつして四度目めの死を迎える。なおも馬うま乗のりになったエンマは喘あえぐように呼吸を乱しながら、連れん打だを続けてアスファルトごと晴夜の体を破は壊かいする。破は片へんと一いつ緒しよに肉にく塊かいが辺りに散っていく。血ち溜だまりが雨に流される。エンマはすでに晴夜の本ほん体たいではなく地面をひたすら殴なぐっている。

　──やべえ。

　これ以上はまずい。いくら肉体的には何なん度どでも復ふつ活かつする不ふ老ろう不ふ死しでも、精神まで頑がん強きようには作り変わっていないのだ。再さい生せいするたびに殺されて、──いや、再生すらできない状況で死に続けることがこれほどまでに気持ちの悪いことだとは思わなかった。

　この思し考こうする頭はどこにあるのか。

　細こま切ぎれになって五ご感かんはすでに失われているのに、魂たましいとでもいうのか意い識しきだけは依い然ぜんとしてこの場にあって、起こってしまった事じ象しようを認にん識しきしている。神しん秘ぴや奇き蹟せきは観かん測そくするものであり自ら経験すべきでないと学んだ。神秘を体たい現げんし、奇蹟を体験し、もはや人間の領りよう域いきを超えてしまっている。受け止めきれない情報の波に魂が色を変えていく。あまりにも理解不ふ能のう。脳のう髄ずいが焼き切れる。嫌けん悪お感は刻こく一いつ刻こくと増すばかり、ならば、心を閉ざしてしまえば煩わずらうこともないのではないか。──無い頭でそう考える。

　精神が死にかける。

「シャアアアアアアアアラアアアアアアアラアアアアアアアアアッッッ!!」




　……エンマに…………殺される。




　破は壊かい音おんの最中さなか、場ば違ちがいなほど暢気のんきな声が割り込んできた。

「そこの下か半はん身しん男はもしや後こう輩はいかい？　屍鬼グールの一匹ぴきも対たい処しよできないとは情なさけないにも程ほどがあるね。──そら、そこを退どけよ、死に損ない」

　ジョイの右フックがエンマの側そく頭とう部ぶを捉とらえ、派は手でに吹き飛ばしていた。離れた位置で着ちやく地ちしたエンマが新たな獲え物ものを見み定さだめたのと同時に、晴夜の体も再生した。

「────はっ、かはあ!?　なっ!?　…………あ、ジョイ？」

「『先せん輩ぱい』を付けろよ。後輩に死なれたら会長に叱しかられるんでね、不ふ本ほん意いではあるけれど助けてやるよ。泣いて喜べ」

　言って、晴はる夜やを背中に回し、聖獣ヴイアツアを喚よび出さずに徒と手しゆ空くう拳けんのままボクシングスタイルに構える。一人で相手をする気だろうか。晴夜は慌あわてて周囲に視線を飛ばす。

「はあ、はあ、──リライラ先せん輩ぱいは!?」

「ん？　なんだい、気づいていなかったのか。街のあっちこっちで屍鬼グールが出しゆつ没ぼつしたんだよ。会長なら引っ張りだこさ。僕は君の世せ話わを任されたんでね、こうして駆かけつけてやったんだ。僕一人だと不安か？　まったく、相変わらず舐なめてくれるね」

「……屍鬼」

　では、やはりエンマは吸きゆう血けつ鬼きに嚙かまれて復ふつ活かつしていたのか。晴夜と違って理り性せいを欠いたのは主人マスターの方針なのかもしれない。エンマはどこかの吸血鬼に操あやつられている。

「どうかな。この子の外がい見けんは屍鬼には見えない」

「それって、っ、……どういう、」

「さあね。知らないよ。ま、けれど、敵には違いない。やることも変わらない──っ！」

　突とつ進しんしてくるエンマを迎げい撃げきするジョイ。少女の姿すがたに惑まどわされず、ジョイはエンマの顔面に容よう赦しやなく腰を落とした右ストレートを叩たたき込む。──晴夜は我も忘れて叫んでいた。ジョイは知らないのだ、エンマの怪かい力りきを。猛もうスピードのトラックと正面衝しよう突とつするようなもので、一秒後ごにはジョイの体が吹き飛ばされている、

　はずだった。

　ガシィイイイイイ────ッッッ！

　鈍い打だ撃げきの音が響ひびく。

　真横に弾かれたのはエンマの方だった。

　拳こぶしと額ひたいがぶつかる瞬しゆん間かん、押し負けると悟さとったジョイがステップを踏んでかわすと同時に側そく面めんに回り込み、咄とつ嗟さであったにもかかわらず拳を放つ勢いは殺さずにエンマの頰ほおを捉とらえたのだ。体たい勢せいを崩くずしたために力を乗せられなかったせいだろう、ジョイは不満げに舌した打うちした。

「やはり動いていると衝しよう撃げきが違うね……っ！　聖獣なしだとさすがにきついかな」

　距離を取ったエンマを見み据すえる。なぜジョイが《寄生する樹々の口づけミステイルテイン》を喚び出さないのかわからないが、どうやら劣れつ勢せいであるらしい。それでも余よ裕ゆう綽しやく々しやくの表情を崩さないのは秘ひ策さくがあるからか。

　そのとき、気づいた。エンマに打ち込んだ右手から血が滴したたっていることに。渾こん身しんの一いち撃げきはあろうことかジョイの拳も潰つぶしていた。万ばん全ぜんの体勢から打ち込んでいたならば肩まで破は壊かいされていたはずだ。晴夜のように吸血鬼体質でない普通の人間では再さい起き不ふ能のうの重じゆう傷しようとなる。すでに今もジョイの腕は使い物にならなくなっている。

　なのに、一いつ切さい苦く痛つうに顔を歪ゆがませない。本ほん物ものの聖殲士ナーバの気き性しようがそこにはあった。

　そして、ダメージはエンマも同どう様ように受けていた。肉体的な痛みではない、精神的な揺らぎを与えていた。エンマは先ほどの一いち撃げきがどのようにして起こったのか理解できていない。野や生せい動物が不ふ可か解かいを目まの当たりにしたかのよう。若じやつ干かんの混乱がわずかな恐きよう怖ふを生み出していた。ジョイの一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを警けい戒かいして、呻うめき声を上げながらこちらをじっと窺うかがっている。

　動きを止めた。

「──後こう輩はい、立てるか？　二人がかりでならなんとかなるかもしれない」

　エンマから視線を逸そらさずに提てい案あんした。──少し驚く。あのジョイが共きよう闘とうを申もうし込んでくるなんて。

「君の力なんざ借りたくないが、そうも言っている場合じゃないしね。後輩が捨すて駒ごまになるんだ、体を半はん壊かいさせるつもりであれを押さえつけてくれ。簡単だろう？　不ふ老ろう不ふ死しなら」

「ああ簡単だな。簡単に言ってくれるよな。捨て駒っつったな今!?」

　それ、共闘って言わねえから！

　と、いろいろと文もん句くを言いたいが、それどころじゃないのは晴はる夜やも承しよう知ちしている。無む言ごんで先を促うながすと、ジョイは作戦を口にした。

「吸きゆう血けつ鬼きの弱点を突く。幸い後輩には効かないんだったな、聖せい水すいと十じゆう字じ架か」

　聖せい水すいが入った小こ瓶びんとロザリオを懐ふところから取り出して晴夜の眼がん前ぜんにかざす。聖水を振り掛けられた吸血鬼は一時的にではあるが弱体化かし、そして十字架は、言わずもがな、吸血鬼が最も苦にが手てとする武ぶ器きだ。

　二つを組み合わせれば、おそらく、エンマを打だ倒とうしうるだろう。

　けれど、

「ハァ、駄だ目めだ先せん輩ぱい！　あいつを、はっ、殺さないで、くれ！　あいつはエンマだ！　俺おれと一いつ緒しよに殺されたはずの！　ハァ──、エンマ・アズナブルなんだ！」

「なんだって？　……まさか、あの子なら埋まい葬そうされたはずだ」

「俺だって、ハァ、何がなんだかわかんねえけど、でも確かだ！　そっくりさんだとかそんなんじゃねえ。あいつはエンマだ！　俺にはわかる！　はぁあ」

　エンマの頰ほおにはうっすらと赤みが差していた。ジョイに殴なぐられた箇か所しよである。血が通っている証しよう拠こだった。

「……マ、……セ、……パ、エ」

「殺さないでやってくれ！　生きてんだ、ハァ、せっかく生きて再さい会かいできたんだ、俺はエンマを連れて帰る！」

「生け捕どりにする？　無む茶ちやを言うな！　おまえ、今の状況がわかっているのか!?　まったく、《寄生する樹々の口づけミステイルテイン》さえあれば煩わずらうこともなかったんだ。いや、使用するタイミングを誤ったかな。それにしても」

　ジョイはロザリオと聖水を突き出した状態で、わずかに緊きん張ちようを緩めた。

「あの子、どうして襲おそい掛かかって来ないんだ？」

　エンマはじっとしたまま動かない。先ほどまであった殺さつ意いが鳴りを潜ひそめ、臨りん戦せん態たい勢せいすら解かい除じよしているように見えた。

「先せん輩ぱいに恐れをなした、にしてはなんだか様よう子すが違う。ハァ、ハァハァ、あ、────」

　ずるり、と膝ひざから崩くずれ落ちた。呼吸が苦しい。喘あえぐたびに胸のむかつきが増し、吐き気と目め眩まいが同時に起こる。手足は痺しびれ、足あし腰こしに力が入らない。立ち上がろうとしても力んだ箇か所しよから力が抜けていく。まるで乗のり物もの酔よいしたかのような視線のずれ。

　喉のどの渇かわき。

　倦けん怠たい感かんと嫌けん悪お感。

「気持ち悪い声を出すなよ。さっきから耳みみ障ざわりだ」

「……」

「おい、後こう輩はい？　頼むからこのタイミングで気き絶ぜつしないでくれ」

　焦あせりが声こわ音ねから伝わった。さすがの生徒会クルセイダーズも晴はる夜やを守りながらエンマと戦うのは厳きびしいらしい。晴夜は呆気あつけなく倒れ伏し、意い地じを張ってなんとか頭だけでももたげる。

　そのとき、晴夜とジョイは見た。だらりと両腕うでを下げたエンマが、まるで遊んでいた玩具おもちやから興きよう味みを失ったかのように、視線を晴夜から逸らして虚空に向けた。

　次の瞬しゆん間かん、エンマは跳ちよう躍やくして闇やみ夜よに消えていた。

　後に残されたのは負ふ傷しようした二人と、大量の雨あま音おとだけ。

　ジョイが呆あきれたように口を開く。

「どうやら後輩が狙ねらいだったようだね。僕という邪じや魔まが入ったから殺さつ気きが途と切ぎれた、と解かい釈しやくするのが自然かな」

「なん、だよ、…………それ」

　うまく口が回らない。瞼まぶたを開けているのも辛つらく、意い識しきは次し第だいに白はく濁だくへと落ちていく。

「余よ所その吸きゆう血けつ鬼きがあの子を使し役えきして始し祖その眷けん属ぞくにぶつけた──。それらしい理由ならいくらでも思いつくよ。何にせよ、一いち連れんの騒そう動どうと関係しているのなら、あの子が戻る場所は屍鬼グールを操あやつっていた吸血鬼の元だと見ていいだろう。ふん、好こう都つ合ごうだね」

　ジョイの声が遠ざかる。雨音と、エンマの奇き声せいだけが耳に残った。

　──あいつ、辛つらそうにしてた。

　仲間なんだ。それに、エンマは晴夜たちにとって可か愛わいい妹いもうと分ぶんで。レオにとってはかけがえのない女の子で。たとえ屍鬼グールになってしまっていたとしても、このまま放ってはおけない。

　──取り返さないと。

　濡ぬれた地面に突っ伏す。視し界かいが完全に途と切ぎれた。

　直後に放たれたジョイの一ひと言ことは、意識を失った吸血鬼の耳に届くことはなかった。




「安心しなよ、後輩。首しゆ謀ぼう者しやの吸血鬼も、あの子もろとも滅ほろぼしてあげるよ」










　【Intermission】────




　森もり深くにある古こ城じように街を徘はい徊かいしていた屍鬼グールが集しゆう結けつする。

　元々ここが出発点。役割を終えた兵へい士したちには彼らの主人たる吸きゆう血けつ鬼きに状況報ほう告こくの義ぎ務むがあり、使し命めいを無ぶ事じ果たせたことで罰ばつを回かい避ひできるという褒ほう美びを授さずかれるのだった。なにぶん彼らの主人は機き嫌げんの善よし悪あしにかかわらず彼らで解剖実験おあそびを行うので、待たい機きを言い渡された瞬しゆん間かんにこそ至し福ふくを味わうことができた。短くても十年、長い屍鬼で三百年もの間辱はずかしめを受け続けてきた。もはや人間であったことすら忘れてしまっていても、魂たましいに受けた屈くつ辱じよくが消え去ることは永えい遠えんにない。故ゆえに、彼らはただただ、ひたすら、これ以上の屈辱が与えられぬようにと窪くぼんだ瞳ひとみで天を仰あおぐのである。

　──などと、もちろん屍鬼にそのような思し考こうも、意い思しも、ありはしない。

　すべては主人の御み心こころのままに。

　窪んだ瞳の見上げる先にあるのは天ではなく、彼らが主人──インゴルフ・フォン・ピケの姿すがたであった。二階席せきから大おお広ひろ間まに集つどった屍鬼たちを尊そん大だいな態度で眺ながめていた。

「壮そう観かんですねえ。ワタクシが膨ぼう大だいな時間を費ついやして蓄たくわえた可か愛わいい人形たち、それがこうして一いち堂どうに会しているわけですからねえ。感かん慨がい深くもなります」

　そう思うでしょう、と宝たから物ものを見せびらかすように得とく意いになって告げた相手はグリオ・ヘルツル。インゴルフの傍かたわらに立ち、眼がん下かのおぞましい光こう景けいにはしかし眉まゆ一つ動かさず、

「戦せん闘とう斥せつ候こうに出ていた屍鬼一〇〇体たいのうち帰き還かんした者は、全部で二〇体。彼らが体験したことはすべて魔印実録レコーダーに収められてあります。確かく認にんしたところ、予よ測そくどおり学園側がわの主しゆ戦せん力りよくは五〇にも満たない。斥せつ候こうとの交こう戦せんで敵の半はん数すう以上に手て傷きずを負わせました。やはり警けい戒かいすべきは生徒会クルセイダーズという組織に属する四人の子供です。彼らは聖殲士ナーバ候こう補ほ生せいでありながら聖殲士と同どう等とうの実力を備えており、また地形を鑑かんがみるに、」

「あーあーあー、もういいです。そういうつまらないことに拘こだわっているからアナタは駄だ目め駄目なのですよ。臆おく病びよう者ものはこれだから困りますねえ。屁へ理り屈くつ並べて実行を遅らせる、そんなことではいつまで経たっても始し祖そを捕とらえることなどできませんよ」

「……」

　グリオの言葉を遮さえぎってまで悪あく態たいをつき、愉ゆ悦えつを顔かお中じゆうに滲にじませた。『成り上がり』をコケにできる機き会かいがあればそれだけでインゴルフは上じよう機き嫌げんになれた。

　カツン、と手にしたステッキで石いし造づくりの手すりを叩たたく。

「相手の主戦力が五〇程てい度どで何を用心することがありますか。圧あつ倒とう的な戦力を有しているというのに小こ賢ざかしい作戦など不ふ要ようでしょう。そう、エレガントさに欠けます。ご覧らんなさい、ここにいる精せい鋭えいたちを！　出し惜おしみするつもりはありません、全力で人間どもを滅ほろぼして差し上げますよ！」

　両手を広げ、大おお広ひろ間まに隙すき間まなく押し込まれた屍鬼グールに向けて号ごう令れいを発する。

「お聞きなさい！　我が下げ僕ぼくたちよ！」

　呻うめき声が一いつ斉せいに沸わき上がり、まるで喝かつ采さいの嵐あらしのように大広間を揺らした。

「公こうより仰おおせつかった始し祖そ奪だつ還かんという名の大たい命めいを、今、果たすときが来ました！　この島しま国ぐにの土は我ら吸きゆう血けつ鬼きには適さず、故ゆえに同どう胞ほうが根を張ることはなかった。それはつまり人間どもを野の放ばなしにしてきたという罪ざい過かを意味するのです！　嘆なげかわしいとは思いませんか！　醜みにくき人間どもは我らがいないのをいいことにこの島を荒らし尽くしてきたのですよ！　どうしてこのような悪あく行ぎようを許しておくことができましょうか！」

　力りき説せつして握っていた拳こぶしを振り解き、自らに陶とう酔すいして声を上ずらせた。

「皆みな殺ごろしになさい！　どの種しゆ族ぞくがこの世の支配者であるかを証明するときが！　ついに！　やって来たのです！　差し当たってこの街を廃はい墟きよにし、国を滅ほろぼし、近きん隣りん諸しよ国こくにも手を伸ばし、やがて全ぜん世界を吸血鬼の物へと変えるのです！　これこそが公への忠ちゆう義ぎを示す美び徳とくなり！　我が下僕たちよ、今こそ声こわ高だかに叫ぶがいい！　今こ宵よい、我らが宿しゆく望ぼうへと至る栄はえある一歩を踏み出すのです！」

　もはや始祖云うん々ぬんは頭にない。インゴルフが拘こう泥でいするものは公への畏い敬けいと人間への侮ぶ蔑べつのみである。

　グリオを振り返り、三み日か月づきのような笑えみを浮かべる。

「ンッフッフ、聖殲士ナーバが何だと言うのです？　一〇〇体たいすら殲せん滅めつできなかった者どもに恐れる道どう理りがどこにありますか！　ワタクシ、間違ったこと言っています？　んー？」

　グリオは、不ふ本ほん意いながらも、認めざるを得なかった。

　インゴルフの言うことには一いち理りある。──否いな、おそらくは絶対の真しん理りだ。

　この総数三〇〇〇を超える屍鬼の軍団を持ってすれば、どんな街だろうと吞み込むのに造ぞう作さ無ないだろう。グリオを小しよう心しんと罵ののしるのもわかる話だった。

　よくもこれだけの屍鬼を作り、この日まで管理してきたものだ。その狂きよう気きに改めてインゴルフの恐ろしさを実感する。悪あく趣しゆ味みも突き詰めれば芸術の、いや魔ま術じゆつの域いきに到達する。屍鬼とは真しん祖そにとって召めし使つかいのような存在で、それをどのように扱うかは吸血鬼にもよるが、ともかく三〇〇〇という数を集めた真祖はインゴルフを措おいて他にいないだろう。それも一いつ体たい一体を施せ術じゆつし、各かく方面に特とつ化かした屍鬼を次々に生み出した。この軍ぐん団だんこそが一つの魔術体たい系けい。インゴルフの分ぶん身しんであり、戦せん闘とう力りよくであり、彼が起こした大だい魔術なのである。圧あつ巻かんとはまさしくこのことを差す。『狂きよう操そう』と揶や揄ゆされようとも畏おそれられるには十分な成果であり、伯はく爵しやく位いを授さずかるに足る箔はくでもあった。

　無む益えきな殺せつ生しようを嫌きらうグリオにも止める術すべがない。

　この島国ではおそらく史し上じよう初の吸血鬼による支配となろう。三〇〇〇の阿あ鼻び叫きよう喚かんは瞬またたく間に街まち中じゆうに響ひびき渡り、四人の聖殲士ナーバ候こう補ほ生せいを持ってしても対たい抗こうする術すべは無いはずだ。

　むろん、あの眷けん属ぞくにも。

「……」

　惜おしいと思うものの、始し祖そ奪だつ還かんという大たい義ぎの前ではすべてが些さ事じである。グリオは未み練れんを捨て、改めてシミュレーションしてみる。斑まだら王おう路じ市しという舞台の上で、如い何かにして効こう率りつよく学園を支配できるか。始祖を奪うばう方法とは。その際の不安要よう素そは何か。──不安要素。

　魔印実録レコーダーとは魔ま術じゆつによる知ち覚かく保ほ存ぞんのことである。刺し激げきに反応するたびに簡かん易い式の記き録ろく情報が魔ま印いんに蓄ちく積せきされ、後に術じゆつ者しやは対たい象しよう者しやがどこで何を見聞きしたかを五ご感かんを通じて把は握あくすることができるのである。一〇〇体たいのうち十体にこの魔印を施ほどこし、なるべく戦いに参加せず帰き還かんすべし、と強きよう制せいの魔術も重ねた。実際に帰還できたのはその内の九体で、それぞれの魔印を余さず確かく認にんした。グリオの目を惹ひいたのはやはり生徒会クルセイダーズと呼ばれる聖殲士候補生の強さであった。特に警けい邏らに出ていた会長と副ふく会長のコンビにはより一いつ層そうの注意を注そそいだのだが、ここで気になることが起こる。金きん髪ぱつの少年──ジョイと呼ばれた男は十体の屍鬼グールに囲まれながら一切攻こう防ぼうしなかったのである。つかず離れずの距離を取り、屍鬼を翻ほん弄ろうし、ついにはその場から退たい却きやくした。仮にも聖殲士を名乗る者が屍鬼を前にして戦せん闘とうを放ほう棄きするだろうか。

　十体の屍鬼は少年を追うこともせずにそのまま帰還した。無む傷きずで帰って来られたのはその十体のみである。

　あまりにも不ふ自然な出で来き事ごとだった。

　何か裏があるのではないか。──グリオはそのように思し考こうする。

「時は満ちた！　ワタクシの可か愛わいくも醜みにくい人形たちよ！　人間どもを駆く逐ちくせよ！」

　インゴルフの号ごう令れいを合図に、屍鬼たちが城じよう外がいへと解き放たれる。

　ゆっくりと開かれていく大おお扉とびら。あの扉が開き切ったとき、斑まだら王おう路じ市しの終わりが確かく定ていする。

　三〇〇〇の屍鬼が咆ほう吼こうする。

　インゴルフの下げ卑びた笑いが止まらない。

　さあ。悪あく夢むの時間の始まりだ。




『────繁しげり。増やせ。其その《同どう胞ほう眷けん属ぞく》へと枝を伸ばせ。絡め。宿やどれ。燃え尽きろ』




　変化は突とつ然ぜんに、一体の屍鬼から始まった。

　胸むな元もとに張り付いていた水色の光点コアが突とつ如じよ蒼そう炎えんを吹き出し、宿り木を象かたどった聖獣ヴイアツアへと膨ふくれあがる。枝えだ葉はが伸びて全身に絡みつき、燃えさかる。屍鬼は呻うめき声を断だん末まつ魔まに変えて灰かい燼じんに帰す。その際、枝葉は隣となり合った屍鬼に転てん移い、寄き生せい、噴ふん火か、転移、寄生、噴火、転移、寄生、噴火、一いつ体たいから一体へ、十体から十体へ、一〇〇体から一〇〇体へ──、宿り木は寄生増ぞう殖しよくを繰り返す。

　瞬またたく間に。

　大おお広ひろ間まは三〇〇〇もの阿あ鼻び叫きよう喚かんに埋め尽くされた。

『────、────、────、』

　彼らには何が起こったのかさえわかっていない。今こ宵よいに懸かける情熱も、城じよう主しゆに対する怨おん念ねんも、聖殲士ナーバから受けた攻こう撃げきも、灰へと消える現うつ身せみも、すべて理解の範はん疇ちゆうを超えた。

　三〇〇〇の屍鬼グールは蒼そう炎えんに全身を焼かれながら、一いつ斉せいに天を仰あおぎ見た。

『────、────、────オォ』

　意い志しがなく、意い思しもない。

　痛みがなく、快かい楽らくもない。

　永えい遠えんに死に続けるだけの人形は、けれど、終わりを察したそのとき窪くぼんだ瞳ひとみに初めて光を映し込んでいた。死そのものを剝はく奪だつされた彼らにも確かに導きの火が見えたのだ。

『オオォオ、ォォオオ、オォオォオオ！』

　祈るように、安らかに。

　呻うめき声は、人間に戻ろうとする意思を含んだ産うぶ声ごえへと変わっていくのだった────。

　大広間から絶ぜつ叫きようの声がなくなった。残るものは燃え滓かすの海と、虚むなしく開かれた扉とびらから吹き込んでくる風の唸うなり。そして、二階席せきから一部始し終じゆうを観かん劇げきしていた二体たいの吸きゆう血けつ鬼きのみ。

　インゴルフの唇くちびるがわなわなと震える。

「…………な、何事ですかねえッッッ!?　どおなってえいるんでえすかあああン[image: びっくりよん]」

　大広間に慟どう哭こくが響ひびく。数百年もの間蒐しゆう集しゆうしてきた玩具おもちやが目の前で一いつ斉せいに葬ほうむられた。これを憤ふん怒ぬ以外の感情で受け止めることなどできようはずがない。インゴルフも宿やどり木ぎの蒼そう炎えんに絡め取られていたが、手の一ひと払いで簡単に搔かき消していた。

　狂きよう気きに囚とらわれたインゴルフは気づかなかったが、灰かい燼じんに紛まぎれて水色の光点コアがゆっくりと城じよう外がいへ出て行った。あれこそジョイ・アイスマンの聖獣ヴイアツア《寄生する樹々の口づけミステイルテイン》の本体であり、術じゆつ者しやが晒さらした心しん臓ぞうでもあった。グリオは静かに光点を見送った。

　悪あく夢むの時間はこれにて閉へい幕まく。三〇〇〇の兵へい隊たいは一体の聖獣の前に敗れ去ったのだ。

　啼なき喚わめくインゴルフが唐とう突とつに静かになる。ぽつりと、怨えん嗟さを吐き出した。

「────殺す」

　インゴルフの目的が塗り替えられる。始し祖そ奪だつ還かんも、街の壊かい滅めつも眼がん中ちゆうにない。今宵の敗はい北ぼくを打ち消すには宿り木の聖獣使いを殺すしか方法はない。殺す、殺す殺す、殺せ────。

「殺せぇええええええ！　成り上がりぃイイ、貴き様さま行って殺して来いぃイイイ！」

　ステッキで頰ほおを殴なぐられる。甘んじて受け、グリオは「御ぎよ意い」と恭うやうやしく頷うなずいた。

　その前に。




「──インゴルフ伯はく、ところで、あれは伯爵の玩具ではないのですか？」




　大おお扉とびらの前に小さな人ひと影かげがあった。水色の光点コアと入れ替わるようにして入ってきた、人じん外がいの気け配はい。グリオには見み覚おぼえがあった、その少女はごく最近彼かれが手に掛けた人間の子供に瓜うり二ふたつだったのだ。名をたしか、エンマ・アズナブルと言っただろうか。

　殺さつ意いを漲みなぎらせ、二体の吸きゆう血けつ鬼きに咆ほう吼こうする。

「パ、……セッ！　マ、……セッ！　シャアアアアラアアアアラアアアアアアァァァ！」

　弾だん丸がんの如ごとく駆かけ出し、城ごと破は壊かいせんと拳こぶしを握る。少女と重なって揺らめく青白いオーラが巨きよ大だいな戦せん象ぞうを幻げん視しさせた。

　戦せん局きよくはこのときをもって第二幕まくへ突とつ入にゆう。

　襲おそう側だった吸血鬼たちは、今、襲われる側へと転てん身しんしていた。













　三章『吸血鬼／人間／怪かい物ぶつ』







　レオ・アマクサは十歳さいの頃ころまで母と五つ年とし下したの妹と三人で、米国アメリカで暮らしていた。父は妹が生まれてすぐに他た界かいし、母ぼ子し家か庭ていとなってからはレオが働く母の代わりに妹の面めん倒どうを見てきた。幼おさな心ごころにも父がいないことが経済的にどれほどの負ふ担たんとなるか理解しており、母を困らせるようなことは一切言わなかった。代わりに妹のワガママはできる限り叶かなえてあげた。

　良き息子むすこであり、良き兄だった。

　心こころ優やさしいレオにとって何より宝だったのが、妹のルーシーだ。決して楽ではない生活を暢のん気きに笑って乗り越えられるのはルーシーが居てくれるから。

　勝ち気でワガママでおてんばなルーシー。

　泣き虫で甘あまえん坊ぼうで寂しがり屋なルーシー。

　撫なでた頭の柔らかさに心はほっこり温かくなった。優しくいられるのもルーシーのおかげである。頑がん張ばろうという気持ちが湧わく。

　だって僕はお兄にいちゃんだから────。




　すべてを台だい無なしにされたあの日の光こう景けいは、今も鮮せん明めいに目に焼き付いている。




　祖そ父ふ母ぼのいるイギリスへ旅行に出掛けたときのことだ。家族で旅行するなんて初めての経験で、ルーシーと一いつ緒しよに朝からずっとはしゃいでいたのを憶おぼえている。

　夜よる遅おそくに、泊とまっていた祖父母の家は火に包まれた。家中を彷徨さまよって次々に身み内うちの死し体たいを発見した。リビングのソファにしな垂れかかるようにして死んでいた母。寝室のベッドの上、仲良く並んで眠るように死んでいた祖そ父ふと祖そ母ぼ。そして、

「レオ────ッ！」

　泣きじゃくりながらレオに手を伸ばすルーシーの姿すがたが、炎ほのおの向こう側に霞かすんで見えた。

　ルーシーを抱きかかえているのは、緑みどり色いろの髪かみをした青年。一いつ見けんすれば、その辺を歩いていそうなほど素そ朴ぼくで柔にゆう和わな印いん象しようを持った優やさ男おとこ。

　ルーシーの首くび筋すじに牙きばを突き立てて、優しく静かに命を吸い上げる。

　その光景を、今でも鮮明に思い出せる。

　ゆっくりと死んでいく様さまを。

　ルーシーの抜ぬけ殻がらを。

　レオは涙を湛たたえた瞳ひとみで呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。




　翌よく日じつ、レオは庭にわ先さきの楡にれの木の下で蹲うずくまっているところを聖殲士ナーバに発見される。緑色の吸きゆう血けつ鬼きはレオの存在に気づいていながら結局手を出さなかった。空くう腹ふくが満たされたからか、単に眼がん中ちゆうになかったからか。しかし、レオは己おのれだけが助かった事実を素直に喜べなかった。

　いっそルーシーの元へ連れて行ってほしかった。

　吸血鬼の存在を知り、やつらに憎にくしみを抱き、『雛鳥の巣ホリイハウス』で聖殲士になることを志こころざす。晴はる夜ややユウリ、チーコといった同どう年代の友達と一緒にやつらへの復ふく讐しゆうを誓ちかい合い、レオの心は暗く黒く憎ぞう悪おに染そまっていく。

　そんなときだ、当時の施し設せつ長ちよう、ローズ・ホルネイに一人の少女を紹しよう介かいされたのは。

「エンマちゃんよ。フランスから来ました。レオ、面めん倒どう見てあげてちょうだい」

「……僕が？」

「そう。貴方あなたが」

　両親を目の前で殺されたという少女は一いつ切さい心を閉ざし、ただ復讐心だけを募つのらせて狂きよう気きをその目に湛たたえていた。その姿を見て、自分がどれほど危うい精せい神しん状態にあったかを省みる。

　蹲うずくまる少女にルーシーの面おも影かげを見た。

　恐おそる恐る手を伸ばし、頭を撫なでた。少女は訝いぶかしむ目付きでレオを睨にらみ上げ、ぶんぶん首を振ってレオの手を拒きよ絶ぜつする。不ふ機き嫌げんそうにする少女とは対たい照しよう的てきに、

　レオは笑った。

　頭の柔らかさにほっこり心が温かくなる。

　知らず泣きながら、笑いながら、いつまでも少女の傍そばに寄り添った──。







　森しん星せい学園『奥の聖せい堂どう』の前。

　翼よく虎こから降り立ったリライラは、土砂どしや降ぶりの雨の中、七体たいの積み上がった屍鬼グールの亡なき骸がらを厳きびしい表情で眺ながめた。──どれも手て足あしをもがれて心しん臓ぞう部ぶに穴が穿うがたれてあった。ただ殺すだけでは足りない、怨おん念ねんの発はつ露ろである。手に掛けたのはリライラの目め線せんの先にいる少年だ。

　呆ぼう然ぜんと降りしきる雨を見上げていた。

　聖せい者じやの右腕うでと両脚あしを縫ぬい付けられた少年は、その奇き蹟せきを武ぶ器きに吸きゆう血けつ鬼きと戦うと決めていた。しかし、疲れ切った顔からは、その決意に見合うだけの志し気きが感じられない。

　空くう虚きよ感。

　今にも消えて無くなってしまいそうなほど、儚はかない。

「こんなところにまで入り込んでいたとは。よく仕し留とめてくれた。お手て柄がらだよ、天あま草くさレオ君。──それで、どうだったかな。初めての実じつ戦せんは？」

　リライラの声に、初めて人がいたことに気づいたという表情を浮かべた。

　レオは力なく首を振り、再び雨あま雲ぐもに覆おおわれた夜空を仰あおぐ。

「…………拳こぶしが痛いや」

　実じつ感かんとして抱いた感想はそれだけ。良いも悪いもない。得た物はなく、失なくした物は数かず限かぎりなく。いちいち気に留めていたならばそれこそ心を壊こわしてしまいそうだ。

　こんなことを繰り返してこれからは生きていくのだろう、と他ひ人と事ごとのように思う。

　悪あく夢むの只ただ中なかにいるようだ────、レオは自じ嘲ちようするように微かすかに笑った。




　　　　　　　　　†




　喉のどの熱さが沸ふつ騰とうした血液を思わせた。ぼこぼこと気き泡ほうを立たせる灼しやく熱ねつの溶よう岩がんの真ま上うえ、手足を縄なわで縛しばられて身み動うごきが取れず、吊つるされた体は徐じよ々じよに降こう下かしていく。爪つま先さきが溶よう岩がんの表面を撫なでる。熱くない──、それよりも生なま温ぬるさに得も言われぬ不快感かんを伴い、全身が血液に浸ひたった瞬しゆん間かん発はつ狂きようするのではないかと恐きよう怖ふした。液中は暗くら闇やみが支配した。不快な温度も慣れれば大したことはない。底には何があるのかと興きよう味みが湧わいた。不ふ意いに頭に柔らかな何かがぶつかり、突いてみると簡単に破けた。引き裂さき、何かの中に入っていく。するとそこは他人の体の外だった。ふわりと宙に体が浮いて俯ふ瞰かんしてみれば、自分が居た場所が誰だれかの頸けい部ぶの奥おく底そこだったと知る。

　見み覚おぼえのあった誰かのうなじ。

　思えば、血液は甘い蜜みつのような匂においがしたものだ。

　ぐびりと、喉のどが鳴る────。




　ふひひひひやっはっはっはっはっ！

　下げ品ひんな笑い声の二に重じゆう奏そうが耳に煩うるさく、起き抜けの気分は最さい悪あくだった。──体がだるい。おかしな夢を見た気がしたものだが、忘れてしまった。微かすかに痛む頭を振って、晴はる夜やは上体を起こした。

　学園の隠かくし部屋のベッドの上だとすぐに気づいた。光こう量りようの少ない室内は、見渡せば吸きゆう血けつ鬼きの視し力りよくならどこまでも鮮せん明めいに見える。昼か夜かはわからないが、テアの他に人が居るのならば夕方以い降こうに違いない。生徒会クルセイダーズの面めん々めんは昼間のうちはあまり来ないから。

「ふひーっひっひっひひひひひははははははははははははは！　あはーはっ、げほっごほ！」

「にゃあーはははははははは！　あはははははふふふひゅひゅひゅひゅひゅ、んふっぐふ！」

「…………」

　二人のチビッコが床に這はいつくばって必ひつ死しに笑い転げていた。バンバンバンバンッと床を叩たたき、請こうようにして「勘かん弁べんしてくれ」と虚こ空くうに向けて手を伸ばす。「…………ッッッ」気き管かん支しと闘たたかいながら苦しそうに肩を震わせる。声を上げられない代わりに今度はうつ伏せのままバタ足を繰り出した。二人ともあわやパンツが見えそうだ。何に対して笑っているのか定かでないけれど、そこまで上じよう戸ごになるネタならばちょいと気になる。

　ひーひー、といち早く声を取り戻したテアが、一ひと呼吸溜ためて床に広げたノートを捲めくった。

「──……、んぐ、ぷふ、あ、『雨あめ嵐あらしにさらされた可哀相かわいそうな子こ羊ひつじよ　どうか嘆なげかないで　不幸に濡ぬれた地面から　さあ顔をお上げ　晴天グツドラツクならすぐそこさ』ァ──あははははははははふひひひひひひひひひぃひぃひぃひぃぃいいいいッ────お、お腹なか痛いです……！　グッドラック!?　晴せい天てんと書いてグッドラックと読ませますか!?」

　どんな感かん性せいだ!?　と突っ込んでから盛せい大だいに引き付けを起こす。

　隣となりに寝ね転ころんでいる飛蕾フエイレイがさらに続きを読み上げようと涙を拭ぬぐう。

「ハァハァ──、んん、せ、『精せい霊れいが呼び込んだ大地の恵み　涙の跡すら残しはしない　生まれたての白はく銀ぎんの世界へようこそ　じゅ　宝石ジユエルの輝き　こ　ここに見つけ、え──ェひひひひひひゃひゃひゃひゃひゃははははあはあ───、はあ、ああ、……な、なんという威い力りよくじゃ。こんなに腹が捩よじれたのは生まれて初めてじゃ。う、うま、生まれェいひひひひひ、ひッッ!?」

　引き攣つった声を最後に、無む言ごんで床に頭ず突つきをかます。そうでもしなければ耐えられんとばかりに。

「まったく。暇ひまつぶしに他ひ人との日記を盗ぬすみ見るだなんて失礼の極みだぞ。……いや、私も人のことは言えないがな、とにかく、晴夜君の芸術をそこまで笑うことはないだろう」

　離れた場所から声がした。リライラがキッチンに立ってポットのお湯をマグカップに注ついでいた。

　それに、と胸を張って続ける。

「その詩は以前このシンクに水みず漏もれがあったときのことを詠うたったものだ。精せい霊れいとは私のことで大地の恵みとは工こう具ぐのことだろう。──ふっ、なんと美しい婉えん曲きよくだろうか。惚ほれ惚ぼれする」

　致ち命めい傷しようになり得た。




「「わひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃっあひゃああああああ！」」




　テアも飛蕾フエイレイも横になった状態で飛び跳ねて喜んだ。床に背中から何度も落ちる。体中を傷つけてもなお収まらぬ笑いにいよいよ死をも覚かく悟ごする。

「な、なぜわかるですかあ!?　解説してるし!?　わ、わかるわけねえですよ工具!?」

「し、シンクの水漏れ!?　理解の範はん疇ちゆうを超えたわ！　何事ぞ!?　何事ぞおおおお!?」

「うるせええええええッ！」

　それ以上笑うんじゃない！　俺おれの心が折れるぞおおお!?

　ベッドから降り、転がるチビッコどもを踏んづけて「ぐえ」「げえ」ソファに移動する。憤ふん然ぜんと腰を落としつつ、こっそり涙を拭ぬぐった。

「晴はる夜や君、心配したぞ。体に異常はないか？」

　リライラだけが気き遣づかう様よう子すを見せ、コーヒーを淹いれたマグカップを手て渡わたしてきた。──やっぱり優しいなあ先せん輩ぱいは。俺の唯ゆい一いつの理解者。

「ありがとうございます。も、全ぜん然ぜん元気っす。──ていうか、異常って？」

　コーヒーを一ひと口くち啜すすり、落ち着いた。寝ね起おき頭をすっきりさせるにはちょうどよい苦にがさである。と、テアと飛蕾が何食わぬ顔で両サイドに座り込み、太ふと腿ももあたりを撫なでてきた。

「晴夜、目が覚めたのですね。良かった。本当に良かったです。心配し過ぎてご飯はんが喉のども通らなかったんですからね？　わたしを不安にさせた罰ばつとしてハンバーガーを買ってきてください」

「うむ。苦しゅうないぞ、大おお道みち晴夜よ。朕ちんが気き功こうを送り続けておったが故ゆえにおぬしは目覚めることができたのじゃ。感謝せよ。中ちゆう華かまん二個で手を打ってやらんでもない。格かく安やすじゃろ？」

「黙だまれクソガキども」

　──何をいけしゃあしゃあと抜かしやがるか。ホステスかおまえらは。テアが二人になったみたいで面倒めんどくせえ。

　テアが人ひと差さし指ゆびで胸の辺りをぐいぐいぐいぐい突いてくる。──やめろ、乳ち首くびをピンポイントで弄いじるんじゃない！

「そこのちんちくりんの戯ざれ言ごとは措おいておいて、わたしには感謝するのです。晴夜がうなされていれば膝ひざ枕まくらに子こ守もり歌うたのコンボで落ち着かせたものですよ。いえいえわかってます、わかっていますです。わたしにお返ししたくばハンバーガーを、プリンも付けて、買ってくるのです。そうして頭を撫なで撫でしてぇ、体を抱えてぎゅっぎゅしてぇ、ううん仕方ないですねえ、ほっぺにちゅっちゅも許します！　いやんもう晴はる夜やったらエッチなんですから！」

「どうでもいいけど」

「どうでもいいけど!?」

「今いま何時だ？　まだお昼？　生徒会クルセイダーズの集まりも悪いみたいだし」

「もうとっくに夜じゃぞ。おぬしは二十時間ほど気を失っておった。朕ちんとリラでおぬしらを見張っておってな、あんまり暇ひまなもんじゃからおぬしの爆ばく笑しようノートを見ておったわけじゃ」

　見張るって、もうちょっと言い方ないのか。普ふ段だんは一応ここを『裏うら生徒会室しつ』と言って、生徒会の待たい機き場所として使っているわけだが、それもリライラのみの言である。他のメンバーは口こう実じつとかあまり気にしていないのかも。っていうか、

「爆笑言うなや」

「ジョイとメルはおぬしを襲おそった敵を探たん索さくしておる。屍鬼グールのこともあるしの、被ひ害がいが出とらん内に片付けたいところじゃが。ま、遅くとも明日あした中じゆうには決けつ着ちやくが着くじゃろ」

「どういうわけか屍鬼たちは我々だけを襲った。一般人には手を出していないんだよ。それはそれで良しとできるが、おかげで手掛かりも少ない」

　リライラが付け加える。──敵？　屍鬼？　はて、そんなものは別に見てはいないのだが。一いつ体たい何の話をしているのだろうと首を傾かしげる。

「聞きましたか、晴夜。やっぱり聖殲士ナーバと一いつ緒しよにいるのは危険です。吸きゆう血けつ鬼きを目の敵かたきにしている者たちです。一いつ刻こくも早くこいつらを追い出しましょう。仮にもこのちんちくりんは晴夜のオモシロ日につ記き帳を笑いやがったのですよ！　許せません！」

「おい、語るに落ちてんぞテメエ」

「何を申もうすか！　朕は大おお道みち晴夜の代わりに始し祖その相手をしてやっておったのじゃぞ？　のう、わかるじゃろ？　こやつの相手は本ほんっ当とうに疲れる！　先ほど一いつ緒しよに沐もく浴よくしたのじゃが、なんじゃこやつは自分のことを姫ひめとか抜かしおって朕に体を洗えとタワシを突きつけたのじゃ！　なんちう不ふ届とどき者じゃろうな！　おぬし、どういう教育をしておるんじゃ！」

「……」

「晴夜を責めないでください！　普ふ段だんの晴夜はそれはもう優しくわたしの体を洗ってくれるのですよ！　タワシ？　そんなもん要いらないのです！　素す手でです！　素手！」

「ッッッ!?」

「ほれこのとおり法ほ螺らまで吹く始し末まつ！　いくらおぬしでも女によ体たいに易やす々やすと触れるような不ふ埒らち者ものではあるまい」

「…………………………」

「そこまで言うならと！　朕はこやつの肌はだを力強くこすり洗ってやったわ！」

「爪つめで引っ搔かいただけではないですか！　ちんちくりんにはまだスキンケアというものがわかってねえようです。これだからお子ちゃまは困るのですよ。お肌はだに浸しん透とうするように優しく優しく塗り込むようにするのがコツなのです。わからんと言うからしてあげたというのに、逃げ出すなんて無ぶ礼れいにもほどがあります！　ま、ちんちくりんには何を言っても理解できないでしょうけれど！」

「なんじゃとーっ！」

「やるってんですか！」

　にゃーっ、と猫ねこの喧けん嘩かよろしく、晴夜を挟んで暴あばれ始める。──どうでもいいけれど蹴けりはやめてくれ、十じつ中ちゆう八はつ九くは俺おれに直ちよく撃げきしている。もうこれ俺への罰ばつゲームじゃね？　リライラ先せん輩ぱいのお顔が見られませんぜ。

　つーかさおまえら、何気に仲良くなってんじゃねえの。

　俺がいなかった間に、──そんな感想を抱いたところで、はたと気づく。意識が途と切ぎれる前に起こった出で来き事ごとがフラッシュバックする。雨の重み、匂におい、冷たさ、味、痛み、痛み、痛み。

　身を切るような胸の痛み。

　喉のどの渇かわき。

　エンマがいた。

「────ッ!?」

　思わず立ち上がっていた。テアと飛蕾フエイレイはごろんとひっくり返り、カップは手から離れて床に落ちた。コーヒーとカップの破は片へんで悲ひ惨さんなことになってしまったが、今はどうでもいい。

　──和なごんでる場合じゃねえだろ!?

「せ、先輩っ！　え、エン、エンマが!?　エンマが生きて!?」

「ふむ、ようやく思い出したか。まあ、落ち着きたまえ。昨夜何があったかはジョイから聞いているよ。ここに君を運んできたのもジョイだからな。後で礼を言うといい。──エンマ・アズナブルのことだが、おそらくその子は蘇よみがえったわけじゃない」

「やっぱり屍鬼グールにされたんですか!?」

「知ち性せいを失い、命令されたことしかできないのが屍鬼だ。エンマ・アズナブルの様よう子すからしてもその可能性は高いだろう。街まち中じゆうに放たれた屍鬼と言い、間違いなく吸きゆう血けつ鬼きの仕し業わざだ」

　リライラがすかさず屈かがんでカップの破片を摘つまんで取り分け、溢あふれたコーヒーをタオルで拭ふいた。こうなると予よ測そくしていたかのような迅じん速そくな対たい処しよである。晴夜は固まって動けず、リライラの声だけが続く。

「始し祖そが目的だろう。討とう伐ばつ部ぶ隊たいを狙ねらい打ちしてきたのはこちらの戦せん力りよくを見み極きわめるためだ。聖殲士ナーバを警けい戒かいしてのものだが、こちらにいる主しゆ戦力が生徒会クルセイダーズだけだと気づけば、今夜にでも総そう攻こう撃げきを仕掛けてくるかもしれん」

「その中にエンマが？」

　いるかもしれないのか。一体どうして？　エンマは、だって、埋まい葬そうされたはずじゃなかったのか。掘り出されて屍鬼グールにされたのだとしても、なぜエンマなのかという疑問にぶつかる。

　──まさかグリオの仕し業わざか？　いや、あいつがそんな汚きたない真ま似ねをするとは思えない。新たな吸きゆう血けつ鬼きがやって来たとして、しかし、そうなるとエンマのことはどう説明する？

　一人唸うなっていると、テアが口を挟んできた。

「たくさんの屍鬼を操あやつる吸血鬼。……たぶん『狂きよう操そうのインゴルフ』です。二百年ほど前に腐くされ侍じ女じよから子こ守もり歌うた代わりに聞かされたことなので記き憶おくは曖あい昧まいですが」

　どんな状況だ、それ。

「五百年以い上じようも昔ならともかく、現代でも屍鬼を兵へい士しとして使し役えきしているのなら間違いないでしょう。屍鬼は見た目もさることながら腐ふ臭しゆうもすごいと聞きますし、そのような者を飼い続ける悪あく趣しゆ味みな真しん祖そは彼だけです。死し体たいくらいなら平気で掘り返しそうですね。晴はる夜やも、わたしでなくインゴルフに嚙かまれていたら、眷けん属ぞくにされずに屍鬼として働かされていたと思います」

「やめろ。仮か定ていでもそういうこと言うな。……で、そいつは強いのか？」

「はい。人間や成り上がりに対する憎ぞう悪おの強さは異常です。屍鬼に拘こだわるのもそこに由ゆ来らいするとか。ですので、人間大だい好すきな晴夜とは相あい性しようが悪い悪いなのですよ。グリオのときみたいに手て加か減げんなんてしてもらえません」

　嫌いや味みに近い物もの言いいはしかし、晴夜と『狂操のインゴルフ』の実力差さを明確にしており、自分から戦いに行くなという警けい告こくとして聞こえた。

「ただでさえ晴夜君は今いま体調を崩くずしている。安あん静せいにしていてもらった方が我々としては助かる。なんだったら市内にあるホテルに移るか？　一般の生徒は学生寮りようからそちらに避ひ難なんさせた。神しん学がく科か校舎から有ゆう毒どくガスが出たと説明してね」

　討とう伐ばつ部ぶ隊たいのほとんどが学園の教師で、怪け我がを負った教師を誤ご魔ま化かすには妥だ当とうな方ほう便べんだろう。けれど、公こう共きようのホテルを晴夜たちの隠かくれ家がにするのは難しい。もしも吸血鬼に気づかれたとき周囲の人間にまで危険が及ぶ恐れがある。

　やはりこの部屋に留とどまるのがいいだろう。学園に潜せん伏ぷくしていることは間違いなく気づかれている、しかしここ以上に守りの堅かたい場所は思いつかない。

「移動はしない。エンマのこと放っておけねえし、何より頼りになる先せん輩ぱいがいるってのに下へ手たにここを離れるのは得とく策さくじゃない」

　テアが、なぜか、顔を曇らせたが、リライラと飛蕾フエイレイは満足げに頷うなずいた。

「朕ちんらに任せるがよい。エンマとやらのことも悪いようにはせん」

　その一ひと言ことに緊きん張ちようした表情を緩めた。

　リライラも晴夜を安心させようと笑顔で口にする。




「ああ、苦しむことなく葬ほうむってやろう。なに、私たちは屍鬼退たい治じには慣れている」




　浮かべていた笑えみがぴたりと固まった。

「────え？」

　どくん、と心しん臓ぞうが跳ねる。リライラも、飛蕾フエイレイも、その顔はどこか嬉き々きとして昂こう揚ようして見えた。振りでも何でもなく、一切の偽いつわりない本ほん音ねがその四つの目には宿っている。

　どくん──、もう一度心臓が大きく跳ねる。

　──え？　あれ？　なんだ？　どうしてこんなに気持ち悪いんだ？

「ど、どういうことっすか……？」

　声が震えた。最近悩なやまされている喉のどの渇かわきよりも質たちの悪い、怖気おぞけ。

「どういうことって」

　リライラは首を傾かしげる。キョトンとした無む邪じや気きな気け配はいは、リライラと瓜うり二ふたつの別べつ人じんと入れ替わったかのような錯さつ覚かくを晴はる夜やに植え付けた。

「言ったとおりだよ。屍鬼グールに成り果て扱こき使われるなど、人間の尊そん厳げんをどれほど傷つけられたことか。すぐにでもその苦しみから解放してやらねばならん」

「うむ。それこそが朕ちんらの正義であるが故ゆえ、のう」

「ジョイとメルならすでに今いま頃ごろ捕ほ捉そくしていることだろう。彼女が滅ほろぶのも時間の問題だ」

　迷いはない。エンマを正気に戻して救い出そうという発はつ想そうは考えてもいない。ごく自然に、当然のように、何の憂うれいもなく、呼吸をするかの如ごとく、滅ぼすと誓ちかった。

　ちょっと前まで学園の後こう輩はいで仲間だった女の子に、あっさりと死し刑けいを宣せん告こくしたのだった。

「──ふ、ふざけんな！　エンマを殺すってのか!?　どうして!?」

　どうして。

　そんな血も涙もないことを平へい然ぜんと口にできるのか。

「んん？　どうしても何もないだろう。おかしなことを言っているのは君の方だぞ、晴夜君。忘れたのか？　我々はそういう存在だ」

　そう口にしたとき、リライラと飛蕾の顔つきが聖殲士ナーバのそれとなる。

「……ッ!?」

　鋭い視線に射い貫ぬかれて、晴夜は知らず二歩、三歩と体をよろけさせた。

「え、……あ、…………」

　殺されるかと思った。

　その気になればいつだって殺される距離にいたと気づいた。

　思い知らされる、晴夜たちは前ぜん提ていとして殺されるために常に監視されていたのだと。

　異い空間に飛ばされたみたいに場ば違ちがいな空気が流れ始める。足あし下もとから冷え上がる嫌けん悪お感。いや、それはきっとずっとこの部屋にわだかまっていて晴夜は今の今まで気づけなかった。そして、テアはずっとこの違い和わ感と闘たたかい続けてきたのだ。

　──わかっていたつもりだったけど、本当はまったくわかっちゃいなかった。

　晴はる夜やの膝ひざの震えに気づいたのか、リライラはできるだけ穏おだやかに告げた。

「誤ご解かいしてほしくないのだが、私は晴夜君が人間に戻れるのならそれが一番だと思っているよ。だが、万まんが一いちにも備える必要があることもわかってほしい。そして、今回の一件は、その万まん分ぶんの一に当たったというだけの話だ。──知ち人じんが敵になる。そんなもの、この世界に身を置く以上覚かく悟ごの上だよ。白はく状じようするとね、私は自分の育ての親でさえ手に掛けた人でなしだ。今さら、情じようで止まると思わないでほしい」

　エンマはもう元に戻らないのかもしれない。晴夜への対たい処しよは恩おん情じよう以外の何物でもなく、そこから外はずされたということは、エンマはすでに見み捨すてられているのだ。

　生徒会クルセイダーズはエンマを敵と認にん定ていした。

　こいつらは本ほん気きだ。今このときも、殺すつもりでエンマを捜そう索さくしている。

　エンマに二度目の死を与えようとしている──。

「…………ッ」

「待て。どこに行く？　その体で」

　部屋から出ようと動いた瞬しゆん間かん、リライラが半はん身しんに体を入れてきた。無む駄だも隙すきもない、わずかな動どう作さにも反応し得る構え。──体勢だけで晴夜は十分な足あし止どめを喰らう。

「っ、退どいてくれよ、先せん輩ぱい。早く行かないと……ッ」

「エンマ・アズナブルの元へ行く気か？　助けるとでも？　なら、行かすことはできん。敵は少ないに越したことはないのでね」

「敵!?　敵って何だよ!?」

　無む言ごんで、無む音おんで、後こう退たいしようとするテアに飛蕾フエイレイが振り返る。「……ッ」さっきまで笑い合っていたのに、じゃれ合っていたのに、テアも飛蕾も他人を見るような目付きで視線を交わす。

　二体の吸きゆう血けつ鬼きは二人の聖殲士ナーバによってその場に釘くぎ付づけにされていた。

「晴夜君、誤ご魔ま化かすのはもう止やめにしよう」

　どくんどくん──。鼓こ動どうが早はや鐘がねを打つ。リライラが何を口にしたがっているのかわかっているくせに、最後まで気づいていない振りをする。

　晴夜はテアと、生徒会の皆と、リライラ先輩と過ごした日常が大だい好すきだった。

「な、何のことっすか？」

　それを壊こわさないでほしかった。

「吸血鬼なら自然な欲求だ。喉のどが渇かわいて仕方がないんだろう？　人間の血が飲みたいと君は、」

「思ってねえよ！」

　打ち消したくて荒げた声が何もかもを代だい弁べんしていた。リライラも飛蕾も平へい然ぜんとした顔で受け止める。

「血が飲みたいだなんて、そんなこと……」

　テアだけが哀かなしそうに目を伏せた。

「────」




　──壊こわれ、ちまった…………。




「……ふざけんな！　ふざけんなよ！　訂てい正せいしろ！　俺おれは人間だ！　心はまだ人間なんだよ！　血が飲みたいなんて思うもんか！」

　必ひつ死しに取り繕つくろうが、頭の中ではもう取り返せないと理解している。元の関係には戻れない。はっきりと境きよう界かいが分かれてしまった。グレーでいられた日常は瓦が解かいした。

「人間に戻る方法はちゃんとあるんだ！　それを見つけ出すまで付き合うって約束したじゃねえか！　信じてくれよ！　エンマだって、──そうだよ、ジョイ先せん輩ぱいも言ってた、エンマのこと屍鬼グールには見えないって！　きっとあいつもただ操あやつられているだけで怪かい物ぶつになったわけじゃないんだ！　そうに決まってる！」

「動くな」

　一歩を踏み出しただけなのにリライラは肩を落として一いつ刀とうを薙なぐ軌き道どうに入る。二歩目めを踏めば胴どう体たいを真まっ二ぷたつにされると確かく信しんする。後こう退たいもありえない。動くことを制される。何より恐ろしいのはこの状況この体たい勢せいにあって彼女から殺さつ意いの類たぐいがまったく見えないことだ。ギロチン台のような無む感動さ。ただ在るだけで他を圧あつ倒とうする死の気け配はい。

　これがリライラ・ボーグの本性か。

「死に急いでくれるな。殺すのはエンマ・アズナブルだけで十分だ」

　今はまだ──、そう続く呼こ気きを残した。「なんでだよ」動かせるのは口くち元もとだけ。

　頰ほおを滑すべる涙の感かん触しよくにすら気づかない。

「なんで最後まで信じてやれねえんだよ！　なんで簡単に殺すなんて言えんだよ!?　なんでそんな目で俺を見るんだよお!?」

　絶ぜつ叫きようした。が、聖殲士ナーバたちは何事も無かったかのような、目。

「吸きゆう血けつ衝しよう動どうとやらをどれだけ抑えていられるか、その限界が知りたいんだ。なので、晴はる夜や君にはこれからもここで生活してもらうよ。安心していい。テア君にもこれまでどおり危き害がいは加えない。ただここにいるだけでいいんだ。最後まで、ね」

「うむ。貴き重ちようなサンプルじゃからな。大切に扱うと約束しよう。エンマ・アズナブルは残念じゃが、すでに狂ってしまった者に興きよう味みはない。屍鬼のデータなら十分過すぎるほど溜たまっておるでな」

「ちくしょおお、おまえらあああ！」

「晴夜ァアアアア！」

　テアが牙きばを剝むいて自らの手て首くびに突き刺していた。瞬しゆん間かん的に理解する、テアの声に反応が遅れた聖殲士ナーバたちは数すう瞬しゆん後ごにその意い図とを摑つかみ取る。リライラの間合いから外はずれる間ま際ぎわ、晴はる夜やはリライラの一いつ刀とうで片足を切せつ断だんされた。テアから噴ふん出しゆつした血ち飛沫しぶきは、横よこ飛とびにかわす飛蕾フエイレイの頭ず上じようを越えてリライラの衣い服ふくに付ふ着ちやくする。壁や床にも点てん々てんと血の模も様ようを施ほどこし、横よこ目めに確かく認にんできた晴夜は残された右足でソファを蹴けり上げる。緩かん衝しよう材ざいをテアに押しつけたのだ。両腕うでを交こう差ささせて顔面を守り、衝しよう撃げきに備えて体を丸める。血液は黒い靄もやとなり、禍まが禍まがしい渦うずを巻き始めた。

　二秒間の出で来き事ごとだった。

　隠かくし部屋はほんの少量の始し祖その血であっけなく吹き飛んだ。

　爆ばく発はつの衝撃は校舎全ぜん体たいを揺らし、四階部ぶ分ぶんに設けられたデッドスペースが壁ごと爆ばく散さんして大おお穴あなを開けた。噴ふき上げた黒こく炎えんは夜よ風かぜに晒さらされて瞬またたく間に吹き消され、目もく撃げきした者、音を聞きつけた者の駆かけ足が学園内ないのあちこちから響ひびいて近づいてくる。




　火にも強い聖殲士の装しよう束ぞくがぼろぼろに破けてところどころ素す肌はだを晒したリライラだったが、傷はなく、あられもない格かつ好こうに一切頓とん着ちやくすることもなく、すかさず二匹ひきの吸きゆう血けつ鬼きの姿すがたを探さがした。煤すすで汚よごれた顔を腕で拭ふき上げて、「逃がしたか」さほど悔くやしがる様よう子すも見せず独ひとりごちた。

　盾たてに使った巨きよ大だいベッドの残ざん骸がいをどかして飛蕾が起き上がる。始し祖その血を完かん璧ぺきに避けたおかげで特とく注ちゆうの制服は無む傷きずである。飛蕾は一いつ旦たんそのことに安あん堵どしつつ、すぐさま崩くずれ落ちた壁から外に顔を覗のぞかせた。

「吸血鬼はまだ近くにおるようじゃぞ。気け配はいを感じる。呆ほうけておる場合ではなかろうが！」

　四階の高さから飛び降り華か麗れいに着ちやく地ちした飛蕾は、駆かけつけた教きよう師したちを押し退のけてグラウンドに向かって走る。リライラはそれを見み届とどけてから、何一つ原げん型けいを残さない部屋の中を見み渡わたした。本ほん棚だなのあった壁には残り火が燻くすぶり、調度ちようど品ひんの類たぐいはすべて灰に変わった。密ひそかにお気に入りだったシステムキッチンなんて見るも無む惨ざんだ。トイレも浴よく室しつも、そうと気づかないほどに粉こな々ごなに吹き飛んでいる。

　あの程てい度どの始祖の血だけでここまで壊かい滅めつするとは思えない。あらかじめ部屋の痕こん跡せきをすべて消せるように設計されていたようだ。爆ばく弾だんだったら気づけていた、おそらく筺きよう界かい側がわが持つ秘ひ術じゆつによるものだろう。吸血鬼を追うよりも現場検けん証しようを優ゆう先せんしたリライラは、最後に床で燃え続けているノートを見つけた。

　素晴らしい詩し的てきセンスで書かれた日記帳ちよう。

「……残念だよ、晴夜君」

　初めて感情を含ませて呟つぶやくと、未み練れんを断ち切るように灰となったそれを踏み潰つぶした。




　　　　　　　　　†




　晴夜は学園の敷しき地ち外がいまで吹き飛ばされていた。

　周囲を囲う森の只ただ中なかに落ち、痛みを覚える暇ひまもなく立ち上がる。リライラに切られた左足あしはもう元に戻っている。穿はいていたパンツの片側の丈たけが短くなり、靴くつも片方を無くしていた。辺りに人がいないのは助かった。相変わらずの曇どん天てんだが今日きようは雨が降らなかったようで、高い湿度に不快感かんを覚えながらも晴はる夜やは改めて周りを見み渡わたした。

　テアがいない。

「テア！　どこだ!?　いるなら返事しろ！　おい!?」

　返事は無い。当然だ、いるはずがない。テアが黒こつ血けつを晴夜に向かって噴ふん射しやしたのは、爆ばく発はつの衝しよう撃げき波はに乗せて晴夜を遠くに飛ばすためだった。察さつ知ちしていた晴夜もまたそのつもりで後方に浮き、うまく爆ばく風ふうの流れを摑つかんでここまで飛べた。が、逆の位置にいたテアではどうあっても同じ位置に着ちやく地ちすることは難しい。どころか、校舎の中に落とされた可能性せいさえあった。緩かん衝しよう材ざいとして蹴けり飛ばしたソファはもしかしたら余よ計けいな一いつ手てで、爆ばく砕さいから身を守れても逃とう走そうの妨ぼう害がいになってやしないか。そもそもあいつ、初めから晴夜だけを逃がす気でいたとしたら。

「あいつ……ッ」

　またか。

　また俺おれだけを庇かばって自らを犠ぎ牲せいにして。

「分からず屋がっ。おまえが居い場所だって言ったじゃねえかよ……ッ」

　──いや。

　すべて晴夜が悪い。リライラに甘え、聖殲士ナーバとはいえ人間たちと一いつ緒しよに生活できたことが嬉うれしくて、自分の立場を把は握あくしきれていなかった。誰だれがいつ敵に回るのか常に考えておく必要があったのに、そこから目を逸そらし続けてきた。テアの忠ちゆう告こくも聞かず、リライラたちの仲間になれた気がしていた。自分なら大だい丈じよう夫ぶと根こん拠きよのない自信に取り憑つかれてしまった。

『気づいているくせに聞く気がない晴夜は一人で悶もん々もんとしているがいいんです』

　いつか人間に戻れると期待して、誰だれにも嫌きらわれたくないと思っていた。ぬるま湯みたいな生活が心地ここち良くて吸きゆう血けつ鬼きのままでもいいのではないかと日ひ和よってしまった。

　なんて甘えた考えだろう。それでもテアはそんな馬ば鹿かな眷けん属ぞくを庇うのだ、──くそ、落ち着きと理り性せいが足りていないのは俺の方じゃないか。ジョイ先せん輩ぱいからも警けい告こくされる始し末まつ。こんな状況になるまで何一つ見通すことができなかった間ま抜ぬけヤロウ。

　──わかっただろ、もう。認めちまえよ、もうさ。

　喉のどが渇かわくんだろ？

「……………………ッッッ！」

　叫べない代わりに目め一いつ杯ぱい唇くちびるを嚙かむ。血が顎あごを伝い、滴しずくが地面に落ちた。血の滴を見下ろして、心の底から思ってしまった欲望を静かに受け入れる。




　──ああ、そうさ。血を飲んでこの喉の渇きを癒いやしてみたいんだ。




　力任まかせに目め元もとを拭ぬぐってから顔を上げた。

「──テア、待ってろよ。すぐ迎えに行くからな」

　守るべき者を守ろう。それ以外に現うつつを抜かすな。でなければまた勝かつ手てに期待して、裏うら切ぎられた気になって、勝手に傷つくのがオチとなる。たとえリライラ先せん輩ぱいが相手でも、もう容よう赦しやしない。本気でぶつかっていこう。むざむざテアを殺されるわけにいかないのだ。

「……ハァ」

　さて。仕し切きり直しだ。とりあえず状況確かく認にんから入るとしよう。

　テアを見つけ出す──、そのためにはどうすればよいのか。喉のどの渇かわきによる不ふ調ちようは相変わらずで、そうでなくてもリライラたちと遭そう遇ぐうすれば今度こそ逃げ切れないだろう。無む策さくで学園を探たん索さくするのは自殺行こう為いだ。どうにかしてテアの居い場所を摑つかめないものか……。

「吸きゆう血けつ鬼き同どう士しだとお互いの気け配はいを察さつ知ちすることができるんだっけ」

　今ならできるかもしれない。それまでの半はん端ぱな心ではきっと無む理りだった、身体からだを変化させたり他ひ人とを幻げん惑わくしたり、そういった魔ま術じゆつを使えるかもしれない。

　身も心も吸血鬼になれば。

　人間を諦あきらめ切れれば。

　俺おれはもっと強くなれるのかもしれない。

　意い識しきを集中させる。吸血鬼同士が発する気配、というか超ちよう音波、のような力の残ざん留りゆう、とか呼ばれるモノ。……よくわからないが、以前テアに聞いた話によると、そういった漠ばく然ぜんとしたイメージを捉とらえることで相手の居場所がわかるという。テアの顔を思い浮かべる。どういうわけか小こ憎にくらしいジト目め顔がおしか思い出せなかった。そのせいか、まるで気配が摑つかめない。

「距離が離れすぎてるせいってこともあるかもな。とにかく学園の傍そばまで戻るか」

　賭かけではあるが、ここで立ち止まっていても仕方がない。

　歩き出す。

　すぐに立ち止まる。

「────」

　何かいる。右斜ななめ前方の木の上、枝えだ葉はに隠かくれるようにして佇たたずむナニか。

　視し界かいも足あし場ばも悪い鬱うつ蒼そうとした森の中で、よもや善ぜん良りような一般人じんが迷い込んでいるはずもなく。いるとすれば野や生せい動物、吸血鬼の使い魔ま、屍鬼グールの類たぐい。──あるいは、聖殲士ナーバか。晴はる夜やを追ってきたにしては早すぎるが、どちらにせよ『敵』には違いない。

　息を殺しつつ木の幹みきまで近づく。見上げてみると、葉っぱの間から青白い炎ほのおが揺らめいた。

　聖獣ヴイアツアの蒼そう炎えんだ。

　そしてその全ぜん容ようを視し界かいに捉とらえたときにはもう、晴夜は嬉うれしさのあまり聖獣のいる枝の上にまで飛び上がっていた。

「──いよッ！　久しぶりだな！」

　下か方ほうから突とつ如じよ現れた晴はる夜やに慌あわてふためいた。軍ぐん服ぷくを着て、弾だん倉そうベルトとライフル銃じゆうを袈け裟さ懸がけした、ぐるぐる目め玉だまが愛らしいウサギの聖獣ヴイアツア。

　晴夜の親友の一人、チーコ・エンヴィスの聖獣《大賑わいのへべれけ兎センツオン・トトチテイン》であった。

　攻こう撃げき力りよくこそ低いが、ライフル銃の腕うで前まえは一キロ先の空あき缶かんに当てるほどの精せい度どがあり、つまりは優れた『目』を持っており、さらに特殊技能スキルを駆く使しすれば哨しよう戒かい任にん務むにこれ以上の適てき役やくはないとさえ言い切れる。

　何百体たいにも増ぞう殖しよくできるウサギの視し覚かくを、すべて把は握あくすることで可能となる千せん里り眼がん。

《大賑わいのへべれけ兎センツオン・トトチテイン》が視みた景け色しき、聴きいた音はすべて術じゆつ者しやであるチーコの感覚に流れ込む。当とう然ぜん晴夜の姿すがたも見えているはずで、おっかなびっくり狭い枝の上を駆かけ回るへべれけウサギに晴夜は小こ声ごえで伝えた。

「チーコ、二人きりで会えないかな？　大切な話があるんだ。まだ『雛鳥の巣ホリイハウス』にいた頃ころにさ、チーコのやつが深夜にこっそりおねしょの隠いん蔽ぺい工こう作さくをしていたなんていう根も葉もない噂うわさが立っていたんだが、おまえ、信じられるか？」

　チーコはダッシュでやって来た。




「な、な、な、なんで!?」

「なんで知ってんのかって？　いやあ夜中にトイレに行ったとき偶ぐう然ぜん目もく撃げきしちゃってさー、おまえ付き添ってくれたユウリに泣きながら謝ってたろ？　俺おれは聞かなかったことにした」

「そっちじゃないよぅ!?　っていうか、聞かなかったことにしたんならささやかな思い出はその胸に大切にしまっておこうぜよ!?」

「でも、俺が本ほん物ものだって信じられるだろ？」

　チーコはぐっと胸を詰まらせたように顔を硬こう直ちよくさせた。

　チーコ・エンヴィス。

　四番イギリスの『雛鳥の巣』でともに生活した、仲良しグループの一人である。

　普ふ段だんはド派は手でなチアリーディングの衣い装しようで校内を駆け回るようなおバカで明るいやつなのに、今は迷めい彩さい服ふくを着込んでフェイスペイントまで施ほどこしていて、かつての脳のう天てん気きな雰ふん囲い気きは鳴りを潜ひそめていた。──あ、いや、これはこれで楽しんでいるのか。チーコには緊きん迫ぱく感かんというものが致ち命めい的てきに抜け落ちているらしい。相変わらずマイペースなやつだなあ。

　と、わずかに和んだ瞬しゆん間かん、

「晴夜ぁ！」

　がばりと、チーコの胸に抱き寄せられた。大きい胸の感かん触しよくが晴夜の頰ほおを両側がわから包み込む。柔らかさ、香りに弾だん力りよく、申もうし分ぶんない！　じゃなくてっ、ぎゅうううと力一いつ杯ぱい押さえつけられて本来の意味で昇しよう天てんしそうな晴夜はジタバタと必ひつ死しの抵てい抗こうを試みる。「ぶはっ」なんとか窒ちつ息そくの危き機きから免まぬがれて文もん句くの一つも吐いてやろうとしたところで、

「ぅえええええん！　晴はる夜やだぁ、晴夜だよぉおおおお！　ひぃいいいいん！」

「……」

　言葉は何も出てこなかった。

　泣かれてしまった。

　あのチーコに。

「寂しかった！　寂しかった！　寂しかったよぉ！　死んじゃったって思ってたぁ！」

　本ほん気きの涙を見せられてじんわりと胸が熱くなる。

　チーコにしてみれば、晴夜は死ぬしエンマも死ぬし、ユウリとレオはそれを受けて間違いなく落ち込んでいるだろうしで、一人取とり残されたみたいで寂しかったはずだ。

　吸きゆう血けつ鬼きであっても晴夜に会えたことを喜んでくれている。

　自分の復ふつ活かつは無む駄だではなかったのだと、ようやく嚙かみしめることができた。

「……あれ？　でもなんで生きてるの？」

　チーコは、すん、と洟はなをすすって密みつ着ちやくしていた体を離して首を傾かしげる。晴夜は一いつ瞬しゆん呆気あつけに取られ、すぐに吹き出した。吸血鬼の眷けん属ぞくにされたとか、屍鬼グールになってしまったとか、偏へん見けんありきで見てくる輩やからが多い中でこいつは、チーコだけは、目の前にいる晴夜だけを見つめてくれる。

　大おお道みち晴夜であることに何ら疑いも持っていない。

　チーコにとって晴夜は、晴夜でしかないのだ。

「俺おれは俺か……。そりゃそうだ。それ以外の何者だってんだよな」

　目から鱗うろこだ。チーコは晴夜の葛かつ藤とうを一いつ瞬しゆんで粉こな々ごなに打ち砕くだいてくれた。

　なんてやつだよ。

「──ったく、チーコはほんとにバカだなあ。あはははははっ」

「な、なにさあ!?　なんかしんないけど笑うなーっ！」

　笑いながら、目に浮かんだ涙をさりげなく拭ぬぐう。

　──こういうときこそ、おまえのおバカ加か減げんに救われるんだ。

　これまでの経けい緯いを大おお雑ざつ把ぱに説明した。テアのこと、吸血鬼の眷属になったこと、そして学園の隠かくし部屋に潜ひそんでいたこと。チーコは目をまん丸にして驚いて、

「え!?　吸血鬼なの!?　晴夜が!?　今!?　どこが!?」

「んー、太陽浴びたら死んじゃうとことか？」

「んはあ、それは大変だねぇ！」

　あまりにも呆気ない所しよ感かんで片付けられた。……そのバカさ加減に救われたけれど、おまえの楽らつ観かんはちょっと心配になるレベルだぞ？　もうちょい人を疑うことを知れ。

　それから、リライラ先せん輩ぱいたち生徒会クルセイダーズのことは伏せておいた。チーコにわざわざ悪あく印いん象しようを与えることはない、彼らと敵てき対たいするのは晴はる夜やだけで十分だ。

　エンマのことは、……はっきりするまで黙だまっていた方がいいだろう。

「銀ぎん髪ぱつの女の子だね。わかった、探してみる。うにににに────」

　両手でウサギの耳をジェスチャーするような格かつ好こうで謎なぞの掛け声を上げる。この姿し勢せいが一いち番ばん集中できるというのだが、傍はた目めからだと電波なお姉ねえちゃんにしか見えない。学園とその周辺に百羽わほど放たれている《大賑わいのへべれけ兎センツオン・トトチテイン》と感覚を共きよう有ゆうする。元々不ふ審しん人物を探たん知ちするために配はい置ちしておいた聖獣ヴイアツアなのであろう、見み覚おぼえのない異い国こくの少女なら十分対たい象しようとなり得た。

「うーん？　なんか霧きりがすんごく出てる？　探しにくい～、ちょっと時間掛かるかも」

「そうか。でも、俺おれが闇やみ雲くもに探すよりはマシだよな。頼めるか？」

「あいよ！　って、ちょいと聞くけどその子って人間においたしちゃうようなヤンチャな子、じゃないよね？」

「ああ、心配要いらない。たぶんそこらの野の良ら犬いぬにも負ける」

「やー、野良ちゃんズは強いよ～。群れると見み境さかい無いもんにゃ～」

　この場を張っていた《大賑わいのへべれけ兎センツオン・トトチテイン》がぶるりと体を震わせる。『マジそうっす。あいつら鬼おにヤバっすよね』と晴夜に同どう意いを求めるようなジェスチャーをした。働け。

「チーコね、野良犬は絶対に許さない。絶対にだ。許してやるもんかい！」

「……『野良犬』という単たん語ごにそこまで食いつかれるとは思わなかったよ」

　おまえと野良犬との間に何があったんだ。

「なあ、チーコ。聞きたいことがあるんだけど」

「うん？　野良犬のボス、テキーラ・ショットのこと？　晴夜ったら駄だ目めなんだぜ。やつにゃあ手を出すもんじゃあねえ。命が惜おしくねえのかい？」

「どういうキャラでどういうシチュエーションだよ、おまえ。そうじゃなくて、さ。──ユウリとレオのことなんだけど、あの二人どうしてんのかなって」

　リライラ先せん輩ぱいは息そく災さいだと言うだけで詳しよう細さいは教えてくれなかった。おそらく晴夜にとって辛つらい現実が展開されているのでは、と想そう像ぞうする。やはりというべきか、チーコは沈ちん痛つうな面おも持もちでそっと目を伏せている。

　言いにくそうに唇くちびるを震わせた。

「あのね。その、──チーコにもよくわかんないの」

「……え？」

「チーコも会えてないの。レオ君にも、ユウリにも。レオ君は新しい手と足がくっ付いて元気になったんだけど、なんだか恐くなっちゃったかな。ピリピリしてるっていうかさ、今なんかすっごい訓くん練れんしてるみたいだし。ユウリはね、学校ずっと休んでるの。チーコ、頭悪わるいからよくわかんないけど、このままだと学校辞やめさせられちゃうんじゃないかって」

「退たい学がくってか？　誰だれがそんなことを」

「噂うわさだよ。でも、闘たたかえないんだもん。学校にいるより施し設せつに帰しちゃった方がいいんじゃないかってみんな言ってる。教会の使し者しやって人が来てね、ユウリのこといろんな人に聞いて回ってたの。ユウリをイギリスに連れて行くつもりなのかなあ」

「……そんなことになってんのかよ」

　ユウリの笑顔を思い出して、胸がぎゅっと締め付けられた。

　今も晴はる夜やの首にはユウリから借りているロザリオがぶら下がっている。いつか返そうと誓ちかって人間に戻ろうと決意し、それを晴夜は諦あきらめた。もう彼女に関して口出しできる筋すじ合あいはない。

　学園を辞やめて『雛鳥の巣ホリイハウス』に戻るのもいいだろう。戦せん場じようから遠ざかる分ぶん安全なはずだから。

　ユウリよりも今はチーコの方が気き掛がかりだ。

　しょんぼりと肩を落としている。変わりゆく親友の姿すがたを、取り巻く環かん境きようの変化を、身み近ぢかでずっと見てきたのだ。晴夜も少なからずショックを受けたが、チーコの比ではない。

　この上、晴夜もいなくなる。せっかく再会したのに、晴夜には学園に留とどまる理由も価か値ちも手段も失われてしまっていた。

　チーコはまたひとりぼっちだ。

「晴夜にはもうどこにも行ってほしくないにゃ～。お家うちが無いんならチーコの部屋においでよ。あ、でもルームメイトがいるか～。……あーいやうんうん、なんとかできる！　ていうかするし！　ね！　どうよどうよ銀ぎん髪ぱつ少女も連れてさ！　一いつ緒しよのお布ふ団とんで川の字じ作ろうぜい！」

　冗じよう談だんめかした、けれど切せつ実じつな申もうし出に晴夜は頷うなずけない。

　チーコはそれでも背中を向けたまま、言うのだ。

「そんでそんで、こっそりユウリにも晴夜のこと教えて元気になっちゃって！　レオ君も、エンマちゃんがいなくて寂しいだろうけど、晴夜が居てくれればきっと元もと通どおりになっちゃうよ！　そんでね！　みんなで一緒にまた放課後ご遊びに出掛けたいにゃ～。どうよ!?」

　振り返ったチーコは笑顔を湛たたえていた。口にした希望はすべて実現するのだと駄だ々だを捏こねているようにも見えて、その表情が痛ましくて、

　晴夜は顔を俯うつむかせる。

「チーコに迷めい惑わくは掛けられねえよ」

　これ以上。

「サンキューな。最後におまえに会えて良かったよ」

　これ以上一緒に居たらチーコにもあらぬ疑いが掛かってしまうかもしれない。軽い気持ちで協力を仰あおいでしまったが、チーコにはチーコの立場というものがある。今だって持ち場を離れてやって来たはずだから、そろそろ戻した方がいい。

　別れるべきだ。

「頼んでおいたもん持ってきてくれたか？」

　チーコは察してくれたのか、黙だまって背負ったリュックから学園指し定ていの男子用よう学生服ふくを取り出した。《大賑わいのへべれけ兎センツオン・トトチテイン》を介かいしてチーコを呼び出したときに、ついでに調ちよう達たつするよう頼んでおいたものだ。これさえ着ていれば遠とお目めからなら学園内ないで目もく撃げきされても不ふ審しんに思われない。

「……男子更こう衣い室しつにあったのを勝かつ手てに持ってきた。運動靴ぐつも適当に。サイズ合わないかもよ？」

「いいよ。──いや、ピッタリだ。サンキュー。やっぱりチーコに頼んで正解だった」

「なにさ、いつもはバカにするくせに。なにマジメぶっちゃってんのさ」

　すん、と洟はなを啜すする音。

「……わりぃ」

　謝ってから、これも違うな、と後こう悔かいした。チーコは以前のようなふざけ合いがしたかっただけなのだ。そうしていられるうちは仲間だ。今こん生じようの別れを匂におわす空気は好きになれない。

　今さら他た人にん行ぎよう儀ぎもないだろう。

「──うっし。んじゃ、ちょっくら行ってくるか。チーコ、また会おうぜ。今度会うときはその胸に顔を埋めるだけじゃ済まないぜ！　胸ぇ洗って待っていやがれ！」

　チーコは、頑がん張ばって、笑った。

「あっは！　すっごい男おとこ前まえな顔して変なこと言っちゃってますよ、この人ってば！」

「アイル、ビー、バック」

「渋しぶい声だ素す敵てきだぜ！　やー、でもおっぱいは触らせてあげないから！」

　笑い合う。また近いうちに再会できるような予よ感かんを広げて、ハイタッチ。悲ひ観かんすることなく胸を張って学園を後にできる。そのやり取りをずっと見ていた《大賑わいのへべれけ兎センツオン・トトチテイン》は『そこっす！　そこの巨きよ乳にゆうを一いつ気きに押し倒しちまうっすよ！』とまるで空気を読まない応援をしている。さすがチーコの聖獣ヴイアツアだ。働け。

「またね！」

「おう！」

　制服を手に持ったまま学園に向かって歩き出したとき、チーコのポケットから携けい帯たい電話の着ちやく信しん音おんが鳴り響ひびいた。慌あわてて耳に当てたチーコは声を裏うら返がえして平ひら謝あやまりを繰り返す。晴はる夜やはチーコに手て振ぶりで謝ると、背中を向けた。

「────え？　あの、え？　晴夜を、ですか？　ええっとぉ」

　名前を呼ばれて思わず立ち止まる。チーコはケータイの受話口ぐちを押さえて、

「な、なんか晴夜を探せって言ってる」

「俺おれを？　……誰だれだ、そいつ」

　リライラ先せん輩ぱいか？　あるいは生徒会クルセイダーズの誰かか。それ以外に晴夜が近きん辺ぺんに潜ひそんでいると知っている者はいないはずだ。

「加か護ごちゃん先生だよ。晴夜、どおしよう……」

　とか言いつつ、ケータイを差し出した。──出ろってか？　泣きそうな顔で押しつけてこられても困るんだが、チーコに任せても変なことを口走りそうなので仕方なく電話に出る。

「……もしもし」

『──あ、も、もももしかして大おお道みち君!?　大道君なの!?』

　テンパった声が可か愛わいらしい。間違いなく加か護ごちゃんの声だった。

「……はい。俺おれです。一いち応おう断っておきますけど、チーコに危き害がいは、」

『わかってる！　わかっていますよぉ！　そんなことより大変だよ、大道君、すぐに「奥の聖せい堂どう」まで来てください！　大だい至し急きゆうだよ、大至急！　テアさんがピンチなの！』

「ちょ、ちょっと待ってください！　なんなんすか!?　なんでアンタがテアのことを!?」

　テアのことを知っていることにまず驚き、ピンチという単たん語ごに余よ計けい混乱が加か速そくした。

　加護先生は間かん髪はつ入れずに、こう言った。

『さらわれちゃったの！　トレンチコートを着た吸きゆう血けつ鬼きに！』










　【Intermission】────




　ほんの十五分前──。

　学園を監かん視ししていたグリオはすぐに校舎の爆ばく発はつに気づいた。あの黒こく炎えんには覚えがある。始し祖その血による爆ばく砕さいは天てん上じように火ひ柱ばしらを上げるのだ、そのおぞましさたるや忘れることはできない。

　そしてこの光こそ合あい図ずになり得た。合図を上げるのはグリオの役割だったが、別べつ行動を取るインゴルフに学園強きよう襲しゆうのきっかけを先に与えてしまいかねない。小さく舌した打うちし、斑まだら王おう路じ駅近くのビルディング屋上から蝙蝠こうもりの翼つばさを広げて飛び立った。

『──とりあえず人間を五、六人ほど殺して磔はりつけにするのです。大だい々だい的てきな見せしめにしておやりなさい。恐れおののいたところをワタクシと下僕で宿やどり木ぎの聖獣ヴイアツア使いを炙あぶり出しますから』

　そのように命じられていた。

　聖殲士ナーバの素そ質しつのない人間を殺すことは、グリオが吸血鬼として生きていく上で掲かかげた血の誓せい約やくに反する。不殺を志こころざし、貫つらぬくことで、たった一つの誇りを守り抜くことができている。今こ宵よいの始祖の暴ぼう走そうは、内ない心しんでは感かん謝しやしてもし切れないものであった。

「──始祖よ。だが観かん念ねんしろ、私はおまえを連れて行かねばならぬのだ」

　森しん星せい学園は全体が深い霧きりに覆おおわれていた。魔ま術じゆつの効果を高めるためにインゴルフが敷いたモノだ。『幻げん惑わく』は対たい象しよう者しやの視覚を狂わせて思し考こうを停止させる魔ま術じゆつである。聖せい道どう士しや聖殲士ナーバ候こう補ほ生せいの子供たちは今いま頃ごろ、実体のない吸きゆう血けつ鬼きに翻ほん弄ろうされていることだろう。

　混乱の最中さなかにあった。始し祖そを奪うばうには絶好の機き会かい。

　そうして間もなく、グリオは森に向かって走る二人の少女を見つけ出す。始祖と、彼女の手を引くスーツ姿すがたの少女。……あの眷けん属ぞくではない。気け配はいからしてただの人間だ。脅きよう威いにはなり得ないと思うが、エンマという少女の例もある、子供だとて油ゆ断だんはしない。

　トレンチコートを翻ひるがえし、始祖の元へ翼つばさをはためかせた。




　一方、地上では混乱が巻き起こっていた。

　学園に残った教きよう師しや神しん学がく科かの生徒たちはそれぞれの視し界かいに想そう像ぞう上の吸血鬼や屍鬼グールの姿すがたを映した。実体のないそれらに聖獣ヴイアツアを放ち、肉にく薄はくし、不ふ毛もうの攻こう撃げきを繰り返す。発はつ狂きようしたかのような雄叫おたけびを上げた。それが魔術に因よって見せられたモノであるとも気づかずに、幻まぼろしに惑まどわされ続けている。

「──ジョイ、意い識しきはある？」

　傍かたわらにいるエスメラルダ・オルギンが容よう態だいを確かく認にんしてくる。ジョイ・アイスマンはつまらなげに視界にちらつく紛まがい物ものを凝ぎよう視しした。

「大だい丈じよう夫ぶさ、これくらい。安い映画よりは面白いけど、実戦を知ってしまうとどうしても見み劣おとりしてしまうね。本物の吸血鬼は気け配はいがもっと圧あつ倒とう的だよ」

「そうなのよねー。でも、わかっていても、邪じや魔まよね。これ。なんとかして魔術を行使している敵を見つけ出したいところだけど」

　幻を幻であると気づいている二人であるが、視覚に要いらない情報を流し込まれればそれだけ気が散った。目に頼るまいとしても動く物があれば意識せざるを得ない。いつどこから実体ある敵が攻撃してくるのかわからないので、警けい戒かいする必要があった。

　そして、この声もまた幻惑の一助となっていた。

『ンフフフフ、どこを狙ねらっているのですかね～？　グズグズしていると犠ぎ牲せい者しやがどんどん増えていきますよ？』

　彼ひ我がの距離感かんを狂わせるように直接脳のう内ないに響ひびく声。おそらく幻惑に掛かった者すべての脳内で再さい生せいされている。恐きよう怖ふと焦しよう燥そうを煽あおり立ててなおも深く幻惑に嵌はめていく。

「この声の主ぬしと実際に襲ってきているやつ、敵は二体で間違いないはずだ」

　エスメラルダも肯こう定ていして頷うなずく。この声の主こそが幻惑の術じゆつ者しや。

　そして、目の前で展開されている肉にく弾だん戦せんの相手こそ、もう一体の襲しゆう撃げき者しやの正体だ。

　幻なのではない、実体を持った怪かい物ぶつ。

　殴おう打だの音が響ひびき、どうと人が倒れる。生せい死し不明の転てん倒とう者しやを顧かえりみず、霧む中ちゆうに浮かんだ人ひと影かげは次の獲え物ものを求めて駆かけ抜け、時とき折おり奇き声せいを呟つぶやいた。

「…………パッ、…………カッ、…………パッ、…………セッ！」

　エンマ・アズナブルだった。

「やっぱり敵の手て駒ごまにされていたのね……ッ！」

　霧きりが深すぎて目で追うのも難しいが、二人の目は赤あか毛げの少女を確かに捉とらえていた。全ぜん裸らの上から黒いマントのみを羽は織おっており、翻ひるがえすたびに身体からだ中に付いた縫ぬい痕が晒さらされた。青白いオーラを纏まとって学園の人間を一人ずつ襲おそっていく。声の主ぬしが『殺しなさい』と命じるたびに無む軌き道どうに動くところを見ると、エンマ本人に意識は無いようだった。

　両拳こぶしは返り血を受けて赤黒く変色していた。

『ワタクシが要求することはただひとぉーつ！　宿やどり木ぎの聖獣ヴイアツア使いよ、出て来るのです！　貴方あなたさえ出て来れば下げ僕ぼくを止めて差し上げましょう！　如何いかがですかねえ!?』

　耳みみ障ざわりな幻げん聴ちように舌した打うち一つ。

「ジョイ、ご指し名めいよ。変なのに目を付けられちゃったわね」

「陽よう動どうだろ。本命は始し祖そに決まっているさ。ま、あっちには会長と飛蕾フエイレイがいるから心配要いらないだろうけど」

「《寄生する樹々の口づけミステイルテイン》で敵の居い場所を割り出せないの？」

「……さあ、どうかな」

　《寄生する樹々の口づけミステイルテイン》の特殊技能スキルはそこまで万能ではない。晴はる夜やの《想おもい人》に寄き生せいしたあれは、実はジョイの手動であって、自動検索テレパスなどではなかった。能力の限界を秘ひ匿とくするために敷いたブラフである。寄生増ぞう殖しよくできる条件はせいぜい《同どう胞ほう眷けん属ぞく》という括くくりまでで、もしエンマが吸きゆう血けつ鬼きの傀かい儡らいにされているだけだとすれば条件に当てはまる確率は低くなり、発動したところでジョイの居場所を逆に教えるのが関せきの山やまだ。特殊技能の有効射しや程てい範囲である半はん径けい一〇〇メートル内に吸血鬼がいる保ほ証しようもなかったので、ジョイは肩を竦すくめるしかない。

「メルの聖獣ならどうだい？　諜ちよう報ほうが得意なんだろう？」

　逆に問われて、エスメラルダもまた肩を竦めた。

　姿すがたを見た者は死ぬとされる怪かい物ぶつの名を冠かんする聖獣。超ちよう高速で移動するため気け配はいすら気づかせない隠おん密みつスキルを有している。

「あたしの《曝かれる虚飾無形バシリスクス》って、白はく状じようすると会ったことのある人物しか尾び行こうできないの。声だけじゃ条件は満たされないわ」

　半分も白状していないとわかっていたが、ジョイは追つい及きゆうしなかった。同どう志しであろうと手の内は明かさない。何が命取りになるかわからない世界に生きている限り、防ぼう衛えい線せんはそれぞれで張る必要があった。エスメラルダが否いなという言う以上信じるしかない。

「僕が彼女の相手をしよう。その間にメルは吸血鬼の居場所をなんとか探ってくれ」

「何なに言ってんのよ。昨夜やられたその右腕うで、まだ使い物にならないんでしょ？　同じ相手に同じ手は通用しないわ。あたしがあの子を抑えるから、ジョイは下がってて」

「白はく兵へい戦せんは苦にが手てだろう？　無む理りはするもんじゃない」

「無理してんのはどっちよ。────ッ」

　突とつ如じよ、濃のう霧むの中から腕が生はえた。エスメラルダの頰ほお肉にくを抉えぐり取って傍かたわらを過ぎ去る。矮わい軀くに似つかわしい敏びん捷しよう性せいに象ぞうを思わせる重量感かんを併あわせ持つ。ぶつかるだけでひとたまりもない。事実、エスメラルダは掠かすめた頰から全身に衝しよう撃げきが広がり視し界かいが激しく揺れた。

　膝ひざを突く。その背後、トドメを刺さんと景けい気き良く翻ひるがえされたマントの衣きぬ擦ずれの音。

「待たぬか、たわけ！」

　被かぶさるように、龍ロン飛蕾フエイレイの声がした。

　そして、ガシィッ！とエンマを足あし蹴げにする音が響ひびく。エンマは慌あわてたように跳び退すさり、エスメラルダを庇かばうようにして飛蕾が立ちはだかる。

「ハッ！　なんたるハレンチ娘むすめか。殿との御ごには目の毒どくじゃろう。ほれ、朕ちんが相手をしてやるよって目移りするでないわ」

　その小さな体からは、聖獣ヴイアツアの蒼そう炎えんではない、蒸じよう気きのような闘とう気きが溢あふれ出ていた。

「飛蕾、後こう輩はいたちはどうしたんだい？　さっき校舎が爆ばく発はつしていたけれど」

「逃げおったわ。じゃからこうして人じん外がいの気け配はいを辿たどって来たというに、まさか生徒会クルセイダーズの二人が窮きゆう地ちに立たされておるとは夢にも思わなんだわ。わひゃひゃ」

「面めん目ぼくもないね。近きん接せつ格かく闘とう術じゆつは会長と飛蕾のお家いえ芸げいだしね、僕たちとこの子の相あい性しようは最悪だ」

「ならば下がっておれ。リラと合流し、始し祖そを追うがよかろう。こやつの相手は朕が務める」

　呻うめき声を上げながらエンマがゆらりと近づいた。飛蕾は目を細めて敵の勁けい力りよくを探る。

「聖獣を纏まとった屍鬼グール、……いや人形か。奇きっ怪かいなことじゃ。ただ死体が操あやつられておるにしては少々暴あばれすぎじゃなあ。吸血鬼の業わざが優れておるのか、はたまたこやつの地じ力りきかの」

「…………パッ、…………セッ、…………マッ、…………セッ！」

「何を言うておるのか知らんが、何を言いたいかはわかるぞ。──退たい屈くつさせるなよ」

　虎こ形けい拳けんの構え。腰を落とし地に接する両の足あし裏うらから勁けい道どうの開きを確かめる。

　蓄ちく勁けい。

　龍りゆうの模も様ようを纏まとう少女の矮軀が周囲の風を螺ら旋せんに巻き込んだ。引っ張る力と中心点に蓄たくわえられた勁力に台たい風ふうの只ただ中なかにいることを連れん想そうさせる。エンマの血走った眼めが飛蕾に釘くぎ付づけになる。脅きよう威いを捉とらえ、本能行動に因よるものか、《大海より来りし戦象アイラーヴアタ》の鼻はな面づらを顕けん現げんさせて身を守る。

　飛蕾の聖獣は鈍どん重じゆうすぎてここぞと言う場面でなければ使い物にならず、そのために彼女は体に覚え込まされた中国拳けん法ぽうを戦せん闘とうスタイルに据すえている。聖せい火かを纏った徒と手しゆが鋭えい利りな刃は物もののような威い圧あつ感を有し、見る者を戦せん慄りつさせた。

　ジョイ、エスメラルダまでもが息を吞む。──束つかの間ま、




「ゆくぞ」




　飛蕾フエイレイの初しよ撃げきは前方宙ちゆう返がえりの回かい転てん運動から放たれた右の踵かかとで、脳のう天てんを狙ねらわれたエンマは両腕うでを交こう差ささせて初めてガードした。──みしりッ。巨きよ木ぼくさえ折り曲げる一いち撃げきがエンマの体を痺しびれさせ、胴どうをがら空あきにする。着ちやく地ちと同時に渾こん身しんの勁けい力りよくで放たれた虎こ撲ぼく双そう把はがエンマの内ない臓ぞうを破は壊かい、体を走る縫ぬい痕あとからわずかに血が噴ふん出しゆつした。
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　飛蕾は凄せい惨さんな笑えみを浮かべた。打ち込んだ諸もろ手てが一いつ瞬しゆんだけありえない角度に曲がったのだ。──折れた、しかし痛みを意識する暇ひまはない。

　エンマのなりふり構わぬ拳こぶしが頭一つ分ぶん背の低い飛蕾に連続で落とされる。それらを十じゆう字じ勁けいの要よう領りようで紙一ひと重えでかわしつつ震しん脚きやく、踏み込み、頂ちよう肘ちゆう。鳩尾みぞおちにめり込んだ肘ひじが砕くだける。止まることなく旋せん転てんし、後ろ回し蹴げりを顎あごに直ちよく撃げきさせた。パンッ！小こ気き味みよい快音と共にエンマの体が後方に浮く。飛蕾は追わず、エンマも何事も無かったかのように着地した。

　わずか十数秒の打ち合い。

「────」

　飛蕾の両腕うでは折れ、右肘は潰つぶれ、右足は挫くじかれた。

　見た目には飛蕾こそ満まん身しん創そう痍いであったが、圧おされているのはエンマである。緻ち密みつな気の流れ、あり得ない衝しよう撃げき、武ぶ術じゆつの奔ほん流りゆうに晒さらされて狂きよう気きに囚とらわれた心に怖おじ気けが紛まぎれ込む。にまぁ、と笑えみを浮かべる飛蕾が死しに神がみに見えたのか、じりと一歩後こう退たいした。

「やっぱり戦い慣れしていないみたいだな、あの子」

「よい。頑がん丈じようなやつは好きじゃ。これは楽しめそうじゃのう」

　飛蕾フエイレイの背中を見守っていたジョイとエスメラルダはいやいやと首を振る。十歳さいの少女が両腕うでをだらりと下げて血を流す姿すがたは見るも痛ましく、本ほん番ばんはこれからと意い気き込ごむ気け配はいには本ほん気きで引いた。だが、この程度の怪我で止まるようなら生徒会入りできていない。打だ倒とうすべき人じん外がいを前にして止まることも、止めることも、聖殲士ナーバを志こころざす彼らにはできないことだった。

「まだ左足が残っておるでな、気を引き締めたがよかろう」

　片足一本あれば発はつ勁けいは可能。十分エンマを打倒しうると飛蕾は確信する。

　そこへ、

『ンフッフッフッフ────、ンフハハハハハ！　聞こえていますか、醜みにくくも浅ましい人間どもよ！　宿やどり木ぎの聖獣ヴイアツア使いよ！』

　空気をまるで読めない、上じよう機き嫌げんに弾はずむ声が割り込んできた。水を差された飛蕾は舌した打うちし、エンマを視し界かいに留とどめつつ改めて吸きゆう血けつ鬼きの気け配はいを探った。

『ワタクシの人形にずいぶん苦しめられているようですねえ。いい気き味みですよ』

　年とし端はもいかない少女の人形に一人戦わせておいて、自分は高みの見けん物ぶつと洒落しやれ込む卑ひ劣れつ漢かん。──そうでなくてはいけない。吸血鬼は、本来、憎ぞう悪おの対たい象しようであって然しかるべきだ。飛蕾も、ジョイも、エスメラルダも、ある眷けん属ぞくのせいで調子が狂っていることを自覚している。

　敵はやはりこうでなくては──。

『宿り木の聖獣使いよ、どこにいるのですか？　まさかもう死んでしまったなんてことありませんよねえ。貴方あなたのために素す敵てきな催もよおし物を用意したのですから、是ぜ非ひ生きていてほしいものです』

「ほう、これ以上朕ちんらを楽しませてくれるというのか？」

　舌した舐なめずりして見せる。吸血鬼は飛蕾の言葉を無視して、続けた。

『このような島しま国ぐにに逃げ込んだ始し祖そも始祖ですが、貴方たち聖殲士も大たい層そう目め障ざわりですよ。見えないところで繁はん殖しよくを繰り返す、その様さまは害がい虫ちゆうの如ごとく穢けがらわしい。島ごと消えてなくなってしまえばこれ以上煩わずらわずに済みそうですねえ。どう思いますか？　ンッフッフッフッフ』

　耳を貸す必要はない。敵の狙ねらいが始祖であるならば、この戯ざれ言ごとは攪かく乱らんが目的なはず。始祖を守ろうとする人間の動きから始祖の居い場所を探り当てるつもりだろう。

　だが、始祖アルカテア・ディンケルホーファーとその眷属大おお道みち晴はる夜やの存在を知る者は生徒会クルセイダーズと少数の学がく園えん関係者のみだ。この戦いの意義と目的を大だい多数の人間たちはそもそも摑つかみ切れていなかった。

　吸血鬼の気け配はいは一いつ向こうに辿たどれない。

『島ごと滅ぼして差し上げましょう』

　それが噓うそやハッタリの類たぐいでないことは耳に残る威い圧あつで判はん断だんできる。ジョイとエスメラルダが同時に、逆ぎやく方向へ跳んだ。飛蕾フエイレイはエンマを牽けん制せいしつつ、霧きりと幻げん惑わくのカラクリを曝あばく。

『──伯はく爵しやく、今し方がた、始し祖そを回かい収しゆう致しました。急ぎ、お戻りを』

　ぼそりと、不ふ穏おんな言葉が耳に響ひびいた。三人はあり得ないという感情をなんとか押し止める。それはすなわちリライラ・ボーグの敗はい北ぼくを意味するものであり、でなければ、リライラは間に合わなかったに違いない。

『～～～～っ、ついに！　ついについに手に入れました！　始祖を手に入れた！　地上最強の兵へい器きが我が手しゆ中ちゆうに！　フハハハ、残念でしたねえ！　警けい備びが甘すぎなのではないですかあ！　むざむざ宝ほう具ぐを奪うばわれた気分はどうですかあ!?　ンフフフフフフハハハハハ！』

　周囲がにわかにざわめいた。──始祖とは何だ？　こいつは何を言っているのだ？　何を奪われたというんだ？　そもそも敵の狙いは何なのだ？

　エンマが呻うめく。その頭ず上じよう──、声の威圧感とかすかな残ざん響きようから吸きゆう血けつ鬼きの気配の筋すじ道みちを見つける。気をつけていなければすぐに見失う、吸血鬼へと至る糸ほどに細かな魔ま力りよくの経けい路ろ。魔力の吹ふき溜だまりと化した学がく園えん内にあってわずかに「穴」が開いている。

　吸血鬼の魔力を通す穴。

『目的は達成致いたしましたし、この地に留とどまる理由もなくなってしまいました。いえ、この地を留めておく理由もなくなった、と言い換えましょうか。ンッフッフッフ、わかりますかあ。ワタクシが何をしようとしているか、わかりますかあ!?』

　始祖の黒こつ血けつを用いれば、斑まだら王おう路じ市しは一晩で廃はい墟きよと化す。そう思い至った飛蕾は、退ひく気け配はいを見せたエンマに向けて「ッッッ!!」一いつ喝かつ、踏み込んだ左足の震しん脚きやくが大地を揺らし、纏まとわり付く濃のう霧むを晴らす。開けた視し界かいの中でエンマは恐れるように目を見開き、それ以上に、

　エンマの真ま上うえ──空中に浮く髭ひげ面づらの吸血鬼が驚きよう愕がくした。

「そこにおったか」

　霧きりそのものが魔ま術じゆつを行使するための刻こく印いんだった。術じゆつ者しやの気配を断ち、視界を閉ざすことで精神の抵てい抗こう力りよくを抑える働きをした。霧さえ晴れれば幻げん惑わくはたちまち綻ほころび消える。

　同時に、倒れ臥ふす教きよう師しや生徒の姿すがたも明るみになった。エンマにやられた彼らは、遺い憾かんなことに、息絶えていた。数にして十、幻惑から解放されて惨さん状じように驚く者が八、飛蕾と同じくエンマと吸血鬼に視線を送る者は三、──三？

　ジョイとエスメラルダも「あ」と間の抜けた声を漏もらした。

　見るからにひ弱な形をした少年が、垂たれ目の中に安あん堵どのような感情を宿らせている。

　天あま草くさレオ。

「エンマちゃん」

　優しい声こわ音ねがエンマを操あやつる支配に亀き裂れつを入れた。

「シャアアアアラアアアアアアァァァ────────ッ」

　瞬しゆん時じに、生徒会クルセイダーズは、敵は頭上に浮かぶ吸血鬼のみと判はん断だんした。

　左ストレートを放たんと拳こぶしを握るジョイが吸きゆう血けつ鬼きの背後に跳び、地上からはエスメラルダが聖せい火かを弾だん丸がんに見立てて掌てのひらをかざし吸血鬼に狙ねらいを定め、宙に釘くぎ付づけにする。破は魔まの力を宿した聖火の挟み撃うち。いかな真しん祖その吸血鬼であろうとも直ちよく撃げきすれば五体満まん足ぞくではいられない。密ひそかに飛蕾フエイレイの発はつ勁けいが大地を揺らしエンマの足あし元もとを不ふ安定に震わせて、身動きを封じていた。吸血鬼は少女を盾たてには使えない。

「勝負ありじゃ」

　絶ぜつ叫きようが轟とどろいた。




『キィエ「エエエエエエ』エエエエェェェェ────────ッ」




　インゴルフのそれは気き炎えんの猛たけりであり、魔ま術じゆつ詠えい唱しようを簡かん略りやく化かした気き勢せいという名の宣せん言げんだった。

　まずジョイの右脇わき腹ばらが抉えぐられた。打ち込んだはずの左ストレートは傾かしいだ体に引かれて虚こ空くうを撲うつ。回転しながら落らつ下かして、その刹せつ那なに視野が捉とらえたモノは高速で移動するナニか。インゴルフを守るように弾だん丸がんとなって飛び回る。さらにそのナニかはエスメラルダが放った聖火弾フアイアを弾はじき消し、失速することなくエスメラルダの顔面へと突き刺さった。──既すんでで掌で受け止めたエスメラルダは小さな悲鳴を漏もらした。ナニかは鋼こう鉄てつのように固く、熱く、しかし水のように流動した。濃い赤が意い思しを持って蠢うごめいて、掌から逃のがれるように跳ちよう躍やくする。最後に飛蕾を牽けん制せいするかのように目前を掠かすめ飛び、インゴルフの元へと還かえっていく。

「クズ共め！　ワタクシに一いち撃げきでも与えられると思ったか！」

《鮮血の矛ブラツデイ・ピケ》──真しん祖そインゴルフが得意とする魔ま印いん術じゆつの一つである。始し祖その血が火か薬やくであるのと同様に、インゴルフもまた己おのれの血に魔印を施ほどこし自動的に攻こう守しゆを切り替える血けつ弾だんを作り上げていた。インゴルフが動かずとも十数メートルの範囲内を超ちよう高速で飛空する最上の盾たてと矛ほこ。

　どのような攻こう撃げきであろうと迎げい撃げきして落とし、どのような相手であろうと追つい跡せきして殺す。

　近づくことは許されず、逃げることも適かなわない。

　血けつ弾だんは二つ数を増やして結けつ界かいを成した。掲かかげたステッキを振り下ろすだけで瞬またたく間に人間どもを屠ほふるであろう。

　狂きよう操そうと揶や揄ゆされながら屍鬼グールにのみ執しゆう着ちやくした吸血鬼は、しかして伯はく爵しやく位いを持つに足る実力を備えていた。グリオ・ヘルツルでさえ足あし下もとにも及ばぬほどの魔ま力りよく、智ち力りよく、統とう率そつ力りよくがあり、狂きよう気きに侵おかされる以前の彼は誰だれよりも公こうから信頼を得ていた。

　気高き貴族ノーブルス。

　それこそがインゴルフ・フォン・ピケの正体である。

「エンマちゃんを返せェ！」

　それがどうした、と言わんばかりのレオの雄叫おたけびを、インゴルフは頭ず上じように聞いた。『三つ』の聖せい遺い物ぶつを体に取り付けたレオの、それは絶ぜつ好こうのタイミングで放たれた奇き襲しゆう特とつ攻こうであった。

　インゴルフの周りを旋せん回かいしていた三つの血けつ弾だんが錐きり状じように尖とがって真ま上うえに発はつ射しやされる。超ちよう高速を迎え撃うつ『聖せい者じやの右腕うで』は二発目を受け止めた時点で上空に吹き飛ばされていた。──が、インゴルフに接近する代だい償しようとしては安いもの。たったの一いち撃げきさえ喰らわせられればそれでいい。

　最後の一いち弾だんを『左脚あし』で受け止めて、『右脚』の足あし裏うらでインゴルフの肩を踏みつけた。存在そのものが奇き蹟せきで編まれた手て脚あしである、聖獣ヴイアツアを凌りよう駕がする破は魔まの力は触れただけで効果を発はつ揮きした。

「────な、にぃ…………っ!?」

　大して力が乗っていたとは思えない一撃は、インゴルフに致ち命めい傷しようを負わせ、放心させた。

　体半分が千切れた。首元から腰辺りまで袈け裟さ懸がけに裂さけた。まともに受け身が取れず落らつ下かしたレオを見下ろして、インゴルフは視し界かいに入った己おのが体の異常にようやく気づく。

　再生できない。『右脚』が触れた箇か所しよから溶け爛ただれていく。数百年間久しく忘れていた感覚を思い出す。死に直面したときの背中を這はい上がる怖気おぞけ──。そんなものとは無む縁えんであると、意識の埒らち外がいに捨て置いたはずの恐きよう怖ふ心しんだ。超ちよう越えつしたはずではないのか。生物なら分け隔へだて無く平等に与えられる概がい念ねんを、真しん祖そだけは免まぬがれていたはずではなかったか。よりにもよって極きよく東とうの僻へき地ちで、人間ごときに、人間ごときに、人間ごときに人間ごときに人間ごときにいいぃぃぃ。

「おおおおおおっおのれええぇぇぇ！　ににににんげんごときがあああぁぁぁあ！　ワタクシにぃい何をしやがったああああぁぁぁぁぁああアアアアアアアアァアァアァアァアァア!!」

　血弾が無む数すうに噴ふん出しゆつする。インゴルフを中心に球きゆう体たいを築くようにして飛び交っている。絶対防ぼう御ぎよの内側からレオを睨にらみ下ろす──怨おん念ねんと呪のろいを込めたその双そう眸ぼうからは一ひと欠片かけらほど残っていた理性の色が抜け落ちていた。『狂きよう操そう』は『狂きよう人じん』となり、滅ほろぼすべき人類の顔を脳のう裏りに焼き付ける。

「…………ッ」

　レオは震えていた。あまりの迫はく力りよくに恐れおののく。奇き襲しゆうを仕掛ける覚かく悟ごはあっても正せい々せい堂どう々どうぶつかっていく勇気が、まだ、彼にはない。無ぶ様ざまに散った手て脚あしを拾い集めて、這はいずって距離を稼かせぎインゴルフに背中を向ける。その無様がさらなる屈くつ辱じよくを吸きゆう血けつ鬼きに与えているとも知らずに。──こんなクソクズのようなゴミ虫にワタクシはヤラレタというのカ。

　殺す。必ずや。コロス。

　涙なみだ目めで喘あえいで無様に転げ回って吸血鬼に背中を見せたとしても、それでも、レオはその目に彼女を留とどめておく必要があった。どういう経けい緯いがあって吸血鬼の下げ僕ぼくにされているのかわからない、けれど、あのときのままの可か愛わいいエンマちゃんがすぐそこにいる。

「エンマちゃん！」

　戻っておいで、と呼び掛ける。

　エンマは振り返らない。虚うつろな瞳ひとみはインゴルフを見上げ、高く跳ちよう躍やくして己が主あるじを救きゆう出しゆつする。

『待ッテイロ。スグニ貴き様さまラヲ皆みな殺ごろシニシテヤル。待ッテイロ』

　怨えん嗟さを吐き散らすインゴルフを抱えて、エンマは高く遠くへ跳んでいく。

　見送ることしかできなかった。

「──追うな。誰だれも追ってはいけない。これ以上、犠ぎ牲せい者しやを出すわけにいかないんだ」

　誰も動く気け配はいはなかったが、ジョイはそう諫いさめた。視し界かいに映っているだけでも死し傷しよう者しやの数は計り知れず、主しゆ戦せん力りよくとなる生徒会クルセイダーズメンバーの手て傷きずもひどい。特に飛蕾フエイレイは聖せい魔ま術じゆつの治ち癒ゆをもってしても数すう週間は戦えまい。学がく園えん始まって以来の危き機きだった。

　失ったものはあまりにも多く、

　少年の心に刻まれた傷はあまりにも深い。

「……エンマちゃん。ううう、うわああああああああああぁあぁあぁぁ」

　バラバラになった手て脚あしを抱いて、レオは非ひ力りきな自分を責め続けた。




　　　　　　　　　†




　晴はる夜やが駆かけつけたときには、すでに戦いは終わっていた。

　テアを連れ去られたと聞いた時点で敗はい北ぼくはわかっていた。そして、それ以上に、夥おびただしい死傷者の数に胸を痛める。ほんの数十分の間にどうしてこんな地じ獄ごく絵え図ずが生まれるのか。

「くそッ！　なんでこんなことになってんだよ!?　俺おれのせいでテアまで……ッ」

「──大おお道みち君、自分を責めるのは後にして、今はこっちに集中してください」

『奥の聖せい堂どう』は表おもての喧けん噪そうに比べてしんと静まり返っている。晴夜は黙だまって加か護ご歩祝ほうり先生の後に続いた。二人分の足音が虚むなしく響ひびく。チーコは監かん視し役やくに戻されており、今は先生と二人きり。

　──この人は何を知っている？

　身長は低いが大人おとなな女性の背中を見つめて、晴夜は焦あせりと不信に苛さいなまれる。

　地下室『儀ぎ式しきの間ま』まで降りる。そこで、あり得ない人物を見た。

「──つい先ほどぶりだな、晴夜君」

　リライラ・ボーグがいた。真剣な顔つきで細身剣レイピアを引き抜く。

「さて。第二ラウンドといこうじゃないか」

　そう言って、切きっ先さきを加護先生に向けた。













　四章『血を吸う者』







『フランス、ブルゴーニュ地方、ディジョン市の南に位置する牧ぼく草そう地ちに、人じん口こう五百人余あまりの小さな村がありました。中ちゆう世せいの町並みをそのままに、伝統と文化を引き継いだ歴史ある古村。村人の大半は農家で、小こ麦むぎやブドウを生産し生計を立てていました。人は少ないけれど皆が皆働き者で、週末に催もよおされる丘の上の教会での集会ミサを唯ゆい一いつの楽しみにしている、そんな平和で平へい穏おんで退たい屈くつな集落でした』

『私は隣となり町まちの市いち場ばまでお遣つかいに出掛けます。農業の傍かたわら料理店を営むパパとママのお手伝いです。余ったお金でお菓か子しを買っても怒られません。それに無事お遣いを済ませるとパパとママは「偉えらい偉い」と褒ほめてくれます。頭を撫なでてくれます』

『だから私はお遣いが大好きです』

『その日もバスに乗って隣町まで行きました。お買い物を済ませてお目当てのキャンディを二個も買って、意い気き揚よう々ようと帰りのバスに飛び乗ります。車中には私ともう一人、黒レースのブーケで顔を覆おおった、喪も服ふく姿すがたの女性が座っていました』

『「お嬢じようさんはこの先の村の子供？」』

『「そうだよ」』

『「……そうなの。なら、今日きようは帰らない方がいいわ」』

『「どうして？」』

『「どうしても」』

『喪も服ふくの女性はそれきり黙だまってしまいました。訳わけがわかりません』

『バスを降りて、国道から枝分かれして延びる細い道を進みます。村まで五分ほどの道みち程のりですが、先を歩いていた喪服の女性の姿すがたはもうありません。歩くのが速くてびっくりです』

『「？」』

『村に帰り着いた私は首を傾かしげました。なんだか様よう子すがおかしい気がします』

『どこもかしこも静かでした。ロッカさんの家の前の小道は、いつもだったらドニーたちが遊び回っているはずなのに、今日きようは見当たりません。本当に、本当に、静かで、静かで、恐ろしいくらいです。道みち端ばたに転がる土ど囊のうのようなカタマリに躓つまずいて転んでしまいましたが、私は泣きません。痛くて、痛くて、辛つらくても私は泣くことができません』

『私はついにおかしくなってしまいました』

『信じられないモノが道端にたくさん転がっていました』

『夕日が影を伸ばしていきます。目も眩くらむような黄たそ昏がれの光こう景けいでした』

『買い物袋ぶくろから頼まれていた食材がこぼれ落ちてしまい、慌あわてて拾い集めます。間違って手に取った誰だれかの手首を放り投げ、その先に転がるドニーの頭の近くに大好きなキャンディが落ちていました。ごめんねドニー、これは私のなのよ』

『私のお家うちはすぐそこです。真まっ赤かな水溜たまりがお家の前にできていました。雨なんて降っていないのに、変なの。ロッカさんがその水溜まりに顔を浸ひたしているのがとても面白かったです。私は無視をしました』

『玄げん関かんまでやって来ました。恐きよう怖ふに打ち震えながら、あまりにも冷たいドアノブをゆっくりと回して中に入ります。パパとママが出迎えてくれて、見事お遣つかいを済ませた私を「偉えらい偉い」と褒ほめてくれるはずでした。大好きなキャンディを二個も買って「しょうがない子ね」と呆あきれられるはずでした。大好きなパパとママに囲まれて、今日も平和な一日でした、と幕を下ろすはずでした』

『「に、……げ、て…………。エン、……マ…………」』

『パパだったモノと、ママだったモノが』

『あり得ない形に壊こわされて』

『潰つぶされて』

『殺されて──しまいました』

『キュウケツキは私を見つめて、「新しい食料だ」嬉うれしそうに呟つぶやきました』




　ぐるぐると脳のう裏りを巡る回かい想そう録ろく。刻んだのは自分で、媒ばい体たいは日記帳ちよう。来る日も来る日もあの日の出で来き事ごとが繰り返しリフレイン。いつまで経たっても子供のままで、いつまで経っても行き場がない。大好きなお遣つかいに出掛ければ手遅れの状態で帰ってくる。大好きなお遣いに出掛けなければ喪も服ふくの女に助けられることなく殺される。たった数時間を永遠に繰り返し、悪あく夢むの世界で生き続ける。

　なぜか当時の彼女が持ち合わせていない知識を思い出し、村を駆かける最中に聖獣ヴイアツアを喚よび出そうと懸けん命めいに叫んだことがある。しかし、《大海より来りし戦象アイラーヴアタ》は顕けん現げんせず、いつもいつでも代わり映えしないデッドエンドを迎えるのだ。

　今も彼女は悪夢の世界を走っている。

　今度こそパパとママを助け出す──。ロッカさんやドニーには悪いけれど、終わったその命を救うことはできない。でも、これから殺されるパパとママだけは助け出せる。

　いつもいつでも、巡る、巡る。

　終わりは決まって両親の惨ざん殺さつ現場。

　逃げて、と手を伸ばす両親と、それを嘲あざ笑わらう吸きゆう血けつ鬼きのいるリビングでの一ひと幕まく。

　買い物袋ぶくろを投げ捨てて、結ゆわえた赤あか毛げを振り乱す。




「パパを返せ！　ママを返せ！」




　エンマは叫びながら、吸血鬼の気け配はいを追って悪夢と闘たたかい続ける。

　自分が一度死に、『筺きよう界かい』の秘ひ術じゆつによって蘇よみがえったことも知らずに。

『奥の聖せい堂どう』の地下施し設せつを破は壊かいして、学園から飛び出して吸血鬼の気配を追った。追った──。彼女の視し界かいは、思し考こうは、それでも彼女の物語の中だ。駆かけ抜けるのはフランスの片かた田舎いなかにある生まれ故こ郷きようの小道であり、倒すべき相手はあの日両親に手を掛けた憎にくき吸血鬼だ。

　外がい界かいの出で来き事ごとなどに興きよう味みはない。エンマ・アズナブルにとって重要なことはこの世界からパパとママを救い出すことだけ。

（────エンマちゃん！）

　パパの声じゃない。ママの声じゃない。誰だれのともわからない声には反応しない。あの日の夕暮れに存在しないモノにエンマは関心を示さない。

　そして、日記帳は繰り返す。

『フランス、ブルゴーニュ地方、ディジョン市の南に位置する牧ぼく草そう地ちに、人じん口こう五百人余あまりの小さな村がありました────』







　古こ城じようにインゴルフの怒ど声せいが響ひびき渡る。物に当たり、壁を殴なぐり、グリオにステッキを叩たたきつける。天あま草くさレオにやられた体はなんとか持ち直したが、受けた屈くつ辱じよくが痛覚より何倍も耐え難い。

　人間ごときにやられた。

　そのフレーズが脳のう髄ずいを焼き切らんばかりに思し考こうを埋め尽くす。興こう奮ふんして歯を食いしばり、口くち端はから泡あわとなった涎よだれを垂れ流す。目の焦しよう点てんは狂うばかりで何をも視し界かいに映さない。一体の狂った真しん祖その雄叫おたけびが、もはや主あるじを見失った古こ城じよう内部に虚むなしく響ひびく。

　やがてぴたりと狂きよう乱らんが止やむ。

　この屈辱が晴れることはおそらく永遠にありはしないが、気を紛まぎらわすことならあるいはできるかもしれない。我が慢まんならないのはこの島しま国ぐににやって来ていまだ人間を駆く逐ちくできていない事実だ。屍鬼グールを一体残らず葬ほうむられ、今度は自分自身も手て傷きずを負わされた。報ほう復ふくのつもりが返り討うちに遭あったなど、インゴルフの矜きよう持じが許さない。宿やどり木ぎの聖獣ヴイアツア使いと無ぶ様ざまな軟なん弱じやく者もの、この二人を殺した程度では怒りは収まらない。この街の、いやこの国の人間すべてを確実に滅ほろぼさなければ悪あく夢むから解放されることはない。

　滅ぼすのだ。

　一人残らず。そのためには、────。

「始し祖そはどこだ？」

　始祖の血を使う。グリオから聞いた情報によれば、始祖の黒こつ血けつは強力な火か薬やくであるという。初めから利用する気で追っていたが、公こうへの献けん上じよう品ひんという名めい目もくも忘れ、この場で使い切ってやろうとさえ思い始める。そもそも始祖などという物に興きよう味みはなかった。「野や性せい」を取り戻してどうするというのだ。知性と理性を備えた吸血鬼こそ気き品ひんある貴き族ぞくというものだ。

　始祖は、むしろ、邪じや魔まではないか。

　千年以上昔むかしの化か石せきはアンティークとしてなら価か値ちはある。が、インゴルフからすれば使えない物に意味はなかった。活いかせる道があるからこそ愛めでる気持ちも湧わくのである。今ここで使わずに宝ほう物もつ庫こに眠らせたのでは始祖も哀あわれだ。

　──ワタクシの為ためになるならばこれ以上の栄えい誉よもあるまい……ッ！

　本気でそう思い込み、始祖をさらったグリオに命令を下す。いますぐ始祖を使って学がく園えん付近一いつ帯たいを火の海にしてくるのだ、と。しかし、

　グリオは、この『成り上がり』風ふ情ぜいは、何を思ったか。

「できません」

　拒きよ絶ぜつしたのだった。

「……なんですと？」

「始祖は早急に公こう爵しやくの下へ連れ帰るべきかと。すべての人間どもを焼き払うには時間が掛かりすぎますし、いつ他国より聖殲士ナーバの軍ぐん勢ぜいが押し寄せて来るかわかりません。公爵より命じられたことは始祖の回かい収しゆう、些さ事じには目を瞑つむって頂いただけないでしょうか」

「言いますねえ。ワタクシの手傷が些事であると？」

「今は始し祖そを最さい優先にすべきです。報ほう復ふくならば事が済んだ後になさいますよう」

　額ひたいに掌てのひらを当ててくつくつと笑い声を立てる。何を言うかと思えば、だ。報復よりも優先すべき事こと柄がらなど皆かい無むである。なぜならば真しん祖そこそ生物の頂ちよう点てんに君くん臨りんする存在で、それを愚ぐ弄ろうした下げ郎ろうに鉄てつ槌ついを下さぬは道どう理りに反するのだ。やはり恥はじ知しらずの『成り上がり』風ふ情ぜいには理解できない概がい念ねんであるらしい。卑ひ賤せんの土俵どひようで言い争うのも馬ば鹿からしく、インゴルフは一転して優しげな声で改めて問いただす。

「始祖をどこに匿かくまったのですか？」

「考え直して頂いただけるまではお教えできません」

「教えて頂かなくても結構ですがね、……これが最後通つう牒ちようですよ？　始祖を、どこへ？」

「言えません」

　インゴルフは凄せい惨さんな笑えみを浮かべた。

　パチン、と指を鳴らす。その瞬しゆん間かん、グリオの手て足あしが四し方ほうから伸びた蔓つる草くさによって巻き取られた。力を込めて引き千ち切ぎろうとしたが蔓草は意い思しを持ったようにうねいて撓たわみを作り、絶ぜつ妙みような間合いで力を逃がす。ここがインゴルフの城であることを失しつ念ねんしていた。魔ま印いんで作られた罠わなや仕掛けなど城内には無数に存在している。

「よろしい。ならば始祖の居い場所を言う気になるまで痛め付けることに致しましょう。どこまで耐え得るか見み物ものですよ。せいぜい楽しませて下さいねえ」

　扉とびらの向こうから飛んできた椅い子すに腰を下ろし、肘ひじを突いてくつろぐ。もう片方の手を上げて二小しよう節せつの呪じゆ言げんを呟つぶやくと、壁かべ際ぎわで待たい機きしていたエンマ・アズナブルの目に赤あか々あかと光が灯ともる

「…………ア、…………ア」

　吸きゆう血けつ鬼きの気け配はいのみを追って襲おそい掛かってきたこの少女を傀かい儡らいにすることは、さほど難しくはなかった。死人であるはずが、なぜか意い識しきを宿していた。現実ではなく妄もう想そうの世界に囚とらわれていたが、意識があるならば暗あん示じが通じる。本来ならまず催さい眠みん状態に陥おとしいれるところを、インゴルフは手間を省き、元からある意識を混線させることで簡単に意のままに操あやつることに成功する。『狂きよう操そう』の名は伊だ達てではなく、エンマはまんまとインゴルフの下げ僕ぼくと化してしまっていた。

「さあ、この吸血鬼を殺すのです。貴女あなたが見ている世界の中に、彼がいるはずですよ？」

　エンマは吠ほえた。

　目の前にあの吸血鬼がいる。

　夕暮れのリビングで今にもパパとママに手を下す、トレンチコートを着た悪魔。

「パ…………エセッ！　ママヲ…………セッ！」




　シャアアアアアラアアアアラアアアアア────────ッ！




　咆ほう吼こうと共に突き飛んでくるエンマ。「……ッ」グリオはこの少女の命を奪うばったことに対する罰ばつだと受け入れて歯を食いしばる。──だが、始し祖そだけは死守する！　伯はく爵しやくが矜きよう持じを語るのならば、私もまた誇りのために闘たたかおう！　無む関係の人間に手出しはさせん！

　サンドバッグに拳こぶしが突き刺さる。たった数すう合ごうの打ち込みでグリオはあっけなく死を迎え、すかさず蘇よみがえった命もまた数十秒後には奪うばわれる。

　終わることのない救きゆう出しゆつ劇。

　エンマの物語はさらに繰り返す、繰り返す────。




　　　　　　　　　†




『儀ぎ式しきの間ま』の中央に置かれていたはずの石造りの祭さい壇だんが下方から粉こな々ごなに砕くだけ散っており、床に大穴を開けて暗くら闇やみを覗のぞかせていた。祭壇があった場所付近に林りん立りつする燭しよく台だいの上ではオレンジ色の灯ひが揺らめき、四し方ほうを囲む石壁の凹おう凸とつに陰いん影えいを付けている。さらに、

「──説明してもらおうじゃないか、加か護ご教きよう諭ゆ」

　晴はる夜やと加護先生を待ち受けていたリライラ先せん輩ぱいの顔をほのかに浮かび上がらせていた。

　細身剣レイピアの切きっ先さきを加護先生に向けたまま。

「ボーグさん、落ち着いて。とりあえずその物ぶつ騒そうな物下ろしちゃお、ね？」

　やんわりと注意する加護先生であるが、威い厳げんは遥かにリライラ先輩の方がある。晴夜は目の前のちっこい先生を見下ろして、いよいよ怪け訝げんな表情を浮かべた。

　加護歩祝ほうり。

　森しん星せい学園高こう等とう部ぶ神しん学がく科か特別教諭。二四歳さい、独どく身しん。一五〇センチ未み満まんの身長と、学生に間違えられる童どう顔がんと、なぜかそこだけ発育の良い胸がトレードマークの学園のマドンナだ。……マスコットとの呼び声も高い。ともあれ、生徒から「ちゃん」付け呼ばわりされるくらいに舐なめられ愛されているチビッコ先生は、聖獣ヴイアツアの専門家エキスパートでもあった。

　人生の先輩、学園の教きよう師し、聖せい魔ま術じゆつの先せん達だつ──。知識量においてなら当然リライラ先輩を凌りよう駕がする。加護先生に説明を求めるリライラ先輩という構こう図ずがあまりに不ふ釣つり合いな気がしたが、さほど不ふ思し議ぎなことじゃないのだと思い直す。

　だが、晴夜が疑念を抱いたのは立場とかそういうことではなくて、

「テアがさらわれたって、どういうことですか？」

　見てきたかのように言った加護先生の様よう子すだ。

　加護先生はしかつめらしい顔つきで晴夜を振り返った。

「見てましたから。ううん、見ているしかなかったって言った方が正しいかもしれませんね。テアさんのお部屋が爆ばく発はつした後ね、なんとかテアさんを逃がしてあげようとしたんだけど、気づいたときにはもう吸きゆう血けつ鬼きに襲おそわれていたの。ボーグさんともそのとき鉢はち合あわせして」

「加護教諭がテア君の手を引いていたのには驚かされたがね。加護教諭と一いつ緒しよに応戦したが、やつの使い魔まに道を阻はばまれてしまい、まんまと逃がしてしまった。晴はる夜や君、テア君をさらったのはこの間君が追っ払ったグリオという吸きゆう血けつ鬼きだったぞ」

　指し摘てきされるまでもなく、トレンチコートの吸血鬼というフレーズでグリオを連れん想そうしていた。あいつ、まだ日本にいやがったのか……。ということは今回の騒そう動どうはすべてあいつの仕し業わざ。

「エンマを利用しやがったのも、あいつの仕業か……ッ」

　瞬しゆん間かん的に怒りが湧わいた。グリオ・ヘルツル──やつには少しだけ敬意を払っていたというのに。人間を襲おそわない『成り上がり』。戦う相手は聖殲士ナーバだけと心に決め、晴夜との戦いでも姑こ息そくな手段は使わず正せい々せい堂どう々どうと立ち合ってくれた。吸血鬼でありながら律儀りちぎで誠せい実じつな男だった。それなのに、

「テアを連れ去るのは当然だ、それがあいつの目的だからな。けど、エンマの墓はかを掘り返して引っ張り起こすなんざ死者を愚ぐ弄ろうする最低な行いだ！　そんな野や郎ろうだとは思わなかったぜ……ッ！」

　踵きびすを返す。敵の正体がわかった以上、この場にいる必要はない。

『儀ぎ式しきの間ま』の出入り口、地上へと上る階段に向かって足早に進んでいくと、

「ダメ。まだお話は終わってないんだから、勝かつ手てに帰っちゃいけませんよ」

　正面から腹を掌で押された。

　驚きのあまり声すら出なかった。先ほどまで晴夜に背中を向けていた加か護ご先生が、振り返って歩き出した晴夜の正面にいつの間にか現れていた。まるで瞬間移動でもしたかのように。

　加護先生はほにゃっとゆるゆるの笑顔を浮かべて、

「びっくりさせちゃいました？　ごめんなさい。けど、これくらいできないようじゃどんな吸血鬼にも勝てないんだよ。大おお道みち君」

「……」

　これくらい、と言った。それがどの程度の基準レベルを指してのものかわからないが、カラクリの解けない晴夜には巨きよ大だいな壁が行く手を阻はばんでいるように感じる。リライラ先輩に覚えたものとは別種の畏い怖ふを加護先生からも感じ取った。

「そんなに怯おびえなくても。いずれ授業で習うことだったんだから」

「授業？」

「加護教諭は単純に高速で移動しただけだ。不ふ意いを突かれたからいきなり現れたように見えただけで、この位置からならきちんと目で追えたよ。彼女は走って君の前に先回りした。聖獣ヴイアツアの力を使って身しん体たい能力を瞬間的に増ぞう幅ふくさせたのだよ」

　リライラが掌てのひらの上に聖せい火かを灯ともした。吸血鬼の気け配はいを辿たどる『揺らぎ』と呼ばれる聖獣の応用聖せい魔ま術じゆつ。その聖火でゆっくりと掌を包み込み、腕うで全体に青い炎ほのおを纏まとわせた。細身剣レイピアを持ち替える、その途と端たん、細身剣にまで聖火は膜まくを張りほのかに青白く光り輝いた。

「加護教諭がして見せたのは、すなわちこういうことだ」

　一いつ閃せん。

　腕の振りと共に、剣先を向けられた地面に亀き裂れつが走る。刀とう身しんの長さを無視した斬ざん撃げきの飛ひ距離は、本来ならあり得ない絶技である。リライラならあり得るのかもしれない、と漠ばく然ぜんと納なつ得とくしてきた晴はる夜やだが、今さらになってリライラと、リライラを初めとする生徒会クルセイダーズの面々の身しん体たい能力に疑念が湧わいた。──校舎よりも高く跳ちよう躍やくしたエスメラルダ先せん輩ぱい。岩よりも硬いエンマの肉体を拳けん打だで弾はじき返したジョイ先輩。

「聖せい火かとは聖獣ヴイアツアを形作る燃ねん料りようのようなもの。手て足あしに纏まとわせて火を点つければたちまち爆ばく発はつ的なエネルギーを生み出せる。現げん役えきの聖殲士ナーバはむやみに聖獣を出すような真ま似ねはしないんだ、それは光点コアそのものが弱点になるというのもあるが、もう一つ実戦においてあまり効率的でないからだ。聖獣はあくまで切きり札ふだに留とどめておき、肉体のみで戦うのが対たい吸きゆう血けつ鬼き戦せんの正しい戦法だ」

　エンマが殺された最初の夜、ユウリは掌てのひらに聖火を纏って戦っていた。優ゆう秀しゆうな者ほど力の使い方、効率の良いやり方に気がつくようだ。エンマは聖獣に頼り切ってしまった。それが敗はい因いんだったのだ。

「聖獣は生命力を具ぐ現げん化かしたもので、聖火は普段使われていない潜せん在ざい能力の一部なんです。火フアイアと呼ぶのはボーグさんも言ったように燃料や火か薬やくの比ひ喩ゆからですね。誤ご解かいしないでもらいたいのは誰だれにでもできる芸げい当とうじゃないってことです。光点が弱点であることを教えなかったのは、生徒がみんな萎い縮しゆくして聖獣を喚よび出すことすらできなくなってしまうからで、三年生になったときに聖火を用いた戦法と併あわせて教えるつもりでいました。聖火を一いつ箇か所しよに集中させるにはコツが要いりますし、実現させるだけの体力と精神力もなければなりません。残念ながら今の三年生に実戦レベルで扱える生徒は生徒会の子たちしかいません。あと、ユウリさんくらいかな」

　そこまで言って、加護先生は少しだけ申もうし訳わけなさそうな顔をした。

「大おお道みち君は聖獣が宿らないから、どれだけ鍛たん錬れんしても彼らのような強さは手に入らないんだよ。残ざん酷こくなことを言うようだけどね」

　しかし、晴夜は首を振る。

「……いや、ようやく納なつ得とくいきました」

　これで夢を見ずに済む。人間の力でどこまで強くなれるのか、そんな興きよう味みを捨て切れていなかった自分に見切りを付けられた。なおさら吸血鬼の力を失うわけにいかなくなる。

「大道君。とりあえず私の話を聞いてください。今追い掛けて行っても返り討うちに遭あうだけですよ。君の体は万ばん全ぜんじゃないはずです。違いますか？」

「────」

　吸血衝しよう動どうのせいで不調であることを見抜かれている。確かに今の晴夜は以前グリオと戦ったときよりも数すう段だん力が劣っている。戦えば確実に負けるだろう。

「それに、テアさんがどこに連れて行かれたかなんて知らないでしょ？　その辺へん何も考えてないんじゃないかな？　ほら、とにかく今は状況を把は握あくすることが先決だよ」

「……そうすりゃテアは取り戻せんのか？」

　正直、そんな悠ゆう長ちようなことをしている場合ではないと思う。そりゃ気になることは山ほどあるし、今すぐにでも問い質ただしたいところだが、そんなものはテアを取り返した後に回しても構わない事こと柄がらだ。

　けれど、加か護ご先生の言うように何をどうしたらいいのか取っ掛かりが摑つかめないのも事実。

　加護先生はえっへんと得意げに胸を張った。

「そのための講こう義ぎです。きちんと考えてあるんだから、先生に任せなさい。それに、たぶん気になっているんじゃないかな、どうして私がテアさんのことを知っているのか、とか。あと、学園に隠かくし部屋があることとか。ボーグさんもその辺り興きよう味みがあるでしょ？　貴女あなたにはしてもらいたいことがあるんですけれど、代わりにいろいろ教えちゃいますよ」

　不ふ用意に探られるよりも自らさらけ出した方がマシと判はん断だんしたらしい。リライラ先せん輩ぱいは細身剣レイピアを腰に戻して、話を聞く姿し勢せいを作る。無言で視線を送り、加護先生に説明を促うながした。

　こほん、と改まって、加護先生は何でもないことのように話し始めた。

「それでは講義を始めましょう。まずは、うーん、そうですね。エンマ・アズナブルさんのことから行きますか。彼女は屍鬼グールではありませんよ。今はちょっと操あやつられているみたいですが、吸きゆう血けつ鬼きが掘り返して使し役えきしたわけではないのです。白はく状じようしちゃいますと、アズナブルさんを復ふつ活かつさせたのは私なんですよ？」




　ロウソクの火が瞬またたいて『儀ぎ式しきの間ま』に一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくを落とす。

　意い外がいな台詞せりふに凍り付く晴はる夜やとは対たい照しよう的てきに、リライラはつまらなげな溜ため息を吐いた。

「……やはり、というべきかな。いや、考えたくはなかったが可能性までは否定しきれなかった。始し祖そを飼っていたんだ、他のイキモノさえ生み出していても不ふ思し議ぎじゃない」

　しかし、それがどれほど不自然なことかは晴夜もリライラもわかっていた。

　死者を蘇よみがえらせるのはどんな聖せい魔ま術じゆつをもってしても叶かなわない、奇き蹟せきの領りよう域いきだ。いや、そもそも最大級の禁きん忌きでもあった。教会の第一義は、信者に死後の世界での救きゆう済さいを与えることだ。いずれ来る死を認めることで天てん上じようでの復ふつ活かつを約束される。それが根底にある教きよう義ぎのはずだ。

　現げん世せでの復活、死の超ちよう越えつ──。そんなものを認めてしまえば教義は無む意味なものへと成ってしまう。だからこそ、不ふ老ろう不ふ死しの存在を許容せず吸血鬼を最たる敵と見なしてきた。

　それなのに、その教会が人間を蘇らせていたなんて。できるできない以前に考えを口にしただけで異い端たん者しや扱いされかねない。

「他のイキモノ、ですか。あはは、辛しん辣らつですね。でも、私もそれなりに人でなしですから、間違っていないかも。ボーグさんからしたら納なつ得とくできないことだらけでしょう」

「そうでもない。理解が追いついていないだけだ。納得するしないはこれから決めることだよ。──ところで、そこの祭さい壇だんの下にあった機き械かい仕掛けの部屋は関係ないのか？」

　機械仕掛け？　加か護ご先生は小首を傾かしげた。リライラ先せん輩ぱいも、むっ、と何やら難しい顔をする。

「よくわからないんだが、せきゅりてぃとかなんとかがくっ付いた扉とびらがあったり」

「ああ、それですか。そのとおりですよ。下には確かに研究施し設せつがありました。セキュリティシステム──個体認にん証しようシステムを搭とう載さいした扉で機き密みつを守っていたんです。外からはもちろん、中からも外に出られないよう幾いく重えにも防ぼう壁へきを並べて。核かくシェルター並みに耐たい久きゆう性せいがあるんですよ。……あったんですけどね」

　あははー、と誤ご魔ま化かすような乾いた笑いを漏もらした。

『儀ぎ式しきの間ま』に初めて入った晴はる夜やには祭壇がそこにあったことすら知らないが、目の前の底の抜けた地面は奈な落らくにまで繫つながっているかのような深い闇やみを抱いており、そこにセキュリティだの研究施設だのという単たん語ごが飛び交えばなおさら物もの々ものしい雰ふん囲い気きが感じ取れた。

「あれ？　でもよく知ってましたね？　──ああ、オルギンさんの聖獣ヴイアツアで調べたんですね」

　何やら浮かんだ疑問を自じ己こ解決した加護先生。若じやつ干かん、晴夜が置いてけぼりを食い始める。

「あの、話が見えないんだけど……」

「その研究施設でエンマ・アズナブルを蘇よみがえらせた、ということらしい。祭壇すら破は壊かいされているところを見ると、エンマ・アズナブルに脱だつ走そうでもされたんだろう。まったく、原理も方法も理由もわからんが、教会が知れば異い端たん審しん問もんどころの騒さわぎじゃなくなるぞ。ホルネイ学園長ちようが黒くろ幕まくであるならば、彼女の後ろ盾だての筺きよう界かいが指し示じしたことだろう。つまり、加護教きよう諭ゆの独どく断だんではないというわけだ」

　そう断定したことを受けて、加護先生は「わ～賢かしこいんですねえ」と本気で感心したような声を出す。リライラの言げんに間違いはないようだった。

「順序立てて説明しますね。まず原理と方法から。ボーグさんはなんとなく勘かんづいているでしょうから、大おお道みち君に理解してもらうとしましょう。先ほども言いましたように、聖獣ヴイアツアは生命力の具ぐ現げん化したもの。生命力そのものと言えます。普段使われていない力の源流。えっと、埋まい蔵ぞう金きんとか隠かくし財ざい産さん？　みたいなものです。光点コアが第二の心しん臓ぞうで、聖獣はそのまま術じゆつ者しやの分ぶん身しんということになります。──はい、つまりこの第二の心臓をアズナブルさんの体に移い植しよくしたのでした。移植じゃちょっと違うかな、予よ備び電源を使って再さい起動させたっていうか……。とにかく、アズナブルさんを動かす原理は彼女の聖獣です。それを可能とする方法──聖せい魔ま術じゆつは『筺界』の秘ひ術じゆつなので詳しくは教えられませんが、私にはそれが扱えます」

「────」

　リライラの顔に険けん相そうが宿る。「ありえない」という呟つぶやきは、吸きゆう血けつ鬼きである晴夜の聴ちよう覚かくをもってしてなんとか聞き取れるほどに小さかった。

「じゃあ、先生の力でエンマを生き返らせたってことでいいのか？」

「私はお手伝いをしただけです。聖獣を動力源げんにして自らを稼か働どうさせているのはアズナブルさんの地じ力りきによるものですから。死者なら誰だれでも蘇よみがえらせられるわけじゃありません。学がく園えん最強の聖獣ヴイアツア《大海より来りし戦象アイラーヴアタ》だからこそ動力源げんになり得たんですよ。他の人の聖獣、たとえばボーグさんの聖獣でも人ひとり動かせるだけのエネルギーはありません。ボーグさんが引っ掛かった部分はその点じゃないかな？」

　先ほどの呟つぶやきは加か護ご先生にも聞こえていたらしく、微ほほ笑えみを湛たたえてリライラ先せん輩ぱいを見た。どんな耳をしているんだ、この先生。

「エンマ・アズナブルの聖獣はそれほどまでに強力だったわけか」

「そうです。私もアズナブルさんなら行けると確信して聖せい魔ま術じゆつを行使したくらいですからね。誤ご算さんだったのは《大海より来りし戦象アイラーヴアタ》が強力すぎた点でした。一度潰つぶされた光点コアを再生させて、──あ、これも意い外がいだったんですけど、アズナブルさんの光点は自身の生命力よりも大きい存在力があったんです。──その光点をアズナブルさんの体に憑ひよう依いさせたまでは良かった。大成功でした。でも、《大海より来りし戦象アイラーヴアタ》はアズナブルさんの体には大きすぎた。膨ぼう大だいなエネルギーが逆にアズナブルさんの肉体を内側から破は壊かいしたんです。私は千ち切ぎれた体を繫つなぎ合わせて強化するくらいしかできませんでした」

　それがエンマの体を縦じゆう横おうに走っていた傷きず痕あとの正体だった。

　生き返る代だい償しようが人間を捨てることなのだとしたら、晴はる夜やにも身に覚えがある。変わり果てた己おのれの肉体を見つけてエンマが何を思ったか、想そう像ぞうに難くない。

　気が狂わない方がおかしいんだ。

　エンマは晴夜に気づかなかった。自じ我がを失い、何かと戦い、恐れるように暴ぼう走そうしていた。それが《大海より来りし戦象アイラーヴアタ》を憑依させたことによる副ふく作用ならばなんとかしてやらないと。

　このままだとあいつ、本当に壊こわれちまう。

「──理由は？　まだ、教会の禁きん忌きを犯してまでエンマ・アズナブルを蘇そ生せいさせた理由を聞いていない」

　それこそがこの講こう義ぎの肝きもである。晴夜にとっては心しん底そこどうでもいいことであったが、理由如何いかんによってはエンマへの対たい処しよ方ほうも変わるのだと思い直す。

「筺きよう界かいが指し示じしたということは、実験だな。教会と筺界は仲が悪いと聞く。教会の理り念ねんに反する行いをしていてもおかしくない。もしくはエンマ・アズナブルの死体を兵へい器きに変えるつもりでいたのかな」

　冷たい指し摘てきに思わず加護先生を振り返る。加護先生は寂しげな表情を浮かべて、気を取り直すように、こほん、と一いつ拍ぱく置いた。

「そのことをお話しする前に大前ぜん提ていとして知っておいてもらいたいことがあります。『筺界』のことです。筺界──、ああ、発音が教会と被かぶるので混乱しちゃいそうですからひとまず呼び方を変えましょうか。筺界とは筺はこ、なので『ハコ』と呼こ称しようすることにしましょう。

　筺とは結けつ界かい。外がい界かいと内ない界かいを隔へだてるもの。二つの世界は一つの出入り口でのみ接せつ触しよくし、他はすべて不ふ干かん渉しよう、完全に二つを分ける役割を持つ。日本ではとりわけ結けつ界かいを作る霊れい媒ばいに籠かごが用いられてきました。『かごめ』の童どう謡ようなんかわかりやすい例だと思います。籠をもって筺を成し、籠を編まずば加護はなし。加か護ご家けに伝わる駄だ洒落じやれです。そして、それこそが自じ負ふでもあるのです」

　加護先生の目に力強い光が宿る。

　自負という誇りを湛たたえた光だ。

「筺はこの家いえ元もとは加護家です。そして私は十八代目当とう主しゆ・加護歩朗ほがらの姉、加護宗そう家けより目め付つけ役やくとして教会に招かれた『歩む者』」

　加護歩祝ほうりの名前にも『歩』の字が混ざっている。加護家の跡あと取とりを意味していた。

　そして、加護は籠の隠いん語ご。

「カゴ、──隠かくし名というやつだな。こんな形でこの国の文化に触れられるとは夢にも思わなかった。結界を張るということは、魔ま術じゆつ師しの家か系けいか」

「というか、退たい魔まを生業なりわいとしています。『魔を退しりぞける』という意味ですので完全な退たい治じではありません。もちろん祓ふつ魔まとも違う。この辺りが教会との確かく執しつの原因になっていますね」

　重い溜ため息を吐き、「本当は学園を卒業するときに教えたかったことなんですけれど」悔くいるように呟つぶやいた。先生は決意を秘ひめて顔を上げた。

　教会がひた隠しにしてきた歴史を曝さらけ出す。

「約五百年前、欧おう州しゆうで勢力を拡大してきた教会が日本にやって来ました。当時、この国にも似たような宗しゆう教きようはあったし、それでぶつかりあったこともあります。まあ、日本人は根本的にお人ひと好よしなので、異い邦ほう物であろうと最終的には受け入れちゃうんですけどね。と言いますか、その気質がやっぱり問題で、日本人が教会を受け入れても、教会の方がここの土地に馴な染じめなかったりするんです。それがその、確執の一番初め、きっかけに当たる爆ばく弾だんでした」

　爆弾、と口にした先生はやや呆あきれたような顔をする。生きつ粋すいのイギリス人であるリライラ先せん輩ぱいと違い、晴はる夜やは生粋の日本人（だと思う。記き憶おくはないが）、なんとなく理解できた。

　もちろん問題は爆弾の中身だが。

「筺──加護家は当時から村や町に結界を張り、自然発生したケモノの脅きよう威いから人間を守ってきました。ケモノというのは妖よう怪かいとかモンスターとか言い換えられますが、加護家では『怪者ケモノ』と当てます。怪者は人間を喰らい、ときにさらい繁はん殖しよくに用いてきました。教会にとっての吸きゆう血けつ鬼きと同じで、加護家は代だい々だいこの怪者と戦ってきたのです。

　教会は加護家の存在を知りました。結界の弾はじく力と生命力を武ぶ器きに変える力に目を付け、その力を分けてほしいと言ってきたのです。すでに教会は聖せい魔術を確立していましたが実戦向きではなく、何より扱える者が限られていました。吸血鬼を殲せん滅めつするにはとにもかくにも戦せん士しの数が要いる。即そく戦力を生み出す術すべを加護家の秘ひ術じゆつから見出した教会は、半なかば強ごう引いんに加護家の人間を連れ去ろうとしたのです」

「連れ去ろうとって、どうして？　同じ人じん外がいを敵にしているんだから素直に教えを乞こえばいいじゃないか」

「大おお道みち君、その答えは今この状況が示していますよ。ボーグさんも、もうわかったんじゃないでしょうか。どうして私たちがテアさんを、──始し祖そを匿かくまっていたのかを」

「……」

　リライラ先せん輩ぱいは黙もつ考こうするように目を瞑つむったままだ。

　晴はる夜やは思い至る。考えるまでもなく、目の前にいる人物に当て嵌はめるとよくわかる。教会の理り念ねんを守り徹てつ底ていするリライラ先輩と、加か護ご家けを代表して始祖を守った加護先生。

　教会は教きよう義ぎにおいて邪じや魔まになる人外をすべて滅ほろぼすことを宿しゆく望ぼうとし、

　筺きよう界かいは人外であれ容よう認にんし、脅きよう威いは弾はじくのみで共生することを選んだ。

「日本人のお人ひと好よし加か減げんもここに極まれりって感じですね。妖よう怪かいとか人ならざるモノを神様の類たぐいとして崇すう拝はいの対たい象しようにしてしまうのは、自然への畏い敬けいもあるんでしょうが、本質は無む駄だな衝しよう突とつを避けようとする気き質しつに因よるところなんでしょう。それに、あと、他ひ人と事ごとでない事情もあったりなかったりしますしね」

　そう言って晴夜を見る。説明の途と中ちゆうにあったように、人間は食料にされるだけでなく繁はん殖しよくの道具にもされていたらしい。

　つまり、人外と人間の混こん血けつ種しゆが生み出されていたのである。

「怪者ケモノにも話のわかるモノがいました。人に化けて城じよう下か町まちで暮らしていた妖怪なんて文ぶん献けん漁あさればいくらでも出て来ますし、人間と家庭を築いて平へい穏おんに暮らしていた例もあるんです。逆に何の罪もない人外が迫はく害がいされた事件もあります。行き場のない混血種の子供を加護家で保ほ護ごした記き録ろくも残っています。私たちはご先せん祖ぞ様が是ぜとして貫つらぬいてきた信念を守っているだけです。教会の敵であろうと保護を訴えるなら聞き入れるのが私たち加護家であり、筺はこなのですよ」

　わずかに胸を張って、誇らしげに語る。

　それを、リライラ先輩は呆あきれた調子で受け止め、話を受け継いだ。

「加護家のやり方が気に食わない教会は秘ひ術じゆつだけを盗ぬすみ取り、内側に『筺界』という組織を造ったわけか。外部の組織から秘術を学んだというのは対外的に格かつ好こうがつかないからな」

「ええ。勝かつ手てなことをされても困るので、加護本ほん家けは正式に『筺界』の顧こ問もんを買って出たんです。現在の確かく執しつの根っこはコレなんですよ。顧問なんて、彼らには邪じや魔まなだけでしょう？」

「それで対たい抗こうすべく教会は、『筺界』に絆ほだされぬようにと私たち聖殲士ナーバに偽いつわりの情報を教えたわけか。自じ我がを持つ眷けん属ぞくの存在は吸きゆう血けつ鬼き殲せん滅めつの足あし枷かせになるからな」

　吸血鬼の眷属にされたモノは例外なく屍鬼グールとして使し役えきされると教えられた。

　かつて肉親だったモノ。友人だったモノ。恋人だったモノ。それらが晴夜のように自我を残したまま人間社会に復帰できる希望を残していたとしたならば──。

「吸血鬼を討うつことに躊ちゆう躇ちよしてしまう。たとえ不ふ老ろう不ふ死しであろうとも、人外の怪かい物ぶつであろうとも、殺したくないと思ってしまう。それでは困るんですよ。教会は、何はなくとも教きよう義ぎだけは守らなければなりません。信心の根こん本ぽん概がい念ねんが覆くつがえされることを恐れているんです。吸きゆう血けつ鬼きは悪である、どんな例外も許さない。滅ほろぼさなければ人類に未来はないと、洗せん脳のうするんです。言い方は悪いですけれど」

　言い得て妙みようである。実際に教会は真実を隠かくし続けてきた。晴はる夜やもテアと出会わなければ知ることはなかった。吸血鬼の中にはグリオのようなやつがいて、テアみたいな女の子もいて、そして自分と同じような『成り上がり』や混こん血けつ種しゆがいて、人間に混じって暮らしていることを。

　あるいは不幸に落ちた誰だれかを救えたかもしれない機き会かいを、教会はすべて潰つぶしてきた。

　ただ悪であると烙らく印いんを貼はり付けて、正義の名の下に都つ合ごうの悪いモノを断だん罪ざいした。

　エンマを滅ぼすと誓ちかった飛蕾フエイレイしかり。

　晴夜やテアを監かん視しし、いずれは討とう伐ばつしようとしていたリライラしかり。

　これを洗脳と言わずして何と言う。

「加か護ご家け内部からも、教会の排はい他た主義に共きよう鳴めいし、教会に入にゆう信しんした者がいます。彼らは破は門もんを言い渡されてなお分ぶん家けを名乗り、自ら教会に加護家の秘ひ術じゆつを持ち込みました。本ほん家けにのみ伝わる秘術が大部分なので盗ぬすまれたのはほんのわずかですが、それでも門もん外がい不ふ出しゆつの術じゆつ式しきを外部に漏もらしたのは許し難い暴ぼう挙きよです。彼らの子し孫そんは今『大たい派は会かい』という組織を築いているようで、私やホルネイ学園長ちようは彼らが暴ぼう走そうしないよう監視し、筺はこの理念を聖殲士ナーバに浸しん透とうさせようと活動してきました。実際に戦せん場じように行った聖殲士は本物の吸血鬼や眷けん属ぞくを目まの当たりにして教会の教えと異なることに戸と惑まどうようです。その一いつ瞬しゆんの隙すきを突かれて殉じゆん教きようした聖殲士が何人いたことか」

　加護先生はそう言って教会の教えを是ぜとしない考えを示した。

「……じゃあエンマを蘇そ生せいさせたってのは」

「実験と言われれば否定できません。でも、兵へい器きになんて考えていません。死んだ人を生き返らせられるのならば、頑がん張ばって叶かなえたいじゃないですか。動どう機きなんてそんなもんです」

　純じゆん粋すいに助けたかったから。

　心しん底そこどうでもいい、取るに足らないありふれた願いが、動機だったのだ。

　教会の理り念ねんなどクソ喰らえとばかりに、加護先生は目の前の命を選んでくれた。

「そっか」

　晴夜は安あん堵どした。まだ捨てたもんじゃない──そう思えたから。『雛鳥の巣ホリイハウス』にいた頃ころから、晴夜やみんながこれまで闘たたかってこられたのはたった一つの信念を抱いてきたからだ。吸血鬼への復ふく讐しゆうはきっかけに過ぎない。闘う目的は復讐から別のものへとシフトした。

　その信念を肌はだで感じ取ることができたから。

「アズナブルさんは自じ我がを失ってしまいましたが、《大海より来りし戦象アイラーヴアタ》の力を抑えられればおそらく正気を取り戻せるはずです。彼女は敵ではありません」

　リライラに言い聞かせ、すかさずテアについても言げん及きゆうした。

「ディンケルホーファー家けという真しん祖その一族と筺はこは懇こん意いにしていました。いずれ始し祖そを狙ねらう者が現れかねないから、万まんが一いちが起きた場合保ほ護ごしてほしいと約やく定じようを結んでいたのです。この学園にテアさんを招いたのもその経けい緯いから。回かい廊ろうに幻げん術じゆつを張ったのも隠かくし部屋に物資を運んでいたのも私です。いつバレるかと毎回ドキドキしたものです」

「どうしてそんな隠れるような真ま似ねをしたんすか？　俺おれたちの前に堂どう々どうと姿すがたを現せば良かったじゃないですか。だったらこんな面めん倒どうなことにならなかったのに」

　知っていれば頼ることもできたのだ。テアを守るためにも構こう図ずはきちんと把は握あくしておきたかったところだ。

「ごめんなさい。予よ想そう外がいのことが起こってしまったので」

　ちらりとリライラを一いち瞥べつする。生徒会クルセイダーズが入り浸びたっていたのが原因のようだ。

　教会からお墨すみ付つきを頂いただいている将しよう来らい有望な生徒会に学園の秘ひ密みつを曝あばかれるのは『筺きよう界かい』にとって痛いた手でとなる。筺はこの理り念ねん、吸きゆう血けつ鬼きの真実を語るのは聖殲士ナーバになってからが望ましい。




　説明は、──いや、前置きは終わった。

　本題はここからである。この状況、この面子めんつでどうやってテアとエンマを取り戻せるのか。グリオとインゴルフがどこに潜ひそんでいるのかわからないでは先せん手てが打てない。だからといって手をこまねいている時間もない。テアが目的ならすぐにでも国外へ連れ出すはずだから。

「そこで大おお道みち君の力が必要になるんですが、それにはボーグさんの協力も不ふ可か欠けつです」

　具ぐ体たい的に何をするのか伏せたまま、そのために呼んだのだと加か護ご先生は目で訴える。テアとエンマを、始祖と怪かい物ぶつを救きゆう出しゆつすることを果たして肯こう定ていできるのか。

　リライラは、

「教会のことも、『筺界』のことも概おおむね理解した」

　静かに闘とう気きを漲みなぎらせて、

「だが、納なつ得とくはできん」

　頑かたくなに、冷たい意い志しを貫つらぬいた。

　加護先生は肩を竦すくめ、腰に手を当てた。

「……わかってはいましたが、ボーグさんは何が納得いかないんですか？　吸血鬼の中にもテアさんや大道君のように人間に害のない人たちがいることも知っているのに。彼らを保護するのは間違っていると言いたいんですか？」

「そのとおりだ。力を持つ者は持たざる者にとって脅きよう威い以外の何者でもない。人間を守るためならば、人間を超える種しゆ族ぞくを認めてはならない」

「大道君のことは認めているのに？」

「いずれ人間に戻ると誓ちかったからな。果たされなければ、私が責任を持って排はい除じよする。晴はる夜や君も合意の上だ」

　晴はる夜やはぶんぶん首を振る。ほんの数すう刻こく前に初めて知った無む慈じ悲ひである。リライラがそのつもりでいるのを知っていたなら、一ヶ月前にテアを連れてとっくに逃げ出していた。

「言っておくが、私は教会に洗せん脳のうされてなどいない。……まあ、洗脳というのは自覚しないものではあるが。私の場合、教会や『雛鳥の巣ホリイハウス』よりも戦せん場じようにいた時間の方が遥かに長かった。世界中のあらゆる戦場を回ったよ。一ひと所ところに居を構えたことはなく、義ぎ務む教育さえ満足に受けていない。私が信じるものはこの目で見たモノだけだ。真実は常に戦場にこそあった。

　──私は父親代わりをしてくれた人を、その形をした屍鬼グールを、殺したことがある。異い形ぎように身をやつし苦しげに呪じゆ言げんを撒まき散らした彼を、私は殺した。初めて斬った獲物だった。そのとき、吸きゆう血けつ鬼きとの闘たたかいがどういうものであるか明確に理解した」

　細めた視線の内側にはどことなく諦てい観かんの色が籠こもって見えた。リライラは苦く笑しようするように口くち端はを歪ゆがめ、

「聖殲士ナーバとなるからにはその業ごうから逃のがれることはできん」

　決意を込めて、敵てき意いを露あらわにした。

「────」

　にわかに三人の間に沈ちん黙もくが降りた。

　リライラの過去は淡たん泊ぱくな口く調ちようとは裏うら腹はらにあまりにも凄せい惨さんで、余よ人じんでは共感し得ない情念トラウマを抱え込むには十分すぎる出で来き事ごとだった。彼女の人生観かんはそこに裏うら付づけされており、どんな言葉を用いても覆くつがえすことは不可能だ。

　吸血鬼は滅ほろぼす──。たとえ肉親であろうとも、彼女なら一いつ切さいの容よう赦しやなく切り捨てられる。

　まだ人間に戻りたいと願ううちは慈悲すら抱こう。

　叶かなうのならば協力だって惜おしまない。

　それだけの器き量りようはある。未知のモノに対して素直に受け入れる精神力も彼女の武ぶ器きだ。しかし、一いつ旦たん敵と見なしてしまえば最も強く美しい死しに神がみに化けることだろう。

　それが彼女、リライラ・ボーグのスタンスである。

「人間を襲おそうとわかっているモノを野放しにしておくべきではない。暴ぼう走そうしているならエンマ・アズナブルはすぐに排はい除じよすべきだ。晴夜君も吸血衝しよう動どうを抑えきれないのであれば、この場で討とう伐ばつするつもりだよ」

「そんなの私が許しません」

　加か護ご先生がリライラ先せん輩ぱいに対たい峙じする。図らずも、教会と筺きよう界かいの確かく執しつの構こう図ずを体たい現げんしていた。

　善良な人じん外がいを敵と見なすか否いなかの対立は、すなわち何を守るかという議ぎ論ろんに集約される。守りたいと思う心は同じはずなのに、その範囲で敵てき味み方かたを生み出している。第三者たにんになったつもりで教会せんぱいと筺界せんせいの睨にらみ合いを眺ながめていた晴夜は、沈ちん痛つうな面おも持もちで俯うつむいている。

　──なんてくだらない。

　その想いはもっと単純で明めい瞭りようなはずなのに、どうして決まった枠わく組ぐみの中でしか発はつ揮きできないのか。リライラ先せん輩ぱいはもとより加か護ご先生も組織の在り方に思し考こうを囚とらわれている。

　人間も人じん外がいも関係ない。

　必要なのはこの想いだけだろうが。

「──何だってできると思ってた」

　静かに呟つぶやかれた言葉にリライラも加護先生も驚いて口を閉ざした。リライラの協力が不ふ可か欠けつというのなら、何が何でもその気にさせなければならない。膝ひざを突いて頭を下げたっていい。今はこんなところで言い争っている場合じゃないのだから。

　けれども、晴はる夜やは言わずにおけない。

　教会にも筺きよう界かいにも宣せん戦せん布ふ告こくするような真ま似ねをせずにはいられなかった。

「悪でも何でも良いから生きていたいって、そう思った。その気持ちは偽いつわれねえし、そのためなら何だってできると思ってた。──でも、先輩の言うように吸きゆう血けつ鬼きは人に害を為なす生物だ。吸血衝しよう動どうを抑えることがどんなに難しいか身をもって実感して、恐くなった。俺おれもいつか誰だれかを襲おそうんじゃないかって、そう思ったらすげえ恐かったよ」

　誰にも知られずに処理できたら最良だった。しかし、リライラには見み透すかされていた。彼女は平へい穏おんな日常をあっさり打ち崩くずし、聖殲士ナーバとしての自分を全うした。

　どんなに恐ろしかったことか。

「でも、どんだけ言い繕つくろっても無む理りだった。無む駄だだった。喉のどが渇かわくんだ。もう誤ご魔ま化かせない。俺は、血が飲みたい」

「開き直ったな」

「ああ、開き直るさ。俺はもう正しよう真しん正しよう銘めい吸血鬼なんだ。どうあっても覆くつがえせない。紛まごう事なき人外さ。──けど、大おお道みち晴夜だ。それも変わらない」

　そうだ。生きてこの場にいるというのに、どうして種しゆ族ぞくに拘こだわる必要があったのか。

　テアがテアだから守ろうと誓ちかった。人間だろうと吸血鬼だろうと関係なく、主しゆ従じゆう関係だってこの際どうでもよくて、ただテアという女の子を気に入っているから大切にしたいんだ。

　同じなんだ。自分が何者であるかなんて関係ない。

　チーコが教えてくれた。

　俺は俺だ。

「教会の教えとか聖殲士の在り方とか、正直どうでもいい。誰が正しいかなんてそんなつまらないことに拘ってる場合じゃねえ。そして今やるべきことは、考えるべきことは、テアとエンマを取り戻すってことしかないんだ」

　真まっ向こうから見み据すえて言い放つ。

　加護先生は息を吞み、リライラ先輩は目を怒らせて一歩前に進み出た。

「なんとも自分本位な考え方だな。確かに君は大道晴夜だろう。だから何だ？　それですべてを正当化できるのか？　人間の心があれば許されるのか？　吸きゆう血けつ衝しよう動どうを抑えきれないくせに？　ふざけたことを抜かすんじゃない！　君はその発言に責任を持てるのか!?　誰だれも襲おそわないと神に誓ちかえるか!?　エンマ・アズナブルも、始し祖そも、その眷けん属ぞくも、いずれ人類の敵になるかもしれない、そのとき一体どれほどの犠ぎ牲せい者しやが出るか想そう像ぞうしてみることだ！　禍か根こんとなるものは排はい除じよすべきなのだ！　──私もね、かつての仲間を討うつのは胸が痛いんだ。けれど、仕方がないだろう。最小限の犠牲を払ってより多くの人間を救う、それが聖殲士ナーバの役割だ」

　語ご尾びは諭さとすように静まった。梃て子こでも動かぬ信念はあまりにも尊とうとくて論ろん理り的だ。

　思わず鼻で笑えるくらいに。

「なら、聖殲士なんざクソ喰らえだ」

　その信念を踏みにじる。

　──最小限の犠牲を払う、だって？　その程度の覚悟で偉そうに言うんじゃない。

　晴はる夜やはわずかに口元を歪ゆがめた。

「がっかりさせんなよ、先せん輩ぱい。俺おれも、アンタも、いつ人類の敵に回るか、わかんねえんだぞ？　将来なんてまだ何も決まってねえんだ。決めつけてんじゃねえ……っ。テメエでテメエの可能性を切り捨ててんじゃねえよ。あいつらが世界にとって脅きよう威いになるってんなら、そうならないように努力すりゃいいじゃねえか。なんのことはねえ、脅威だと決めつけてる時点で負けてんだよ」

「────」

　リライラは目を瞠みはる。まるで見当違いな、摂理ルールをまったく理解しない子供の戯ざれ言ごとめいた発言に血管がはち切れそうになる。開き直るにも度が過ぎている。大おお道みち晴夜という少年が正気であるとは思えない。

　リライラに反論はなく、晴夜はさらに続けた。

「間違えんなよ、闘たたかう理由なんざ『目に見える人たちを守りたい』って、それだけだろうが。自分本位の何が悪いってんだ。俺は仲間を、家族を、平へい穏おんを守りたいだけだ。そこに種しゆ族ぞくは関係ないんだ……っ！　なあ、おい！　人間だろうと吸血鬼きだろうと好きならそんなのどうでもいいことだろう!?　アンタはどうして強くなった!?　守るためじゃないのかよ!?　最小限を切り捨てるためじゃなく目に見えるすべての人を救うために強くなろうとしたんじゃねえのかよ!?」

　好きな人を守りたい──なんて単たん純じゆん明めい快かいな理由だろう。

　けれど、この想おもいこそが原点だったはずだ。

　人類とか将来とかそんな大きすぎる物に興きよう味みはない。

「俺は守るぞ。エンマがどんな怪かい物ぶつになったって構わない。エンマも、エンマが牙きばを剝むく誰かも、どっちも守ってやる！　テアのことも任せろよ。あいつを狙ねらうどんな真しん祖そだって撃げき退たいしてやるよ。──わかったか？　テアとエンマが脅威になるかなんて、俺たち次第でどうにでもなるんだ。それでもあいつらを滅ほろぼそうってんなら、それが教会や世界にとっての正義というのなら、俺おれは正義の敵になる！」

「…………」

　たとえば、あの日。父親だった人を手に掛けたとき、リライラは何を想おもったか。

　このような悲劇を繰り返してはならないと、そう胸に誓ちかったはずだ。

　そうすることが正義だと頑かたくなに信じた。それは今でも間違いだとは思わない。将来への禍か根こんとなるモノは排はい除じよすべきだ。たとえ肉親であろうとも、人を殺す魔ま物ものは葬ほうむるに限る。世界を守るためならば、自分さえ殺せる覚悟を身につけた。




　たとえば、あの日。父親だった人をあえて救おうとする勇気が自分にもあったなら。




　瞬しゆん間かん、リライラの体内から殺さつ意いが溢あふれ出す。──その思し考こうは誤りだ。あらゆる戦せん場じようで無数の生き死にを目もく撃げきしてきた。一人に対する慈じ悲ひや同情が数百の犠ぎ牲せいを生む瞬間にさえ立ち会った。ちっぽけな理り想そう論ろんで人類は救えない。人ひとりの力など高たかが知れている。その点、教会の徹てつ底ていした方針はなんとも合理的で無む駄だがなく、脅きよう威いの排除という観点からはこの上ない功こう績せきを収めている。どちらが正しいかなど論ずるまでもなく明らかだ。

　怒ど気きに震える息を吐き出した。

「すべての人を守ることはできない。不可能だ。正義とは常に自分の側がわにしかない。対立すれば互いの正義が敵となる。それは今いま君が言ったとおりだよ。……だというのに君は、その敵すらも救おうと言うのか？」

　駄だ々だを捏こねる子供と一いつ緒しよだ。あまりにも自分勝かつ手てな理り屈くつ。付き合いきれんとばかりに吐き捨てるリライラに、しかし晴はる夜やは胸を張る。

「──ああ、救うさ。仲間を救えんのなら喜んで悪あく魔まにだってなってやる。守ってやんよ、誰だれも殺させねえ、俺が望む世界を実現させてやらあ！」

　自分を殺すとは思し考こうを放ほう棄きすることだ。与えられた理り念ねんに踊らされて平へい坦たんな道を選んだに過ぎない。人類のためにと謳うたい救う命を勘かん定じようしてきた、その行為をただの逃げだと非難する。

　自分がどうしたいのか考えろ。

　救いたいのなら救ってみせろよ。

　本物の覚かく悟ごとは己おのれの信念を貫つらぬくことだと、少年は言う。

「やってもいないうちから諦あきらめてんじゃねえよ！　殺すことで終わりにすんな！　生かすことで背負い続けろ！　その覚悟もないくせに剣を振るうんじゃねえ！」

　守ることとは背負うこと。

　晴夜も一度は学んでいたことだ。

『いいか、忘れるな。おまえの命はもうおまえだけのもんじゃない。俺のもんでもあるんだ』

　ユウリと一いつ緒しよに戦せん場じようから救い出してくれたあの老ろう兵へいは、最後まで晴はる夜やたちを生かすために全力を注そそいでくれた。そこにどんな打だ算さんや感かん傷しようがあったのか今や定かではないが、少なくとも晴夜の胸を衝ついた。その信念を美しいと感じた。自分を曲げずに最後まで貫つらぬいた生き様ざまは何者にも穢けがすことのできない、誇らしい物であるはずだ。

　憧あこがれたのだ。

　人間だろうが吸きゆう血けつ鬼きだろうが怪かい物ぶつだろうが、守ると決めたなら背負い続けてやる──。

　晴夜から放たれた覇は気きにリライラは目を瞑つむる。あまりにも眩まぶしかったのか、殊こと更さらに不快だったのか、加か護ご歩祝ほうりの傍はた目めには判はん断だんが付かなかった。ただ一つ言えることは、少年の言葉がリライラ・ボーグの心に確実に響ひびいているということだ。

　リライラは薄うす目めを開き、審しん判ぱんを下すかのように、厳おごそかに問いただす。

「大たい層そう立りつ派ぱなことだな。──では聞くが、一いつ体たい君に何ができるというんだ？」

　しかし晴夜は、場の空気もなんのその、あっけらかんと即そく答とうする。




「──何って、だから、先せん輩ぱいにできないことをするって言ってんじゃないすか」




　話をちゃんと聞いていたのか、と呆あきれたような顔つきでリライラを見る。

「……ふん」

　私にできないことを、か。リライラは自じ嘲ちようするように呟つぶやいた。

　──彼なら父親を救っていただろうか。殺すよりも先に人間に戻す方法を探すのだろうか。

　叶かなわなかったとき、どんな絶望が降りかかるか想そう像ぞう付かないはずがない。それでも臆おくせず理り想そうを追い続けるのだろうか。守りたかった誰だれかが別の誰かを傷つけたとしても、それさえも背負える覚かく悟ごがあるのだろうか。

　……あるのだろうな。

　リライラにできないこととはすなわちそういった生き方だ。

　人間を辞やめた彼にはしがらみがない。だからこそ感情だけで動けるのだ。真しんに守りたいものはこの想おもいだけ。大切な人を守りたいとする気持ちだけ。目の前の問題を切り捨てて目に見えない範囲の世界を守ろうとするリライラには到とう底てい理解できない願いである。

「…………」

　話はわかった。

　納なつ得とくはできない。

　しかし、

「──ならやってもらおうじゃないか」

　リライラは観かん念ねんするように晴夜に、そして加護歩祝に視線を向けた。

「時間がないのだろう。加護教きよう諭ゆ、それで私は何をすればいいんだ？」

　まったくらしくないことではあるけれど。

　一度くらいなら託してみたいと、そんな気まぐれを起こすくらいには心を揺さぶられてしまったから。守れるものなら守ってみろ──、挑ちよう発はつするようにリライラは身を引いたのだった。

　毒どつ気けを抜かれて呆ぼう然ぜんとしていた加か護ご先生は、改まるように背せ筋すじを伸ばす。

「え、えー、ではですねえ。これからテアさんを救きゆう出しゆつすべくお二人にはあることをしてもらいます。おそらく敵はアズナブルさんをけしかけて襲おそわせてくるものと予想されますので、こちらも戦力を底上げする必要があります。はい」

　勿もつ体たいぶるような口く調ちように、晴はる夜やもリライラも眉まゆ根ねを寄せる。

　そもそもどうして『儀ぎ式しきの間ま』に二人は連れて来られたのか、その疑問にすら気づかなかった時点ですでに加護歩祝ほうりに絡め取られているとも知らずに。

　加護先生は極きよく力りよく明るい声で命令した。

「それでは大おお道みち君、ボーグさんの血を思う存ぞん分ぶん盛大に吸っちゃってくださいな♪」




　　　　　　　　　†




　吸きゆう血けつ行為には二つの意味がある。

　まず一つが欲求の発散。吸血衝しよう動どうは生せい理り的欲求の一部で、個体差はあれ吸血鬼きにとって人間の血は無くてはならないというほどのものではない。血を吸う対たい象しようは何も人間でなくてもよい、牛うしでも豚ぶたでも血であれば欲求は満たされる。人間に拘こだわる理由はただ一つ、その味が甘かん美びで中ちゆう毒どく性を帯びているからだ。生き血ならなお良し。一度味わえば死ぬまでその魔ま性しように取り憑つかれる。その段階に至ってしまった場合においては生存に不ふ可か欠けつな欲求へと重要度が増す。

　もう一つが眷けん属ぞくの生せい成せい。吸血鬼きにも生せい殖しよく機き能のうは伴っているが、必ずしもつがいを必要とするわけではない。太たい古こにおいては希き少しよう種しゆであったが故ゆえに高い生命力と長い生せい態たい的寿じゆ命みようがあり、そのため吸血鬼にとって繁はん殖しよくの重要度は低かった。しかし、欲求が無いではない。どのような生物でも群れを成すことで生態系けいを維い持じするものだ。吸血鬼もまた吸血鬼であるためには仲間が必要で、子し孫そんを作る代だい替たい行為として眷属を生み出したのである。人間の血を吸い、抜いた血液量分の血を人間に送り返し、互いの血を体内で同化させる。吸血鬼の血が混ざった人間は吸血鬼寄りに生態が変化し、『親』となる吸血鬼と心しん身しんで繫つながりが生じる。これにより吸血鬼は種の維持という欲求を満たすのである。

　このように吸血行為には「渇かつ欲よく」と「性せい欲よく」を同時に解消する働きがあるのだった。

「あ、でも安心してください。大道君は吸血の初しよ心しん者しやです。血を送り返して眷属にするなんて技術はまだありません。単純に輸ゆ血けつだと思ってください。ボーグさんの血はいろいろと濃そうなのできっと少量でも間に合うはずです」

　笑顔でそう説明する。

　晴はる夜やの吸きゆう血けつ衝しよう動どうは心しん身しんを不安定にさせていた。貧ひん血けつとイライラが同時に頻ひん発ぱつすると言えばわかりやすい。当然、身しん体たい機き能のうは著いちじるしく低下する。吸血鬼に備わっている同胞の居場所を感知する能力も発揮できない程に。

　加か護ご先生の企たくらみは把は握あくできたのだが、どうしてその相手をリライラ先せん輩ぱいにしたのかという疑問が残る。別に加護先生でもよかったのでは？　そう尋たずねると、

「無む理り無理無理無理！　絶対無理です！　ダメですよお！　何なに言ってるんですか!?　私と大おお道みち君はちょっと前まで教きよう師しと生徒だったんですよお！　そそ、そんな、は、背はい徳とく的な！」

　このように、いやんいやんと腰をくねらせながらよくわからないことをまくし立てるのである。晴夜もリライラも首を傾かしげるしかない。

　ともあれ、事じ態たいは一いつ刻こくを争う。先輩には悪いが早いとこ血を頂いただこう。

「覚かく悟ごはいいか？」

「先輩こそ。俺おれはもう決めたから。吸血鬼きのままみんなを守るって」

　人間への執しゆう着ちやくをその一ひと言ことで捨てる。そんなものはつまらない拘こだわりであると。

　リライラは深く感じ入るように目を伏せて、溜ため息を吐き出した。

「……そうか。わかった。思うままにしてみることだ。────ま、待て、晴夜君！　どうしてそんなに密みつ着ちやくするんだ!?」

　血を吸うために抱き寄せようとしたら、顔を真まっ赤かにしたリライラ先輩に突き飛ばされる。──んん？　そんなに怒らせるような真ま似ねしただろうか。

「いきなり接近するんじゃない、馬ば鹿か者もの！　何のつもりだ!?」

「何って、首くび筋すじ嚙かまないと吸血できないじゃないですか」

「別に首じゃなくてもいいだろう！　血を飲むだけなら手首からでも構わないはずだ！」

　両手で顔を覆おおいつつ指の隙すき間まからこちらを凝ぎよう視しする加護先生が、「あ、うん」と上の空で頷うなずいた。どうもさっきから加護先生の様よう子すがおかしい気がする。

　リライラが自身の手首を嚙み切ると、細長い指ゆび々ゆびに赤い血液がぬらりと流れていく。目にした瞬しゆん間かん、晴夜の鼓こ動どうが一ひと際きわ大きく跳ねた。その赤があまりにも毒どく々どくしく、絡み取られたリライラの指に女性らしい艶つややかさが見えたからだ。知らず喉のどが鳴る。目が離せない。異い性せいに対して劣れつ情じようを抱くような、はしたない思し考こうが脳のう裏りを過よぎる。──この女性をモノにしたい、と。

　晴夜はアルコールに侵おかされたみたいにふらふらと体を揺らした。一歩、また一歩と血ち溜だまりに誘われて足を前後させる。

「眷けん属ぞくにするわけじゃないんだ。牙きばを突き立てる必要はないだろう。不ふ本ほん意いだが、その……、わ、私の指を舐なめろ。それで十分だろう」

　差し出される赤い手首。指先に溜まった血が玉となって重力に逆らい震える。視し界かいは靄もやが掛かったみたいに定まらない。くらくらと目め眩まいを覚えて、つい膝ひざを突いた。

　──やばい。マジでやばい。こんなに美お味いしそうだなんて。

　ここまで魔ま性しようがあるだなんて想そう像ぞうだにしていなかった。

　じゅるりと涎よだれを吸い込む。リライラの指が完かん熟じゆくした果物くだものに見えて堪たまらない。

　女じよ王おうの眼前で頭こうべを垂れる臣しん下かよろしく、跪ひざまずいた晴はる夜やはリライラの指先に舌したを伸ばす。

　……訂てい正せい。飼かい主ぬしの膝ひざにじゃれつく雄おす犬いぬよろしく、節せつ操そうのない発はつ情じようぶりだった。ハァハァと息を弾はずませて、早く舐なめ回したいと舌したを突き出し異常に目を血走らせる。リライラは若じやつ干かん怖おじ気け付いたように身を竦すくませた。

　待て、の姿勢がもどかしい。早くッ、早く合図を出してほしい……ッ！

「は、晴夜君、その……」

　遠えん慮りよがちに、それでいて心細そうに、

　リライラは懇こん願がんした。

「優しくな？」

「……」

　その一ひと言ことで枷かせはあっけなく外された。

　──できるかってんだッ。

　大おお口ぐちを開けて勢い任せに頰ほお張ばった。中なか三本指ゆびを同時に口こう内ないに咥くわえて、舌でなぶる。血、血、血が熱い。舌の上が痺しびれるくらい熱く、嚥えん下げするたびに咽の喉どを焼いた。リライラが驚いて手を引こうとするが咄とつ嗟さに手首と腰を摑つかんで離さない。「……ッッッ」びくんと痙けい攣れんする体を押さえつけてすべての指を丁てい寧ねいに根ね本もとまで吸い舐め甘あま嚙かんでいく。びくんびくんと一ひと際きわ大きな波が掌てのひらを打ち付ける。舌の上で暴あばれるそれを逃がすことなく味わい抜く。

　甘かん美びすぎて放心しそうになった。

　──なんていう美び味み、美味、美味！　こんなん知ったらもう何も口にできねえよ！

　遠えん慮りよも躊ちゆう躇ちよも一いつ切さい無くして無ぶ様ざまに舌を這はわせ、卑いやしく施ほどこしを受け入れた。

　吸きゆう血けつ鬼きの本能に目覚めた晴夜に倫りん理りはもはや通用しない。血は飲み物で、リライラは上等の獲え物ものであった。すべて吸い尽くす。彼の頭にはそれしか思い浮かばない。逃がさない。この場で全部頂いただく。この命は我が身に献けん上じようされるためにある。──ああ、なんていう至し福ふく。虚うつろな視線が上向く先には、黄おう金ごんに輝く天てん上じようが広がっているようにも見えて、




「……ん、んあぁ、────はぁ、あっ」




「…………………………………………………………………………」

　途と端たんに目が冴さえた。『儀ぎ式しきの間ま』に遠慮がちに響ひびいた甘い声が、晴夜を我に返させる。見上げたそこに天上はなく、代わりに頰を染そめうっとりと目を細めるリライラの顔があった。

「ん、ふっ、んふぅ、あ、あ、い、ぃあ、あ、あ、は、はん、────んぁ」

「……………………」

　すげえエロかった。

　どういうことだ。わけがわかんない。ペロペロと舌したを動かすたびにリライラ先せん輩ぱいが身み悶もだえし喘あえぎ声を出している。あのリライラ先輩が。あのリライラ先輩が！

　腰を摑つかんでいた手をさりげなく撫なでさすると、びくんと体が跳ねる。頼りなげに震える指先を意い地じ悪わるするように軽く嚙かむと「は、あ！」嬌きよう声せいが上がった。何かに耐えるように膝ひざがもじもじとすり合わさっている。その顔は恍こう惚こつに支配されて蕩とろけきっている。声を我が慢まんしたいのか反対の手の指を精せい一いつ杯ぱい嚙みしめる。「ふう、ふう、ンンン!?」羞しゆう恥ちに喘ぐその姿すがたが果てしなく扇せん情じよう的てきでどこまでも女の子していた。

　わざと音を立てて吸い付くと、がくがくと足あし元もとを痙けい攣れんさせた。

「ん、な、だめ、らっ、…………そんな、──ハァッ!?　あン、んん、ゆるし、て、ぇ」

　甘えた声で許しを乞こう。

「…………」

　ちょー可か愛わいいぃ!?

　なんだ、なんなんだ、何が起こっているんだ!?　リライラ先輩らしからぬエロエロしい反応は血の味わいよりも衝しよう撃げき的てきだった。

　リライラはついに腰こし砕くだけになって床に座り込む。その座り方も正せい座ざを崩くずした形の女の子座りで、どこか艶なまめかしいものであった。上体を後ろに反そらし、控え目な胸を真ま上うえに突き出す。全身は一いつ層そうびくんびくんと跳ね上がった。
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「はる、や、くん…………」

　甘えるように身をくねらせて、求めるように名前を囁ささやく。流し見てくる彼女の瞳ひとみが潤うるんで煌きらめき、少女の無む垢くさを代だい弁べんした。なんて庇ひ護ご欲よくをかき立てる仕し草ぐさだろうか。血よりも何よりも彼女が欲しいとさえ思えてくる。喰い気ぎ味みに傍ぼう観かんしていた加か護ご先生は「わーきゃーボーグさんったらだいたーん！」とえらい喜び様よう。

　ハァ、ハァ、ハァ、ハァ────。

　荒く甘い呼吸が重なった。いつしかお互いの片方の手が指を絡めて繫つなぎ合い、リライラは誘うように、晴はる夜やは押し倒すように、二つの体を寄せ合った。リライラに覆おおい被かぶさり、改めてその顔を眺ながめる。美人だ。普ふ段だんの凜り々りしさは鳴りを潜ひそめ、今はただ乙おと女めに還かえって羞しゆう恥ちに頰ほおを赤らめている。「ンア、ハァ」喘あえいで突き出された舌した先さき。触れてみたくて二本指で挟み込む。ぬちゃりと音を立てて、お返しとばかりに晴夜の指を舐なめ啜すすった。温かくて柔らかくて、指は根ね本もとから溶かされそう。絡まる唾だ液えき。淫いん靡びで卑ひ猥わい、なのに美しいのはなぜだろう。蕾つぼみのような唇くちびる。果か実じつのような舌。なんて、なんて甘そうな────。

「せ、先せん輩ぱい──」

「は、るや、くん……」

　来て、と小さな蕾が囁ささやいた。

　吸い込まれる。晴夜はリライラの頰ほおに手を添えて、ゆっくりとゆっくりと唇を重ねようと、

　顔を近づけた。

「──って、見み惚とれている場合じゃなかった！　ストップストーップ！　大おお道みち君！　ボーグさん！　正気に戻ってください！　それ以上は不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆうですよ！」

　パンパンと手て拍子びようしが響ひびいた。

「「!?」」

　舌した先さきが触れ合う寸すん前ぶん、晴夜とリライラの目に正気が戻る。催さい眠みんが解け、二人は高速でお互いから飛び退のいた。リライラは乱れてもいないのに衣服を正そうとし、晴夜はそんなリライラを見ていられない。

　何をしでかそうとしていたのか理解して、顔面が真まっ青さおに染そまった。

「す、すすすすす、すみません先輩！　あああ俺おれは何をしていたんだ!?」

　頭を抱えて俯うつむいた。──あとちょっとだったのに、と思わなくもない晴夜である。

「……い、いや、これはその、…………じ、事故、そう、事故だ！　私もどうかしていたんだ。忘れてくれ。忘れるのが一番だ！」

　と言いつつ肩を抱いて晴夜を一いち瞥べつする。彼女にとって忘れられない出で来き事ごとになったことは傍はた目めからでも察せられた。晴夜とは対たい照しよう的に顔は茹ゆで上がったみたいに真まっ赤かだった。

　そんな中、この状況を一番楽たのしんでいたと思おぼしき人はあっさりと空気を入れ換えた。

「はあい。無ぶ事じ吸きゆう血けつを終えられましたので、ちゃっちゃと切り替えていきましょう！　大おお道みち君は急いでテアさん救きゆう出しゆつに向かうこと。体の調子はどうですか？」

　いまだリライラの味と感かん触しよくに浸ひたっていた晴はる夜やは我に返り、喉のどの渇かわきが無くなっていることに気がつく。どころか、──あれ？　なんか体がすげえ熱い？

「なんか力が漲みなぎってくるっつーか。持て余してるっつーか。変な感じです、けど」

「すぐにでも暴あばれ回りたいって感じかな？」

「そうっすね。じっとしてらんないです」

　加か護ご先生は満足げに頷うなずいた。どうやら吸血鬼きとしての力を取り戻しているようだ。確かにさっきよりも神しん経けいが鋭く尖とがっているみたいに感じる。目を閉じていても先生の立ち位置も先輩の挙動も手に取るようにわかった。なるほど。これならテアの気け配はいも摑つかめる気がする。あれ？

「待ってほしい。加護教きよう諭ゆ、私は逆に力が出ないのだが」

　腰が砕くだけたまま壁にもたれかかるリライラ先せん輩ぱい。どこか眠たそうにしながらも立ち上がろうともがいている。

「ああ、言ってませんでしたね。吸血鬼に血を吸われた人は同時に生せい気きまで奪うばわれるんですよ。あ、もちろん命の危険はありませんから安心してください。吸血している最中は魅み了りようの魔ま術じゆつが自然発はつ生せいして催さい眠みん状態に陥おちいるのだそうです。だからボーグさんがそのことに気づかなくても不ふ思し議ぎじゃありません。──それにぃ、お楽しみ頂いただけたみたいですしぃ」

　キャッ、と可か愛わいらしくしなを作る二四歳さい。リライラ先輩は呆あきれ果てて項垂うなだれた。

「ていうか、本来なら気を失っていてもおかしくないんですけどねー。ボーグさん、どれだけ頑がん丈じようなんですか」

「知った上で生徒を生いけ贄にえにする不ふ良りよう教きよう師しに言われたくないな」

「だって私が気き絶ぜつしたら誰だれが大道君に説明するんですか？　適てき材ざい適てき所しよですよー。──と、大道君？　どうかしましたか？　もしかしてどこかに異常箇か所しよが!?」

　晴夜は石造りの天てん井じようを見上げている。立ち尽くすその姿すがたから体に不ふ自由があったのではと疑ったようだ。しかし、晴夜は険けわしい表情で天井のさらに上、──地上に意識を向けている。

「──間違いない。同胞の気配だ。学園に吸血鬼が入り込んでいる！」

　距離や具ぐ体たい的な位置も、それがテアであるかもわからない。しかし、漠ばく然ぜんとではあるが、強い力の波は長ちようを感じている。この感覚が消えないうちに急いで追い掛けないと──。

「先生、行ってくる！　何か伝え忘れていることがあれば今言ってくれ！」

「いいえ！　テアさんが最さい優先です！　早く気け配はいを追ってください！　自分の直感を信じて！　慣れさえすればすぐに吸血鬼の力を使いこなせるようになるはずですから！」

　頷うなずき、階段がある出入り口へと駆かけていく。

　出て行く間ま際ぎわ、晴夜は一度だけリライラを振り返った。視線が絡まる。取り込んだ血が沸ふつ騰とうしたように熱くなり、それが何よりも心強く、何よりも侘わびしいものに感じられた。

　別れのときだ。

「先せん輩ぱい、いろいろありがとう。俺おれは俺なりに生きていくよ」

　挨あい拶さつは簡かん潔けつなものだった。受けたリライラは真ま顔がおで素そっ気けなく返答した。

「ああ、悔くいのないようにな。いつか会うことがあれば、そのときは敵てき同どう士しだ」

　その言葉には頷うなずかず、晴はる夜やは片手を上げて『儀ぎ式しきの間ま』を後にした。







　テアがさらわれてから一時間余あまりが経たっている。

　トレンチコートの吸きゆう血けつ鬼きがグリオであるならば、始し祖そへの執しゆう着ちやくを鑑かんがみるにすでに斑まだら王おう路じ市しから離れているはずだ。グリオでなくとも聖殲士ナーバの追つい跡せきを警けい戒かいして身を隠かくすことだろう。つまり、学園に吸血鬼が再さい来らいする必要性は皆かい無むだった。

　では、今いま晴夜が感じている吸血鬼の気け配はいは何なのか。テアが自じ力りきで逃げ出してきたなどという希望はあえて抱かない。考こう慮りよするなら最悪の展開を。可能性だけで言えば、この吸血鬼は聖殲士の足止めに学園に留とどまった別べつ個こ体たいの吸血鬼に違いない。それがグリオかインゴルフかは知らないが、想そう定ていするに一番厄やつ介かいな展開である。

　だが、追えない代わりにテアの行方ゆくえを聞き出すチャンスでもある。敵がすんなり口を割るとも思えないが、今こ宵よいの晴夜は一ひと味あじ違う。どのような手を使ってでも吐かせてやる、と気き概がいに燃えている。体の軽さ、充実した精力、どんな試し練れんをも乗り越えられる自信がある。

『奥の聖せい堂どう』の外は、加か護ご先生が人ひと払ばらいの聖せい魔ま術じゆつを施ほどこしていたのだろうか、静せい寂じやくに包まれていた。吸血鬼の襲しゆう来らいに備えて警けい邏らする人ひと影かげもない。曇どん天てんの暗くら闇やみが夜の深度を高めている。学園は眠りについたみたいに動きがなかった。

　森の中。

　敷しき地ちを隔へだてるフェンスを越えた先、人じん跡せき未み踏とうに飛ひ来らいする何かを見た。

　全長一メートルを超す巨きよ大だいな蝙蝠こうもりが目的を失ったかのようにぐるぐると同じ場所を旋せん回かいした。茂しげみに飛び込んできた晴夜に気づいたのか、蝙蝠は旋回運動を放ほう棄きして木々の隙すき間まを縫ぬうようにして飛んでいく。時とき折おり、枝に逆さまに止まり、距離が縮まると再び飛び立った。

　ついてこいと言わんばかりだ。

　そうして、はたして、目的地に辿たどり着いた蝙蝠は夜よ闇やみに吞み込まれて消しよう滅めつした。高い一いつ本ぽん木ぎに背中を預けて眠る吸血鬼が、使い魔まの消滅と来らい訪ほう者しやの気け配はいに気づいて目を開けた。

「────、よく来た。始し祖その眷けん属ぞく」

　トレンチコートを着た鬼おには、精せい悍かんな顔つきの中に暗い翳かげりを滲にじませている。

　グリオ・ヘルツル。

　晴夜とエンマを殺した、最初の敵。──いや、今なお恐ろしい強敵である。晴夜と同じ『成り上がり』で、無む害がいな人間を手に掛けることを是ぜとしない吸血鬼でもあった。鋼はがねめいた肉体は信念の強度の現れか、対たい峙じしたときは打ち砕くだける隙すきすら見せなかった。その強さ、大きさは憧あこがれさえ抱かせるほどだ。密ひそかに晴はる夜やはグリオに敵と見なされて、無む視しできない存在と認められて、誇らしくすら思えたものだ。

　内面だけで言うなら十分尊そん敬けいに値あたいする。

　晴夜が憧れた人物はリライラと、このグリオだけである。

「……」

　それなのに、目の前にいる吸きゆう血けつ鬼きは満まん身しん創そう痍い、かつての覇は気きは微み塵じんも感じられない。負った手て傷きずなら瞬しゆん時じに再さい生せい回復してしまう吸血鬼でありながらこの状態は異常である。

　言葉を失った晴夜を責めるように、グリオが口を開いた。

「呆ほうけている場合か。思し考こうを働かせろ。今は一秒でも惜おしい逼ひつ迫ぱくした状況にある」

「……なんでアンタ、ぼろぼろなんだ？」

「決まり切ったことを。伯はく爵しやくに、──仲間にやられたのだ。始し祖そを庇かばった報むくいだとして」

　今度こそ本当に言葉がない。

　──始祖を、テアを、庇っただって？

　グリオは晴夜を視し界かいに収めた途と端たん、驚きよう愕がくしたように目を見開いた。

「変わったな。ようやくこちら側に染まったか。まあいい。私が言えた義理ではない。──眷けん属ぞくよ、始祖ならばここより東にある商業施し設せつに監かん禁きんした。トイショップだ。中からは出られんが外からなら入ることが可能だ。早そう急きゆうに保ほ護ごしろ」

「なんでだ？　アンタの目的はテアだったはずだ」

「そうだ。だが、インゴルフは始祖の血を使って人間を滅ほろぼす気でいる。口くち惜おしいが、私では止めることができない。急ぐことだ。蝙蝠こうもりに施ほどこされていた魔印実録レコーダーでおおよその場所を特定されている。すでにやつはそこに向かったはずだ」

　聞き慣れない単語には反応せず、とにかく緊きん急きゆう事態であることだけは把は握あくした。

　堅く目を瞑つむったグリオから苦く悶もんの声が漏もれる。呼吸を乱しながら晴夜に忠ちゆう告こくした。

「始し祖そを見つけ出せたならそのまま国外にでも逃げろ。インゴルフとは戦うな。やつの血の刃やいばは呪のろいの類たぐいだ。呪いの効力が切れるまで肉体は復元・再生を拒こばみ続ける」

　だからグリオの体は傷ついたままなのか。血を武ぶ器きにする──、それだけでも得え難がたい情報だった。知ってさえいれば対策は打てる。

　晴夜の決意に勘かんづいたのか、グリオの顔に険けんが宿る。

「戦うなと言ったのだ。力は増しても、眷属には経験値ちが足りていない。無む駄だなことはせず始祖だけを連れて逃げろ。わかったな」

「わりぃけど、聞けねえよ。エンマが操あやつられてるんだ。あいつを助け出さないと」

「馬ば鹿かなことを。一対一ならば、わずかにだが今の眷属にも望みはある。だが、傀かい儡らいとなった娘むすめとインゴルフ、同時に相手をするのは不ふ可能だ」

　私が二人いると思え──、そう言った。想そう像ぞうだにしなかった戦せん力りよくの大きさに息を吞む。エンマを押さえつつインゴルフを倒すのは至し難なんの業わざに違いない。

　それでも、

「──それでも、エンマは放っておけない。あいつ、いつか無む力りよくで無む関係な人間を手に掛けるかもしれない。あいつにそんな真ま似ねさせたくねえし、それはアンタだって同じはずだ」

　学園の惨さん状じようがすべてを物語っている。インゴルフという吸きゆう血けつ鬼きはグリオと違い人間を殺すことに躊ちゆう躇ちよがない。グリオが負ふ傷しようしている今、誰だれがやつを止められるというのか。

　いや、グリオならば怪け我がを押してでもインゴルフと再び対たい峙じするのだろう。晴はる夜やとテアを逃がして一人で戦い続けるつもりでいる。

「二対二で臨めば活路はあったはず。──ったく、俺おれを捨すて駒ごまにでも使えばよかったんだ。アンタ、本当に義ぎ理り堅がたいんだな」

　そう言うと、グリオは驚いた顔をしてそっぽを向いた。

「ふ、ふん、勘かん違ちがいをするな。私は別に眷けん属ぞくのことなどどうでもいいのだからな。ただ厄やつ介かいな始し祖その世せ話わを押しつけたに過ぎん。いっそ永遠に隠かくれ潜ひそんでいるがいい。まったく目め障ざわりだ」

　慌あわてたように吐き捨てた。

「………………………………………………」

　なんてこった。

　グリオに萌もえる日が来ようとは。

　あまりの衝しよう撃げきに戦せん慄りつしていると、グリオの体が霧きりとなって霞かすんでいく。存在が薄れているわけではなく、どうやら人型を無くして回復に専念するつもりのようだ。

『娘むすめのことは諦あきらめろ。始祖だけを守れ。この国の命運が掛かっていると思うことだ』

　消え入りそうな声が木霊こだまする。姿すがたを無くしたグリオができる精せい一いつ杯ぱいの助力であった。

「でも俺、もう諦めたくないんだよ」

　守ると決めたからにはこの想おもいを背負い続ける。

　敵が誰であっても、晴夜が信念を曲げることはもうない。




　いざ、決けつ戦せんへ──。










　【Intermission】────




　そのとき、決意を胸に宿したのは晴はる夜やだけではなかった。

　いまだ混乱が続く学園内ないの、人ひと気けのない校舎の中、普ふ段だん皆が過ごしている教室に天あま草くさレオとチーコ・エンヴィスの姿すがたはあった。

　うにににに、と謎なぞの呪じゆ文もんが室内に響ひびく。ウサギの真ま似ねをするチーコを前にして、レオは得えも言われぬ気持ちになる。

「…………チーコ、まだ？」

「あいや待たれい。全部放ほう出しゆつしてっからもう大変なのさーっ！　うにににに」

　チーコは《大賑わいのへべれけ兎センツオン・トトチテイン》四〇〇羽ぱすべてを顕けん現げんさせていた。数が増えれば増えるほど聖獣ヴイアツアを管かん制せいする集中力も必要となる。千せん里り眼がんで得た情報の中から晴夜に関するものだけを抽ちゆう出しゆつするのは難しい、まして集中という言葉とあまりに遠い位置にいるチーコでは命を削けずるに等しい苦く行ぎようであった。《大賑わいのへべれけ兎センツオン・トトチテイン》と同じように目をぐるぐる回すチーコが、レオには少々不ぶ気き味みである。

　事の発ほつ端たんはチーコの無む視しできない発言からだった。

　しばらく姿を見せなかったチーコはレオの心配もよそに言い放った。

「晴夜に会ったぜい！　元気そうで何よりだったよ！」

　ひっくり返って驚いた。だって晴夜だよ？　吸きゆう血けつ鬼きに使し役えきされている屍鬼グールなのに、何を暢気のんきにお茶する感覚で会ってきてんだこの子は。よく命があったものだよ。

「レオ君ったらもー。平気平気、だいじょうぶだから。晴夜は晴夜だぴょん！」

　何が大だい丈じよう夫ぶなのか全然わからない。

　ぴょんて。

　レオはチーコの所しよ感かんを当てにせず、事の次し第だいを推すい理りする。おそらく今回の騒そう動どうに晴夜は教会の敵として関わっている。戦いがあったすぐそばの森に潜ひそんでいたのは偶ぐう然ぜんじゃない。きっとエンマちゃんの行方ゆくえも知っているはずで──。

「まだそう遠くに行っていないはず。チーコ、お願い。急いで。早く晴夜を見つけて」

　インゴルフの血けつ弾だんを受けた衝しよう撃げきで外れたままの右腕うでを装そう着ちやくする。二箇か所しよに開いた穴はレオの腕に引っ付いた途と端たん塞ふさがった。代わりに、レオの全身にどっと疲ひ労ろうが蓄ちく積せきされる。聖せい者じやの手て脚あしは装着した者の生命力を吸い取って活動する。使用すればするほどに、レオは命を削けずっていた。

　──いいさ。僕の命なんて。それよりも早く晴夜を救ってあげないと。

　焦しよう燥そう感かんから聖者の足がうっすらと光を帯び始める。聖獣に匹ひつ敵てきするほどの奇き蹟せきを内ない包ほうした手脚である、その単純なエネルギー量は超ちよう人じん的な運動を可能にした。全力で解き放てば、一キロの距離も一いつ瞬しゆんで駆かけ抜けられるし、ミサイルだって受け止められる。

　どんな強きよう敵てきにだって負けはしないのだ。

　たとえその結果、術じゆつ者しやの体が木こっ端ぱ微み塵じんになったとしても。

「吸きゆう血けつ鬼き、晴はる夜や、そして、…………」

　指を折って敵の姿すがたを何度も思い起こし、三つの奇き蹟せきをすべて起き爆ばくさせる覚かく悟ごを決めた。

「うにににに─────…………、──むむっ、発見発見！　晴夜だよ！」

　レオは小さく息を吸う。

　猛たけりから震え出す手て脚あしを押さえつけて、ギュッと堅く目を瞑つむる。

　心に生じた葛かつ藤とうに、胸が張り裂さけそうになる。

「エンマちゃん……」

　静かに、静かに、懺ざん悔げを溢こぼす。




　──ごめんね。君はもう人類の敵なんだ。

　せめて、僕の手で、殺してあげるからね。













　五章『聖せい者じやの戯ざれ言ごと』







　この地じ獄ごくの光こう景けいを目まの当たりにするのも何度目だろうか。

　繰り返される再現ドラマに休みはない。エンマは友人の死と知人の死と、両親の死に様ざまを何万回と目もく撃げきした。一度きりの絶望で壊こわれる心がその連続性に耐えきれるはずがない。初めこそ悲ひ劇げきを回かい避ひしようと駆かけていた体も、いつしか惰だ性せいで回るカラクリ人形と化していた。

　何度始まりの朝を迎えても、結けつ末まつは必ず夕焼けの惨さん劇げきに行き当たる。

　わかりきっているのに、それでもエンマは隣となり町まちへのバスに飛び乗るのだ。

　再現なのだから、あらすじを変えられないのは当然だろう。けれど、折れて粉こな々ごなに砕くだけたはずの心でもどこかで何かを期待していた。

　両親を守りたいのならそもそも隣町に行かなければいい。吸血鬼を待ち伏せするか、もしくは両親を連れて逃げ出せばよいのだ。結果がわかりきっているのなら抗あらがう真ま似ね事ごとくらいしてもよさそうなのに──。

　エンマは愚おろかしくもバスに乗る。

　お買い物を済ませて、大好きなキャンディを二個も買って、骸むくろで埋め尽くされた煉れん瓦がの小道を駆かけていく。最後の扉とびらを開いたとき発はつ狂きようするとわかっていながら。




　──だって、欲しかったものは一つだけだったから。




　お買い物を済ませて帰き宅たくする、この循じゆん環かんから外れることは許されない。

　ささやかな夢のお話である。

　結末が変わるとすればそれは、求めた温ぬくもりに触れられたときだけだ。




　　　　　　　　　†




　斑まだら王おう路じ市し東部、幹かん線せん道路沿いの郊こう外がいに建設された巨きよ大だいショッピングセンター『オウド・シティ』は、四つの大おお型がた専門店と一五〇以上もの小中型店てん舗ぽを飲み込み一つの街を形成している。各店舗の入り口と掲かかげた看かん板ばんのデザインはサービスの種類に応じて多た種しゆ多た様ように異なってはいるが、外観はすべて同どう色しよく同型に統一されている。直ちよつ角かくに区く画かく整理された街並み。同じ大きさの箱が等間かん隔かくに、広こう範囲に並べられているような光こう景けい。果てまで見渡せるのにまるで迷めい路ろに迷い込んでしまったような錯さつ覚かくを引き起こす。大型専門店だけは外観がそれぞれ大きく異なり、遠とお目めからでも違いは確かく認にんできた。目印めじるしになるのはそれくらいだろう。手前だけを見ていたら方ほう位い感覚は確実にズレを起こす。そのため、昨年落らく成せいしたばかりの商あきないの都みやこは、来場するたびに目を回す人々の不ふ評ひようを買って業ぎよう績せきは悪化、早くも経けい営えい方針の転換を余よ儀ぎなくされていた。

　立地上、自動車での来場が主になるため広大な駐ちゆう車しやスペースが確保されている。深夜の今いま時分、車は一台も見当たらない。その向こうに見える『オウド・シティ』内の街がい灯とうは、当然のことながらただの一つも点てん灯とうしていない。人の気け配はいは皆かい無む。まるで平へい原げんの只ただ中なかに忘れられた廃はい墟きよを思わせた。

　晴はる夜やは閉ざされた入り口ゲートを飛び越えると、まず真まっ先さきに『オウド・シティ』の案内板に向かった。噂うわさには聞いていたが、本当に見分けが付かない街並みだった。案内板を見て目的地を探り当てても辿たどり着くまでに二、三度は迷いそうだ。意い図とせず生み出された迷めい宮きゆうである、グリオがテアの監かん禁きん場所に選んだのも頷うなずけた。

「トイショップねえ。……あー、映画館の方角だな。あっちか」

　なぜわざわざテアの居い場所を教えたのか。

　ここに来てようやくその答えが見えた。

　吸きゆう血けつ鬼きの気け配はいが一向に感じ取れないのだ。おそらく監禁した店舗そのものに吸血鬼の気配を隠かくす魔ま術じゆつを施ほどこしているのだろう。インゴルフに見つからないようにするための処しよ置ちだ。テアへと辿たどり着けるのは居場所を聞かされた晴夜だけ。

「……………………」

　不自然なほど静かだった。人工の街に虫はおらず、水の吸収性が高い柔らかな地面の感かん触しよくにはどこか温かみが欠けていた。この街は完かん璧ぺきすぎている。こうして一人佇たたずんでいると自分が異い物ぶつになったみたいだ。整然としていて溶け込む余よ地ちが微み塵じんもない。

　だから、──そう。目立つはずだ。

　背後から聞こえた足音に、どこか予感めいたものを感じていた。案内板から視線を外し、振り返る。そこにいる人物を見つけて、晴はる夜やは嫌いやそうに片かた眉まゆを吊つり上げた。

「見つけたよ、晴夜」

　思わず、よう、と手を上げそうになる。

　天あま草くさレオが青白い燐りん光こうを発する右腕うでを突き出して、親友を見み据すえていた。




　左手には携けい帯たい電話を持っていた。レオは携帯を耳に当て、乱れる呼吸を整えながら、

「チーコ？　そっちでも確かく認にんできた？　ありがとう。後は任せて」

　そうして通話を切る。晴夜から視線を切らずにいるのは相当警けい戒かいしているからだ。

　しかし、晴夜はあっさりレオから視線を外す。今のやりとりだけで大おお方かたのカラクリは解けた。探してみると、やっぱりだ、ゴミ箱の陰に隠かくれているチーコの聖獣ヴイアツア《大賑わいのへべれけ兎センツオン・トトチテイン》を発見した。迷めい彩さい服ふくを着たウサギが双そう眼がん鏡きよう越ごしに晴夜を監かん視ししている。目が合うと慌あわてふためいて顔を引っ込め、再びそおっと身を乗り出すと晴夜に向けて親指を立てた。『どんなもんすか？　自分らやるときゃやるっすよ？』と得意になっている。──まったく。

　いい仕事してんじゃねえよ。

　走ってきたのかレオの呼吸は乱れたままだ。そして、突き出された右腕はかすかに震えていた。武む者しや震いというやつだろうか。レオにとって目の前にいるのは親友ではなく醜みにくくも卑いやしい屍鬼グールでしかない。

　殲せん滅めつ対たい象しよう。

「今、解放してあげるから」

　殺すことで吸きゆう血けつ鬼きの呪じゆ縛ばくから解き放つ気でいる。やはりレオも晴夜が吸血鬼に操あやつられているものと思い込んでいた。──まったく、平へい和わ主義者のくせしておっかない発はつ想そうしてんじゃねえよ。たぶん一から説明しても聞き入れてくれないだろう。

　晴夜は片手を上げて、穏おだやかな口く調ちようで話しかけた。

「一応言っておくけど、俺おれは吸血鬼になっちまったが操られてたり人間を襲おそったりはしていないんだ。そこんとこわかってくれねえかな？」

　レオは、屍鬼はるやが喋しやべったことに驚きつつも、警戒心を緩めることはなかった。

「……言わされているんだよね。晴夜にはもう自じ意識が無いはずだから、それは君の言葉じゃないはずだ。油ゆ断だんを誘おうだなんてそんな姑こ息そくな手には引っ掛からないよ」

「……」

　リライラには直じかに見た物事を素直に受け止める度ど量りようがあり、チーコは事じ象しようよりもまず人を信じる性格なので、晴はる夜やの言げんをすんなりと聞き入れてくれた。しかし、これらは特とく殊しゆな例だ。レオの反応こそ教会に飼われている者の正しい姿し勢せいである。

「学園でおまえがしたことは絶対に許さない。晴夜やエンマちゃんを使ってたくさんの人を殺した。自分の手を汚よごさずに、二人の魂たましいを穢けがしたんだ！　許さない。絶対に許さないッ。僕は命に懸かけてもおまえを倒す！」

　晴夜の背後にいると思い込んでいる吸きゆう血けつ鬼きに向かって宣せん言げんしていた。

「……似に合あわねえことすんなよな」

　どういった奇き蹟せきか手て脚あしがくっ付いてごく自然に動けていても、レオのことは誰だれよりもよく知っているつもりだ、こいつに吸血鬼と渡り合えるほどの実力はない。

　一般人となんら変わらない。

　晴夜と同じ落ちこぼれだったんだから。

「わりぃけど、おまえに構っている暇ひまはねえんだよ」

　口で言っても聞かないのなら、実力行こう使しに出るしかない。

　少し眠っていてもらおうか──。そう決断して腰を落とした矢先のことである。

　先に動いたのはレオの方だった。

「っ!?」

　油ゆ断だんしていたというのもある。だが、いくら何でも超ちよう高速で側面に回り込まれたなんて夢にも思わない。レオの姿すがたはマンホールにでも落ちたんじゃないかと疑うくらい一いつ瞬しゆんのうちに視し界かいから消えており、左側に回り込まれたのを気け配はいだけで察さつ知ちする。

　レオの右拳こぶしが頰ほお目掛けて放たれた瞬しゆん間かん、ぞっと背せ筋すじが凍った。

　ほぼ反射的に上体を反そらして回かい避ひした。後方へ跳び退すさる。全力の逃げの一手。余よ裕ゆうをもってあの場に留とどまっていたならば、大おお袈げ裟さじゃなく、返す右腕うでの一振りで上じよう半身は綺き麗れいに吹き飛ばされていたはずだ。十メートルもの距離を取って改めてレオを観察する。──脅きよう威いは、右腕と両脚あし。かすかに燐りん光こうを放つ三つの兵へい器きがレオの身しん体たい能力を大おお幅はばに底上げしていた。

「うおおおおおおおぉおぉおぉおぉおおぉおぉぉぉぉぉぉッッッ！」

　踏み込んだ地面がどかりと凹くぼんでレオの跳ちよう躍やくを手助けした。晴夜目め掛がけて振り下ろされた右の一いち撃げきは、空を切って背後の建物の壁を粉こな々ごなに吹き飛ばす。傍そばにいた《大賑わいのへべれけ兎センツオン・トトチテイン》が血けつ相そうを変えて逃げ惑まどい手振り身振りで晴夜に抗こう議ぎする。『こんなん聞いてないっすよ!?　お宅たくらバカなんじゃねえの!?』俺おれに言うな。

「消えてよ晴夜！　亡ぼう霊れいになったって良いことなんかないよ!?」

　即そく座ざに晴夜に合わせて横っ飛びに飛ぶ。リライラの血を飲んでパワーアップした晴夜について来られるその脚きやく力りよくは賞しよう賛さんに値あたいした。もちろん操そう作さしているレオの反はん射しや神経あってのものだ。しばらく見ないうちに随ずい分ぶんと強くなっている。

　間ま合あいが詰まる。逃げられない距離感かんで、背中を見せれば致ち命めい傷しようを負わされると悟さとり、覚かく悟ごを決めてその場で踏ん張った。レオの右回し蹴げりを両腕うでで受け止める。ガシィイイッ！衝しよう撃げきが空気さえも震わせて走る。交こう差ささせた両腕うでから痛みが内ない臓ぞうにまで到達した、──肋ろつ骨こつが数本折れた。内臓も二、三箇か所しよ潰つぶされた。すぐに再さい生せいするとは言え、受けたダメージは蓄ちく積せきされる。痛いものは痛い。晴はる夜やは激げき痛つうに耐えながら、しかし微かすかに首を傾かしげてしまう。

　──レオ、おまえ、何やってんの？

　動きを止めた刹せつ那な、レオが正面からぶつかってきて晴夜の体を抱え上げた。

「んおりゃああああ！」

　中空へと放り投げる。落らつ下か地点に走り寄り、落ちてくる晴夜の顔面に右ストレートを合わせてきた。今度はうまく受け止められた。破は損そん箇所はない──しかしレオの狙ねらいは次の一いつ手てに隠かくされていた。光り輝く両脚あしが旋せん風ぷうを巻き起こして、バランスを崩くずしながら着ちやく地ちした晴夜の上じよう半身に襲おそい掛かる。

　ドロップキック。

　抜ばつ群ぐんのタイミングで放たれたそれをまともに喰らう。胸きよう部ぶは拳こぶし大だいの凹くぼみを作り、胴どう体たいが上と下で綺き麗れいに分断されて、吹っ飛ばされた上半身は小型店てん舗ぽの建物を三軒げんほど貫かん通つうした。下か半身も遅れて飛んできてくれたが、同じくレオもトドメを刺さんとやって来た。

　再さい生せいが始まる。身体からだ半分が千ち切ぎれても不ふ老ろう不ふ死しの肉体には意味がない。滅ほろぼすなら太陽の光で焼くか、心しん臓ぞうに杭くいを打ち込むか、エンマがしたみたいにミンチに下ろすしかない。そうでなければ死なない。レオの手足が聖せい者じやのなんたらであっても聖獣ヴイアツアの力を受け付けない晴夜には効果がなかった。

　ゆっくりと胴体が引っ付いていく。

　レオはそれをじっと見下ろしている。

　晴夜は黙だまってレオを見上げていた。

　お互いの身体の異常性に見入ってしまい、息を吞む。「晴夜、やっぱり君はもう……」レオはおそらく初めて見るであろう不死性に恐れおののき、人間でなくなった親友に心を痛めていた。

　──いや、それにしても。

　晴夜は呆あきれて目を閉じる。

　レオのやつ、よくもまああんな兵へい器きを振り回せるもんだ。聖者がどんなものか知らないが、その奇き蹟せきに頼るたびにレオの寿じゆ命みようは確実に削けずられている。平気そうにして立っているけれど、付け根の部分は激げき痛つうに見舞われているはずだ。聖者の手足が大たい砲ほうとするならレオ自身は砲ほう台だいの役割でしかない。身体に掛かる負ふ荷かも相当なはずだった。

「トドメだよ。晴夜」

　その必要もないのに宣せん言げんし、レオは垂直に高々と跳んで晴はる夜やの真ま上うえに落ちてくる。右腕うでを突き出してロケットの如ごとく墜つい落らくしてくる。徐じよ々じよに近づいてくる顔。苦痛に歪ゆがませているのがわかった。無む理りをしているのもよくわかった。端はなから向いていないのだ、レオには。

　跳ばなくても片足で頭部を踏み抜けばよかったんだ。

　胴どう体たいが引っ付くまで待たなくてもよかったんだ。

　そもそも最初の一いち撃げきからして拙つたなすぎた。

　晴夜の肋ろつ骨こつと内ない臓ぞうを潰つぶしたあの右回し蹴げり。

「手て加か減げんしやがって……」

　おまえみたいな優しいやつが真まっ先さきに死んじまうんだよ。

「痛くしないからあああああああっ！」

　敵に気ぃ遣つかうやつがあるか。

「ばっかやろうが！」

　寝ていた状態から跳ね上がる。空中でレオをキャッチすると、身体からだを上下で入れ替えてレオを下した敷じきに地面に落ちる。背中を強打したレオが呻うめくのも構わずに晴夜は怒りを込めて鉄てつ槌ついを叩たたき落とした。

　鼻はな面づらに頭ず突つきした。

「ぶはあ!?」

　鼻はな血ぢを吹き出して、レオは仰あお向むけにひっくり返った。晴夜もその隣となりで寝ね転ころび、乱れた呼吸を整える。一いつ瞬しゆん意い識しきを飛ばしたレオだったが、慌あわてて上体を引き起こした。しかし、頭突きが思いの外効いたのか、鼻を押さえて俯うつむいている。

「その調子でエンマを殺そうってのか！　俺おれにすら躊ちゆう躇ちよするくせに、できるわけねえだろ！」

「……っ!?」

「目ぇ覚ませよ、親友。エンマの魂たましいを救う前におまえが殺されっぞ。ったく、争いごとが苦にが手てなくせしてエンマのこととなったら見み境さかいねえんだから。昔っからそういうやつだよ、レオは」

　呆ほうけるレオと正面から視線を合わせた。ようやくレオがまじまじと晴夜を観察する。

「おっす。久しぶりだな、レオ」

　思う存ぞん分ぶん拳こぶしで語り合えたと思う。

　ここからは思う存分友情を深めることにしよう。

「ざっくりと説明するからそっちで勝かつ手てに折り合いつけて納なつ得とくしてくれ。まず教会は吸きゆう血けつ鬼きのことで俺たちに噓うそを吐いていた。屍鬼グールとかさ、昔ながらの怪かい物ぶつ風ふうのイメージを植え付けたのは、その方が俺たちの復ふく讐しゆう心しんを煽あおれるだろうって寸すん法ぽうからだ。でも現実は違う。俺は吸血鬼になっちまったけどこうして自じ我がを持っているし、操あやつられてもいない。俺は、俺だ。おまえがよく知る大おお道みち晴夜だ」

「……本当に晴夜なの？　晴夜の意い志しで話してる？」

「ああ。何度でも言うよ。俺おれの意い志しで、俺の言葉だ。試しに俺にしかわからない質問してみろよ。なんでも答えてやるからさ」

「……僕たちが共有していたクッキー缶かんの中には何が入ってたか憶おぼえてる？」

「リライラ先せん輩ぱいとエスメラルダ先輩のスナップ写真集だ。隣となりのクラスの宝たから塚づか君から買い取ったものだな。彼の盗とう撮さつスキルを絶ぜつ賛さんした夜が懐なつかしいぜ」

「う、うん。そういえば妙みように盛り上がったよね。じゃあ次、僕のＨ本の隠かくし場所は？」

「机の裏側とベッドのマットレスの下。──ああ、トイレの天てん板ばん外したとこにも隠してたな。あそこにあったやつ、ツインテール特集とかマニアック過ぎじゃね？」

「本物だ！　間違いなく晴夜だよ！　そしてトイレのやつがバレてたのが死ぬほど恥はずい!?」

　あああ、と頭ず突つき以上のダメージを負った模も様よう。

「そういう晴夜だってキッチンの下の開きに隠してあったやつさ、」

「あ？　何のことだ？　よくわからんがその話は今度にしよう。頼むから、今はよそう！」

　それどころじゃない。

　今は一いつ刻こく一秒を争うときなのだ。

　秘ひ密みつを晒さらされてテンション下げている場合じゃないのだ！

「軍ぐん服ぷくフェチはどうかと」

「今度にしようって言っただろう!?」

　気を取り直して立ち上がり、レオに手を差し出した。摑つかんで引き上げると、レオは複雑そうな顔をする。

「気にすんな。あれは殺し合いじゃない。ちょっとした喧けん嘩かだ。取るに足らない日常茶さ飯はん事じ。ユウリが呆あきれて止めに入るいつものじゃれ合いだよ。だから、謝る必要はない」

　俺も謝らない──、そう付け加えると、レオは「わかった」と頷うなずいた。

「レオ、おまえもう学園に帰れ。こっから先は真しん祖そとのガチンコだ。俺なんかよりも数倍ヤバイやつが相手なんだ。俺は俺の主人を助けなくちゃならないから、おまえの面めん倒どうは見切れない」

　戦力外がい通知する。遠回しなことを言っている暇ひまはない。レオに会えて、こうして会話もできてとても嬉うれしいけれど、正直なところ、こんなことをしている場合じゃないのだ。

　レオは黙もつ考こうし、やがて納なつ得とくいったという顔を晴夜に向けた。

「──つまり、この先にエンマちゃんがいるんだね？」

「おい」

「帰らないよ。さっきの晴夜の台詞せりふでわかったよ。エンマちゃんは本当に吸きゆう血けつ鬼きに操あやつられているんだよね？　なら、解放してあげないと。学園を襲おそった吸血鬼が、しそだっけ？　を捕つかまえたって言ってたけど、もしかしてそのしそって人が晴夜を吸血鬼にした人なんじゃないの？」

「人じゃねえけどな。けど、理解が早くて助かるぜ。つまり、エンマは敵ってことだ。おまえ、あいつを殺せないだろう？　レオにそんなことさせたくないし、簡単に殺せる相手でもねえし。だから、レオはこのまま引き返せ」

「晴はる夜やはしそさんを助けに来た。ならさ、僕にも協力させてよ。エンマちゃんは僕が引き受ける。その間に晴夜はしそさんを助けに行くって寸すん法ぽうで、どう？」

「……馬ば鹿か言ってんなよ」

　今のエンマは敵であり、インゴルフに匹ひつ敵てきするほどの力を持っている。晴夜との一戦だけで体力を使い切ってしまったレオには荷が重すぎる。むざむざ殺されに行くだけだ。

　それに聖せい者じやの手て足あしを使用した反動の方も無視できない。手足を動かすたびに苦く悶もんめいた表情を浮かべるレオに、この先、出る幕まくはない。

「レオ」

「嫌いやだね」

　けれど、手足の不ふ具ぐ合あいを確かく認にんした上で、レオは膨ふくれっ面つらでそう言った。

「エンマちゃんがピンチなのに帰れるわけないでしょ。先に晴夜に会えてよかった。エンマちゃんを助ける理由ができたからね。たとえ人間離れしていてもエンマちゃんには違いないんだから、僕はエンマちゃんを助けるよ。──そうとも、僕は初めからエンマちゃんを助けるためにここに来たんだ」

「おまえにできることは何もない。足あし手でまといだ」

「迷めい惑わくは掛けないよ。僕がエンマちゃんを止める。──止めるんだ。エンマちゃんがいない世界なんて考えられない。絶対に助けてみせるよ。だって、」

　一いつ拍ぱく置いて、尊とうとい夢を見るように目を細めて告こく白はくした。




「だって、エンマちゃんと結けつ婚こんすることが僕の夢だから」




「…………」

　ひゅう、と風が吹き抜けた。まるで場ば違ちがいの発言に晴夜は思わず頭を押さえた。

　──遠い目をして何なに言ってんだ、こいつ。

　こういった輩やからは自分に浸ひたって勝かつ手てな行動に出た挙あげ句く、他人を巻き込んで失敗を呼び込むのである。ある意味フラグだ。いくら理り屈くつを重ねても感情一つで突とつ進しんしていくはた迷めい惑わくさ。始し末まつに悪い。

　言いたくはなかったが、どうやら言わざるを得ないらしい。

「悪いが、結婚は許さない」

「え？　な、なんで？」

　狼ろう狽ばいするレオに、真ま顔がおで、思い切り真ま面じ目めな表情で、言い切った。




「エンマは俺おれの妹になるからだよ」




「…………」

　二度目の沈ちん黙もくは、一度目よりもさらに空気を重くした。

「な、何なに言ってんのさ!?　エンマちゃんは僕と結けつ婚こんするんだよ！　僕のお嫁よめさんだよ！　勝かつ手てに人の嫁を妹にすんなよ！　晴はる夜やのことお義に兄いさんだなんて絶対呼ばないからな！」

「呼ばせねえよ！　ふざけたこと言ってんな！　誰だれがテメエみてえな甲か斐い性しよう無なしにエンマをやるかってんだ！」

　摑つかみ合い、睨にらみ合う。バチバチと中空に火ひ花ばなが散って、足あし元もとで地じ味みに小さく蹴けり合っている。

　早くも友情に亀き裂れつが生じた。

「いいかよく聞けっ！　エンマへの愛は俺おれの方が大きくて深くて何より濃い！　あいつの声で『お兄にいちゃん』って呼ばれてみろよ！　想そう像ぞうしただけでも萌もえるだろ!?」

「萌え死ねるね！　それには全面的に同意するけれど、やっぱりエンマちゃんは僕の嫁！　それ以外の選択肢しはありえないよ！　愛だって？　愛の深さなら負けないさ！　僕はエンマちゃんを誰よりも愛して止やまないよ！　その証しよう拠こにエンマちゃんの寝ね顔がお写真を定てい期き入いれに入れていつだって携けい帯たいしているんだよ！　見るかい、ほら!?　可愛いだろう!?」

「うお可愛いな！　焼き増し頼む！　こんな寝顔を間ま近ぢかで見られたならいつ死んだっていいよな！　夜中にベッドに潜もぐり込んできて『お兄ちゃん、一いつ緒しよに寝てもいい？』とか言ってくんだよ萌えるだろ!?」

「死ねるね！　でもエンマちゃんのキャラとは違うよ！　エンマちゃんなら『ばっかばか。寂しいからとかそんなんじゃねえし。一人だと寒いからこっちの布ふ団とんに来ただけなんだからな。勘かん違ちがいすんなよな。ふん』って感じだろ!?　ツンデレこそ至し高こうだよ！」

　エンマへの愛の度合いを確かめ合う二人。

　お互いに譲ゆずれないものがあるのだ。

「俺はエンマの成せい長ちよう記き録ろくを付けているんだぞ！」

「僕だってエンマちゃんの日常を盗とう撮さつして日記にしているよ！」

「日々エンマの胸の発育を触って確かく認にんしていた！」

「羨うらやましいなおい!?　僕なんかせいぜいエンマちゃんの罵ば声せいをＩＣレコーダーで録音してヘッドホンでこっそりエンドレス再さい生せいするくらいなのに！」

「十分キモイぞ、それ!?　やっぱりおまえなんかにエンマは任せられん！　エンマは俺の妹になり、そして行く行くはユウリと三人で一つ屋根の下仲良く一緒に暮らしていくんだ！」

「なんだよその素す敵てきな家族計画は!?　僕も仲間に入れろよ！」

「床ゆか下したでいいなら住んでもいいぞ！」

「害がい虫ちゆう扱あつかいですか!?」

「エンマが妹になるんなら俺おれは世界を敵に回したって構わない」

「くっそ！　なんてカッコイイ台詞せりふを吐きやがるんだ!?」

「エンマは断だん然ぜん妹にするべきなんだ！　あいつの幸せは俺が守る！」

「違うね！　エンマちゃんは僕の嫁よめ！　あの子を幸せにするのはこの僕だ！」

「なにおう、この変へん態たい野や郎ろう！」

「なにさ、このシスコン野郎！」

　バカな罵ののしり合いが続く。

　愛するが故ゆえに二人の男は盲もう目もく的となる。どちらの愛がより大きくてより深くてより濃いか、なんて、言い合ったところで答えはない。つまらない舌ぜつ戦せんに勝者はなく、ただただ思いの丈たけを吐き出してすっきりしたかっただけだった。

「レオ……」

「……晴はる夜や」

　やがて男たちはそれぞれの言葉の中にエンマへの愛情を見つけ出す。違う形、違う色、違う方法で彼らはエンマを愛そうとしていたのだ。知ってさえしまえば、もう、二人はエンマを巡って言い争う恋敵ライバルではない。少女を偏へん愛あいする戦友フアンとして精神的な繫つながりを見出すのである。

　堅く握あく手しゆを交わす。

　晴夜は、レオも、夜空に向けて声こわ高だかに叫んだ。

「エンマぁ────っ、おまえのお兄にいちゃんはここにいるぞおっ！」

「エンマちゃああああああん！　愛しているよほおおおおおおっ！」

　滑こつ稽けいな話だが、二人の友情はエンマを巡って引き裂さかれそうになり、しかしエンマへの愛によって、より強固で、より清いものへと洗せん練れんされたのである。

　ああ、友情とはなんとかくも美しい、




「────シャアアアアアアアラアアアアアアアラアアアアアアアッッッ[image: びっくりよん]」




　二人は間に墜つい落らくしてきたそれによって左右に吹き飛ばされた。轟ごう音おんとともに破は砕さいした地面が破は片へんと砂すな埃ぼこりを朦もう朦もうと巻き上げる。星明かりさえない夜の最中さなか、煙えん幕まくが被かぶさって墜落してきた何かを視し認にんするのは難しいが、それがエンマであることはすぐに察せられた。

　晴夜もレオも一度は対たい敵てきしているのだ。

　以前に比べてやや力んでいたように感じられたのは、たぶん気のせいではない。

　砂埃が晴れて視し界かいが開ける。爆ばく心しん地ちの中心に立つエンマが目を真まっ赤かに光らせて晴夜とレオを交こう互ごに睨にらみ、夜空に向けて雄叫おたけびを上げた。「ガアアアアアアァァァッッッ！」

　一目でわかる。

　エンマさま、怒ど髪はつ天てん。

「晴はる夜や、どうしよう!?　エンマちゃんってば、照れ隠かくしにしては恐すぎない!?」

「そんなことより何だよあの格かつ好こう!?　裸はだかマントだなんてどんな趣しゆ味みだ!?」

「殺シヤァアアアアアアアアアアアアア──────ッッッ！」

　そんなはずはないのだが、まるで晴夜たちの言葉に反応しているかのような威い嚇かくであった。自じ我がを失っていても晴夜とレオの愛に塗まみれた戯ざれ言ごとだけは我が慢まんならないらしい。

　エンマは弾だん丸がんさながらに飛び出した。

「晴夜！」

　猫ねこのようなしなやかさで晴夜に肉にく薄はくし、マシンガンのような拳こぶしの連打を繰り出した。一発の重さは岩をも砕くだく一トン級の破は壊かい力りよくだ、まともに受けてしまえば後の行動を制される。なので晴夜はあっさりと間ま合あいから外れて距離を取り、レオの傍そばまで移動した。

　エンマの視線は晴夜とレオの両方を見み据すえていた。吸きゆう血けつ鬼きにだけ反応しているわけではない。

　インゴルフに連れて来られたのだろう、エンマを侵しん入にゆう者しや迎げい撃げきに派は遣けんすることで、インゴルフはテアの捜そう索さくに専念できるというわけだ。

「くそ。レオと遊びすぎたか」

　内ない省せいは一いつ瞬しゆん。タイミングさえ違っていれば、レオとエンマが同時に敵だった可能性もあったわけで、その最悪の事じ態たいを回かい避ひできたと思えばまだマシな展開である。

　とにかく、急いでテアの元へ向かわないと──。

「今のエンマちゃんって吸血鬼に操あやつられているんでしょ!?　その催さい眠みんさえ解ければ元に戻るのかな!?」

　インゴルフさえ倒せばすべて解決するのか、という希き望ぼう的てき観測であった。その問いに、晴夜は「わかんねえ」と呟つぶやくように返答する。

　レオはどうやら知らないようだ。エンマが蘇よみがえった経けい緯い──筺きよう界かいが聖せい魔ま術じゆつの実験のつもりでエンマに仮かり初そめの蘇そ生せいを施ほどこしたことを。《大海より来りし戦象アイラーヴアタ》の力を抑えきれない限り、インゴルフの呪じゆ縛ばくから解放されても自我を欠いた状態は変わらず、絶えず吸血鬼を求める暴ぼう走そうマシンのままだろう。

　余よ談だんだが、レオの手て脚あしもまた実験の一いつ環かんに過ぎなかった。貴き重ちような聖せい遺い物ぶつを一いつ介かいの聖殲士ナーバ見習いに使用するなんて教会が許すはずがない。おそらくホルネイ学園長ちようと筺界が、手脚を欠いて瀕ひん死しにあったレオを助けるために、同時に、聖遺物の威い力りよくとその反動を観察するために、教会に無断で取り付けたのだ。戦えば戦うほどにレオは命を磨すり減らしていくと知っていながら。

「……」

　インゴルフと一対一で対たい峙じするには、この場をレオに任せるしかない。つまり、エンマと戦わせるということだ。命を賭として、大好きな女の子と本気で殺し合わせるということだ。

　そんな惨むごいことさせられるのか。

　選択肢しは限られていた。どう転んでも皆が望むハッピーエンドはあり得ない。できることと言えば、いかに犠ぎ牲せいを最さい小しよう限げんに留とどめられるかということだけだった。この場でエンマを殺し、レオをこの戦いから遠ざける、それが最良の選択。

「…………くそ」

　最小限の犠牲、──そんなものを許すのか。

　リライラ先せん輩ぱいにあれだけ啖たん呵かを切っておきながら、ハッピーエンドを目め指ざさずしてもう諦あきらめるのか。

　そんなのは許さねえ。

　テメエでテメエの可能性みらいに見切りを付けてどうすんだ。でも、どうすれば──。

「僕がエンマちゃんを食い止めるから、晴はる夜やはしそって人を助けに行きなよ」

　静かな口く調ちようでレオは言う。

　インゴルフを倒せ、と告げていた。

「バカ。そんなことしたらおま、え、が……」

　晴夜はレオを振り返って、言葉を失った。

　その横顔は恐ろしいくらい冷め切っていた。死を受け入れたとき、人はそういう顔をする。この場で潰ついえる命に見切りを付けて、一いつ瞬しゆん一秒の間かん隔かくで感情を固定する。未来を諦めれば見えてくるのは直面する現実のみだ。エンマの狂きよう気き、怪かい力りき、殺さつ意い。レオの武ぶ器き、余よ力りよく、限界。すべて把は握あくした上での提てい案あんならば、レオの目には確実に己おのれの死が見えている。

「エンマちゃんのことは任せてよ。こう見えても僕、あの子のお兄にいちゃんなんだから」

　なのに、一切の恐きよう怖ふを見せなかった。

　それどころか、慈じ愛あいに満ちた眼差まなざしでエンマの挙きよ動どうを捉とらえている。

「妹が困っていたら手を差し伸べてやるのがお兄ちゃんの役目だろ？」

　そう言うと、レオは誇らしげに笑った。

　ルーシーはもういない。

　エンマちゃんも一度は死んだ。

　三度目は、もう嫌いやだ。

「僕は晴夜みたいに世界を敵に回すなんて言えない。そんな恐いことできない。僕は臆おく病びよう者もので、弱くて、卑ひ怯きようで、何一つ取とり柄えはないけれど、それでもエンマちゃんを救えるのならどんなことだってできる気がするんだ」

　望みがあるのならそれに懸かけるだけ。

　そのために死ねと言われれば、レオは喜んで命を投げ出せた。

「世界を敵には回せないけど、エンマちゃんの敵にならなってもいいよ。ていうか、他の誰だれにもエンマちゃんとは戦わせない。恨うらみを買うのも僕だけでいいし、罵ば倒とうを受けるのも僕だけだ。殴なぐられるのも蹴けられるのも、殺されるのだって僕だけの特とつ権けんだ」




　お兄にいちゃんだからね。

　妹のワガママくらい聞いてあげなくちゃ。




「誰だれにも譲ゆずる気はしないね」

　晴れ晴れとした覚かく悟ごだった。もちろんエンマに人殺しをさせないためにも全力で生き延びるつもりでいる。未来を諦あきらめているのではない、まだ見ぬ未来に興きよう味みがなかった。

　今はただ、目の前にいるエンマだけが恋しい。

　止まっていた時間が動き出したみたいに晴はる夜やは脱だつ力りよくする。頭を搔かいて苦く笑しようを湛たたえた。

「カッコイイじゃんか」

　台詞せりふではなく、その信念が。

　どこまでもエンマを想おもうその気持ちには、正直、負けを認めざるを得ない。

「しゃーねー、『お兄にいちゃん』はおまえに譲ゆずる。エンマを嫁よめにするのは俺おれのようだ」

「やらないから！　もー、ユウリちゃんがいるのに何なに言ってんだか」

　なぜそこでユウリが出てくる？　眉まゆを顰ひそめる晴夜に呆あきれたように肩を叩たたくレオ。そして、その背中を押した。

「急いで。真しん祖そがすぐそこにいるんでしょ？」

「ああ。けど、気け配はいを消してやがる。俺にテアの元へ案内させる気かもな」

　望むところだ。いい加か減げん、決けつ着ちやくをつけてやる。

「じゃあな」

「またね」

　レオとは拳こぶしを合わせて別れとした。映画館のある方角に向かって大ジャンプ、『オウド・シティ』を一望できるまで高く跳び上がったそのとき、背後で轟ごう音おんが鳴り響ひびいた。晴夜を追おうとしたエンマをレオが捨て身で受け止めたようだ。轟音は爆ばく音おんに変わり、やがて地じ響ひびきさえも引き起こす。衝しよう撃げきの余よ波はが大気を走って晴夜の全身を叩たたいた。

　エンマと言えど、怪かい物ぶつ。

　レオ一人で抑えきれるわけがない。

「死ぬなよ……っ！」

　歯を痛いほど食い縛しばり、全力で『オウド・シティ』の空を駆かけ抜けた。




　　　　　　　　　†




　敷しき地ち内にトイショップは一いつ軒けんしかない。

　廃はい墟きよさながらの『オウド・シティ』内の一いつ角かくにある玩具おもちや屋や『ＴＯＹＱＵＥＥＮ』。日本全国に展開されている玩具専門チェーン店の一つで、看かん板ばんにはポップテイストな文字で描かれた店名と西せい洋ようの女じよ王おうをイメージしたキャラクターのアニメ絵が取り付けられている。日の下であれば愉ゆ快かいで楽しい印いん象しようを受けるのだろうが、暗くら闇やみに浮かび上がる女王はまるで魔ま女じよのようであり、せせら笑いながら店内入り口を見下ろしていた。建物の大きさは中型規き模ぼで、店内はスーパーマーケット並みの広さがある。

　正面の入り口やショーウィンドウはすべてシャッターで閉じられ中の様よう子すはわからない。晴はる夜やは裏口に回り込み、関かん係けい者しや用出入り口のドアノブに手を掛けた。鍵かぎは掛かっていなかった。

　建物の中へ踏み込む。入ってすぐの通路から先の店内まで明かりは一いつ切さい無かった。太陽の光を受け付けない晴夜からすればその闇やみは慣れたものだ。

　慎しん重ちように歩を進めていく。前ぜん傾けい姿勢のまま倉そう庫ことスタッフルームを抜けて、やがて店内に到とう達たつする。その一角はベビー用品が陳ちん列れつされていて、箱に印いん刷さつされた赤あかん坊ぼうの笑顔が一いつ斉せいに晴夜を見つめている。広い面積、高い天てん井じよう、見渡す限り林りん立りつする棚たな、棚、棚。──物音はなし。人の気け配はいもなし。

　吸きゆう血けつ鬼きの気け配はい、有り。

　もっと向こうのブースからだ。気配の主ぬしはテアで間違いないと思うが、用心に越したことはない。なるべく物音を立てないように動き出す。

　小走りに移動した晴夜は、すぐさま停止した。ほんの数区く画かく行った先の床に妙なモノが敷いてあったからだ。ラジコンカー専用のサーキットコースが、通路の端はしから端まで一いつ直線に延び突き当たりをカーブしてさらに続いていた。よく見ると、店中のそこかしこに張り巡らされてある。すべてのコースが一ひと繫つなぎにあるとすれば何百メートルという距離になる。

　さらに、妙みような視線を感じて顔を上げると、目め線せんよりも少し高い位置に種しゆ々じゆのキャラクター人形がずらりと並んでいた。特とく撮さつヒーローから女じよ児じ向けのアニメキャラ、国こく営えい放送で見られる摩ま訶か不ふ思し議ぎな生物たち、ニカちゃん人形や擬ぎ人じん化かした車やら電車の顔面たちが、固まった笑顔でじっとりと晴夜を──いや、床のコースを見下ろしている。その膨ぼう大だいな観客の数にぞっとする。無む機き質しつ無感情なはずの彼らから意い志しめいたものを感じた。

「──なっ!?」

　さらに目線を上げると、天井にもおかしなモノが見えた。ヘリコプターや飛行機の模も型けいなら理解できる、しかし胴どう体たいが千ち切ぎられたぬいぐるみの頭が吊つり下がっているのはどんな趣しゆ向こうだ。累るい々るいと吊り下がる可か愛わいらしい動物たちの頭部。綿わたが首からはみ出ており、無む理りやり引き千切ったのがわかる。

　悪あく夢むのような光こう景けいだった。メルヘンが持つ無む邪じや気きさは反転すれば毒どく々どくしいまでの攻こう撃げき性せいに切り替わり、理り性せいある人間なら現げん実じつ世界にその空くう想そうが紛まぎれ込む歪いびつさを嫌けん悪おする。どれだけ醜しゆう悪あくであっても夢と善ぜん意いを押しつけてくる無む表情。吸血鬼である自身よりもよほど気き味みが悪い。

「…………まさかこの店の趣向ってわけじゃないよな」

　だったら早いとこ潰つぶれろっ！　トラウマもんだぞ、これ！

　いや、もしやこれは魔ま術じゆつ用の術じゆつ式しきなのかもしれない。テアの気け配はいを外に漏もらさないために敷しいたものであるのなら、店内いっぱいに敷き詰められているのも、晴はる夜やの理解が及ばないのも納なつ得とくである。……グリオの感かん性せいには大いに疑問が生じるが。

　突然、ラジコンカーの駆く動どう音が轟とどろいた。途と端たんに単調な電子音がそこここから鳴り始め、陳ちん列れつされていた玩具おもちやが一いつ斉せいに動き出す。シンバルを打つ猿さるや太たい鼓こを叩たたく犬、手足を不自然に回転させるピエロの置おき物ものが舌したを出して耳みみ障ざわりな笑い声を上げた。床を走っていく数台のラジコンカー。電でん飾しよくが煌きらめき軽快なマーチが流れ出す。玩具の国が命を吹いた。──なんだこれ!?　怖こわすぎる！　背後からは追われるように人形たちの思し念ねんが絡みついてくる。慎しん重ちようになんて言っていられない、振り切るようにして吸きゆう血けつ鬼きの気け配はいの出処でどころへと走り出した。

　最さい奥おう。レジ付近の床には果たして見知った銀ぎん髪ぱつ娘むすめが蹲うずくまるようにして座っていた。

「テアっ！」

　ホラーハウス内で知り合いを見つけたときのような安心感を覚えて、思わず大声で呼び掛けていた。犬の耳っぽい前まえ髪がみが反応してぴこんと逆さか立だつ。

「むむ！　その声はもしや晴夜!?　──わあ、やっぱり晴夜です！　わーい、待ちくたびれましたよ、まったくもう！」

　ラジコンのコントローラを握りしめたテアが振り返った。

　顔にはパーティーグッズの鼻眼鏡めがねが装そう着ちやくされていた。

　ゼンマイ式で眉まゆ毛げと髭ひげがういんういん上下に動いている。

　明るい声で、

「とっても怖かったのですよぅ！」

　晴夜に抱きついて、鼻眼鏡で見つめてくる。

　ういんういん。

「めちゃめちゃ楽しそうじゃねえか!?」

　わーいっつっただろ、今!?　遊び相手が来たみたいなリアクションしやがって！　頭に来たのでとりあえず鼻眼鏡を外して床に叩たたきつけておく。

「ていうか、その手にしてるの何だ!?　ラジコン走らせてたのはおまえか!?」

「当たり前じゃないですか。ここにはわたししかいませんよ？　晴夜、惚ぼけたのですか？」

「遊んでんなよ！」

　遊んでんなよ！

　何遊んでんだよ!?

　しかもめちゃくちゃ凝こった演えん出しゆつしやがって。テアが座っていた場所にはあらゆる種類のコントローラが転がっていて、その一つ一つから赤白黒のコードが延びて陳列棚だなに絡まり電飾などに繫つながっている。この場で『会場』の仕掛けをすべて操そう作さできるように改造していた。

「ゴールしたらプロジェクタから花はな火びの映えい像ぞうが天てん井じように映し出されます」

「手が込んでるなあ、おい!?　だったらおまえ、あの不ぶ気き味みなギミックは何だ!?」

　テアの手を引いて来た道を引き返し、天てん井じようから吊つり下がっているぬいぐるみの頭部を指ゆび差さす。テアは（吸きゆう血けつ鬼きのくせに）わざわざ懐かい中ちゆう電でん灯とうを点つけて明かりを上に向け、悲鳴を上げた。

「怖こわッ!?」

　なんでおまえが驚いてんだよ？

「ありゃ何のつもりだよ？」

「え、……えー、違う、違うのですよ？　わたしは別に、そんな初めから引き千ち切ぎるつもりじゃなかったのですよ。可か愛わいらしいお人形があってですね、嬉うれしくなってついつい振り回していたら腕がもげて、どうにか格かつ好こうが付かないものかとあれこれ弄いじっていたら首が取れて、始し祖そともあろうものが子供の玩具おもちやを壊こわしたなどと外がい聞ぶんが悪いじゃないですか、なので元からそういう形だったことにして、すべてのぬいぐるみの首を千切ったのですよ」

「怖ぇよ！」

「こうして展示してあると売り物みたいですよね」

「本気で誤ご魔ま化かせると思ったんならおまえの感性は十分おかしい！　生なま首くび一つずつ紐ひも付つけて天井に吊るしていったとか、猟りよう奇き的にもほどがあるわ!?」

　呆あきれ果てて、「まったく」とぼやいて頭を搔かく。結局こいつは玩具で遊び倒せるくらいには心に余よ裕ゆうがあったのだ。こっちの心配も知らないで。思わず溜ため息。

　すると、テアはぶすーっと頰ほおを膨ふくらませた。

「来るのが遅いのですよ！　一体何をしてやがったのですか、このすっとこどっこい！」

　文もん句くを言いつつ、晴はる夜やにぎゅっと抱きついてきた。お腹なかに顔をぐりぐり押しつけてくる。

「テア？」

　その肩がかすかに震えていた。

「……本当に怖かったんですから。晴夜と離れ離れはもう嫌いやです」

「……」

　別れ際ぎわから思い起こす。リライラと飛蕾フエイレイに殺さつ意いを向けられ、テアの機き転てんで逃のがれられた。テアはその後加か護ご先生に一時的に保ほ護ごされ、グリオに連れ去られて──、そうか、テアは今の今まで晴夜がどうなったのか知る機き会かいがなかったのだ。

　晴夜を逃すために黒こつ血けつを爆ばく散さんさせた。

　戦いに向かない彼女にとっては決死の覚かく悟ごだったに違いない。

「晴夜が無事でよかった……」

　晴夜がテアを想おもうのと同じくらい、テアも晴夜を心配していたんだ。

　こんな場所に閉じ込められて余裕があったなんてどうして言える。玩具で遊んでいたのも気を紛まぎらわせるためだ。何もしていなければきっと不安に押し潰つぶされていた。唯ゆい一いつの心の拠より所どころを失ってしまう恐ろしさは、晴夜が一番わかっていることなのに。

「ごめん。遅くなっちまった」

　小さい体を抱きしめる。──小さい、本当に小さくて、弱くて、愛いとおしい俺おれのご主人。

　離れ離れはこっちもご免めんだ。

　吸きゆう血けつ鬼きのご主人と従じゆう僕ぼくは互いの存在を確かめ合うように強く強く抱き合うのだった。

「……臭くさいです」

　がばっと晴はる夜やの体から顔を離し、テアがジト目を向けてきた。

「晴夜から他の女の匂においがします。ていうか、他の女の血が混じってやがります!?」

「……」

　──やべ。リライラ先せん輩ぱいの血の匂いだ。

「わたしに黙だまって人間の女から吸血しましたね!?　この浮うわ気き者ものぉ────っ！」

「なっ、浮気って、おま!?　し、仕方ねえだろ！　おまえを見つけ出すためだ！」

「どうせデレデレしたくせにぃ────っ！」

　なぜわかる!?

　吸血行為って実は性的な意味合いが結けつ構こう強いのかもしれない。

「そそそんなことはどうでもいいだろ！　そもそもおまえも毎回毎回さらわれてんなよな！　いくら狙ねらわれてるからってこれがデフォルトになったらマジ苦労すんぞ！」

「それこそ仕方ないじゃないですか！　わたしの出番は基本的に少ないのです！　こうしてさらわれでもしなければ存そん在ざい自体空気になっちゃいます！」

「やめろ！　そういうことは思っていても口にすんな！」

「次回、始し祖その誘ゆう拐かい犯はんは教会!?」

「アニメの予告っぽく言うなや！　本当にそうなりそうで嫌いやだ！」

「囚とらわれ要員アルカテア・ディンケルホーファーをどうぞよろしくお願いします！」

　それでいいのか、おまえは!?

　まんまギャグ要員だぞ！

　ヒロインとしての志こころざしを持ってくれよ。

　そんなんじゃ、二度と傍そばから離れられないだろうが……。

「そんな役回りは返上しちまえ。もう二度と誘拐させねえから」

「ほっほう。大きく出ましたねえ。なら、神に誓ちかえますか？」

「誓わない。俺おれはもう吸血鬼だもんよ」

　教会が信じる神さんなんてとっくの前から敵も敵。

　誓うなら、目の前にいる始祖のお姫ひめ様さまに。

「どんな敵からもおまえを守る。誓うぜ、アルカテア」

　テアは頰ほおを赤らめて、むふん、と荒々しく鼻息を噴ふき出して、

「その言葉、忘れませんからね」

　満まん面めんの笑えみを溢こぼした。──ようやく笑ってくれた。晴はる夜やはほっと一ひと息いき吐いて、肩の力を抜くのだった。

　それもほんの一いつ瞬しゆん。

「──始し祖そめ。こんなところに隠かくれていましたか。探しましたよ」

　かつん、と。

　ステッキを突く音とともに、髭ひげを蓄たくわえたタキシード姿すがたの吸きゆう血けつ鬼きが二人の前に現れた。




「────」

　通路の先から現れたのは紳しん士し風ふうの中ちゆう年ねん男性だった。しかし、晴夜の第だい六ろつ感かんはその男が真しん祖そであると見抜いている。グリオよりも濃のう厚こうな存在感。歩き様ざまにも優ゆう雅がを湛たたえていた。それは純じゆん正せいであることの誇りからか、成り上がりの吸血鬼を蔑さげすむ目つきで見つめている。

　十メートルの距離を挟んで、『狂きよう操そうのインゴルフ』と初対面を果たした。

「──不ふ愉ゆ快かいですねえ。同どう胞ほうの気け配はいを辿たどって後をつけてみれば、成り上がりが一いつ匹ぴき」

「？」

　呟つぶやく声に眉まゆを顰ひそめる。インゴルフは始祖──テアではなく、ずっと晴夜を意識している。今にも飛びかかってきそうなくらい威い圧あつ感を込めた眼差まなざしは、同時に接せつ触しよくを拒こばむような嫌けん忌きの色を宿していた。

　好かれたいとは思わないが、その一方的な悪感情はどこか面白くない。

「どっかで会ったことあったっけ？」

「…………。おまけに耳みみ障ざわりと来ました。成り上がり風ふ情ぜいに話しかけられるとは、どんな汚お濁だくよりも穢けがらわしい」

　そういえば、人間と成り上がりを嫌けん悪おしているんだっけ。偏へん屈くつ加か減げんも行き過ぎれば存在自体許せなくなるようだ。血走った目付きに、今さらながら理り性せいを感じ取ることが難しかった。

「グリオ・ヘルツルめ、徒と党とうを組んでいたとは。初めから裏うら切ぎるつもりでいたのでしょうねえ。まったく、──これだから貴き様さまら成り上がりは許せんのだ！」

「!?」

　インゴルフが目を見開いた途と端たん、赤黒い塊かたまりがインゴルフの背後から曲線を描くようにして晴夜目め掛がけて高速に撃うち出された。

　テアを後ろに回して、塊を拳こぶしで弾はじく。強化された拳なのに、まるで投とう石せきを殴なぐりつけたかのように痺しびれた。そして、それが固形の飛び道具でないことまで把は握あくした。

　けど、

「──何だ、今の!?　液体か!?」

「たぶんあいつの血です！　気をつけてください！　あいつは血を操あやつります！」

　テアの説明に応こたえるように、塊はインゴルフの元へと戻り水すい滴てきさながら空中を流動する。グリオが言っていたのはこれか。やつの血で受けた傷はなかなか再さい生せいできないという話だが。

「──ま、あんなのいくら撃うち込まれたって全部避よければいいだけだ」

　晴はる夜やは余よ裕ゆうの笑えみを浮かべる。たったの一いち撃げきで敵の戦せん力りよくはだいたい摑つかめた。

　リライラの血の影えい響きようか、身しん体たい能力が飛ひ躍やく的てきに向上している。レオとの一戦では力を抑えていたが、全力でやれば倒せない敵ではないと確信した。

　そのふてぶてしい態度に、インゴルフは不ふ快かい感かんを露あらわにした。

「どこの馬うまの骨ほねか知りませんが、身の程ほどを弁わきまえることです。大人おとなしく始し祖そを差し出せば、今ならまだ貴方あなただけでも見み逃のがして差し上げますよ？」

「噓うそ吐つけよ。テメエの目ン玉は殺さつ気きで濁にごってやがるぜ？」

　身を竦すくませるテアの手をしっかりと握って、晴夜は言う。

「テメエは何のためにここにいるんだ？　始祖回かい収しゆうってのが目的か？　違うよなあ。だったら仲間のグリオにあんな酷ひどいことはできねえ。一度連れ去ったテアをこうして取り返されたんだ、仲間割れが原因でもこれほど間ま抜ぬけなことはない」

「よく喋しやべる成り上がりですねえ。気が変わりそうですよ。グリオ・ヘルツルが仲間ですって？　んー、冗じよう談だんにしては悪質すぎて笑えませんねえ。貴方、もう喋らないで頂いただけませんか？　この場で始祖もろとも殺してしまいそうですよ」

「それが本ほん音ねだろ。テメエ自身が狂きよう気きに操あやつられやがって」

　己おのれの欲望のみに囚とらわれて目的を見失っていた。もはや始祖すらどうでもいいのかもしれない。

　こんなやつにエンマが操られていると思うと腹が立つ。

「交こう渉しようするだけ無む駄だなんだよ。俺おれはテアを渡さねえし、テメエも俺たちを逃がす気なんてねえんだろ。──テアを殺そうって野や郎ろうをこのまま放っておけっかよ！」

　殺されるつもりはないし、逃げるつもりもない。

　そして、逃がすつもりもなかった。

「二度と俺たちの前に出てこられないようにしてやる。『真しん祖そ』だとか『成り上がり』だとか『人間』だとか、種しゆ族ぞくに拘こだわるやつぁ総じて小せえ！　ちょっと前の俺もそうだった。拘るところを間違ってたんだ。インゴルフ、テメエは今もそうなんだろ？　真祖っつったって、誇れるモノはその肩かた書がきだけだ。わかってんのかよ？」

　不ふ敵てきな笑えみを浮かべて、これ以上ない挑ちよう発はつを放つ。

「テメエ自身は空からっぽだ。操あやつるだけしか脳のうがない、──没ぼつ落らく貴き族ぞくの成れの果て」

　それ以上名を貶おとしめるなよ、と。

　知ったふうな口で、インゴルフの心を踏みにじった。

「────ンンンヌウウウウゥウゥウゥウゥアアアアアアアアアァァァァァ！」

　無数の血けつ弾だんが周囲に炸さく裂れつする。陳ちん列れつ棚だなを吹き飛ばし、玩具おもちやや製品の箱を貫かん通つうしていく。まるで嵐あらしのような鎌かま鼬いたち。半はん径けい五メートル圏けん内ないはすべてミンチに下ろされた。

　圧あつ倒とう的てきな殺さつ傷しよう力りよくだった。顔を覗のぞかせたテアが息を吞み、晴はる夜やの制服の裾すそを摑つかむ。──逃げようと、無む言ごんで必ひつ死しに訴えてきた。その頭をぽんと叩たたいて、晴夜はそれでも余よ裕ゆうを崩くずさない。

　不ふ思し議ぎな気分だ。

　負ける気がしない。

「成り上がり風ふ情ぜいがぁあああ！　真しん祖そであるワタクシに向かってぇええええ!!」

「ほざくなよ。吸きゆう血けつ鬼きに上も下もないだろう。俺おれは俺だ。──吸血鬼・オオミチハルヤだ！」

　戦いの火ひ蓋ぶたが切られる。

　インゴルフの血けつ弾だんに対たい抗こうすべく、晴夜もまた己おのれの体から武ぶ器きを出現させる。手首を嚙かみ切り、血を空気に触れさせた。血がゆらゆらと中空で糸を引く。

「血を操あやつれるようになったのですか!?　いつの間に!?」

「いんや、ぶっつけ本ほん番ばん」

「……………………。わたしは晴夜を信じてます！」

　精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいをありがとよ。

　しかし、テアの不安はどうも的てき中ちゆうしたっぽい。晴夜は流れ出る血を見つめながら「あれえ？」とイメージどおりに行かないもどかしさに首を傾かしげた。

「おかしいな。思う形にならない」

「は、は、晴夜っ、う、う、上!?　上を見て下さい！」

「上？」

　見た。正面のインゴルフ、そして武ぶ器きを形けい成せいできない己が血ち溜だまりに意識を取られていて気づかなかった。そこにあり得ないモノを見た。

「…………噓うそだろ」

　雨あま雲ぐもであった。暗い店内にあって朦もう朦もうと立ち込める赤黒い水すい蒸じよう気き。その一ひと粒つぶ一粒が毛ほどに極ごく細ぼそで、針はりの如ごとく鋭えい利りに尖とがっていた。数を数えるのもバカらしい、一ミリの隙すき間まも許さない血弾の群れは機き関かん銃じゆうが放つ弾だん幕まくを彷ほう彿ふつとさせる。

　脅きよう威いはそれだけに留とどまらない。晴夜たちの背後と左右にも血弾は漂ただよっている。全方ほう位いを取り囲む凶きよう器きの雨あられ。一体どれほどの量の血を操れば実現する災さい厄やくだろうか。──《千振の矛サウザンド・ピケ》。それこそが晴夜たちを木こっ端ぱ微み塵じんに撃うち抜くインゴルフの最大魔ま術じゆつの名であった。

「……こんなこともできるのか」

　感かん嘆たんの息を吐く。晴夜では到とう底てい及ぶことのない幻げん想そうである。

　千の血弾。無む論ろん、火力がイコール数ではないが、これほど圧あつ倒とう的であれば集しゆう弾だん効果で撃ち崩くずせない盾たてはないだろう。防ぎ切ろうと思うなら同じ弾たま数かずを用意しろ。さらに寸すん分ぶんの狂いもなくすべての血弾を撃ち落とす腕うで前まえを披ひ露ろうしろ。……そんな器き用ような真ま似ねできるわけがない。

　晴夜は流れ出る血を再度見つめて、残ざん酷こくな評ひよう価かを下す。

　──血弾は一発操るだけで精一杯。

「死ィイイイイイイイイイイイヒャァアアアアアアアアアアアアッッッ！」

　インゴルフの雄叫おたけびとともにすべての血けつ弾だんが巨きよ大だいな剣けん山ざんとなって全方ほう位いから襲おそい掛かる。

　晴はる夜やたちに逃げ場はない。咄とつ嗟さにテアを抱え上げ、きつく抱きしめた。

「晴夜ァ────ッ！」

　その声は一いつ瞬しゆんのうちに搔かき消された。

　間かん断だんなく破は裂れつする音、音、音。空気すら引き裂さき、形有る物すべてを無形へと帰きす死の礫つぶて。血の弾だん幕まくは球きゆう形けいの結けつ界かいに晴夜たちを閉じ込め、思うままに虐ぎやく殺さつの限りを尽くす。いくら吸きゆう血けつ鬼きと言えど粉こな々ごなに撃うち抜かれては再さい生せいの余よ地ちはない。加えて、インゴルフの血は再生と復ふく元げんの魔ま術じゆつを無効化する。勝負は血弾を用いた時点ですでに着いていたのである。

　無情の時間が終わる。霧きり雨さめとなった血弾は少しずつインゴルフの元へと還かえっていき、獲え物ものが居た場所はゆっくりと晴れていく。

「ンッフッフッフッフ、────フム、なんとも虚むなしいものですねえ」

　インゴルフは憂ゆう鬱うつそうに首を振り、無む駄だな殺せつ生しようの愚おろかしさを嘆なげく。ついつい頭に血が上ってしまい当初の目的を忘れてしまった。始し祖その血を使ってこの国を滅ほろぼすつもりでいたというのに、これでは叶かなわない。

　たとえ始祖が使えなくとも原型さえ残れば人形にできたというのに。むしろ、インゴルフが嘆いたのはその一点。人間を滅ぼすことは確定しているのだ、あとは手段を模も索さくするだけであり、屍鬼グールによる殲せん滅めつがやはり自分の性しように合っている。散さん々ざん振り回してくれた始祖の亡なき骸がらは、木こっ端ぱ微み塵じんにするよりも屈くつ辱じよくを与えて使し役えきした方が有益であったし、精神上にもよろしい。最大魔ま術じゆつ《千振の矛サウザンド・ピケ》を使用すればこうなるとわかっていたのに、──インゴルフは己おのが不ふ明めいを恥はじ入るのだった。

「そういえば、公こうは始祖にずいぶんとご執しゆう心しんでしたっけねえ」

　数日前、公から直じき々じきに召めし出された際に仰おおせられた言葉を思い出す。

『始祖の血は王を生み出す鍵かぎとなります。あの娘むすめさえいれば妾わらわの宿しゆく願がんも叶かないましょう』

　意味はついぞわからなかったが、もはやどうでもいいことだ。

　始祖は死んだ。

　忌いまわしい黒こつ血けつを消しよう滅めつせしめたのだ。

　公より叱しつ責せきを受けることになるだろう、しかしインゴルフにはそれさえも愉たのしみの一つであった。公の一いつ喜き一いち憂ゆうが自身の成果で左右するのだからこれほど愉ゆ快かいなこともない。昏くらい愉ゆ悦えつに浸ひたるようにインゴルフは祖国への凱がい旋せんを夢む想そうするのだった。




　だが。

　だが、しかし。

　刮かつ目もくせよ、狂きよう操そうの吸血鬼よ。

　千せんの矛ほこを受け止めた、たった一つの盾たての正体を────。




「なんだ、と……？」

　血ち潮しおの煙が晴れたその場所には、すべてが木こっ端ぱ微み塵じんに撃うち抜かれたその空間には、はたして卵たまご形がたの黒い幕まくが張られてあった。無む傷きずで佇たたずむその異い形ぎようを前にして、インゴルフは知らず息を吞んでいた。ありえない、と首を振る。一ひと目め見てその正体を看かん破ぱしたが、しかしそんな魔ま術じゆつをインゴルフは知らなかった。

　然さもありなん。真しん祖そであれ、成り上がりであれ、真まっ当とうな吸きゆう血けつ鬼きであればその色は理解の外にあるものだ。闇やみよりもなお暗い、昏くらい、黒い血。──黒こつ血けつは吸血鬼をして不ふ吉きつの象しよう徴ちようとされており、それが目の前で展開されていれば目を疑うのも仕方がなかった。

　これこそが晴はる夜やが作り出した盤ばん石じやくの黒き盾たて。

　インゴルフが千せん振ぶりの矛ほこで球きゆう形けいの結けつ界かいを成したのなら、

　晴夜は唯ゆい一いつの血けつ塊かいで球体の盾を生み出しこれに対たい抗こうしたのである。

　卵がひび割れる。翼つばさの如ごとく左右に開かれた血塊からテアを抱えた晴夜が出て来た。テアは啞あ然ぜんとした表情で自分の眷けん属ぞくを見上げている。

「驚きました……。そうですか、吸血鬼の本能が目覚めたことで黒く染そまったのですね」

　始し祖その眷属として身も心も完成した。
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　そしてそれは、血の色にも現れたのだ。

「黒こつ血けつ、だと……？　まさか成り上がり、貴き様さま、し、始し祖その眷けん属ぞくだというのか!?」

「テア、ちょっと離れていてくれ」

　驚きよう愕がくするインゴルフには取り合わず、テアを床に降ろして避ひ難なんさせる。そうして晴はる夜やは拳こぶしを突き出した。

　先せん手ては譲ゆずった、次は晴夜の番である。

「本当は剣とかさ、テメエの飛び道具みたいな武ぶ器きらしい武器が良かったんだけど、どうにもこれしかイメージが浮かばねえんだよ。先せん輩ぱいの血を吸ったせいかもな」

　巨きよ大だいな黒血の塊かたまりは徐じよ々じよにその形を変化させていく。太く横に伸びて胴どう体たいとなり、前後左右四箇か所しよからたくましい四し肢しが生はえ、王たる獣けものが顔を覗のぞかせ牙きばを剝むく。駄だ目め押おしに背中からは巨大な翼つばさがしなやかにはためいた。

　黒き炎ほのおで象かたどられた聖獣ヴイアツア。

　戦いくさ女め神がみの傍そばで常に咆ほう吼こうを唱となえていた、あの雄お々おしい翼よく虎この模造品レプリカである。

「黒血獣ブラツクワーク──《戦女神の従者ドウン》！」

　偽にせ翼虎は咆ほう吼こうし、名を宣せん言げんされたその瞬しゆん間かん、インゴルフに向かって疾しつ走そうした。

　暴ぼう風ふうのような速度で突とつ進しんしてきたそれは、巨大な波となってインゴルフを飲み込んだ。

「────」

　一いつ瞬しゆんだった。為なす術すべはない。インゴルフは漆しつ黒こくの渦うずに全身を焼かれたそのとき、あまりの畏い怖ふ、あまりの嫌けん悪お感かんから正しよう気きを取り戻す。

　己おのれが対たい峙じした死しに神がみの姿すがたを最後にその目に焼き付けて───、




「────《統べる者レークス》」




　そうして、狂きよう操そうのインゴルフは跡あと形かたもなく消し飛んだ。後には竜たつ巻まきに晒さらされたかのように散らかった店内と、黒血獣で穿うがたれた壁の大穴があるだけだ。晴夜は血けつ塊かいを体内に戻すとその場に尻しり餅もちを着いた。貧ひん血けつを起こしたみたいに力が抜けた。

「はぁ、あんま使い勝がつ手てのいい武器とは言えないな。一いち撃げき必ひつ殺さつの大技だもんな」

　救いと言えば、少しくらいなら制せい御ぎよが利くところだろうか。黒血獣を放った瞬しゆん間かん、的まとをわずかに外すことに成功した。あんなやつでも殺すのは躊躇ためらわれる。微び弱じやくだが、インゴルフの気け配はいはまだあった。計算通り、やつは生きている、けれど、おそらく再さい起き不能のはずだ。黒血が呪のろわれた血であるなら、きっと再さい生せい・復ふく元げんといった治ち癒ゆ能力を無む効こう化かするはずだから。

　インゴルフは二度と人間を襲おそえまい。

「こうなったらもうインゴルフが施ほどこした魔ま術じゆつも消えてなくなるよな。エンマも今いま頃ごろは。──なあ、テア？」

　背後から覆おおい被かぶさるようにしてテアが抱きついてきた。耳みみ元もとで感かん慨がい深そうに囁ささやいた。

「さすがはわたしの眷けん属ぞくなのですよ。ご褒ほう美びにいい子いい子してあげます」

「褒美なら金のがいい」

「なんて現げん金きんな！」

　うん。まあ。

「どこも怪け我がしてないか？」

「ええ。晴はる夜やこそ心しん身しんともに充実しているようで何よりです」

　確かに充実している。これが吸きゆう血けつ鬼き本来の力なのか。それとも、始し祖その眷けん属ぞくだからこそ強力なのか。──どちらにせよ。

「誓ちかい、守ったぞ」

「はい。これからもよろしくお願いしますね、救きゆう世せい主しゅ」

「救世主はもういいっちゅーに」

　こちらの戦いは終わった。

　では、もう一つの結末を見に行くとしようか。










　【Intermission】────




　エンマの攻こう撃げきを命いのち懸がけで凌しのぎ続ける。

　晴夜が真しん祖その吸血鬼を倒すまで時間稼かせぎをするつもりでいたが、正直、攻撃に転じなければ一分と保もたない。それほどにエンマの攻撃は苛か烈れつで、強力で、連続的であった。

　休む間がない。隙すきを見せればすぐさま晴夜の後を追おうとするので、そのたびに腰を摑つかんで引き戻し、酷こく使しした手て脚あしが悲鳴を上げる。

　正確には手脚の付つけ根ね部分だ。聖せい者じやの四し肢しは縫ほう合ごうすることなく合わせるだけで体に同どう化かする不ふ可か思し議ぎな物だった。一見、生なま身みの体と見分けがつかないくらいレオの体に適合した四肢は、しかし強度の面で差が出た。土ど台だいとなったレオの体は聖者の奇き蹟せきを操あやつるには脆ぜい弱じやくすぎたのだ。

　今、レオの命を脅おびやかすものはエンマの直ちよく接せつ攻撃ではない。

　聖者の四肢の力の反動が体を破は壊かいしている。

　攻撃を止める右腕うでよりも衝しよう撃げきを支える両脚の方が使用頻ひん度どは高く、腰と背せ骨ぼねに負ふ担たんが回った。衝撃を緩かん和わするために働く筋きん繊せん維いと内ない臓ぞうの損そん傷しようは特に激しかった。無ぶ事じな箇か所しよはどこにもない。

　たったの一分で死に体たいのできあがり。

　これ以上保もたせようと思うなら、エンマと戦うしかない。

「ごめん、ごめんよ、エンマちゃん」

　建物の壁を粉こな々ごなに吹き飛ばすエンマの突きをかわし、間ま合あいに入るとその小さな胸を両手で押した。空に押し上げるように、思い切り押し戻す。距離を離すことで一秒でも時間を稼かせごうという魂こん胆たんだった。それもそろそろ通用しなくなる。

　エンマはレオのぬるい攻こう撃げきにもどかしさを覚えるように咆ほう吼こうした。

「シャアアアアアアラアアアアアアアラアアアアアアアア────ッ！」

「うん。そうだね。やっぱり全力でいかないと失しつ礼れいだよね」

　命を懸かけているのはエンマも同じ。

　自じ我がが無く、吸きゆう血けつ鬼きに操あやつられてもいるのに、どこか必ひつ死しだ。

　必死で何かと戦っていた。

　ひしひしと伝わってくる。

「わかるよ。エンマちゃんも戦っているんだね。けど、どうしてそんなに怒ってるの？」

　何に対して。

　誰だれに対して。

　レオはその答えを知っている。けれど、理解まではできなかった。

　理り不ふ尽じんな死を迎え、理不尽にも蘇よみがえらせられた彼女は、今、当てつけのように世界を壊こわそうとしている。目に見えるすべてを敵と捉とらえて、闇やみ雲くもに怒りを発散させている。そんなふうに見えた。

「そんなに自分のことが嫌きらいなの？」

　まるで癇かん癪しやくを起こした子供みたいだ。思いどおりならなくて、思いどおりにできない自分に苛いら立だって腹立たしくて八つ当たりして、そんな自分が一いつ層そう惨みじめで情なさけなくて。

　嫌きらいで。

　だから世界そのものを壊そうと躍やつ起きになっている。

　彼女は、彼女の世界と必死に戦っているのだ。

「僕も戦うよ。悪いけど、エンマちゃんに攻撃する。──言ったでしょ？　僕はエンマちゃんの敵になれるって。それで君を救えるなら」

　エンマちゃんが滅ほろぼそうとするこの世界を、

「救っちゃうさ」

　それがエンマちゃんのためにならないとしても、

「救わせてよ」

　お願いだから、

「エンマちゃんが自分のことを好きでいられる世界を救わせておくれよ。帰っておいでよ、エンマちゃん」

　拳こぶしを突き出して、エンマへと突とつ進しんする。

　迎え撃うつエンマもまた応こたえるように雄叫おたけびを上げた。

「シャァアアアア────ッ！」

「ォォォオオオオオオオオっ！」

　衝しよう突とつした瞬しゆん間かん、円えん形けいを描くように二人の周囲が爆ばく散さんした。

　世界が真まっ白しろに染そまっていく────。







『フランス、ブルゴーニュ地方、ディジョン市の南に位置する牧ぼく草そう地ちに、人じん口こう五百人余あまりの小さな村がありました』




　……。




『──それに無ぶ事じお遣つかいを済ませるとパパとママは「偉えらい偉い」と褒ほめてくれます。頭を撫なでてくれます。だから私はお遣いが大好きです』




　……またこの光こう景けい。




『大好きなパパとママに囲まれて、今日きようも平和な一日でした、と幕まくを下ろすはずでした』




　……見たくもない、地じ獄ごくのような光景。リビングの扉とびらを開ければ、ほら、パパとママの死体が転がっている。

　吸きゆう血けつ鬼きが笑っている。

　エンマはただささやかな夢を叶えたいだけなのに、どうしてこんな悪あく夢むを繰り返さなくちゃならないの？　エンマ、悪いことしてないよ？　エンマ、きちんと良い子にしていたよ？

　お遣いだってちゃんとできたんだよ？

　エンドロールが流れ出す。吸血鬼が飛びかかってきて、ジ・エンド。夢はもう一度故こ郷きようの地理の説明から始まって、何万回と繰り返したモノローグを垂れ流す。

　そろそろ飽あきたな。

　もう、いいかな。

　諦あきらめてしまえば、こんな夢、二度と見なくて済むのかな。

　強制的に見せられ続けてきたけれども、もう限界。心はすでに臨りん界かい点てんを突とつ破ぱした。壊こわれるだけの世界なら、体ごと、心ごと、壊れてしまえばいいんだ。

　叶かなわないのなら。

　エンマ、もう、死にたいよ。

　死にたいよ。

　……。




　ふわりと、頭を撫なでる感かん触しよくがあった。




　驚いて目を開けた。夕暮れのリビング。パパとママの死体は依い然ぜんそこにあって、目の前には変わらず吸きゆう血けつ鬼きがいる。吸血鬼がエンマの頭を撫でている。

　ううん、違う。

　こいつは吸血鬼なんかじゃない。

　お遣つかいを済ませたエンマに「偉えらいね」と言って頭を撫でてくる、こいつは、あれ、どこかで見たことがある？　妙みように馴なれ馴れしいけれど、エンマのこと知ってんのか？

　なあ、おまえ、誰だれだよ？

　気安くエンマに触んなよな────っ。




　　　　　　　　　†




　入り口ゲートに駆かけつけた晴はる夜やとテアは、案内板ばんのすぐ横にある日にち用よう品ひんショップのシャッターに背中を預けるレオを発見した。二人は険けわしい表情でレオを見下ろした。

「少し見ない間にずいぶん色いろ男おとこになったじゃねえか」

　晴夜の皮ひ肉にくに、レオは息も絶え絶えに苦く笑しようした。

「……は、はははは。勘かん弁べんしてほしいね、死にそうだよ」

　レオの体は血に染そまっている。両脚あしはもがれ、右腕うでは皮かわ一枚で繫つながっているにすぎない。左腕だけがきちんと付いていたが、それでも生なま傷きずだらけだ。

　とりあえず命に別べつ状じようはないと見て取れたので、晴夜は溜ため息を吐いて安あん堵どした。

「エンマちゃん、強すぎ」

　視線を遠くに投げて呟つぶやく。負け惜おしみにはどこか呆あきれた色が見えた。

「なっさけねーなあ。乳ちちくらい揉もんだんだろうな」

「あー、その発はつ想そうはなかったなあ。もう無む我が夢む中ちゆうでさ。だってエンマちゃん速すぎだし。すっごい殴なぐってくるし。それに、」




　すっごい泣いてるし。




　晴夜は他た愛あいのない兄妹喧げん嘩かを想そう像ぞうした。ワガママを言っては泣きながら癇かん癪しやくを起こす妹を、おろおろしながら宥なだめすかす兄の姿すがた。

　そんな幸福な光こう景けいだ。

「んで、ボロボロかよ」

「うん、ボロボロのボコボコ。惨ざん敗ぱい。いいとこ無し。一いつ矢し報むくいるつもりで頭あたま撫なでたらさ、すんごい嫌いやがるんだもん。おかげでお腹なかに穴開いちゃった」

　脇わき腹ばらを掠かすめるように抉えぐられている。ものすごい出しゆつ血けつ量りようだ、おそらくこれがトドメの一いち撃げきだったに違いない。すぐに傷きず口ぐちを塞ふさいだ方がよさそうだが……。

　レオはそんな傷すらも愛いとおしそうに撫でていた。

「あの蹴けりはないわー。鋭すぎて真しん空くう波は生み出してたよ」

「そりゃすげえ」

「為なす術すべなし」

「情なさけねえ」

　うん、と俯うつむく。ぽたりと滴しずくが膝ひざに落ちた。

「手も足も、出なかったよ……」

　悔くいるようにそう言った。エンマの敵になると誓ちかったこの男は、最後までエンマの味み方かたでいようとしたのだろう。なんて優しいやつなんだ。

　手も足も、

　出さなかったんだな。

「そのおかげであいつは泣くことができたんだ。やっぱりおまえ、良いお兄にいちゃんだよ」

　テアにレオを預けて、晴はる夜やは二人に背を向けた。やはり近くにいた《大賑わいのへべれけ兎センツオン・トトチテイン》に首で合図をし、案内に従いついて行く。

「あとは俺おれに任せておけ。ワガママ娘むすめを連れてくる」







　晴夜を見送った後、テアは何の感情も籠こもらない瞳ひとみをレオに向けた。

「君がしそちゃん？　なんだい、可か愛わいい子じゃないか、晴夜のやつも隅すみに置けないなあ」

　じっとレオの顔を凝ぎよう視しする。

　ちらともがれた手て脚あしを一いち瞥べつし、静かな口く調ちようで告げた。

「わたしは他ひ人との未来が視みえます」

「へえ。すごいんだ」

「あなた、近いうちに死にますよ」

　呆気あつけないほどさりげなく言い渡された死の宣せん告こく。けれど、レオは涼しい顔で受け止めた。

　自分のことだから、なんとなく予感はしていた。

「どれくらい保もつかな？」

「さあ。このままソレを使い続けていたらあっという間ですね」

　運命は変えられない。未来が視みえるというのなら、それはきっと確定した事実だ。いくらレオが聖せい者じやの四し肢しを使わないように気をつけていても、使用せざるを得ない事じ態たいは必ずやって来る。

　死し期きは避けられない。

「でも、抗あらがうことならできます。こうしてあなたが死期を悟さとったことでわずかにですが運命もズレたはずですから。あなたが晴はる夜やの親友だと言うので特別サービスです。普ふ段だんはこんなこといちいちしねえのですよ？　感謝してください」

「助かるのかい？」

「あなた次し第だいです。死ぬわけにいかないと思い続ければどうにかなるんじゃないですか？」

　本当に他ひ人と事ごとみたいに語る。その素そっ気けなさが気に入った。この子にしてみたらレオなんてそれこそ路ろ傍ぼうの石いし程度の存在だ。興きよう味みのない他人の死期を弄いじるのだから、少なくとも助けようという意い志しはある。

　死ぬわけにいかない、か。

　そう強く思える状況なんて想そう像ぞうする限り一つしかなかった。







《大賑わいのへべれけ兎センツオン・トトチテイン》はエンマの行方ゆくえを追ってくれていた。『こっちっす。こっちっすよ』と手て招まねきして導いた先は『オウド・シティ』の広大な駐ちゆう車しや場じよう。一台すら停まっていない開けた空間の真まん中なかに、ぽつん、と小さな少女が蹲うずくまっていた。

　嗚お咽えつを漏もらしながら溢あふれる涙を懸けん命めいに拭ぬぐっている。

「エンマ」

　もう呻うめいたり、奇き声せいを上げたりすることはない。自じ我がを取り戻したエンマは現実を受け入れて、そうして襲おそい来る罪の意識に溺おぼれていた。──人を殺した。友人を襲った。大好きな人を殺しかけた。様さま々ざまな場面を思い出して、そのたびに胸を詰まらせているようだ。

「泣いてる暇ひまがあんならレオの傍そばにいてやれよ」

「うっさい、バカ！　こっち来んな！　あっち行ってろよ！　エンマなんかに構うなよーっ！」

「構うに決まってんだろ？　おまえは俺おれたちの可か愛わいい妹なんだぜ？」

「ばっかばか！　キモイっつってんだろ!?　なんだよもう！」

　意い地じでも泣き顔を見せようとせず、接近した晴夜を後ろ手に払おうとする。

　いや、まったく。その悪あく態たいの吐き方は紛まごう事なきエンマのものだ。

「それ、レオにも言ってやれよ。あいつ、おまえの罵ば声せいで飯めしが食えるっていう変へん態たいだからさ。死に掛けててもすぐに元気になるだろうぜ」

　おまえが傍そばにいる限り。

　殺しても死なないだろうさ。

「これからはずっとレオの傍にいてやってくれ」

「ぐす」

　鼻を啜すする。どうしても泣き顔だけは見せたくないらしく、頑かたくなにこの場から動こうとしなかった。──まあ、レオもエンマの元気な顔の方が見たいだろうし。晴はる夜やは夜が明けるギリギリまでエンマの傍かたわらに佇たたずんで待っていることにした。

　嗚お咽えつが止やんでしばらく経たった頃ころ、エンマの口くち元もとが小さく震えた。

「…………晴夜、ありがと」

　聞かせるつもりのないその呟つぶやきは、吸きゆう血けつ鬼きの耳にはばっちり聞こえていた。




　おかえり、エンマ。













　エピローグ







　森しん星せい学園創そう設せつ以来最大の失しつ態たいである。

　吸血鬼に襲しゆう撃げきされたばかりか死者まで出したのだ、到とう底てい隠かくしきれるものではなく、事件の二日後には各国の教会組織から挙こぞって調査団が派は遣けんされた。

　ローズ・ホルネイは重い溜ため息を吐ついた。こうなるかもしれないと、始し祖そを匿かくまったときに想そう定ていくらいはしていた。そのための守りも固めていたつもりだった。けれど、ホルネイの意識は始祖を追う吸血鬼ではなく常に教会に向いていたように思う。内側にばかり気を取られて本来の敵から目を逸そらしてしまった──その結果がこれだ。殉じゆん教きようした者には謝しや罪ざいの言葉もない。

　学園長ちようであるホルネイは責任を問われ、最低でも学園長を辞じ任にん。最悪の場合、審しん問もんに掛けられることになるだろう。『大たい派は会かい』が用意した検けん邪じや聖せい省しようでホルネイを厳げん罰ばつに処し、加か護ご家けに牽けん制せいを加えるのが目に見える。今回の一件が偶ぐう発はつ的な不運だったなら酌しやく量りようの余よ地ちもあっただろうが、立て続けに起きた事件として認にん知ちされているので下へ手たな言い逃のがれはできそうにない。

　そもそも、言い逃れることが困難なほど追つい及きゆうの材料は揃そろっていた。

　教会に強い権限を持つ龍ロン家けの息そく女じよ・飛蕾フエイレイを危険に晒さらした。中国の『雛鳥の巣ホリイハウス』（通称、三番）が黙だまっているはずがなく、責任の所在をホルネイ個人から『筺きよう界かい』に広げる恐れもあった。ここぞとばかりに加か護ご家けを責め立て、『筺界』から閉め出そうと画かく策さくするはずだ。

　また、教会から預かっていた聖遺物を紛失してしまった問題もある。こちらはもうそれだけで極きよつ刑けいものの大たい罪ざいだった。

　この上、始し祖そのことまで知られてしまえばどうなることか。そんな不安を抱いていたとき、

「シスター・ホルネイ、内うち々うちのお話が。交こう渉しようしたいことがありまして」

　ピエルマルコ・ソルディーニが不ふ遜そんな笑えみを浮かべてホルネイの前に現れた。嫌いやな予感は的てき中ちゆうした。ずっと大人おとなしくしていたピエルマルコもここに来てようやく本性をさらけ出した。

「聞いているわよ。うちの女じよ生徒を誑たぶらかしているみたいね」

「人聞きの悪い。ただの内ない部ぶ調査ですよ。それで僕なりに校舎爆ばく発はつの真しん相そうを推すい理りしたのですが、お聞きになりますか？」

　ホルネイは押し黙だまる。この男が推すい測そくを嬉き々きとして話してくるわけがない。決定的な証しよう拠こを摑つかんだに違いない。つまり、吸きゆう血けつ鬼きを学園内ないで匿かくまっていたことを知られてしまったのだ。ホルネイは堅く目を閉じて脇わきが甘かったことを悔くいる。

　学園解体は決定的。加護家は教会からも筺界からも追放されることになるだろう。

　いや、待てよ。

　交渉と言ったか？

「この案あん件けんは上には報告致しません。学園も維い持じできるよう掛け合ってみましょう。僕は『星せい学がく祭さい』を本当に楽しみにしているんですから」

　何人も死者を出した学園で文化祭さいどころの話じゃないのに、ピエルマルコは真しん摯しな声でそう言った。条件次第ではホルネイ個人の責任に留とどめるという。

「……何が望みなの？」

「簡単なことです。僕がすることを黙もく認にんして頂いただけたらそれだけで。近々に学園の生徒を一人ローマに連れて行くつもりです。もちろん本人の意い志しも尊そん重ちようした上で。よろしいですね？」

　ピエルマルコが狙ねらっている人物が誰だれであるか、見当は付いている。手放したくなかったけれど、ホルネイに選択肢しは用意されていない。

「わかったわ。でも、口く説どき落とすのは結けつ構こう骨かもしれないわよ？」

「心配要いりません。僕は女性の扱いだけは得意なんですよ」

　不意にピエルマルコが大だい蛇じやに思えた。舌したなめずりして獲え物ものを狙ねらう獰どう猛もうな狩人かりうど。その眼めの奥に鈍い光を見つけた気がした。優やさ男おとこ然ぜんとしていた彼は、やはりフェイクだったのだ。

　──こんな男にあの子を預けることになるなんて。

　ホルネイが暗い表情を浮かべていると、ピエルマルコは見当違いの同意をした。

「嘆なげく気持ちもわかります。聖せい遺い物ぶつに関して言えば貴女あなたに落ち度はまったくないのですから。なので、ここはあえて聖せい遺い物ぶつを持ち出した彼の行為を訝いぶかることにしましょう。学園に留とどまればフィジカルケアまで受けられるというのに、教会を敵に回してまでどこに行ってしまったのでしょうね？」

「女性の扱いには慣れていても、男心には疎うといのね」

「はい？」

　首を傾かしげるピエルマルコを放っておいて、ホルネイは孫まごのように可か愛わいがっていた少年の行く末を密ひそかに案じるのだった。




　　　　　　　　　†




　成なり田た空港の受付ロビーにレオとエンマの姿すがたはあった。

　出発の手続きを済ませたレオがソファに座るエンマの元へ駆かけ戻る。エンマは差し出されたチケットを受け取りつつ、レオのもう一方の腕をちらと見た。

　右腕うでが無くなっていた。

　視線に気づいたレオは袖そでを振って「もう、気にしなくていいのに」笑った。

「しかし、いるところにはいるもんだよね。聖遺物があんなに高価なものだとは知らなかった」

　レオは聖せい者じやの右腕を闇やみ仲なか買がい人にんに高たか値ねで売っていた。

　未み成年の上、教会に保ほ証しようされていた身分さえ取り消された今、日本という情報化の進んだ社会では生きにくい。何よりまず金を欲したレオは、接せつ触しよくしてきた珍ちん品ぴん仲買人から右腕売ばい買ばいの交こう渉しようをされ、見たこともない現金に二つ返事でＯＫしたのである。

　エンマは人じん外がいの怪かい物ぶつとして教会から敵認にん定ていされてしまった。彼女と一いつ緒しよに逃とう亡ぼうすると決めた瞬しゆん間かんから、聖遺物を無む断だん所有するレオもまた教会のお尋たずね者である。しかし、追っていたのは教会だけではなかったようで、世界中のフリーランスの仲買人までもが聖者の四し肢しを狙ねらっていたのだった。

　仲買人に両脚あしはいいのかと尋たずねると、

『──お兄にいさんさあ、その価か値ちをもうちょい考えた方がいいよ。パスポートや旅支じ度たくの世話までやってやったのはそれだけこの右腕に価値があったからさ。両脚まで預かっちゃったら今度はアタシが教会に命狙ねらわれることになるよ。そんなの面めん倒どうだから、脚はいらない。所有者さえわかっていればいつでも回かい収しゆうできるしね、んなリスク背負う必要なんてなし』

　どちらにしろ両脚を売る気はなかったので、ほっと息を吐くレオだった。

「豪ごう遊ゆうしても向こう数年は余よ裕ゆうで暮らしていける金額だよ。いやあ、得したなあ！」

「……ばっかばか」

「うん。バカだよね。預かり物なのに勝かつ手てに売っちゃって」

「……そうじゃなくて」

　消え入りそうになる。声だけじゃなく、体ごと。

　エンマは罪ざい悪あく感かんに苛さいなまれていた。レオがここまでするのは全部自分のためだとわかっていたから。エンマのために右腕うでを失い、お尋たずね者になり、すべてを投げ打った。

　──エンマなんかのために。

「エンマちゃん、そろそろ時間だよ」

　エンマの手を取って立たせる。言うなりに従うエンマに、レオは渋しぶい表情を浮かべた。

「ねえ、エンマちゃん。──もしかして死にたいとか思ってない？」

　びくりと体が跳ねた。その瞬しゆん間かん、枷かせが外されたように小こ刻ぎざみに震え出す。

　図ず星ぼしだった。

　だって、たくさんの人を殺した。今だって、意識して《大海より来りし戦象アイラーヴアタ》の力を抑えていないと目に付く物すべてを破は壊かいしたくなる。こんな危険な存在──怪かい物ぶつを野放しにしていいわけがない。

　レオがどんなに優しくったって。

　いつか、絶対に、見限られる日はやって来る。

　それが怖こわいから。

「ダメだよ。死んじゃダメ。それだけは許さないから」

　なのに、優しいはずのレオは、このときばかりは強気だった。

「な、なんでだよ？　エンマがいなけりゃレオだって普通に暮らせたじゃんか！」

「僕のことはいい。とにかく死ぬなんて許さない。逃げるなんて、絶対にさせないから」

「に、逃げてなんてない！　エンマ、罪を償つぐなわないとだもん！　いっぱい、いっぱい人を、……ぉしちゃったから、だから！　エンマ、死んだ方がいいんだ！」

　ロビーにいる人たちが何事かと視線を向けてくる。二人の途と方ほうに暮れる様さまは世界中の不幸を背負っているように映ったのかもしれない。年若い兄妹を眺ながめる人々の目にはどこか郷きよう愁しゆうにも似た憐れん憫びんが込められている。

　憐あわれまれることじゃない──。レオは堂どう々どうと胸を張ってエンマと視線を合わせた。

「償うつもりなら生きなきゃ。死なせてなんかやるものか。僕は全力でエンマちゃんを生かすよ。どんなに嫌いやがられたって手て加か減げんしない。今のエンマちゃんにこの世界は生きにくいだろうね。けど、嫌きらわないでよ。恨うらむなら、僕を恨んで。嫌うなら、僕を嫌って。だから、お願いだから、自分自身を嫌わないでよ」

　左手で頭を撫なでる。柔らかな感かん触しよくにほっこり心が温かくなる。

「僕は好きだよ。エンマちゃんのこと」

　生きるのにこれ以上の理由があるだろうか。

　大好きな人が傍そばにいる。

　それだけで、死ぬわけにいかないじゃないか。

　エンマにもこの気持ちを知ってほしい。いつか誰だれかを好きになって、そんな自分を好きになって、もっと前向きに生きてほしい。──で、その好きな人が自分だったら最高だ。

「……………………、ばっかばか」

　エンマはぐいと力一いつ杯ぱい涙を拭ぬぐって、拗すねるように唇くちびるを突き出しずんずん前に歩いて行く。とりあえずは気を持ち直したようで安心した。肩を並べて搭とう乗じよう口ぐちまで歩いていると、

　不意にエンマが呟つぶやいた。

「…………嫌きらいになんてなれるかよ」

「ん？　何か言った？」

「な、なんでもねえよ！　バカレオ！　聞き耳立てんなよな！　キモイっつーの！」

「あははははっ。やっぱりエンマちゃんは可か愛わいいなーっ！　そんなに照れなくてもいいのに」

「照れてねえし！　や、もう、頭撫なでんなあ!?　調子に乗ってんなー、こいつ!?」

「ちょ、ローキックはやめて！　足取れちゃうから！　────がぁッ、ケツキックありがとうございます！」

　こんなじゃれ合いがこの上なく嬉うれしい。レオとエンマはどちらからともなく手を繫つなぐ。

　ずっと一いつ緒しよに居ようね、と誓ちかい合うように──。

「で、どこに行くつもりなんだよ？」

「うん。とりあえずアメリカへ。エンマちゃんに僕の家族を紹しよう介かいしたくてね。その次はエンマちゃんの故こ郷きように行ってみたいかな。世界中を旅しようよ。そうそう、晴はる夜やたちも海外に渡るって言ってたよね。そのうちどこかで会えたらいいなあ──」
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　そして、件くだんの吸きゆう血けつ鬼き主しゆ従じゆうコンビはと言えば────。

　実はまだ斑まだら王おう路じ市し近辺をうろちょろしていた。

　インゴルフを退たい治じしてから三日経たつというのに暢気のんきなものである。しかも、太陽が出るお昼は漫まん画が喫きつ茶さで過ごし、日が落ちれば当あて処どもなく歩き回ってたまにファミレスなどで一日一度の食事を楽しむという、そんな惨みじめな生活を送っていたりする。レオに比べてなんてスケールの小さいことか。晴夜とて海外に渡り浮ふ浪ろうの旅に出たいと男のロマンを語ったものだが、悲しいかな先立つ物マネーが全然無いのである。

　今日きようも今日とてファストフード店内の一席を陣じん取どると、テアと額ひたいを突っつき合わせて変わることのない残金を何度も何度も計算するのだった。

「くそ。やっぱ後あと一週間で底を突くぞ」

「晴夜、文もん句くを言いたくはないのですが、仮にもわたしは始し祖そのお姫ひめ様さまなのですよ？　こんなスタンダードハンバーガー一個にポテトＳサイズだけではあまりにも侘わびしすぎます……ッ！」

「我が慢まんしろ！　俺おれだってなあ、腹はら一いつ杯ぱい肉が食いたいんだ。高こう校こう生せい男子の胃袋いぶくろ舐なめんなよ」

「しかし、ジュース代をケチって店員さんに水（０円）を注文しガムシロップ（０円）とレモン果汁かじゆう（０円）で即そく席せきレモネード（０円）を作るのはいくらなんでも惨みじめすぎます……ッ！」

「嫌いやなら飲むな！　俺が飲むから！　大体おまえ、なんだって金持ってねえんだよ！　前まで札さつ束たばをポケットに直じか入いれしてたくせによ！」

「何度も言わせんなってんですよ！　わたしのお金はお部屋と一いつ緒しよに消し炭ずみになっちまったんですぅ！　こんなことになると知っていたらわたしだってポケットに忍しのばせていましたよ！　それを言うなら晴夜だって、どうしてこんなに貧びん乏ぼうなのですか!?　最近の子供は小こ金がね持ちだと巷ちまたでは囁ささやかれているというのに！　この甲か斐い性しよう無なし！」

「神しん学がく科かの生徒は基本アルバイト禁止なんだよ！　教会から支し給きゆうされた生活費ひを切り詰めて切り詰めてようやく貯ためたへそくりを、涙を吞んで切り崩くずしているこの俺に向かって甲斐性無したあ言ってくれるじゃねえか！　もうおまえにはハンバーガーは買ってやらん！」

「横おう暴ぼうです！　晴夜ッ、見み損そこないました！　わたしからハンバーガーを取り上げたら何が残るってんですか!?」

「プライドすら無いのかよ!?　どんだけハンバーガーに身を捧ささげているんだ!?」

　ハァハァと息が上がったところで口こう論ろん終了。このやり取りも何度目めだろうか。

　吸きゆう血けつ鬼きと言えど、この社会に生きる以上貨か幣へいが無ければ何もできない。生命力りよくはあっても生活能力が無いなんて滑こつ稽けいすぎだろう。晴はる夜やはともかくテアは生きつ粋すいのお姫ひめ様さまなので、この生活にもそろそろ我が慢まんの限界だ。

　冗じよう談だんで「こうなりゃ泥どろ棒ぼうでもするか」と提てい案あんしたところ、思いの外テアが乗ってきた。貧しさに負けた──、その犯はん行こう動どう機きが新聞の片かた隅すみに載のる日も近い。

「何を物ぶつ騒そうなことを話しているのだ、おまえたちは」

　トレイを持って隣となりのテーブルに着いたトレンチコートを着たダンディズムがそんなことを口にした。晴夜とテアは驚きよう愕がくする。一、二、三、四、五、…………。トレイの上に並んだハンバーガーの数に言葉を失う。さらにチキンナゲット、サラダ、アップルパイといったサイドメニューまで充実している。ポテトはＬサイズ、コーラは氷抜こおりぬきだとう!?

　──こいつ、なんてこれ見よがしな贅ぜい沢たくをしやがるんだ……っ！　ていうか、

　グリオ・ヘルツルだった。

「なぜにッ!?」

　二人は即そく座ざにテーブルをバリケードにして身を隠かくす。この襲しゆう来らいは予想だにしていなかった。まだテアを狙ねらってんのか、と訝いぶかしみながらグリオを警けい戒かいする。

　対してグリオはとてもお上じよう品ひんにハンバーガーを自じ前まえのナイフとフォークで食べ始めた。

「どどどどうしてここにいやがりますか!?」

　トレイ上のハンバーガーに視線をロックオンしつつ、尋たずねる。

　グリオはつまらなげに答えた。

「決まっているだろう、おまえたちに会いに来たのだ。夜な夜な銀ぎん髪ぱつの少女を連れて歩く高校生がいるとの噂うわさが耳に入ってきたのでな、見つけ出すのは簡単だった」

　それは確かに簡単だったろう。思い返せばここ数日、晴夜たちは無む防ぼう備び極まりなかった。金が尽きるよりも先に聖殲士ナーバに殺されていたかもしれず、晴夜は自分の不注意を軽く呪のろう。

「で、まさかここで一戦やらかそうってのか？」

「それこそまさかだ。インゴルフにやられた傷はまだ癒いえていないし、何より今のおまえには万ばん全ぜんであっても勝てる気がしない。そう警けい戒かいするな。話があって来たのだ」

　まあ座れ、と椅い子すを引かれる。なんというか、グリオが庶しよ民みんのお店に馴な染じんでいる様よう子すにはかなり違い和わ感かんを覚えてしまう。晴夜とテアは一つの席にくっつくようにして怖こわ々ごわと座った。

「知ってのとおり、私はインゴルフに刃は向むかった。一いつ介かいの成り上がりが伯はく爵しやくに楯たて突つく行為は、延ひいては公こう爵しやくに反はん旗きを翻ひるがえすも同然なのだ。長年に渡り築き上げた地位も此こ度たびの一件で地に落ちたはず。公爵に見放されれば、私にはもう始し祖そを狙う理由がない。つまり、私たちが敵てき対たいする必要はないということだ」

「……えっと、じゃあ、今のアンタは一いつ匹ぴき狼おおかみってことか？」

「うむ。おそらくは二度と祖そ国こくの土は踏めまい。そこで異い国こくの地に築いた別べつ荘そうでしばらくの間療りよう養ようしようと考えているのだが、どうだ、もしも行く場所がないのならおまえたちも私とともに来ないか？」

　予よ期きすらしていなかった申もうし出に頭が一いつ瞬しゆん真まっ白しろになる。ともに来ないかだって？　以前にも仲間になれと誘われたことがあるが、今回は少し毛け色いろが違っていた。グリオはテアに向かって提てい案あんしていたのだ。決定権けんは主あるじたるテアにあると考こう慮りよしたのだろう。つまりテアのことを、兵へい器きや道具と捉とらえずに、一人の吸きゆう血けつ鬼きとして認めている。

　グリオにはテアをインゴルフから匿かくまってくれた実じつ績せきがある。人となりも知っているつもりだし、少しは信用できるかもしれない。

　テアを窺うかがってみると、テアも晴はる夜やを見上げていた。こそっと耳打ちしてくる。

「早まってはいけません。ここは慎しん重ちように期すべきです。わたしたちの生せい死しに関わるのですから」

「そ、それもそうだな。わかった。もうちょい探ってみる。────こほん。グリオ、アンタの申し出はよくわかった。すげえありがたい話だけどさ、ぶっちゃけアンタのメリットは何だ？」

「良い質問だ。腹を割ろう。先ほど話したように私の受けた傷はまだ癒いえておらず、満足に動くこともできない。いつ公こう爵しやくの刺し客かくに襲おそわれるかわからんのでな、おまえにはしばらくの間私の用よう心じん棒ぼうになってもらいたいのだ」

　なるほど。そうそう旨うまい話は無いというわけだ。

　テアの言うとおり生死が関わっていた。ほいほいついて行くと痛い目に遭あうかもしれない。

　──ここは慎重に決めないとな。

「その代わり、おまえたちには最さい大だい限げんのもてなしをさせてもらおう。少なくとも今以上の贅ぜい沢たくはさせてやれるが、どうか？」

「行きましょう、晴夜！」

「慎重さをどこにやった!?」

　お得意の掌返しである。春夜はがっくりと肩を落とした。

　こうして、主たるテアの裁さい量りようでグリオの申し出を受けることになった。

　頭を抱える晴夜であったが、まあいっか、とすぐに立ち直る。晴夜にとって居い場所はテアの傍そばだ、場所がどこだろうとそんなことは些さ末まつな問題なのである。

　愛いとしの主が喜ぶのなら用心棒くらい買って出てやらんでもない。

　最近テアに甘くなりつつある自分に呆あきれるものの、新しん天てん地ちに心を躍おどらせる晴夜であった。




　そこに己おのれの運命を左右する出で来き事ごとが待ち構えているとも知らずに──。




「それで、その別荘があるのってどこなんだ？」

　グリオは懐なつかしむようにその国の名前を口にした。

「スペインだ」





To Be Continued.









　斑まだら王おう路じ市しの北部郊こう外がいにある未開の森に、主あるじを失った古こ城じようが聳そびえている。

　城内に一いつ匹ぴきの蝙蝠こうもりが侵しん入にゆうした。掌てのひらほどの大きさの、一いつ見けんすると普通の蝙蝠のようだが、実体は人間型を維い持じできなくなった瀕ひん死しのインゴルフの変化後の姿すがたであった。

　故こ国こくからそのまま持ち込んだ古こ城じようの空気は肌はだに馴な染じみ、肉体と、魔ま力りよくを回復させるには一番適した環かん境きようだった。しかし、始し祖その眷けん属ぞくから受けた傷は簡単には治らない。おそらく全快するのに百年以上を費ついやさなければならないだろう。自じ我がを保つことさえ困難を極めるため、インゴルフにはもはや復ふく讐しゆうする意い志しすら失われていた。

　ゆっくりと城内を飛空する。キキッ、予期せぬ侵入者の気け配はいに悲鳴にも似た声を上げる。

　廃はい墟きよを歩く二つの人ひと影かげ。若い男女は蝙蝠に気づいて立ち止まる。

「一匹見つけたら三十匹、でしたっけ？　この国の諺ことわざは」

「……それ、諺じゃありません。……けれど、あながち間違いでもないみたい。だってこんなにも目め障ざわり」

　少女の手から放たれた聖獣ヴイアツアの蒼そう炎えんが蝙蝠を撃うち抜く。呆気あつけないほど容易たやすく消しよう滅めつしたインゴルフに対して、男女はこれといった特別な感情を示さなかった。

「はい、ご苦労様でした。これでこの国の吸きゆう血けつ鬼きの駆く逐ちくは完了です」

　男の名はピエルマルコ・ソルディーニ。柔らかい笑えみを浮かべて少女の肩に手を添え、異い性せいを誑たらし込む甘い声こわ音ねで語りかけた。

「これで心置きなくこの地を離れられますね。────ユウリさん」

　光の宿らない瞳ひとみを虚こ空くうに向けるユウリは、ゆっくりと小さく頷うなずいた。

　教会があえて『聖せい女じよ』と揶や揄ゆする少女。ピエルマルコは初めからユウリだけが目的だった。

　ユウリは過去を覗のぞけるその特質から教会に忌いむべき者と蔑さげすまれ、ずっと不ふ遇ぐうの扱いを受け続けてきた。友人を失い廃はい人じんと化した今、教会は彼女を持て余していた。

　捨て置くにはあまりにももったいない逸いつ材ざいである。ピエルマルコはユウリに関する情報を女じよ生徒から集め、大おお道みち晴はる夜やの名前に辿たどり着く。さらに協力者からの情報で、吸血鬼となった大道晴夜が学がく園えん内で匿かくまわれていたことも判はん明めいした。

　利用しない手はなかった。

「さあ、僕とともに来てください。大道晴夜君が待っていますよ」

　晴夜に会えると仄ほのめかし、ユウリをマインドコントロールしてきた。ユウリは嬉うれしそうに笑みを作って、肩を抱くピエルマルコに体重を預けた。

「今度スペインで大規模な掃討作戦があるのですが、ぜひ協力してください。愛しの晴夜君のためです。その力で吸血鬼を滅ほろぼしましょう」

　耳たぶを甘あま嚙がみするように囁ささやく。

　ユウリはそれすら気にならず、ここにはいない誰だれかに語りかけた。

「待っててね、ハル。寂さびしい思いさせちゃってるよね。ハルには私しかいないのに。ごめんね。すぐだから。すぐに迎えに行くからね」

　日の当たらない不ぶ気き味みな古こ城じようの深しん奥おうで、ピエルマルコはその顔を醜しゆう悪あくな笑えみで歪ゆがませた。
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　学園には調査団として教会から聖せい道どう士しや聖殲士ナーバが大量に送り込まれていた。こうなってしまっては学園そのものが機き能のうせず、『星せい学がく祭さい』ももちろん中止、生徒会クルセイダーズが抱えていた雑ざつ務むはすべて無用なものとなってしまった。

「ジョイはブラジル、飛蕾フエイレイは中国の古巣からそれぞれお呼びが掛かったんだって。これ以上学園に居ても意味がないって判はん断だんされたんでしょうね。良い機き会かいだから向こうで療りよう養ようするみたい。……あたしもローマから帰ってこいって言われたわ」

　エスメラルダが肩を落として言う。彼女の場合、今回のことが無くとも定期的に一番イタリアから催さい促そくされていた。彼女は、彼女の聖獣ヴイアツアが政争に利用されるのを嫌きらって逃げ続けていたのだが、学園が無くなればどんな言い訳わけもできなくなる。

　ピエルマルコを使っても無む駄だだろう。それなりの見返りがなければあいつは動こうとしない。良質のネタは売ったばかりなので、エスメラルダにはもう打つ手がなかった。

　クローゼットから旅行鞄かばんを取り出しつつ、気が乗らないので再度ルームメイトに話を振る。

「リラはどうするの？　イギリスに帰る？」

　壁に寄り掛かって何やら思し案あんしていたリライラは、我に返って顔を向けた。吸きゆう血けつ鬼きの襲しゆう撃げきがあった日からどこか上うわの空そらが多いリライラである。

　だが、口く調ちようは相変わらず力強い。

「帰らない。私は別に『雛鳥の巣ホリイハウス』に所属していたわけじゃないからな。特に呼び出しも受けていないから、そうだな、メルの帰る場所を無くさないためにもここに残るとしようか」

　その心こころ遣づかいに涙るい腺せんが緩みそうになる。リライラは初めて心を許せた親友だった。彼女と離れ離れになるのはどうしようもなく心細い。

「ねえ、リラもさ、一いつ緒しよに来ない？」

「ローマにか？　私が行ったところで門もん前ぜん払いだろう？」

「そんなことないわよ！　リラだったら諸もろ手てを挙げて歓かん迎げいされるわ！　最強ルーキーにして見み目め麗うるわしのアイドルだもの！　聖殲士の小お父じ様さま方からはいつも可か愛わいがられてるじゃない！」

「……そんなことで私が喜ぶと思うか？」

「思わないわよ。けど、行きたくない理由にもならないんでしょ？　だったら、さ」

　上うわ目め遣づかいに懇こん願がんする。学園の生徒から頼れる姉あね御ご肌はだというふうに見られてきたエスメラルダだが、リライラの前では弱い部分を隠かくさない。隙すきあらばとことん甘えてくる女の子に切り変わるので、どんなときでも男おとこ前まえなリライラとは相あい性しようが抜ばつ群ぐんなのだった。

「仕方がないな。ただし、付き合うのは一週間だ。この学園が無くなるとしても、それまでは私は生せい徒と会かい長ちようだからな。ここに残り、任にん期きを全うするさ」

　この責任感の強さも魅力みりよくの一つだが、ここは「いつまでもメルの傍そばにいる」と言ってくれた方がエスメラルダとしては嬉うれしい。言われたら言われたで本気で惚ほれてしまいそうなので、危ないところではあったが。

　ともかく、親友と一いつ緒しよなのだから心強い。ローマへの召しよう還かんに心しん底そこ気が進まなかったエスメラルダは一転して旅行にでも出掛けるみたいにはしゃぎ出す。リライラの旅支じ度たくを無む理りやり手伝い、下した着ぎを漁あさり判はん定ていしては嫌いやがられ、イチャイチャとうざいくらいに引っ付いた。

「ねえねえ、どうせならあたしの故こ郷きようまで足伸ばしてみない？　一週間と言わず一ヶ月くらい旅行しましょうよ！　ねえ、ねーえ、リラったら～」

「わかった、……わかった。どこへでも付き合うから少し離れろ」

　元気になったエスメラルダに圧おされて、どっと疲れを感じるリライラだった。




　奇き妙みような引いん力りよくで惹ひかれ合うように。

　リライラもまた、エスメラルダの故郷、スペインへと旅立つ。










　あとがき




　今回、少女を三人も真まっ裸ぱだかにしてやった。反省はしていない。




　どうも。山やま口ぐち幸三郎こうざぶろうです。

　いきなり頭の悪そうなこと言いましたが、少し弁べん明めいさせて頂いただきますと、正確にはマッパにしたのは二人だけで後の一人は裸に包ほう帯たいやら裸にマントやらで、セミヌード仕し様ようでした（そっちかよ）。まったく詰めが甘いことこの上ないのですが、しかし、布ぬの切きれ一枚で隠かくされたエロチシズムというものも想そう像ぞう以上に刺し激げき的てきだったりします。有名どころはやはり裸エプロンでしょうか。裸ワイシャツは言わずもがな。裸パーカー、裸オーバーオールなんかもマニアックで良いですねえ。靴くつ下したオンリーだとかなりのベテラン。バンソーコー思いついたやつは神。全ぜん裸らに軍ぐん手てで萌もえるのは私だけ？　俗ぞくにフェチシズムとも申もうしまして、組み合わせ次し第だいで攻こう撃げき力りよくパねえことになりかねませんので今の世の中いろいろ複雑だと思いました。

　現代、万ばん歳ざい。

　そんなことより（そんなことより!?）ここからは真ま面じ目めなお話。

　私の著ちよ作さく物ぶつもこの巻をもって通つう算さん十冊さつ目めに到達いたしました。デビューして数年、いつの間にやら二ふた桁けたにまで及んだ著我作が物子たちを眺ながめておりますと、もう感かん無む量りよう。よくもこんだけ書いたなあ、と途と中ちゆうで投げ出さなかった自分に驚きます。これからさらに二十冊、三十冊と出していくことを目標にいたしまして、差し当たってこの記念すべき十冊目『ハレルヤ・ヴァンプⅡ』をお楽しみ頂いただけたらと思います。




　イラストレーターのがおうさん。今回も素す敵てきなイラストをありがとうございました。特に生徒会クルセイダーズの面めん々めんは想そう像ぞう以上に理り想そう通りのキャラデザでございました。私の身み勝がつ手てな要よう望ぼうをすべて拾って頂き、なおかつ素晴らしいものに仕上げて下さいました。もはや感謝の言葉もありません……！　次じ巻かんもまたよろしくお願いいたします。

　そしてそして、この本を手にとって下さった読者の皆様には最さい大だい級きゆうの感謝を！

　それでは、次巻でまたお会いいたしましょう。





２０１２年　秋　山口幸三郎
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山やま口ぐち幸こう三ざぶ郎ろう

そうか！　草食くやタダじゃん
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イラスト／がおう

大阪在住のフリーのイラストレーターです。他に『エンジェル・フォール！』（星雲社）の挿絵、徳山競艇のビジュアルイラスト等担当。
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